


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




１．宰相

２．ヴィアイシア城の決闘

３．アイド

４．童が二人、四十層に帰りました。その永き物語が、いまここで白く満ちる

５．エピローグ







１．宰相







　自分の始まりの場所を聞かれれば、迷いなく即答できる。

『木の理ことわりを盗むもの』アイドは、このヴィアイシア城で始まった。千年前、ヴィアイシア国の『宰相』として勤め、『世界奉還陣』で全てが終わってしまうまで、ずっと守り続けた場所こそ、我が魂の故郷として定めている。

　――そして、その故郷に自分は帰ってきた。

　城の頂点に位置する玉座の間を、思い出に耽ふけりつつ眺める。

　他国の造りと違い、その部屋の壁や床には装飾用の植物が生い茂っていた。魔力を通せば、入り込んだ間者などを捕縛してくれる特殊な魔法のかかっている草木だ。部屋の側面には吹き抜けの窓がいくつもあり、その下に質素な椅子が並んでいる。真っ赤な絨じゆう毯たんが正面入り口から上座まで続き、その最上段には我らが『統べる王ロード』の玉座が置かれいる。その後方の壁には、懐かしきヴィアイシアの紋章が風で揺れていた。

　かつての記憶と変わらぬ間取りだ。差異があるとすれば、並ぶ太い支柱の裏に作業用の机が運び込まれているところだろうか。

　さらに言えば、かつてと違って、とても静かだ。

　いま、世間を騒がせている『北連盟』。その先頭に立つ国の頂上には、たった三人しか勤めている者はいなかった。

　まず玉座に一人の物静かな少女が顔を俯うつむかせ、長い黒髪を前に垂らすことで顔を隠している。その隣には、短めの金髪を靡なびかせる可か憐れんな少女が付き従っている。

　いや、その黒髪の少女を物静かと表現するのは間違いか。金髪の少女を可憐と表現するのも同様だ。いま黒髪の少女は眠らされ、金髪の少女は乗っ取られている。およそ普通ではない『状態異常』に侵されて、発言の自由を奪われているだけ。

　ただ、それは支柱裏の机の傍そばに立っている自分も同じかもしれない。

　彼女たち二人と同じで、自分も、もう――

　連絡用の魔法《ツリーズ・コンタクト》を終わらせた自分は、拳を強く握り込む。そして、その脳裏に浮かんだ考えを振り払うように、目の前の机を叩たたく。振動で机の上に重なっていた国の資料が落ちるのも構わず、額に手を当てて、王の乱心を嘆く。

「『統べる王ロード』……、なぜ……」

　つい先ほど、そこに眠る偽物ではなく、本物の『統べる王ロード』と自分は話した。この玉座の間から、『第二迷宮都市』ダリルまで魔法による通信を行い、千年振りの挨拶を交わした。しかし、我らが王の隣には千年前の裏切りの騎士であり、憎き始祖渦か波なみが立っていた。自分とでなく、あの男と……。

　なぜ、未いまだ『統べる王ロード』は、あの逆賊と共に行動しているのか。

　なぜ、自分の提案する計画を認めてくれなかったのか。

「自分には、わかりません……」

　天井を仰ぎ、自分に言い聞かせるように口にした。

　声に出さなければ、その言葉を翻しそうになると思ったからだ。

　――ああ……。わからないなんて、噓うそだ。本当は、もうわかっている……。

　そんな言葉が、よぎりかけた。それを認めてしまえば、自分の『統べる王ロード』はこの世からいなくなるだろう。当然、その隣に立つ『宰相』も消えてなくなる。

　だから、わからない振りをするしかない。

　自分は『宰相』だ。『宰相』の自分が消えてなくなれば、何も残らなくなる。狂った振りをしてでも続けなければ、死ぬよりも恐ろしい『無意味』に成り果てる。

　だから、自分は努力し続ける。いま、机から床に落ちた本。千年前について書かれた歴史書にある『宰相』に、しがみ続けている。

　その最中、遠くから声が聞こえてくる。

「――先生!!　アイド先生はいますか!?」

　それは自分を『先生』と呼ぶ声。

　その声に答えることなく、無言で千年前の『宰相』を思い浮かべ続ける。

　あの偉大なる『統べる王ロード』の後ろに付き従う『宰相』……。

　あれほど素晴らしい姿はなかった……。

　あれほど素晴らしい人生はなかった……。

　あれほど素晴らしい自分はなかった……。

　だから、『先生』なんてものに憧れた愚かな子供など、もう存在しない……。自分は『弟』ではなく、『宰相』となったのだ。だから、もう――

「せ、先生!?　顔が青いです！　ちゃんと呼吸を！　息を、してください!!」

　こ、呼吸……？

『先生』という単語は受け入れられなかったが、それ以外の言葉は耳を通った。

　意味を理解した自分は、慌てて肺を動かして空気を一気に吸い込む。

「――は、はぁッ」

　新鮮な空気が肺を満たし、先ほどまでの異常な息苦しさが少し緩和される。

　ああ、どうやら……。なぜか、息が止まっていたようだ……。

　考え込み過ぎたか？　あの始祖渦波との決闘が近づき、緊張しているようだ……。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　呼吸を整えつつ、自分で答えを出して、周囲を見回す。

　いつの間にか、『魔石人間ジユエルクルス』の少女が背後に立っていた。

　髪と目に薄らと青い色素が混ざっている少女で、ヴィアイシアの軍服を纏まとっている。確か、彼女は治療を終えた『魔石人間ジユエルクルス』で、城の文官の手伝いをやると買って出てくれた子だ。名前は……、確か――

「あ、あなたは、その……すみません。名前のほうを忘れてしまって……」

　名前が出てこない。しっかりと考えれば思い出せるかもしれないが、それを行おうという気になれず、素直に聞いた。

「『魔石人間ジユエルクルス』ナンバープロトエクスのクエスです。謝る必要はありません、先生。この城には似た外見の家族がたくさんいますから、無理もありません。それよりも、いまは先生のほうが……」

　クエス……？　いや、どうでもいい。きっと、また忘れるのだから、覚えようとしても無駄だ。いまは、それよりも大事なことがある。

「すみません。自分のことは『先生』でなく、『宰相』アイドと呼んでください」

　机の上から床に落ちた資料を拾いながら、彼女の間違いを訂正していく。そして、その中にある最も大切な本を手に取って、強く握り締める。

　――それは、自分の本。

　千年前の北と南の戦いを記した歴史書、『統べる王ロードと宰相アイド』の本だ。

　これこそが、自分が生きてきた確かな証明。それを懐に入れながら、『魔石人間ジユエルクルス』の少女に向き合う。すると、少しだけ残念そうな顔で彼女は頷うなずいた。

「わ、わかりました。『宰相』アイド……」

「ありがとうございます」

『魔石人間ジユエルクルス』の訂正に感謝する。同時に、懐の歴史書にも感謝する。一年前、『世界奉還陣』の中央でパリンクロン・レガシィ様と相あい川かわ渦波の因縁の決着を見届けて、『統べる王ロード』の代わりとなれる『水の理を盗むもの』陽ひ滝たき様を預かったあと……自分は、この本を見つけた。

　この千年後の世界に守護者ガーデイアンとして召喚されてから、自分は『宰相』であることを忘れかけていた。しかし、この本には、忘れかけていた『宰相』の全てが載っていた。召喚時の記憶の欠損のせいで、思い出すのが遅れてしまったが、もう道を間違えはしない。

　――自分は『宰相』だった。

　本を身体からだの一番奥深くにしまい込みながら、戸惑う青の『魔石人間ジユエルクルス』に説明する。

「すみません……。『宰相』アイドと呼ばれたほうが、身が引き締まるのです」

　何よりの証拠として、いま胸を張って『宰相』と自称し、部下から『宰相』と呼ばれた瞬間、身体に力が漲みなぎった。

　ああ、やっぱり……。

　そういう性質として、自分は生まれてきたのだ。

　自分の属性は木。魔力は誰かを育てることに特化している。性格のほうも、誰かを立てることが多く、一人で戦うことは決してない。

　そう、アイドという名の『魔人』は、一人では生きられない。

『統べる王ロード』がいて『宰相』であると証明できて、ようやく――息ができる。

　はっきりと思い出せてきた。そうだ。確か、自分は『宰相』であるために、この城で『木の理を盗むもの』となって、あの真っ白な場所を目指し続けて――

「……真っ白な、場所？」

　自分で思いついた言葉に対して、自分の口から疑問の声があがった。『木の理を盗むもの』について思考をめぐらせたとき、その光景を一瞬だけ垣かい間ま見みたのだ。それはヴィアイシア城の玉座の間でなく、もっと別の広い場所だった。

　いまのは、どこだ……？　あの白色は『白桜ピエリス・アイシア』……？

　とても、懐かしいような……。けど、どこか胸が苦しいような……。

　記憶の奥深くを探れども、その場所を思い出せない。

　おそらくだが、千年前の『理を盗むもの』化と千年後への召喚による記憶の損耗が原因だろう。他の者たちと違って、自分は『木の理を盗むもの』となる直前に、使徒レガシィ様から詳しい説明を受けている。だから、いまの光景の見当が、ある程度ついてしまう。その意味を、自分一人の力だけでも――

「せ、せんせ――『宰相』アイド、どうかしましたか？」

　いつの間にか、『魔石人間ジユエルクルス』が隣にいて、自分の顔を覗のぞき込んでいた。

「……いえ、何の問題もありません。大丈夫ですよ」

『宰相』と呼んでくれたおかげか、なんとか作り笑いを浮かべることができた。

　もう先ほどの光景は思い出せないが、そう騒ぐほどのことではない。

　何もかも覚えていて、それを昨日のことのように思い出せるほうがおかしい。

　身体は若々しくとも、もう自分は老齢の域に入っている。幼少の頃の記憶なんて、思い出せるはずがない。孤児院での生活の記憶なんて、ほとんど残ってるはずがない。思い出せるとすれば、もう『宰相』だった頃の記憶くらいだろう。

　それは例えば、千年前にヴィアイシア城の回廊を歩いているときに聞えてきた声。

　――「……ちっ。あれが、『宰相』を務めるだと？　あの情けない男がか？」

　――「ああ。聞いたところ、あの王と同じ土地の出身らしいが、我らには堪たまったものではないな。『宰相』に相応ふさわしいとは、全く思えん」

　わざと歩いている自分に聞こえるような大きな話し声だった。

　――「どうして、あれが『宰相』に選ばれたのか、納得できぬものは多かろう」

　――「『統べる王ロード』の腰巾着どころか、重い枷かせにしかなっておらんからな」

　自分を『宰相』と認めない声を、自分は数え切れないほど聞いた。

　城の誰もが、自分は不適任だと囁ささやき続けた。

　子供の頃の記憶は思い出せずとも、あの辛つらい日々だけは思い出せる。

　なぜか、昨日のことのように、はっきりと。





◆◆◆◆◆






　千年前。自分が『木の理を盗むもの』となるよりも、もっと以前の記憶。

　我らが『統べる王ロード』は革命を起こし、南からの侵略を見事押し返した。

　さらに滅亡寸前だった北の国々を平和に導いた手腕を認められ、他国も認める立派な王となった。そこからは国力を蓄える為ために、戦争中心ではなく政治中心の戦いが始まったのだが、一つの問題が発生する。

　それは自分の――このアイドの『宰相』就任だった。誰もが口を揃そろえて「あの名前もわからぬ若造が『宰相』など、正気ではない」と言った。『統べる王ロード』は実力から、このアイドを『宰相』に選んだと言ってくれたが、信じる者は多くなかった。

　なにせ、余りに自分アイドは弱い。『統べる王ロード』と比べれば、何もかもが天と地の差。

　それを誰よりも自分が理解していたからこそ、周囲の批判の声を受け入れながら、寝る間も惜しんで働き続けることにした。頼られる『宰相』であるために、才のない人間なりに、やれることは全てやろうと努力した。

　途中、身体を鍛えようとしたこともあった。立場上、戦場に出ることはなかったが、最低限の力がなければ周りに舐なめられる風潮が、あの時代にはあったからだ。

　ただ、笑えることに、その努力は一年ほどの時間をかけても――

「――やはり、アイド殿に剣は向いておらんな」

　という一言で終わってしまう。

「ま、まだやれます！　ヴォルス将軍!!」

　ヴィアイシア城の中にある緑豊かな中庭で、自分は膝を突いたまま叫び返した。老練の将に時間を割いてもらってまで行った鍛錬だったが、とうとう首を振られてしまった。

「いや……、アイド殿は、不器用過ぎて刃物を持つのは逆に危険なのだ。それでも武術を身に付けたい場合は、もう素手による戦いしかない。ただ、戦場で拳を使うというのは、余りにな……。できれば、他の戦い方を覚えてほしいのだが……」

　暗に諦めろと言っているのは、すぐにわかった。

　身の丈に合わないことは止やめて、人や書物とだけ向き合えと言われている。

「……すみません、ヴォルス将軍。貴重なお時間を割いて頂き、感謝します」

「……武術は無理だとしても、わしに何か他にできることがあれば遠慮なく言うといい。ぬしら姉弟には、返しきれない恩がある」

　そのレイナンド・ヴォルスの声など、もう耳に入りはしない。自分は握り締めた拳から血を流しながら、城の中に戻っていった。

　わかっていたことだが、自分に戦いは無理だった。自分が国に貢献できるのは知識面しかない。頭を使って、自分の強みを探さないといけないのだが……。

「しかし、それだけでは……」

　自分が辺境の村の出身である以上、この城で働く他の者と比べると施された教育に大きな差がある。都心の貴族たちは、子供の頃から礼儀や作法を叩たたき込まれ、高名な学者から専門的な勉学を積んでいる。

　それに追いつくのは並大抵のことではないだろう。いや、もし追いつけたとしても、家柄という絶対的な差は埋まらない。子供の頃から広がっているであろう人脈だって、一生かかっても勝てやしない。同じ程度では駄目なのだ。

　もっともっと自分には力が要る。それは、生まれも、知識も、人脈も、何もかもを黙らせる力。姉様のような圧倒的な力が――！

「自分は、姉様の弟なのに……。なぜ、姉様のような才能がないのでしょうか……」

　せめて、姉の十分の一の才能があればと、顔を俯うつむける。

「……いや、ないものを強ね請だっても仕方がありません。いまは、自分にできることをやるしかないようです」

　首を振って、顔を上げる。

　――こうして、建国時の『宰相』アイドは折れることなく、前を向いて努力し続けた。

　未熟ながらも慎重に、ミスだけはしないようにと、全力で『宰相』の仕事をこなし続けた。決して腐ることなく、自分の取れる最善手を取り続けた。

　たった一度でも隙を見せれば、自分の失脚を狙うものたちが群がり、この『宰相』の座から引き摺ずり下ろそうとしてくるのはわかっていた。

　もし自分が『宰相』でなくなれば、『統べる王ロード』の隣にいられなくなる。

　それは、あの名もなき『魔人』に戻るということ。

　その恐ろしい未来に怯おびえながら、一年――また一年と、『宰相』アイドは国務に忙殺されていく。桃色の花の咲く季節から、黄色い花の咲く季節へ。赤い花の咲く季節から、白い花の咲く季節へ。北特有の不安定な季節を繰り返していく。

『統べる王ロード』の贔ひい屓きもあってか、なんとか自分は『宰相』にしがみ続けることができた。

　そして、自分の身体は少しずつ大きくなり、『統べる王ロード』の背を追い越す。

　目は深く窪くぼみ、人相なんて酷ひどくなったものだ。きっと、姑こ息そくな手ばかりで『宰相』としての力を保ってきたせいだろう。およそ、自分の思い描いていた立派な『宰相』とは程遠い姿となってしまっていた。

　それでも自分は、『統べる王ロード』の隣に相応しい『宰相』であろうと努力し続けた。

　ただ、その凡才の努力の先に待っていたのは、非情な現実。『統べる王ロード』が北大陸を平定し、多くの国が安定し始めた頃、特に彼女は教育面に力を入れ始めた。

　いつまでも同じ者たちだけで将軍をやっていられるわけではないのだから、良き後継者を生むために教育は必要だと『統べる王ロード』は言ったのだ。

　それは尤もつともだと思った。同時に、自分のことを言われているとも思った。

　このまま、この施策が上う手まくいき、時が過ぎていけば、私以上に相応しい『宰相』が現れるだろう。『理ことわりを盗むもの』となって不老に近い存在となった『統べる王ロード』と違って、自分は老いる。いつかは誰かと交代することになる。『統べる王ロード』の横に立つ『宰相』という座を、誰かに明け渡し、それを老いながら見届けることになる。

　――その未来は余りに恐ろしく、無惨だった。

　いままで我武者羅に働いてきたせいか、そんな当たり前のことにすら自分は気づいていなかった。教育の施策の話が出てきて、ようやく気がついた。

　いつまで自分は『宰相』で在れるのか。

　いつまで自分は『統べる王ロード』の隣にいられるのか。

　その動揺は、『宰相』の仕事に影響が出てしまうほどだった。このままでは国に迷惑がかかると思った自分は、自分の最も信頼する人に相談する。

「その心配は要らぬ。アイドよ」

　個人的に時間を取り、『統べる王ロード』の自室で二人きりとなったところで、それは杞き憂ゆうであるとはっきり言われた。そのとき、自分は長年の悩みから解放されたと思った。あの『統べる王ロード』がそう言ったのならば、そうに決まっていると心酔していたからだ。

　ただ、『統べる王ロード』の口から続く言葉は、自分の望むものとは……違った。

「そなたの生活は妾わらわが保障する。おぬしはおぬしのやりたいことをやってもよい。妾わらわたちのことは何も心配することはないぞ……」

　伝えたいことが伝わっておらず、何かが歪わい曲きよくしていると思った。

　これから先、自分は『宰相』としてやっていけるかの不安を吐いたつもりだった。

　それに『統べる王ロード』は心配は要らないと言った。ならば、自分が『宰相』として、いつまでもやっていける妙案があるのだと思ったが、いまのでは、まるで――

「そうじゃな。残りの時間は、孤児院などやってはどうじゃ？」

「――え？」

　息が止まる。

　とてもいい笑顔で、妙案とばかりに『統べる王ロード』は自分に『宰相』以外の仕事を提案した。それはまるで、このヴィアイシアという国に、自分は要らないと言われたかのようで、息が――できない。

　いつものように息を吸うことが難しくて、肺も喉も、顔も固まって、動かない。

「うむ、我ながら良い案じゃな。もし、この国の仕事にアイドがついていけぬのならば、孤児院の院長などどうじゃ？　おぬしなら、きっと良い院長となるぞ。妾わらわたちが過ごした孤児院のような素晴らしい『居場所』を、おぬしが用意して待っていてくれ。そこで最期の時間を――」

　息ができないせいか、胸が苦しくなる。それと同時に、意識がぼやけてきて、見える世界が遠ざかっていく。自然と『統べる王ロード』の言葉も遠ざかって行く。

　何を言っているのか理解できなかった。いや、理解したくなかった。

「――アイドよ。できれば、おぬしに妾わらわたちの帰る場所を用意して――」

　これ以上、この話を聞き続ければ、終わると思った。

　自分の物語の書かれた書物だけがエピローグに入り、あと数頁ページの命。どこまでも『統べる王ロード』の物語は続く中、二度と自分アイドの名前は誰にも呼ばれなくなる。そんなイメージが頭をよぎってしまって、咄とつ嗟さに自分は呟つぶやく。

「……はい。それもいいかもしれませんね。ただ、もう少し考えさせてください……」

　比喩でなく、自分が自分でなくなって、死んでしまうと思った。いまにも首を吊つりたくなる衝動にかられた。自分は『統べる王ロード』から逃げるように部屋から出て行く。

「そ、そうか……。ゆっくりと考えるとよい。おぬしがどのような選択をしても、ずっと妾わらわは応援しておるからな」

　その最後の『統べる王ロード』の言葉すら、いまの自分には辛過ぎた。

　ふらつきながら部屋を出て、自分は城の回廊を歩く。

　すれ違う人々が自分の顔を見て、心配そうに話しかけてくる。けれど、その全てがどうでもよかった。『宰相』で在り続けるために、周囲の点数を稼ごうという気にもならない。何も答えることができず、その全員を無視して自室に帰る。

　自室に辿たどりついた自分は、現実を受け止めきれずに呆ぼう然ぜんとする。

　いままで何とかやってこられたのは、『統べる王ロード』が自分に「『宰相』でいてよい」と言ってくれたからだ。つまり、『統べる王ロード』あってこその『宰相』アイド。

　この身は『統べる王ロード』のために捧ささげられ、『統べる王ロード』のために特化している。

　いまさら、他の生き方なんてできるはずがない。

　先ほど回廊で人とすれ違ったときのように、自分がどんな人間かわからずに一言も喋しやべられなくなるだけだ。

　自分は『宰相』という役目がなければ、生き方すらわからない弱い人間なのだ。

　それなのに、孤児院……？　自分が、その院長……？

　できるはずがない！　いや、できたとしても、そんなことはしたくない！　絶対に！

『統べる王ロード』が自分以外の誰かと共に進む未来が怖かった。

　それは誰だ？　他の『理を盗むもの』か？　『統べる王ロード』と同じく才ある強き者か？

　自分よりも強く賢く、『宰相』に相応ふさわしい男か？

　その二人を、後ろから一人で自分は見送る。それは、まだいい。

『統べる王ロード』の助けとなる力ある若者の登場は喜ばしいことだ。

　それはいい。いいのだけれど……ただ、そのとき、自分はどんな姿をしているのだろうか……。若く美しい『統べる王ロード』を、年老いた自分が見ているのか……？

　――駄目だ。

　それでは、あの約束を果たせない。

　あの約束のためだけに、自分はここまでやって来たのに――

「あ、ああぁ……。ああああぁぁあ……」

　呻うめく。

　もはや、もう自分は限界だった。立派な『宰相』であろうと無理し続けた身体からだが、悲鳴をあげているのがわかる。凡才だからこそ、いつだって自分の限界はよく見えていた。

　ヴィアイシアの城内を歩き回り、探す。

「だ、誰か……。自分を……、どうか……」

　自分が『宰相』であるためにどうすればいいのか。

　その相談を誰かとしたい。しかし、信頼できる者はいない。かつての孤児院の仲間たちは、もうほとんどが城からいなくなった。未いまだに残っているのは自分を除けば、『統べる王ロード』とセルドラ様だけだ。ただ、そのどちらにも相談はできない。

　――どちらも強過ぎる。

　弱い人間の悩みなど、わかりようがない二人だ。

　現に、『統べる王ロード』はわかってくれなかった。

　だから、自分は探す。弱い自分の気持ちをわかってくれる誰かを。

　探し、探し探し探し続けて、行きついてしまう。

　今日まで『宰相』として集めてきた情報があれば、その存在との面会は容易たやすかった。

　彼を招き、自室で二人きりとなるのに、そう時間はかからなかった。

　自室で茶色い髪の小さな子供と向き合う。

　その小さな体たい軀くと身なりに見合わない威厳を子供は放ちながら、自分に告げる。

「――使徒ディプラクラから、伝言を預かってる。すまない、と。自分が軽率な真ま似ねをしてしまったから、ずっとあんたら姉弟を苦しめている。本当にすまないと、何度も謝っていた」

　子供は頭を下げて、同僚の代わりに謝罪した。

　このどこにでもいそうな短髪の少年こそが、あの伝説の使徒の一人レガシィ。

　自分は知っていた。この使徒たちが、各地で『理を盗むもの』になれるものを選んでいるということを。かつて姉様を『風の理を盗むもの』にしたのが使徒ディプラクラという存在で、目の前にいる少年にも、その権限があるということを――！

「レガシィ様……、自分も姉様と同じになりたいのです……」

　何も考えず、ただ自分は願った。出迎える前に、色々と交換条件を考えていた。けれど、彼と向かい合った瞬間、その全てが霧散した。

　もう限界だったのだろう。

　そして、その限界を超えるために、あの御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような『魔法』の力が欲しかった。自分の半分ほどしかない背丈の子供にだって、必死になって縋すがり付いた。

「お願いします。他には何も要りません。必要とあらば、あなたの奴隷となってみせます。あなたの靴だって舐なめます。何でもします。してみせます。だから……」

　これが自分の本当の始まり。

　後世まで語り継がれる伝説の『宰相』アイドとしての始まりだ。

「だから、どうか……。どうか、自分も『理を盗むもの』にしてください……」

『統べる王ロード』の隣を、永遠に歩き続ける権利を欲した。

「……アイドの兄さん、心配しなくていい。実は、もう条件は満たしているんだ。『世界』が、あんたを認めてしまっている。だから、いま、俺がここにいる」

　使徒レガシィは困ったような顔をして、すぐに頷うなずいた。

　ただ、もう誰の言葉も安易に信じられなくなっていた自分は、懇願を続ける。何があっても、この使徒の機嫌を損ねてはならないと必死に、自分を売り込む。

「この命を捧げる覚悟もあります！　この肉体も好きにしてください！　世界に魂を売り渡すのも厭いといません！　ええっ、全て、持っていってください！　自分は、『自分』だって『代償』にできます!!」

『契約』には『代償』が必要だというのはわかっている。

　その『代償』は大きく、自分自身さえ失うであろうこともわかっている。

　そのことを伝えると、少しだけ使徒は驚いた顔を見せる。

「流石さすが、最後の『理を盗むもの』。他と違って、よくわかっている。あの姉のために、独自に調べていたのか？　……いや、どちらでもいいか。なにせ、もう『代償』は決まってる。いま失いかけてるものを、姉と同じところに落とせばいいだけだ」

『代償』は決まっている……？　姉様と同じところに落とす……？

　いや、姉様と同じなら別に構わないか……。それは、むしろ望むところだ。

「『理を盗むもの』の説明は必要なさそうだが、一応はさせてもらうぜ。それが、俺の仕事らしいからな」

「それでは、その……、自分はなれるのですか？　『理を盗むもの』に」

「なれる。あんたの熱意に、世界は負けてしまったみたいだ」

「あ、ああ……」

　その言葉が聞きたかった。

　ずっと止まっていた息を吐いて、頰を綻ばせる。ただ、それを使徒は戒める。

「ただ、その前に聞く。いまなら、まだ引き返せる。……アイドの兄さん、本当にいいのか？　はっきり言って、お勧めしない。他の使徒二人と違って、俺は仕事なんてどうでもいいって思ってるからはっきり言うが、『理ことわりを盗むもの』なんて詐欺みたいなもんだ。大体、なったやつはみんな不幸になってる。いまのところ、笑えるくらいに十割不幸だ」

「それでも、お願いします」

　即答する。その戒めが正しいと知っていながらも、突き進む。

　たとえ不幸であろうとも、そこには『自分』がいるだろう。

『統べる王ロード』と共にならば、不幸だって構わない。

「……すげえな。それでも、か」

　その即答に使徒は心底驚いたようで、途端に萎縮して、自分から一歩遠ざかった。

　そして、眩まぶしそうに自分を見て、少し遠くから話を再開させる。

「俺はあんたに色々と期待している。だから、このレガシィによる過去最高に意地の悪い『代償』でも、辿りつけるかどうか……。試させてくれ」

　過去最高に意地の悪い『代償』と言われても、自分は心を揺るがすことはなかった。不真面目と噂うわさの使徒レガシィならば、そのくらいのことはしてくると予想していたからだ。ただ、噂ほど邪悪に見えず、驚いてもいる。

　よく見れば、好意的な視線を自分に向けているように感じる。一つ上の立場にいる使徒でありながら、『理を盗むもの』に憧れ始めているようにも見える。
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「先の言葉を、自分が曲げることはありません。使徒様」

「わかった、アイドのお兄さん。必ず、あんたを『理を盗むもの』にしてやる。これから、あんたは運の悪いことに使徒レガシィの選んだ『木の理を盗むもの』となる。それじゃあ、まずは、その心臓を潰さないとな――」

　――こうして、この日、『自分』は自殺した。

　自分で自分の心臓を潰したのだ。

　使徒様が見守る中で、『契約』を行い、自分は姉と同じ『理を盗むもの』となった。

　――これが『木の理を盗むもの』アイドの始まりであり、一人の『弟』アイドの終わりの瞬間。

　このときから自分は、とある『大切な時間』をすっぽりと抜け落としてしまった。

　同時に、とある大切な約束も忘れてしまった。

『理を盗むもの』たち全員が臨む『試練』に、自分も落ちた。

　ただ、自分に恐れも不安もなかった。

　隣に『統べる王ロード』がいるというだけで、いつまでも自分は戦い続けることができる。

　これが『宰相』アイドの物語の始まり。





◆◆◆◆◆






　始まり――のはずだ。

　自分が『理を盗むもの』となった経緯を思い出して、自嘲する。

「ふふ。これだけは、いつになっても忘れられませんね……」

　あの日、自分は『統べる王ロード』を追いかけて、心臓を潰して、『木の理を盗むもの』となった。全ては、『統べる王ロード』に相応しき最高の『宰相』である為ため――

「……せ、先生？」

　また遠くから声が聞こえてくる。

　その声に対して、自分は心の中で「違う」と首を振る。

『先生』程度の存在では、国を守れはしない。自分は『宰相』だから、『統べる王ロード』の隣に立てた。いまも思っている。自分は『統べる王ロード』の傍そばに、『宰相』として立ちたい。

　ずっと立ち続けたい……！　なのに――!!

「怨敵、始祖渦か波なみが現れた……」

　いま『統べる王ロード』の隣に立っているのは、またあの男だ。

『異邦人』でありながら、この世界の『始祖』と呼ばれた男。

「『統べる王ロード』……。なぜ、またあの男と共に……」

　自分は奥歯を嚙かみ締めて、いまの現状を呪う。

　いや、妬む。

　わかっている。結局、どれだけ御託を並べようとも、そういうことだ。

「あなたさえ、現れなければ……。あなたのせいで、自分は一人……」

　始祖渦波のことを考えるにつれ、千年前の自分の最期を思い出してしまう。

　結局、今いま際わの際きわに『統べる王ロード』は隣にいなかった。

　他に何も要らないと誓った人生でありながら、その終わりに『統べる王ロード』は存在しなかった。それどころか、『代償』によって自分を理解してくれる友は一人もおらず、たった独りで、あのヴィアイシア国を最期まで――

「せ、先生!!　私たちがいます！　しっかりしてください！」

　どんっと強く肩を揺すられて、耳元で大声が響く。

　まただ。煩わしい……。

　軽々しく自分を『先生』と呼ぶな……。何も知らないくせに……。

「先生がっ！　みんなも先生を呼んであげて！　また、あのときみたいになってる！」

「わかっている！　回復魔法を使えるやつは全力で使え！　原因はわからないが、しないよりはマシだ！」

「起きてください！　先生っ、みんなが待ってます!!」

　いつの間にか、自分の周囲には名前さえ知らぬ『魔石人間ジユエルクルス』たちが集まっていた。

　その誰もが先ほどの少女と……ああ、名前が思い出せない。先ほどの青い髪の『魔石人間ジユエルクルス』と同じで、治療を終えたあとに城で働きたいと希望した者たちだ。

　ほとんどが城で働くには若過ぎて、しかし城下町で生きるには強過ぎる子たちだった。

　だから、自分は『居場所』を用意してやった。この城の中だけでなく、あらゆるところで生きていけるように、この大陸の環境を整えてやった。

　だから、いつの間にか数が増えてしまって、いつの間にか懐かれてしまった。

『魔石人間ジユエルクルス』の救済は自分の意思でやってきたことだが、いまになって信じられない。

　どうして、この一年、こんなにもたくさんの『魔石人間ジユエルクルス』たちを助けたのだろうか。

　――自分で『自分』が、わからない。

　どうしてだ……？　最初に迷宮の四十層に辿たどりつき、この時代に自分を呼んだのが『魔石人間ジユエルクルス』のワイス様だったからか？　あのノスフィー様と同じ『魔石人間ジユエルクルス』が、研究者として気になったのか？　単純に、その境遇に同情してしまったのか？

　千年前と違って、一年前くらいのことならば、まだ思い出せる。

　この時代に、守護者ガーデイアンとして召喚された自分は、まず寿命の短い白の『魔石人間ジユエルクルス』の治療を行った。そして、治療のために、そのワイス様の話を聞いていく内に、この時代のことを少しずつ知った。

　そのとき、すぐに『魔石人間ジユエルクルス』を生産する研究院を突き止めて、その実態を暴き、更地に変えてやった記憶がある。

　確か、人間が虐げるために人間を生産していると知り、自分は激怒した。

　……ああ、そうだ。自分は怒ったから、『魔石人間ジユエルクルス』を助けたいと思ったのだ。

　そして、最初に助けた『魔石人間ジユエルクルス』の名は、確か……ルージュ。

　少しだけだが、頭の中の霧が晴れた気がする……。

「先生!!　私たちがいますから、何でも言ってください……。どうか、一人で抱え込まないでください……」

「え？　あ、あぁ、はい……」

　少しだけ晴れた霧の中から手が伸びてきて、自分は我に返る。周囲に目をやる余裕ができて、いま自分はヴィアイシア城の玉座の間にいたことを思い出す。

　たくさんの『魔石人間ジユエルクルス』たちが自分を囲んでいた。その中の一人が、自分の右手を握り締めてくれていた。考え込んで反応のなかった自分を心配してくれたのだろう。

　その両手は、とても温かかった。

「すみません……。また、少しぼうっとしていましたね……」

　ただ、その綺き麗れいな手を見て、また自分は「違う」と思った。

　こうではなかった。もっと『彼女』の手は、あの人に似ていて、だから自分は――

「聞いてください。先生、最近おかしいです……。いつもぼうっとしていて……。ここにはみんながいるのですから、もっと悩みを私たちに話してください……」

「……ええ、みんなを頼りにしてますよ。いまのは悩んでいたというより、懐かしんでいただけですので心配要りません。ついさっき、昔の知り合いと話したせいですね」

「それなら……、いいのですが……」

　彼女たちには関係のない話だ。

　適当な言い訳で誤魔化していると、『魔石人間ジユエルクルス』の一人が提案をする。

「あ、あのっ、先生！　今度の勉強会はいつですか？　もう長い間、やっていませんよね!?　私たちは、また先生に色んなことを教えて欲しいです！」

　自分は断り方をよく考えたあと、静かに首を振る。

「教えたいことはまだまだあるのですが……。すみません。たぶん、もう二度と、勉強会はしないでしょう。……もう時間が来ました」

「え？　でも、みんな楽しみにしていて……」

　食い下がる『魔石人間ジユエルクルス』たちに首を振り続ける。

　もう『先生』などという『ごっこ遊び』をやっている場合ではないのだ。

「それどころではなくなりました。早急に、『城』の起動実験を行いたいと思います」

　ここからは、始祖渦波に勝つことだけを考える。

　あの男に勝つには、今日まで自分が積み上げてきた全てを賭ける必要がある。

「『城』を、起こすのですか？　確かに準備はできていますが、どうして急に……」

　この『城』は『北連盟』の最後の切り札だ。

　それを起動するとなれば、この青い髪の『魔石人間ジユエルクルス』の反応も当然だ。

「それを必要とする敵が、こちらに近づいてきています。城下町の方々には、『南連盟』の本隊が進軍してきたとでも言って、避難を促してください」

「敵ですか？　それは先ほど話していた相手のことですか？　その人たちが、敵国の本隊レベルであると……？」

「いいえ。あのようなお遊戯の軍隊とは、比べ物にならない存在です。千年前に全大陸を脅かした伝説が、二人。戦いに巻き込まれれば、誰もが即死でしょうね」

「千年前の伝説ということは、『統べる王ロード』様や使徒様のような……？」

「はい。なので、あなたたちも避難してください。城の中は、空っぽにします」

「ま、待ってください!!　私たちも残って、先生と一緒に戦います!!」

「ここには『理を盗むもの』と使徒様だけが残ります。それ以外の戦力は、正直に言って、足手まといです」

　説明が終わると、青い髪の『魔石人間ジユエルクルス』は悲しそうな顔をして、自分の服の裾を強く摑つかんだ。よく見れば、周囲のものたちも同じ様子だった。

　彼女たちは唇を嚙み、次々と頷うなずいていく。

「……わかりました」

　その表情と感情の意味を、誰よりもよく知っている。

　だからこそ、自分も似たような顔になりかける。けれど、彼女たちが始祖渦波たちとの戦いで邪魔になるのは間違いない。冷静に背中を向けて、事務的に指示していく。

「では、前もって決めていた通りにお願いしますね。状況は、想定パターン十二の危機的状況です。迅速に避難をお願いします」

「……了解です。直ちに、全員へ伝達します」

　返ってくる声も事務的なものだった。

　それに自分は少しだけ安心する。そして、周囲にいた『魔石人間ジユエルクルス』たちは顔を見合わせてから、自分の服の裾を放して、城の各所に向かって駆け出して行く。

「ふう。さて、忙しくなりますね。まずは使徒様に、状況を説明しないと……」

　取り残された自分は、すぐに目を玉座のほうに向けた。

　そこには、瞼まぶたを閉じた黒髪の王『相あい川かわ陽ひ滝たき』が座っていた。その隣では、使徒様を身体からだに宿す『ディアブロ・シス』が、王に向かって一方的に何かを話している。すぐ近くで、自分と『魔石人間ジユエルクルス』たちが口論していたことなど、まるで眼中にない様子だ。

　相変わらずの二人だ。

　いつも二人は一緒。ずっとディア様は、眠る陽滝様に話しかけるだけ。

　そういう風に、自分が魔法とスキルで誘導した。

　その二人に近づきながら、声をかける。

「ディア様！……すみませんが、シス様に『交代』してもらっても構いませんか？」

　眠る陽滝様を相手にお喋しやべりをしていたディア様が、ちらりとこちらを見る。

　名前を呼ばれたことで、やっと関心がこちらに向いたようだ。

「……むっ。いまは、俺の時間だぞ」

　ただ、口を尖とがらせて、自分の要求を却下しようとする。

「すみません……。急用なんです」

　不幸な生まれのディア様が年相応の表情を見せているのは嬉うれしいことだ。

　だが、今日ばかりは引くわけにいかない。

「仕方ないなあ。でも、早めに終わらせてくれ。これから、俺はジークとやることがあるんだ」

　用件を重要と察したディア様は、素直に目を閉じてくれた。

　それと同時に、その身体から力が抜けていき、彼女の身に纏まとった魔力の質が変わる。

　程なくして、ディア様は顔を上げて、彼女ならば絶対にしない毒のある笑顔を見せる。

『交代』を見て取った自分は、本来の目的の人物に話しかける。

「シス様、やっと来ました」

「……中で起きていたから、全部聞いてたわ。やっとね」

　ディア様と同じ声で答えるが、明確に口調が違う。いまここにいるのは純粋で無害な少女ではなく、かつて世界に名を轟とどろかせた伝説の使徒シス様だ。

「けど、あそこまでムキになってるアイドは久しぶりに見たわね。盟友相手に、決闘宣言までしちゃって……。それで、本当に勝てるの？」

　シス様は隣の黒髪の少女に軽く挨拶してから、玉座から一歩遠ざかる。

『交代』することで自分の施した魔法とスキルから解放されて、『ディアブロ・シス』は自由行動ができるようになったのだ。そういう仕組みに、自分たちがした。

「勝率は、五分だと思っています。正直、余り戦いに赴きたくない勝率です。……しかし、自分は始祖渦か波なみに勝って、彼より優秀であると『統べる王ロード』に証明しなければなりません。ゆえに、絶対に引けません」

「別に引けとまでは言ってないわ」

　とても軽い口調でシス様は首を振り、自らの髪を弄いじり出す。

　その様子から、自分の戦いに余り興味がないとわかる。

「この『城』があれば、なんとか攻撃は通じます。千年前は結局、使徒ディプラクラ様相手に使ってしまいましたが、本来は彼のような存在を倒すためのものです。ようやく、あなた様に本来の姿を見せることができます」

「……この一年、ずっと世話してきたものね。決闘で、全部解放するつもりなの？」

「ええ、これだけは自分の誇れる力。『城』を使って、始祖渦波と正面から戦います」

「けど、『城』を盟友個人に使えば、自然と王都の戦力は空っぽになるわ。もし、そこを『南連盟』に突かれたら、さくっと『北連盟』を盗とられちゃうわよ？　せっかくここまで育てた戦争なのに、構わないの？」

「……構いません。もし、これで戦争が終わっても、どちらかの『統べる王ロード』が残ってさえいれば、いくらでもやり直せます。いま、どう『南連盟』が動こうとも大局に影響はありません」

「そりゃ、アイドたちからすればそうでしょうよ。でも、『北連盟』に入ってる他の国々は納得するかしら？　ちょっと可哀かわい想そうじゃない？」

「このヴィアイシアを防波堤に使っている国たちの意見など、どうでもいいことです。彼らに自分たちの行動を咎とがめる力も度胸もないでしょう。いざというときのために、北の全ての国を併合する下準備も、もう終わっています」

「え、もう……？　本当に、この『境界戦争』は――いや、この大陸ってアイドの手のひらの上なのね」

「本来、こう上う手まくはいきません。ただ、一年前の『大災厄』で、両方とも大きな穴が空いていましたからね。あなた様を含めた千年前の遺産も多かったので、外交だけでほとんど終わらせることができました。正直、とても楽でしたね」

「ら、楽？　あの不眠不休の毎日が、楽……？　専門外だから、よくわかってなかったけど、あなたって本当に凄すごいのね。やっといま、それがわかったわ」

「そんなことありません。自分は凡人です。……それよりも、いまは始祖渦波のほうが重要です。シス様の目から見て、『城』は彼に通用すると思いますか？」

「あのディプラクラを封じた魔法なのだから、自信を持っていいと思うわ。成功すれば、盟友といえども封印できるはずよ。もちろん、成功すれば、だけど」

「ええ、成功させます。ミスはしません。もう絶対に――」

　遠まわしに成功は難しいと言われ、自分は強く言い返す。

　勝率が均衡している以上、気後れしていては勝てるものも勝てなくなる。

　絶対に成功させることを誓うように、シス様を睨にらんだ。

　それを見て、シス様は少しだけ目を丸くして驚いたあと、小さく笑った。

「あはっ、ちょっと面白いわね。あのアイドが、ここまで本気になってるなんて。なんだか……、お姉ちゃんの連れてきた彼氏と張り合おうとしてる『弟』を見てるみたい」

　とても心外な評価をされ、自分も驚く。すぐさま、その不当な評価を正す。

「『弟』……？　いいえ、違います。これはいわば、同僚に対する対抗心ですよ。王の『臣』として、負けたくないという心です。『宰相』として、負けられないのです」

「ふうん。『宰相』として、ね……。とんだ出世競争ね。まあ、それならそれでいいわ。それであなたがいいのなら、私は全力で応援するだけ。それが『契約』だものね」

　それをシス様は、大人の対応で受け流し、一年前に交わした約束を確認する。

　確かに、重要なのは『契約』だ。シス様に自分の考えを理解してもらう必要はない。

「ええ、このときのための『契約』です。シス様は偽りの『統べる王ロード』である陽滝様と共に、真の『統べる王ロード』の足止めをお願いします」

「了解したわ。あなたたちの喧けん嘩かに、うるさいお姉ちゃんを口出しさせないと、約束するわ。……ただ、少しお願いがあるのだけど」

「なんでしょう？　遠慮なく言ってください。自分たちは協力者なのですから」

「戦う前に、盟友たちと話をさせてもらっていい？　少しだけでいいわ」

「彼らに会いたいのですか？　できれば、イレギュラーは抑えたいのですが……」

　その予想外の申し出に、自分は難色を示す。

「戦う前に降伏を勧告したいのよ。ほらっ、私って平和主義者だからね！」

　自分は薄目でシス様を睨む。

　目の前の女性が平和主義者だなんて、全く信じていない。自分には自分の思惑があるように、彼女にも彼女の思惑があるのだろう。そして、もし、ここで強く押さえつけて止めれば、間違いなく勝手に行動する。使徒とはそういう生き物だ。

　それならば、まだ目の届くところで無茶をやってくれたほうがマシだ。

「……構いません。ただ、危なくなれば、すぐに割って入りますからね」

「ありがとう。それじゃあ、こっちも急いでおめかししないと。ふふ、忙しくなるわー」

　それを最後に、またシス様は目を瞑つぶる。

　先ほどと同じように身体から力が抜けて、『交代』が行われる。シス様の妖艶な仕草ではなく、ディア様の男らしい仕草が戻り、目が見開くと共に舌打ちをする。

「……ちっ、シスのやつ勝手に決めやがって。予定がぐちゃぐちゃじゃないか。明日は、街に新しくできたレストランに二人で行く約束だったんだぞ」

　その可愛かわいらしい怒り方に少しだけ和みながら、自分は彼女を窘たしなめる。

「すみません。敵襲まで、数日ほどかかるとは思っていますが……。もしかしたら、明日にもやってくる可能性もありますので……」

「はあ、わかってるわかってる。ジーク、準備しに行こうぜ。ほら、手を出してくれ」

　そう言ってディア様は、玉座に座る『統べる王ロード』の代役であり、探索者ジークの代役でもある相川陽滝に手を差し伸べる。

「…………、……ん」

　それに陽滝様は僅かに反応して、差し出された手を取って立ち上がった。

　夢遊病のような頼りない足取りで、ディア様の後ろをついていく。眠っていてもここまで動ける『水の理ことわりを盗むもの』の才能に呆あきれながら、少女たち二人の背中に念を押す。

「王を頼みましたよ、ディア様！　城の外に出れば、何が起きるかわかりませんから！　どうか、守ってあげてください！」

「ああ、ジークは俺の仲間だ。危険な目に遭わせはしないし、手を離しもしない」

　守るべきものを引き合いに出したことで、『ディアブロ・シス』を縛る魔法とスキルが刺激され、はっきりとした言葉が返ってきた。その言葉を守るようにディア様は、しっかりと陽滝様の手を握り、玉座の間から出て行った。

　そして、自分だけが玉座の間に取り残される。

　間髪容れず、すぐに自分も準備のために動き出す。玉座の間の扉から出て、ヴィアイシア城の回廊を歩き、外に出る。真っ先に向かったのは、城の側面に建つ工房だった。そこには、城全体の金物を賄っている巨大な鍛冶施設がある。

　工房の外見は、塔のような造りとなっているが一階建て。高い天井に、無数の横窓が空いている。作業過程に応じて、室内温度を調整できるように造ったのだ。

　その施設の中に入って、すぐ声をかけられる。

「――あっ、先生!!　今日も絶好調ですよー！　どうか見ていってください！」

　工房では自分の育てた人材たちが、その才能を遺憾なく発揮していた。

　その中の一人が、自分を見つけると嬉しそうに駆け寄ってきた。

　自分は目的のものを探しつつ、茶色い髪の『魔石人間ジユエルクルス』と話す。

「また随分と……、たくさん作りましたね……」

　周囲の作業台には、沢山の金物が並んでいた。

　その上、彼女の技術が工房の中で群を抜いて高いと一目でわかる出来だ。

「どれも手抜きなしの自信ありの一品です！　先生の教えてくれた『神鉄鍛冶』のおかげで、どの金物も長持ちですよー」

「ええ、そうでしょうね。あなたは、とても物覚えが早かった。職人としての才能があったのでしょう」

　自分と違って、『魔石人間ジユエルクルス』たちは多才だ。正直、自分が何年もかけて覚えたものを数日でマスターしていくのを見るのは、教える側として少しだけ複雑な気持ちだった。だが、その甲か斐いあって、いまやヴィアイシア国の武具は大陸でもトップクラスの質だ。

「ありがとうございます、先生！　最近は仕事を認められ始めたおかげか、色んなところから『魔石線ライン』の注文があって困ったりしてるほどです。嬉しい悲鳴ってやつですね」

　確か、数ヶ月前に各町の治水と『魔石線ライン』の見直しを指示した記憶がある。

　その影響がここまで届いているようだ。

　彼女たちに任せていれば、このヴィアイシア国の生活基盤は安泰だろう。

「そうですか。……えっと、『魔石線ライン』や金物以外のものも、見させてもらっていいですか？　武器が必要となったんです」

「武器ですか？　えっと、先生用の特注品が、確か向こうのほうに……」

　茶色い髪の『魔石人間ジユエルクルス』は工房の中を駆け回って、装備を搔かき集めてくれる。

　そして、作業台の上に、まず木製の無骨な手甲が置かれた。

「手甲？　これは庭の世界樹ユグドラシルを削って造った防具ですか……？」

　それは『神鉄鍛冶』のスキルを使って造られながらも、一切鉄を使っていない特殊な武具。完全に『木の理を盗むもの』のための武具だった。

「随分前に、先生が依頼してくれたやつですね。もしかして、忘れられてたって思ってましたか？　もー、忘れるわけじゃないですかー。取りに来てくれない先生が悪いんですよっ」

「ははは……」

　最近、どうも物忘れが激しい……。

　仕事が絡めば大丈夫なのだが、自分だけのこととなると、どうも駄目だ。

「ありがとうございます。今度の敵は、『剣術』の使い手。これで安心できます」

　あの始祖渦波相手だと、何があっても安心なんてできるはずもない。

　だが、自分の武器を用意してくれた『魔石人間ジユエルクルス』のために強がっておいた。

　嬉うれしそうに彼女は自分に手甲を手渡して、キラキラと目を輝かせる。

　言葉はなくとも、彼女の望むことがわかってしまい、仕方なく手甲を身につけて、工房の開けた空間に移動し、軽く準備運動を行う。

「……あー。では少しだけ失礼しますね」

　そして、かつてヴォルス将軍に教えて貰もらった基本の型を実践する。

　千年前に教わった通り、愚直に一つずつ、確かめるように――勢いよく腕を振り下ろし、腰を回して、足で空を切り、腰から両手を前に打ち出す。

「す、凄い！　速過ぎて、動きが見えません！　やっぱり、先生は強いですね!!」

　それを『魔石人間ジユエルクルス』は手を叩たたいて褒めてくれた。

　確かに、思った以上の出来だ。ただ、それでも――

「ははは、そんなことないですよ」

「そんなことありますって！」

　弱過ぎる。『先生』は強い？　そんなことはない。たとえ、この城にいる全員を相手に『体術』で勝てたとしても、『理を盗むもの』たちの中で競えば、自分は全敗だろう。

　いまの弱体化した始祖渦波相手に通用するかどうか怪しいものだ。もし『体術』の数値が彼を上回っていたとしても、戦っている内に追い抜かれる可能性だってある。

「あっ、先生の魔法に合った指輪とか腕輪とかも、ちゃんと木製で用意してますよ。でも、魔法のほうは庭で試してくださいね。ここだと引火するかもです」

「ええ、何から何まで助かります。それでは、庭のほうに行きますね」

「はい、いってらっしゃいですー」

　自分が武術の型を確認している間に、工房にある『木の理を盗むもの』用の装備を全て集め終えてくれたようだ。その全てを受け取って、自分は工房から出て行く。

　回廊を歩きながら、装備品を身につけていく。

　指に飾り気のない木製の指輪を嵌はめたあと、専用の革手袋を上からつける。腕輪と手甲を腕に通してから、服の下に胸当てをかける。

　途中、城で働く部下たちと何度もすれ違った。

　このヴィアイシア城には色んな立場の人間がいる。年齢や人種が違うどころか、『魔石人間ジユエルクルス』や奴隷まで一杯だ。他の国の城ならば、考えられない状況だろう。

　その道行く人たちから、何度も挨拶を投げかけられる。

「――おはようございます。偉大なる指導者、アイド殿」

　中には、何年も前から城に勤めていた重鎮もいる。そして、いつかの記憶とは違って、かけられる声は善意に満ちていた。

「――ふふ。アイドさん、今日もよい天気ですね。このような日は、我らの仕事も捗はかどるというものです」「アイド殿、先日の遠征についての報告書は、あとで少女たちに持たせます。どうか目を通してください」「ああ、そういえば後日にご相談したいことがありました。いつかの改革案が完成しましたので、アイド様の意見が欲しいのです――」

　その声たちに、自分は『宰相』として答えを返しながら歩き続けて、城の中庭まで辿たどりつく。玉座の間の十倍以上の広さはある庭だ。

　その庭に天井はなく、吹き抜けの空の下で、多くの植物が活いき活きと育っている。色鮮やかな花壇だけでなく、多種多様な自然の木々も立ち並んでいる。その木々の幹と葉が壁と天井の代わりとなり、ちょっとした迷路になっている状態だ。

　迷路は三次元的だ。木と木の間に板を連ねて橋を造ったり、木のてっぺんまで続く木製の階段が造られたりしている。

　その迷路の中央には、芝生を敷き詰めた拓ひらけた空間があった。

　そこは庭でありながら、同時に訓練場でもあった。

　特殊な訓練場まで足を進めて、そこで周囲の人々を見て、立ち止まる。

　中庭にはたくさんの人たちがいた。臣に、研究者に、外国からの客人たちに――

　木々や花壇の世話をする者。

　芝生の上で訓練を行っている者。

　訓練場だというのに、テーブルを持ち込んで談笑する者。

　あとは、花壇の隅で魔法実験用の器具を手に持っている者。

「あっ、先生!?　百十一番植物の試験が終わりました！　見てください、これ！」

　花壇の近くにいた『魔石人間ジユエルクルス』の一人が、自分の来訪に気づいて声をあげた。

　その声によって、他の者たちも自分の来訪に気づく。

　口々に「先生だ」「先生が来てる」とざわつき出す。その呼び名に少しだけ不満を抱きながら、自分は作り笑顔で挨拶を返していく。

「はい。みなさん、おはようございます」

　すぐに一人の『魔石人間ジユエルクルス』が嬉しそうな表情で走り寄ってくる。

　そして、仕事の成果を伝えてくる。

「先生っ、また理想の木に一歩近づきましたよ！　これだけ寒さに強い種ができれば、きっと最北部で困窮してる人々を助けることができます！　何より、実の大きさが段違いです！　これでお腹なか一杯ですね！」

『魔石人間ジユエルクルス』は庭の隅に生えている果実の生なる木を指差した。

　庭の花壇の中には、畑と呼べる領域もあって、そこには改良された穀物が育っている。つまり、ここは実験場でもあるということだ。

　その種のほとんどが、自分の『木の理を盗むもの』の力で改良されている。

「……流石さすがですね。あなたに世話を任せて、やはり間違いありませんでした。しかし、そのお腹一杯になれる木も大事ですが、他の植物は大丈夫ですか？」

「もちろん！　あちらのほうも、きちんと育ってますよ！」

『魔石人間ジユエルクルス』は逆方向の隅にある花壇まで、自分を案内していく。

　そこに広がるのは赤・青・紫・黄といった鮮やかな花々。およそ日常生活では見られない毒花と毒草の群生地帯だ。昔は治療薬の足しにしていたが、もう『魔石人間ジユエルクルス』の面倒を見る必要はない。この全てを『戦闘用』に変えるときがきた。

　他にも、人を害する肉食草や魔法に反応して動く植物などの出来も確かめていき、それらの世話をしてくれた『魔石人間ジユエルクルス』にお礼を言う。

「どれも、素晴らしい状態です……。ただ、世話をしてくれたあなたには悪いと思うのですが、この全てを『使う』ときが来ました」

　それを聞いた『魔石人間ジユエルクルス』の笑顔が固まった。

　だが、容赦なく自分は現実を伝えていく。

「もう話を聞いている方もいるとは思いますが……。『城』を使い、この庭も全て解放する必要のある敵がやってきました。ですので、もうここは閉園です」

「はい……。さっき、この庭にも連絡がきました……。け、けどっ、閉園しなければいけないほどの相手というのは本当なんですか？　『城』全てを使わないといけない敵なんて、正直私には信じられません……」

「本当です。間違いなく彼は、自分の人生で最高の敵でしょう。持てるものを全てを使って、ようやく勝負になるかならないかといったところです。……ですので、みなさんは急いで、避難のほうをお願いします」

　鋭い口調で、その戦いに『魔石人間ジユエルクルス』という邪魔者は必要ないことを強調する。

「……はい、わかりました」

　それを察した彼女は、項うな垂だれながら頷うなずいた。

　けど、すぐに顔を上げて、戦いのあとの話を聞く。

「でも！　その戦いが終われば、みんな『城』に帰ってこられますよね？　またいつも通りですよね？　先生……！」

「……そうですね。全ては終われば、また――」

　あの始祖渦か波なみが相手となると、高い確率で『城』と庭は崩壊するだろう。

　それでも、自分は頷き返して、この『魔石人間ジユエルクルス』の夢を守る。

「またみんなで暮らしましょう。まだまだやるべき仕事が、自分たちには残ってますからね」

「はい!!　それじゃあ、準備します！　先生が帰ってくるのを、待ってます!!」

　その『魔石人間ジユエルクルス』は、にぱっと笑って、庭にいる他の者たちを誘って、避難を行い始める。その背中を見て、自分は安心する。

　無理にでも城に残りそうな者が出るかと思ったが、予定より物分かりがいい。

　おそらく、自分が敵に勝つと、誰もが信じているのだろう。始祖渦波のような本当の強者を知らないから、この最弱の『木の理ことわりを盗むもの』を強いと錯覚しているのだろう。だが、そのおかげでスムーズに庭から邪魔者がいなくなっていく。

　これで、気を遣われることも気を遣うこともない。

　集中して、魔法を練ることができる。

　誰も居なくなったのを確認したあと、庭にある大樹の一つに手を当てる。それは庭の中でも一際大きく太く、緑の苔こけを大量に付着させつつも荘厳さを保ち、長い時を経た老木であることが一目でわかる。

　これこそ、自分の切り札『世界樹ユグドラシル』だ。

　千年前に使った一本目と違い、この二本目に欠点は一つもない。いまは発動前なので小さいが、その力を全てを解放すれば一本目以上の大きさとなるだろう。今度は城一つどころか、国一つを吞のみ込むかもしれない。

　成功さえすれば、どんな『理を盗むもの』だって倒せる自信はある。

　その切り札『世界樹ユグドラシル』に魔力を通して、『ヴィアイシア城』と直結、連動させる。

「――魔法《ウッド・グロース》」

　木属性の基礎強化魔法が発動し、どくんっと庭が脈動する。

　パチパチと乾いた木の弾はじける音が鳴り、『世界樹ユグドラシル』は生き物のように動き出す。

　正確には、凄すさまじい勢いで成長していくことで、まるで動いているように見えているのだ。一瞬で幹は何倍にも膨れ上がり、無限に枝は分かれていき、根は地面に収まりきらず露出し始める。その『世界樹ユグドラシル』の変化に合わせて、周辺の草花たちにも影響が出る。同じように高速で成長していき、本来の大きさの何倍にも育っていく。

　あらゆる庭の植物たちは育ち、根を張り、庭だけでなく『城』を構成する石材にも侵食していく。根は壁の中を走り、城の回廊や部屋――ありとあらゆるものに、蜘く蛛もの巣のように根付いていった。

　これが『木の理を盗むもの』の力。

　このまま行けば、『城』は庭に吞のみ込まれるだろう。

　いま自分が立っているところが心臓部となり、あらゆる意味で生きた『城』となる。

　太い幹が骨で、張り巡らされた根は血管。生い茂る苔と葉が皮膚となり、いつかの巨大な動く樹ツリーフオークが『再誕』可能となる。

　もちろん、これでも始祖渦波の相手には不十分。

　大質量の巨体など、手札の一つに過ぎない。『城』の起動実験は早急に終わらせて、次の準備に移りたい。魔法名を口にして、完成を急がせる。

「――魔法《ウッド・ユミルキングダム》」

　正直、『体術』の確認は、先ほどの演舞だけでは不安だ。他にも魔法との相性を考えて、植物を色々と作り直さないといけない。決闘に向けて新たな種を用意したいし、術式の書き込みを頼んでいた『彼女』にも相談したいことがある。

　――まだまだやることはたくさんだ。

　頭の中で計画を組み立てながら、自分は敵の確認も行う。

「――魔法《ツリーズ・コンタクト》」

　庭にある『白桜ピエリス・アイシア』から地面にまで魔力を通し、遠方にある別の『白桜ピエリス・アイシア』まで、魔法の感覚を伸ばしていく。

　遠くにいる決闘相手、始祖渦波の動向を探る。

　もう彼の魔力は覚えた。この一年で各国に植林を促した『白桜ピエリス・アイシア』がある限り、よっぽどの辺境にいない限りは捕捉できる。

　目を瞑つぶり、大陸の南にある強大な魔力を二つ感じる。

　次元属性の魔力と風属性の魔力。間違いなく、『始祖』と『魔王』。

　その二つの魔力の動きが妙に速い。馬車か何かに乗って『第二迷宮都市』ダリルを出て、まっすぐに北上しているのがわかる。持てる金と権力を全て使って、こちらに最速で向かっているのかもしれない。

　その二つの魔力の傍そばには、『南連盟』の総司令と思われるスノウ様の魔力も感じる。あともう一つ普通ではない魔力を感じる。属性は、星……？

「ノワール……？　いや、ルージュ？」

　どうやら、どちらかが始祖渦波に同行し、案内をしているようだ。

　理由がわからず、少しだけ思案する。しかし、すぐにどうでもいいと判断する。

　一年前、ずっと共に行動してきた二人だが、最近はめっきりと会わなくなった。知らないところで成長し、新たな価値観を身につけたのだろう。それだけの話だ。

　――むしろ、これは好都合な話だ。

『北連盟』で有名な彼女たちがいれば、道中でのイレギュラーは減り、敵の到着が計算しやすくなる。

　たとえ、始祖渦波と共に、彼女らが敵として現れたとしても自分には関係ない。

　もう『先生』とか『生徒』とか、くだらない『ごっこ遊び』は終わったのだから。

「来るなら来い、始祖渦波……！」

　それよりも、考えるべきは敵のことだ。

　いま自分が考えるべきことは、始祖渦波に勝つことのみ。そして、この一年で、また自分は強くなったのだと『統べる王ロード』に報告すること。あなたの隣に立つ『宰相』として、自分は相応ふさわしいのだと証明すること。

　ああ、そうだ。自分の『木の理を盗むもの』としての『未練』は、「『統べる王ロード』の隣に相応しい『宰相』であること」なのだから、それ以外のことを考えては駄目だ。

「自分はヴィアイシアの『宰相』……。『宰相』、なのです……」

　ヴィアイシア城の中心で、自分は呟つぶやく。

　身体からだを樹人ドリアードに変化させ、足から根を張り、腕から枝を伸ばして、城に繫つなげて、ヴィアイシアの植物たちと身も心も通わせて、『城』の心臓でありながら脳として思考する。

「勝ちます……。今度こそ、あなたに挑み、勝ってみせます……。そして、自分が『宰相』であったことは間違いでなかったと証明します。でないと、自分は、もう……」

　その声が始祖渦波に届いていないとわかっていながら、声を紡ぎ続ける。『宰相』という言葉を繰り返し続けながら、千年前に『始祖』と『統べる王ロード』の捨てたヴィアイシア国で、二人の帰還を待ち続ける。

「渦波……、始祖渦波……。『統べる王ロード』、早く……、早く――」

　どうか、手遅れになる前にと、呟き続けていく。







２．ヴィアイシア城の決闘







『第二迷宮都市』ダリルを出た僕たちは、一切の回り道をせず、真っ直すぐ北に向かった。

　それは『北連盟』と『南連盟』の争う国の境界線を――激戦区の中を通るということだったが、僕の魔法《ディメンション》があれば、それは大した問題ではない。一年前、似たような戦場を通り抜けた経験もあるし、何より今回は心強い味方が二人いる。

『北連盟』のルージュちゃんに、『南連盟』のスノウ。

　この二人の持つ情報を照らし合わせることで、事前に危険な地域を避けられた。途中、兵の駐留する陣や関所などを通ることもあったが、二人がいるおかげで拘束されることは一度もなかった。

　戦場を馬車一つで進むのは不安だったが、そう障害の多くない旅となる。

　すぐに国と国の境界線を越えて、僕たちはヴィアイシア国内に入る。そして、点在する街に寄ることなく、脇目も振らずに国の中央にある王都を目指す。アイドが『ヴィアイシア城』にいるとわかっている以上、他の街に用はない。

　――こうして、数日かけて僕たちはヴィアイシア国の中心付近までやってくる。

　アイドの待つ『ヴィアイシア城』の建つ王都まで、あと少し。

　僕は走らせている馬車の御者台から、街道とヴィアイシアの広大な平原を眺める。

　昨日まで走っていた荒れた戦場と違い、いま走っている道は交易のために作られた綺き麗れいな舗装路だ。平原のほうも戦場から遠ざかったおかげか、増して美しいと感じる。街道の薄い肌色に映える濃い草木の色たちが、目の保養になってくれる。

　その光景から、激戦区を上う手まく通り抜けたことを確信する。それを隣に座っているルージュちゃんも感じたのか、深い溜ため息いきをついて緊張を解いていく。

「――ふう……。よし、これで危険な戦域ところは抜けたかな……？　アイカワカナミさん、もう索敵魔法はいらないよ」

「わかった。……ルージュちゃんのおかげで、すんなりと関所を通れて助かったよ」

　道中で顔を利かせてくれたことに礼を言いつつ、第三者と鉢合わせしないように張り巡らせていた《ディメンション》を縮小させる。

　ヴィアイシアは平地が多く、道も覚えやすい。

　あとは手元の地図を頼って、ＭＰの回復に努めようと思う。ここまで来れば、あとは地元民のルージュちゃんの指示に従っているだけで王都まで辿たどりつけるだろう。

　ここまでずっと馬車の御者と索敵を担当していたが、ようやく一休みできそうだ。

　ただ、そこで安あん堵どする僕たち二人に、馬車の中から気を緩めるなと声が上がる。

「ま、待ていっ。本当に戦地を抜けたのか？　童わらわに噓うそを言ってはおらぬだろうな？」

　ティティーが心配そうに馬車の窓から顔を出して、周囲を見回し、念入りに確認を取っていた。それには僕もルージュちゃんも不思議そうな顔をせざるを得ない。

「もう危険なエリアは全部通ったよ。昨日、いくつも関所を通らせて貰もらっただろ？　あれで終わりだ。ティティー」

「えーっと、お姉さん、何か気になることでもあった？」

　その二重の返答によって、ティティーは見回していた目を落ち着かせて、一息つく。

「……そ、そうか。……あれが、『いま』の戦争なのじゃな」

　その反応から、僕たちと彼女の認識に差があるとわかった。

　思えば、迷宮でティティーの記憶を追憶したときに見た戦争は、彼女が『理ことわりを盗むもの』として圧勝していたときだけだ。

　本当の意味での千年前の戦争というものを、僕は見ていない。

「先ほどから、良い町と村ばかり通る……。同じ戦時中の国でも、千年前とは天と地の差じゃな……」

　ティティーは安心した様子で……けれど、少しだけ納得のいかない顔で小さく笑った。

「昔と、そこまで違うのか？」

　正直なところ、道中の町と村は、どこも不安げで殺気に満ちていたと思う。戦争の被害で、完全に壊滅している村もあった。

　僕たちにとっては、心の落ち着かないところをずっと通ってきたつもりだった。

　それでも、ティティーは「良い町と村」とまで言って、頷うなずく。

「ああ、違うぞ。はっきり言って、この程度の規模の諍いさかいならば、『理を盗むもの』が一人いれば、すぐに終わらせられるじゃろう。それほどに、温ぬるい」

　はっきりと断言した。おそらくティティーは、この地上で最も戦争慣れしている。その彼女がそう言うのならば、それは間違っていないのだろう。

「こ、この程度……？」

　ただ、その発言にルージュちゃんは口を開けて驚いた。

　僕は冷静にティティーの言葉を理解できたが、彼女は違ったようだ。

「うむ、この程度じゃ。余りに憎悪が少な過ぎる。正直、戦地を通っている途中、本当に戦争をしているのかと疑ったほどじゃ。戦争にも種類があるとはいえ、この状況は異常じゃと理解したほうがよいぞ」

「この戦争しか私は知らないからわからないけど……、千年前を生きたお姉さんがそう言うならそうなのかな……？」

　ルージュちゃんは戦争の大先輩相手に強く言い返せず、少しだけ不満そうに呟く。

　いわば、いまのは自分たちのやってきた戦争は『お遊び』だと言われたようなものだ。

「確か、アイドのやつは……。最初、連合国や『南連盟』でも活躍しておったと言っておったな……」

「連合国で、ラグネちゃんがそう言ってたね」

「ならば、間違いなく『南連盟』のトップあたりにアイドの息がかかっておるな。双方の了解を得て、計算し尽くされた戦争をしておる。……しかし、この程度の戦争で、本当に人類の『魔人返り』とやらの計画は上手くいくのか？　才あるものを選別するのならば、もっともっと激しい殺し合いでなければ――」
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　ぶつぶつと呟き、ティティーは考え込み始める。どうにか、弟の考えを知ろうと必死になっているようだ。その手助けをしようと、話を他にも広げる。

「なあ、スノウはどう思う？」

「……共倒れにならないように、裏で話をつけてるくらいはありえると思う。『南連盟』のトップってなると、フーズヤーズの『元老院』あたりを懐柔したのかな？　もしかしたら、ラスティアラ様ともアイドは交渉していたのかも」

　スノウは総司令代理の自分より上の役職たちを口にしていく。前線で戦う者たちに知らされない情報が存在するのは、彼女も認めているようだ。ティティーの推測が、現実味を帯びていく。

「スノウから見ても、そう思うのか」

　きっと、アイドが戦争を長引かせたいのは、ティティーの活躍の場を残すためだろう。それを『南連盟』側が了承したのは、別の大きな利益があるからだろう。

　ティティーに倣って、僕も戦争を行う人たちの考えを知ろうと考え込む。

「――むっ？　少し外が慌ただしいか？　何じゃ何じゃ？」

　そのとき、急に馬車の奥で唸うなっていたティティーが顔を上げた。

　遠くからの異音を聞き取ったようだ。いい耳をしている。

「ああ、町に近づいてるんだ。きっと、これが最後に寄れる町になると思う。休憩したいなら、中を通ってみようか？」

「いや、休憩は必要ないのじゃが……。入ってみようぞ。いままでとは、少し空気が違うようじゃ」

「空気が違う？……わかった。ルージュちゃん、何かあったらお願い」

　その鋭敏な五感で、ティティーは最後の町から違和感を覚えたようだ。

　隣に座る『北連盟』で顔の広いルージュちゃんに、もしもの場合を頼みつつ、馬の頭を町に向けた。

　町を先んじて《ディメンション》で見たところ、そう大きいものではない。

　ぽつんと平原の中にある町で、家屋の数は百と少しほど。王都に最も近いためか、田舎くささは感じない。全ての建物が立派なレンガ造りで、石の外壁に囲まれている。町中には連合国と同じく『魔石線ライン』が引かれ、石畳の大通りまであった。

　周辺の畑などの様子から畜産などを行っているように見えるが、それだけで生活できるほどの広さはない。罠わななどを警戒して、よく《ディメンション》を浸透させる。

　町の端に異様に大きな家を見つけた。そこには莫ばく大だいな食料が貯蔵されている。

　もしかしたら、交易の中継地点として使われているのかもしれない。この街自体が何かの倉庫というのもありえる。もしくは――

「あれ？　人が……、多い？」

　調べている途中、家の軒数と町民の数が合わないと気づく。ここは戦域から外れていて、兵が多く駐留しているわけでもない。町民が超過している理由がわからなかった。

　不思議に思う内に、馬車は町に辿りつく。

　戦時中なので、当然のように憲兵らしき人に「止まれ」と照会される。ただ、ルージュちゃんが話せば、すぐに顔パスだ。過去に『宰相』アイドの側近をしていたとはいえ、その顔の広さには何度も驚かされてしまう。

　ルージュちゃんのおかげで馬車ごと町の中に入れた僕たちは、周囲を見回しながら進む。先ほど遠くからティティーが聞いたとおり、街中は妙にざわついていた。

　その理由は、ルージュちゃんでもわからないようだ。

「待ってて、アイカワカナミさん。ちょっと行って、聞いてくる」

　僕が魔法で情報収集してもいいかと思ったが、決闘が間近に迫っていることを考えて、彼女に任せることにする。できれば、ＭＰは満タンのままで、決闘に赴きたい。

　馬車から降りたルージュちゃんは、町中を歩く見知った顔を見つけて話しかける。

　見たところ、同じ『魔石人間ジユエルクルス』のようだ。その『魔石人間ジユエルクルス』の装いには風格があり、何らかの偉い役職についていると察することができる。

「――ねえ！　これ、どうなってるの……？」

「あれ、ルージュ？　確か、一ヶ月前くらいに南へ潜入して、例の魔女に会いに行くって言ってなかった？　なんでここにいるの？」

　町に似合わない格好の『魔石人間ジユエルクルス』は驚き、首を傾かしげた。

　それにルージュちゃんは笑顔で答えていく。

「魔女さんよりもいい人に会えたから、もう王都のほうに戻ろうとしてたとこなんだ。そっちこそ、王都の城で働いてるはずなのに、なんでここに？」

「んー。……一応、避難訓練って扱いかな？」

「避難訓練？　こんなときに？」

「うん。『城』の起動実験を行うって建前で、以前から予定していた計画が実施されたの。だから、王都の人たちはみんな、周辺の街に宿を借りに来てる感じ」

「『城』を起こす……。けど、建前ってことは……」

　そこで二人の声が小さくなる。身内だけの話をしようとするが、僕には『ディメンション』があるので聞き取れる。

「ルージュちゃんには知る権利があるから言うけど、いま王都は想定パターン十二の危機ってやつに陥ってる。それなりの権限がある人は、これがマジの避難だって知ってる」

「アイド先生の考えていた想定パターン十二ってことは……、王都に敵本隊が接近してるレベルだね」

　そう言って、ルージュちゃんは僕たちを見る。その敵本隊に匹敵する危険とやらが僕たちであると察したのだろう。この妙な疎開の理由を理解し、話を打ち切りにいく。

「ありがとっ。この変な状況の意味がわかったよ。すぐに私も避難するね」

「ううん。私はみんなをまとめる仕事があるから、それじゃあね」

　すぐにルージュちゃんは知り合いの『魔石人間ジユエルクルス』と別れ、馬車の中に戻ってくる。御者台に上がる彼女に、先ほどわからなかった単語の意味を聞く。

「ねえ、ルージュちゃん。城の人たちが疎開してるってことはなんとなくわかったんだけど、『城』の起動実験って？」

「王都にある『ヴィアイシア城』のことだね。ただ、あれはただの『城』じゃないからね。正体は、大量の魔術式と植物による巨大な魔法道具。……先生はアイカワカナミさんとの決闘に向けて、その『城』を起動させてるっぽい」

　酷ひどく真剣な面持ちでルージュちゃんは説明していく。

　そして、僕は迷宮の六十六層裏にあった『ヴィアイシア城』を思い出す。だが、ティティーと戦う中、あれが起動と言えるような様子は一度も見せていない。

　よくよく思い出せば、数日前にノスフィーの策略で六十六層の裏側が戦火に吞のまれたとき、ずっと『城』だけは無事だった。つまり、千年前のヴィアイシアの滅びのとき、『城』にだけは戦火が届いていなかったことだろうか？

　ならば、本来の歴史で『ヴィアイシア城』は最後、どうなったんだ？

　ちらりと、近くで話を聞いていたティティーに目を向けたが、首を振って「知らない」と返答される。

　途中で戦線離脱したため、ヴィアイシアの最後をはっきりと見ていないのだろう。

「気をつけて、アイカワカナミさん。あの『城』が起動すれば、先生はフーズヤーズの伝承にもある『天をも貫くツリーフォーク』になる。その力は、伝承通りだよ」

　ルージュちゃんは危険を伝えてくれるが、まだ僕は理解が追いつかない。

「確か、街を踏み潰すほどでかい木ってやつか？　あれの正体がアイドだったのか？」

　その僕の質問には、姉であるティティーが即答する。

「待て、あやつはしがない樹人ドリアードの亜種じゃぞ？　そんなにでかくなるはずがないぞ」

「正確には『先生と融合したヴィアイシア城』になるのかな？　とにかく、言葉では表すのも難しいほど信じられない状態になるんだよ。先生は千年前の最期、その状態で敵軍と戦ったんだって」

　そのティティーの反論にルージュちゃんは、自分の知る限りの全てで答えた。どうやら、ずっと表現が曖昧なのは、起動を見たことがなく他人から聞いた話だからのようだ。

　だが、それをティティーと僕は受け入れる。

　ありえない話ではないと、思うところがあるのだろう。

「ふむ。童わらわがいなくなったあとに、アイド一人で編み出した魔法のようじゃな」

　つまり、アイドだけの魔法。

　あの千年前の戦争の中、『北連盟』から『統べる王ロード』が消えたあと、アイドが何を考えて戦い続けたのか、少しだけ想像できる。きっと自分一人になっても、絶対に北の人々を守ると誓っていたことだろう。その誓いの果てに、考えて考えて、考え抜いて、その『城と融合する魔法』を編み出したのかもしれない。

　ただ、それは頼れる人が周りからいなくなったから、残った『ヴィアイシア城』にすがりついたかのようで……、少し物悲しく感じる。

「『城』か。けど聞く限り、対軍隊用の魔法だと思うから、僕たちには問題ないかもね」

「え、も、問題がない……？　空に届くほど大きくなるんだよ？」

「大きいだけなら、ただの的だよ。そこのティティーなら、蹴り一つで壊せると思う」

　もしかしたら、僕の《ディスタンスミュート》にも弱いかもしれない。本当に城と一体化したのならば、城の端に触れただけでアイドの魂を抜き取れる可能性がある。

　その僕のあっさりとした態度を見て、ルージュちゃんは噓うそがないとわかったようだ。身体からだを仰のけ反ぞらせて、少し距離を取る。

「さ、流石さすがは、伝説の英雄さんたち……。そういえば、千年前の伝承には指先一つで大地が割れるなんてものがあったような……」

　それにはティティーが答える。

「うむ。童わらわならば近いことが可能じゃな」

　国土を割った前科のある彼女は、少し自慢げに答えた。そのティティーを見て、ルージュちゃんは不安げに、後ろの馬車に向かってお願いする。

「あの、お姉さん。できれば、城下町のほうは無事に……」

「すまぬ。本気で戦やれば、間違いなく無事ではすまん。正直、この町さえも近いと思ってるくらいじゃ」

「え、王都からここまで余波が……？　届くんですか？」

「うむ、軽くな」

「……っ!!」

　ルージュちゃんは絶句する。誇張されたおとぎ話だと思っていた伝承の力が本物であるとわかり、身体を震わせたのだろう。

　それが恐怖という感情であると、ティティーはわかったようだ。少し前の彼女ならばできなかったであろう配慮を払い、ルージュちゃんに優しく語りかける。

「無理をして、童わらわたちに付いてくる必要はないぞ。この町で待つのも手じゃぞ？」

「……ううん。行く。絶対に行くよ。先生に話したいことが、私にもあるから」

　力強い返答だった。

　恐怖を感じながらも、それ以上に譲れないものがあるようだ。

　そのルージュちゃんの覚悟を見たあと、ティティーは頷うなずきながら僕に目を向ける。

「ふむ」

　僕の意見も求めているようだ。安全を考えるならば、この町にルージュちゃんを置いていくのが一番だ。だけど僕は、すぐに頷いて返す。

「僕はルージュちゃんに賛成だよ。むしろ、来て欲しいって思ってる。彼女にしかできないことが、きっとあると思う」

　これからの戦いにルージュちゃんは必須であると、僕は思っている。

　理由は、余裕のある昨日の内に発動させた『未来視』の魔法の力だ。決戦を前に最大の魔法を使っておくのはティティーとの戦いで学んだので、早めに道中で――視た。

　ただ、ティティーと戦ったときと違って、『代償』の『詠唱』を使ってはいないので、視みえる未来は前よりも狭い。あの『詠唱』なしでは、いまの僕の魔力全てを消費しても、この場にいる仲間たちの未来が薄らと視える程度。あとは、勝利に繫つながる最善の選択肢が少しわかりやすくなるくらいだ。

　ティティー戦では猛威を振るった魔法だが、本来の使い方では曖昧なものだ。

　その効果のほとんどが、「なんとなくわかる」くらいで安心感は全くない。

　しかし、それでも、その薄らと視える未来の先にある勝利の傍らに、ルージュちゃんの姿があるのだけは間違いなかった。その『未来視』の魔法の効果を身をもって知っているティティーは、信用した様子で「わかったのじゃ」と頷き返してくれた。

　こうして、『城』とアイドについての話が終わり、途端に馬車の中は静かになっていく。戦いが近づき、みんなの緊張が高まってきているのを肌で感じる。

　自然と、静かに町中を進む馬車の中まで、町の人たちの声が届いてくるようになる。

『いま』のヴィアイシアを生きる人たちの声だ。

　少し気になって、迷宮で出会った『過去』のヴィアイシアを生きた人たちの声を思い出しながら、僕は《ディメンション》で聞き取ってみる。

　そのほとんどが、ヴィアイシアの現状についてのものだった。まず、王都で軍属についていたと思われる壮年の男たちの声が聞こえてきた。

「――なあ。この時期に俺たちが王都を空けて、本当に大丈夫なのか？　あの『統べる王ロード』様が守ってくれているとはいえ、やばくないか？」

「……おまえは『統べる王ロード』様の力を見たことがないんだったな。断言してやるよ。『統べる王ロード』様がいれば、王都は安全だ」

　警けい邏ら中の世間話で、一人が現状を心配し、一人が否定する。

『統べる王ロード』という単語を聞き、僕は顔を顰しかめる。おそらく、その『統べる王ロード』は後ろにいるティティーのことではなく、僕の妹である相あい川かわ陽ひ滝たきのことだからだ。

「俺は半年前の海戦に参加していたからな。そのとき、『統べる王ロード』様の力をこの目で見たんだ。……敵の大艦隊を瞬く間に氷漬けにした『統べる王ロード』様の力をな。あの方はたった一人で戦争できる。たとえ、いま裏側から南のやつらに攻められても、『統べる王ロード』様がいればなんとかなっちまうんだ」

「その話、前にも聞いたが本当か？　噓じゃないなら、いまの『統べる王ロード』様が北に伝わる千年前の『統べる王ロード』の再来ってのも、マジっぽくなるが……」

　ラスティアラたちに聞いていた通り、『統べる王ロード』となった陽滝は圧倒的な力を身につけているようだ。ただ、妹が起きて、その力を『統べる王ロード』として振るっていることには疑問を覚える。確か、千年前の始祖カナミの記憶では、陽滝が覚醒するのは『最深部』についてからと言っていた。

『木の理ことわりを盗むもの』であるアイドの力があれば、話は違うのだろうか。

　これから出会うであろう妹の状態について考えながら、男たちの話を聞き続ける。

「あのアイド殿が傍そばにいる以上、本物の可能性はある。なにせ、アイド殿は間違いなく、千年前の北の『宰相』だからな……」

「本物の千年前の北の『宰相』？　そりゃどういう意味だ？」

「一年前、開拓地の『舞闘大会』に、千年前の南の『剣聖』が現れたという話があっただろう？　アイド殿は、それと同じ存在だ。これは敵の『南連盟』さえ認めてることなんだぜ？」

「ははっ、『剣聖』が蘇よみがえったってのは、開拓地の与太話だろ？　どこまで本当だかわかったもんじゃない」

「まあ、そう思うのも無理はないだろうな。ただ、おまえもアイド殿を一目見ればわかるさ。あの方こそ、この北に伝わる『統べる王ロード』の物語に出てくる真の『宰相』だとな」

「いや、うちの『宰相』様が凄すごいのは、会わなくてもこの一年でわかってるさ。あの人が来てくれたおかげで、ようやく俺たちは『南連盟』相手に優位に立ててる。あの人のおかげで、俺たちはこうやって笑って暮らせるようになった。正直、千年前の北の『宰相』かどうかなんて関係なく、俺たちにとっては本物さ」

「……そうだな。どちらにせよ、アイド殿はうちの『宰相』殿だ。そのアイド殿と『統べる王ロード』様が城にいる限り、安心だ」

「やっぱ俺の心配のし過ぎか。あの『宰相』様がやることだ。つまり、安全の確証があるってことだろ」

　そして、互いに納得できる答えが出たところで、男たち二人は笑い合った。

　圧倒的な力を持つ『統べる王ロード』と『宰相』の存在が、絶対的な安心感を生んでいるようだ。だから、自分たちの国の首都が空っぽという状況でも、人々は余裕をもって笑い、町は明るく保たれている。

　続いて、右や左から飛び込んでくる人の声も明るかった。

　妙齢の獣人女性と『魔石人間ジユエルクルス』と思われる少女が、とある家の前で仲睦むつまじく話している。どうやら、『魔石人間ジユエルクルス』が水の魔法で、大量の洗濯物を手伝っているようだ。

「――わぁ。本当に便利ね。あなたたちの魔法って」

「王都のほうで勉強させてもらいましたから、魔法の自信はあります」

「やっぱり、王都の学生さんって凄いのね。ごめんね。その大事な魔法をこんなことに使わせちゃって……」

「いえっ。もっともっと、扱こき使ってくださっても構いませんよ。『城』の起動実験の間、お世話になりますから当然のことです」

「じゃあ、次はあっちのほうも頼んじゃおうかな」

「任せてください！」

『魔石人間ジユエルクルス』が次の仕事を笑顔で請け負ったのを見届けたところで、次は街道を歩く子供たちの声が聞こえる。獣耳を楽しそうに動かしながら歩く姿から、この町と国の本質が少しずつ見えてくる。

「――ねえ、あのおっきなお城が動くって本当かな？　私たちも見られるのかな？」

「んー、私は興味ないかな。正直、城を動かす実験なんてことよりも、私はもっと食べ物にお金使って欲しかったよ」

「えぇ？　いつも、あれだけ食べてて、まだ食べたいの……？」

「最近、お腹なか一杯食べられるようになったせいか、食べるのが生きがいになってきちゃって……。もっともっと美お味いしいものが、とにかく食べたい……」

「もっと美味しいものかぁ……。あっ、この前王都から届いた新しい果物も美味しかったね。来年になったら、この町でも採れるようになるらしいよ？」

「え、本当に？　どこ？　どこの畑？」

「いまから、見に行こっかー」

　王都の異常どころか、戦争すら感じさせない声。その元気よく走り去っていった子供たちを見届けたところで、馬車の中から話し声が聞こえる。ティティーとスノウだ。

「王都の近くとなると、アイドのやつの影響が強いのう。あやつ、民に信用されておるな。このようなふざけた避難がスムーズに進んでいるのは、あやつの力じゃろうて」

「私が総司令をやっている間、アイドの活躍は行商さんたちから何度も聞いたよ。善政を布しいてるって、色んなところで噂うわさだった」

　二人とも、僕と同じ話を聞いていたようだ。よく考えれば、僕以外の全員が血の濃い獣人だ。その感覚器官は人間を超えているため、嫌でも町の声は聞こえるのだろう。

　僕たちは北の民の声を聞きながら、最後の街を通り抜けていく。

　平穏な街だった。

　異常は一つもなく、馬車を一度も止めることもなく……、僕たちは町を出た。

　町の外の街道に入ったところで、みんなに残りの道程を伝える。

「これでもう……、あとはアイドたちの待つ王都だけだ」

　地図を見れば、いまの町と王都は隣同士に見えるほど近い。旅の終わりが近いと悟ったティティーは、ここまでのヴィアイシアの感想を述べていく。

「緑が多くて、裕福そうな国じゃったな……。連合国と違って、『魔石人間ジユエルクルス』と獣人が多めじゃったか？」

『過去』の治世者の評価に、『いま』を生きるルージュちゃんが答える。

「先生はそういった特殊な出自を優遇したから、自然とそうなったんだよ」

「そうか……」

　短くティティーは頷き返し、見納めのように馬車の窓から身を乗り出して、ヴィアイシアの風景を瞳に映す。

　それに倣って、僕も御者台から周囲の風景を眺める。

　本当に今日はいい天気だ。空は青く、風は涼しく、太陽が程よく身体からだを温めてくれる。近くで戦争をしているなんて思えないほどの旅日和で、街道を走るだけで清すが々すがしい。

　開放感のある平原には透明感のある川が流れ、ぽつぽつと『白桜ピエリス・アイシア』を含んだ木々が並んでいる。

　国の境界線が近いことさえ考えなければ恵まれた土地であるというのがわかる。

　そして、迷宮で見たティティーの故郷に、とても似ている。『繫がり』で共に追憶したゆえに、後ろで長い翠みどり色の髪を風でなびかせる彼女の気持ちが少しわかってしまう。

　かつて過ごした故郷を探すように平原を見つめる彼女の気持ちが、少しだけ――

「ティティー、懐かしいのか？」

「ああ、少し懐かしいぞ。……ただ、懐かしいが、ここは違うな。あの何もなかった平原とは、まるで違う。童わらわが生きていた頃は、先ほどのような立派な町など一つもなかった。村とも言えぬ小さな集落が、少しだけじゃった」

　ここに来るまでに僕たちは、ティティーの言う「良い町と村」を遠目に見た。当たり前の話だが、千年前と比べてしまえば単純に面積は広く、文化レベルも高かった。

　本当に当たり前の話だ。

　同じとは言えない。ここはティティーのヴィアイシアとは、違う。

「かなみんよ、ここは理想のヴィアイシアじゃ。もう手を入れる必要のない国と言ってよい。飢えもなければ差別もない。南との戦乱など、あってないようなもの。はっきり言って、童わらわの生きたヴィアイシアとは別物過ぎる。もちろん、それが悪いとは言わぬし、本当に良かったとも心から思う。……ただ、それでも、このヴィアイシアに戻ろうと童わらわは思わぬよ。ここには、童わらわの家がないからの」

　首を振る。アイドの望みである「ここでやり直すこと」は間違っていると、はっきりと言った。

　それは迷宮にいたときならば考えられない言葉だった。

　成長したのだろう。もうティティーが駄々をこねて、偽りの世界に逃げ込もうとすることは二度とない。たとえ、それが『弟』の頼みであろうと――いや、本物の『弟』の頼みだからこそ、もうない。

　ティティーが帰るのは、本物の『故郷』。『国』『王』『宰相』といったものとは関係のない『自分たちだけの故郷』をティティーは目指していると、その言葉からわかった。

　そして、馬車は平原を進んでいく。途中で御者をルージュちゃんに任せて、僕は軽い準備運動や使用する魔法の確認を行う。

　これから迷宮四十層の守護者ガーデイアンが待っている以上、いまの僕たちは迷宮四十層の手前の探索者と同じだ。探索者らしく、すでに戦いの打ち合わせは終わらせている。ここまでの道中で『未来視』で得た情報は共有し、不測の事態における対応も決めてある。

　馬車に揺られながら、仲間たちと最後の確認を終わらせていき――そして、辿たどりつく。

　まず遠目に見えたのは城壁。迷宮に再現されたヴィアイシアの街と同じほどの広さを囲む『木でできた城壁』が、平原の地平線に建っている。

　焦げ茶色の壁が横に伸びているのは、まるで櫓やぐらが並んでいるように見える。その櫓の屋根が自然の葉で緑色に染まっているので、全く事情を知らぬものが見れば、平原に奇妙な森が広がっていると勘違いするかもしれない。

　そう高い壁ではないが、広大な王都を、すっぽりと包んでしまっている。

　だが、例の『城』が王都の中央に聳そびえ立っているのだけは、よく見える。その『城』は迷宮で見たヴィアイシア城と変わりない姿だった。

　不動であり堅けん牢ろう。崩すのは並大抵のことでは不可能と一目でわかる大きさ。

　注意深く千年前の城との違いを探しながら、僕たちは王都に近づいていき、入り口までやってくる。

　その木造の巨大門は開きっぱなしで、中の都の様子が見て取れた。

　内部は、とても静かだった。

　人の声が全くしない。

　中には、迷宮六十六層にあった街よりも豊かな風景が広がっていた。

　王都に相応ふさわしく、手の込んだ背の高い家屋がたくさん並んでいる。その様は、連合国のフーズヤーズを思い出させる。差があるとすれば、自然と一体化した優しい造りで、街に植えられた木花と土の香りが城壁の外まで届きそうなところ。

　砂利の大通りには、この時代特有の『魔石線ライン』が引かれているのが見えた。

　その『魔石線ライン』は真っ直すぐ伸びて、中央に聳え立つヴィアイシア城まで届いている。

　その光景を前に、まずティティーが感慨深そうに呟つぶやく。

「……ようやく着いたのう」

　ああ、ようやくだ。

　言葉にすれば短く、わかりやすい。しかし、地獄の千年を経験しているティティーの抱く感慨は、易やす々やすと読み取れはしない。彼女が最後にヴィアイシア城から逃げ出してから千年と少し経たち――『いま』、ようやく、彼女は帰ってきた。

「ははっ。しかし、随分と様変わりしておるな。なんじゃ、この城壁は。確かにアイドの力ならば格安の上、即興で作れるじゃろうが……。火攻めでさっくりやられるぞ？」

　ティティーは笑いながら、軽い冗談を飛ばす。

　旅の終わりに影を落とさぬように、僕も明るい表情で馬車を止める。

「これ、木の魔法で作られてるのか。……木の城壁なんて、初めて見た」

　門の前で馬車を止めて、僕たちは油断なく降りる。

　そして、守護者ガーデイアンの待つ四十層前の感覚で、いつもの魔法を唱える。

「じゃ、入る前に索敵するよ。――魔法《ディメンション》」

　今日一日魔力を節約したため、予定通り体調は万全で、ＭＰは満タン。

　その魔力を使って、王都の隅々まで満たしていく。

　事前の情報通り、王都に人はいない。並ぶ民家に宿屋、大通りに商店街、どこを探しても見つけられない。全ての町民の疎開が完了されていた。豊かで活気溢あふれる城下街であると確信できるのに、人の声一つ響かないというのは不思議な感覚だ。

「本当に誰もいないな。いま城下街の中にいるのは……、――っ!!」

　索敵の途中、《ディメンション》が動く人影を見つけ、動揺してしまう。

　城に続く大通りの側面に構える食堂レストラン。

　そのテラスにある外席に、二人は堂々と座っていた。

　伏兵を警戒して街の隅から探したため、少し発見が遅れた。

　短い金髪を後ろで括くくった少女。

　長い黒髪を無造作に垂らした少女。

　その二人だけが、まるで昼下がりのお茶会を楽しむ街娘のように和んでいた。

　金髪の少女は腰に剣を帯びず、可愛かわいらしいワンピースを着て、女性らしい表情を見せていた。黒髪の少女は『異邦人』に似合わないはずの前時代的なチュニックを着こなし、両目を半開きにして物憂げな表情を見せていた。

　どちらも初めて見る装いだ。だが、見間違えることはない。それだけは絶対にない。

「――ディア!!　陽滝!!」

　仲間と妹の名前を叫び、すぐに僕は駆け出そうと足に力をこめた。

「待て！　渦か波なみよ！」

　しかし、その前にティティーが叫んで、制止した。

　愛称でなく名前を呼び、極めて真剣な声で確認を取る。

「おそらくじゃが……、一度奥に進めば、もう戻れぬぞ？　ゆっくりと話せるのは、これが最後じゃろう」

「大丈夫。道中の内に準備は全部、終わってる」

　強行しているつもりもない。いまの僕に迷いはなく、精神には余裕があり、ＨＰもＭＰも十分。かつてないコンディションで、守護者ガーデイアン戦に臨んでいる。

「僕は引くつもりはないし、負けるつもりもない。必ず、二人を取り戻すって決めたんだ。ティティー、おまえは違うのか？」

「ふっ、無粋な足止めをしてしまったようじゃな。ならばよい。……スノウよ！　おぬしはルージュを守るように続け！　戦闘は童わらわとかなみんが担当する！　入るぞ!!」

　ティティーは口角を吊り上げて好戦的に笑った。確認はしたものの、足踏みをする気など彼女にもなかったようだ。僕の隣に並び、共に先頭を駆け出す。

　開け放たれた王都の巨大門をくぐり、街道を通り、《ディメンション》で観測した食堂まで辿りつき――再会する。

「こっちだ」

　王都の南から現れた僕たちを見て、ディアが席を立って歓迎してくれた。

　朗らかな表情で手招きしている。

　風で彼女の薄いベージュのワンピースの裾がなびき、そのしなやかな『両手足』を覗のぞかせている。その姿は、僕の記憶にあるディアと余りに違った。

「ディ、ディア……？」

　思わず、名前を呼んで確認した

「ああ、久しぶりだな。カナミ」

　彼女は僕の名前を呼び返してくれた。

　たったそれだけのことが懐かしく、身体が震える。

　同時に悪寒も走る。僕の名前を呼び返すディアの表情から、一切の動揺がなかったからだ。予想していたことだが、明らかに様子がおかしい。一年前の最後、港町コルクで望まぬ別れをして以来の再会だというのに、余りに冷静過ぎる。

「――――っ！」

　すぐに、緩んだ思考を張り詰め直す。いま、僕は街中で仲間と再会したのではなく、迷宮も同然の領域で守護者ガーデイアンの『試練』と向き合ったのだと考える。

　そのつもりで、ゆっくりと僕はディアに近づき、問う。

「……ディア、大丈夫なのか？」

「ん、俺は大丈夫だぞ？　むしろ、心配してたのは俺のほうだ。ずっと姿を見せてくれないから、カナミに何かあったんじゃないかと思ってたんだ」

　ディアは何気ない様子で笑って、テラスを歩いて先ほどまで座っていた外席に戻ろうとする。それは旧友と数週間ぶりに会ったかのような気軽さで、一年越しの再会には相応しくない態度だった。

「ただ、俺には守るべき仲間がいたから、こっちからは会いに行けなかったんだ。ごめんな、カナミ」

　そして、席に座っているもう一人の少女に顔を向ける。

　その目線の先にいる黒髪の少女の名前は、相あい川かわ陽ひ滝たき。僕の妹だ。

　陽滝は彫像のように固まって、白いテーブルに着いている。半分見開かれた目を見たところ、眠っているようには見えない。

「陽滝……」

　ディアのときと同じように、自然と名前が口からこぼれた。

　さらに、足が勝手に進み、座った陽滝へ近づいていく。

　いま目の前に、世界で一番大切なものがある。迷宮で目を覚ましてから、ずっとずっと探していた。何よりも大切な僕の妹。たった一人の家族。

　パリンクロンとの戦いでは、既すんでのところで届かなかったもの。

　陽滝さえいれば、もう僕の異世界での戦いは終わりと言っていい。

　この僕の最終目標であり、終着点ゴールそのものだ。それが目の前にある。

　身体が勝手に近づき、妹に手を伸ばすのは当然だった。

「――え？」

　だが、敵意ある氷結魔法の発生を感じ取り、戸惑いの声をあげる。

　僕の伸ばした手、その指先が凍りかけていた。

　攻撃を受けて、咄とつ嗟さに飛び退のく。白いテーブルから五歩ほど離れた距離まで退き、状況を再確認する。いま、あと少しで陽滝に触れるということで魔法が発生した。

　おそらくは、氷結属性の基礎魔法の《フリーズ》。

　しかし、ただの《フリーズ》ではない。一瞬で温かい人肉を凍らせる《フリーズ》は、『理ことわりを盗むもの』レベルの魔力でないと不可能だ。

　常時発動させていた《ディメンション》が断定している。いまの《フリーズ》は、そこに座っている陽滝が構築した魔法だ。

　妹に魔法で攻撃されたという事実に、心臓が跳ねる。

　その僕の動揺を見て、ディアは申し訳なさそうに謝る。

「カナミ、大丈夫か？　ごめん、俺が先に言っておくべきだったな」

　そして、ディアは陽滝に近づいていく。

　先ほど僕が凍らされた距離より近くまで寄って、陽滝の頭を抱きかかえた。

「……ジーク。この人たちは敵じゃない。落ち着いてくれ」

　赤子をあやすように僕の妹の頭を撫なでながら、ジークという名前で呼ぶ。

「ジ、ジーク？　い、いや、ディア……。彼女は僕の妹だ。ジークは僕が使っていた偽名で、陽滝の名前じゃない……」

「カナミ、何を言ってるんだ？　カナミはカナミだろ？　で、ジークはジークだ」

　遠くから僕は間違いを正そうとした。しかし、ディアから返ってくるのは心底不思議そうな顔だった。少しずつ、この異常な状況の正体がわかってきた。

「違う。そこにいるのは僕の妹、陽滝だ」

「ヒ、タキ……？」

　聞いたことのない名前を耳にしたかのように、ディアは首を傾かしげる。

　確か、一年前の船旅でディアには僕の妹について説明したはずだ。

　それなのに、この反応ということは、もう間違いない。

「……なあ、ディア。まずは、陽滝と二人きりにさせてくれないか？　ちょっと話したいことがあるんだ」

　話すよりも先に、確保できるものを確保しようとして、陽滝を指差して近づこうとする。今度は氷結魔法が発生しても、冷静に対処するつもりだ。

「悪い。それだけは、カナミでも駄目だ」

　しかし、近づく前に拒否されてしまう。

　僕と陽滝の間に入り、ディアは厳しい表情で独白を始める。

「ジークの傍そばにいていいのは、俺だけなんだ。話していいのも、触っていいのも、俺だけだ。もう俺だけしかいないから……、誰にもジークは渡しはしない……。もう二度と俺は離さない……」

　疑っていたディアの正気が、一気に剝がれ落ちていくのを感じる。

　それと同時に、ディアのしなやかな右腕の形が崩れていった。粘土をこねるかのように手の形が、人のそれから離れていく。そのしなやかな両手足が偽りであると、ディアの感情が崩れていくのに合わせて露見していく。

　まず右腕の肘から先が形を完全に失い、真っ白に光る魔力の粒子に変わった。さらに、その光は膨らみ、体積を増やして、霧となる。そして、その光の霧が、ゆっくりと近くに座っていた陽滝を包んでいく。それはまるで、巨人の手が優しく握り締めているかのようだった。ディアは自らの魔力で陽滝の全てを摑つかみ、先の宣言どおり「二度と離さない」という言葉を実行しながら、話を続ける。

「ああ。でも勘違いしないでくれ、カナミ……。もちろん、カナミのことは信じてるぞ。ただ、もう俺は万が一も許したくないんだ。二度と大切なものを失いたくないんだ。ただ、守りたいんだ。……そう、ただ守り続けたいだけなんだ。これからずっと、死ぬまで、俺がジークを守り続ける……!!　もう傷一つ許さない！　どこにも行かせない！　誰とも話させない――って、そう『私』は、誓ったんだ！　だから!!」

　僕は拳を握り締めながら忍耐強く話を聞き、探るように話しかける。

「ディア、それは僕がそこにいる黒髪の女の子を傷つけるってことか？　大丈夫だ。そんなことは絶対にない。だから、少しだけでいいから話させてくれないか？」

　今度は名前を伏せて問いかけた。

　しかし、唐突にディアは泣きそうな表情になって、狂おしそうに僕を睨にらみ出す。

「カ、カナミも、俺からジークを奪うのか……？　なんでだ？　なんで、みんなして、俺から大事なものを奪おうとするんだ？　なんでだ……？　ねえ、なんで？　なんで、みんなで『私』を苛いじめるんだ？　おかしい……、おかしいおかしいおかしい。おかしいよ、そんなの……!!」

　少しずつ目から光を失い、どこを見ているのかわからなくなっていく。

　それに合わせて、ディアの魔力は膨らんでいく。

　光の輝きは増して、さらに左足までもが右腕と同じように形を崩していく。

　一年前の使徒との戦いで、マリアが燃やした部分だ。その足の膝から先が、右腕と同じように光の粒子となっていく。

　崩れて崩れて崩れて、新たな形状を取っていく。

　今度は霧でなく、無数の光の羽毛に形を変えた。足から光の羽毛が飛び散り、広げる翼のように体積を増やす。一瞬にしてヴィアイシアの街道が、光と羽毛に満たされた。

　穢けがれ無き白に染まった街道は、神聖と一言で比喩するしかない有様となった。美しくはあるが、少しでも魔力について理解があれば、何よりも先に恐怖の感情に襲われる。

　本気のティティーを相手にしていたときと似た感覚だ。いま目の前で呟つぶやく少女には、あの魔王と同じく、有象無象を有無を言わさず平伏させる力があった。

「ああ、おかしい……！　そんなこと、俺が許さない！　『私』は、俺たちで、守る……!!　絶対に許さない……！　あ、あぁあぁっ、あぁああああっ……!!」

　ディアは魔力を噴出させながら、僕を見て「許さない」と言った。

　その瞳の色から、もう僕が誰であるのかすらわかっていない気がした。

　いま彼女の頭の中にあるのは一つ。

　守るべきジークという存在を、手放さないことだけ。

　その空うつろな瞳のまま、ディアは一歩前に踏み出す。周囲に満たされた膨大で神聖なる魔力も、主あるじに続いて動き出す。邪魔者である僕を消そうと、敵意が膨らんでいく。

「くっ……！」

　これ以上の会話はできない。

　話すよりも先に、ディアを取り押さえるしかない。と、そう思ったとき、

「あ――」

　口を大きく開けて、ディアは電源を落としたかのように、輝く魔力全てを霧散させた。さらに顔を俯うつむけて、膨らませていた敵意も消えていく。

　その一連の流れを、以前に僕は見たことがあった。

　だから、その『交代』を、冷静に見守る。

　すぐにディアは顔を上げて、にたりと笑い、先ほどまでと違った表情を見せる。その無邪気とは程遠い表情から、そこにいるのが別人であると確信する。

　使徒シスは、気さくに話しかけてくる。

「――っと、もう限界ね。まあ、こんな感じよ。あっ、ちなみに『ディアブロ』と『ジーク』が一定以上離れると両方暴走するから、気をつけてね。盟友っ」

「久しぶりだな、シス……」

　こいつの登場は最初からわかっていたことだ。冷静に『交代』を確認しつつ、ディアと陽滝の登場で興奮していた気持ちを静めていく。

「久しぶりね、盟友にスノウちゃん。あ、ルージュもいるのね。あと、本物の『統べる王ロード』様も初めまして」

　僕たちには旧友に声をかけるような感覚だったが、ティティーにだけは恭しく礼をした。挨拶は手早く終わらせて、本題に入っていく。

「さて、それじゃあ。決闘前に和平交渉をしましょうか。だって何事も平和が一番だものね。まさか、あなたたちは軍使に手をあげるような酷ひどい人間じゃないわよね？」

　シスは試すかのように無防備な背中を僕たちに見せて、陽滝のいる大きな白いテーブルまで移動して座った。

　そして、こちらに向かって手招きし、白いテーブルに着くようにと誘う。

　僕は迷いなく、そのテーブルに着いた。仲間の三人も、それに黙って続く。

　もし使徒シスとの対話があった場合は、僕一人で行うと事前に決めてあった。丁度、僕たち四人の対面にシスと陽滝が座り、これから二チームに分かれての討論が始まるかのような様相となる。全員が同じテーブルに着き、まず僕から質問を投げかける。

「シス、さっきのディアはどういうことだ？　説明しろ」

「そう怒らないで。ちゃんと説明するわ。私と盟友の仲だからね」

　シスはテーブルの上にあったカップを手に取り、優雅な手つきで紅茶に口をつける。

「盟友の危惧通り、ディアちゃんは私の親友陽滝を『ジーク』だって思ってるわ。面白いでしょう？　そう誤認させるの楽だったわ。肉体が『ジーク』なのは本当なんだから、むしろ、いまのほうが正しいと言えるわね。スキル『過捕護』が『ジーク』を対象に取っていたおかげで、結構簡単にできたわ。闇と光の『理を盗むもの』レベルとまではいかないけど、私にとっては会心の出来よ」

　僕にとって、心を弄いじる行為は何よりも許せないものだ。

　しかし、猛たける感情を抑え付けて、情報収集に努める。ディアの安全の為ためにも、できるだけ使徒シスとは冷静に話さないといけない。

「……なんでそんなことをした？」

「だって、そうしないと限界だったもの。この一年間、ディアブロちゃんは自分の心を削って削って削って、人格が崩壊寸前までいったわ。その崩壊の前に、彼女の大切なものを用意して精神を安定させたわけ。むしろ、彼女の崩壊を止めた私を褒めて欲しいのだけど……」

　ちらりとシスは僕の顔色を窺うかがう。言葉通り、本当に褒めて欲しそうだった。

　その様子から、少しずつシスという存在の性格がわかってくる。

　この女は正義の味方だ。少し偏った『自分の正義』の味方だが……間違いなく、何よりも正義を愛して、愚直に誠実に、この世界を守ろうとしている。

「で、その治療のついでにだけど、色々と新しい術式も仕込んでみたの。アイドと同盟を約束するために、頑張って作ってみたわ。それは『もし陽ひ滝たきを害そうとすれば、ディアちゃんの光が敵に突き刺さる。逆にディアちゃんを害そうとすれば、陽滝ちゃんが敵を凍らせる。お互いにお互いを、絶対に守る』って、ルールの術式。だから、さっきディアちゃんたちは過剰反応しちゃったわけ。スキル『過捕護』のステータスブーストもあるから、すごいことになるわよー」

　シスは冗談めいた話し方で、ディアと陽滝の状況を説明していく。

　その間、隣にいる陽滝の頰をつんつんと突つついて、自分だけは平気であることをアピールしてくる。僕が近づいたときとは違い、陽滝はくすぐったそうに身をよじった。

　だが、それでもまだ陽滝の目は半開きのままだ。

　起きてもいなければ眠ってもいないように見える。

「ん、陽滝が気になる？　いま、陽滝は夢遊病状態よ。はっきり言って、寝てるわ」

　僕が陽滝の状態を推測していると、それを察したシスは説明を再開させる。その気遣いから、本当に僕のために説明しようとしている意思が伝わってくる。

「本当に寝てるのか？　さっきは寝てるのに魔法を使ってきたぞ」

「そりゃそうでしょ。だって、あの陽滝よ？」

　その即答の意味が僕にわからなかった。寝ながら魔法を使う生き物なんて、いままで一度も見たことがない。困惑する僕の表情を見て、シスは疑問符を浮かべて――けれど、すぐにその原因を見つけて、説明を再開させる。

「……ああっ。いまの盟友は、陽滝の戦い方を一度も見たことがないことになるのよね。いーい、盟友？　固有の思考スキルを四種類も持っている陽滝なら、寝ているくらいでは何のハンデにもならないわ。何かをしながらの器用な魔法使用は、彼女の得意技なの。たぶん、魔法の器用さにおいては彼女が一番でしょうね」

　異世界での妹の実力。それを僕は想像できない。

　僕にとっての陽滝とは、元の世界の象徴であり、平穏そのものだ。

　妹が魔法を使っているところすら想像できないのに、魔法を使うのが器用と言われてもピンと来ない。そもそも、寝ながらの魔法を「器用」という一言で済ませていい問題なのだろうか。だが、目の前のシスはそう信じきっている。噓うそをつくどころか、陽滝の凄すごさを我がことのように自慢している。

　様々な疑問が頭の中に浮かび、自然と顔をしかめてしまう。

　その僕の顔を見て、シスは穏やかに微笑ほほえむ。

「落ち着いて。喉を潤しながら話しましょう？　ここの紅茶とケーキは美お味いしいわよ。千年前にはできなかった贅ぜい沢たくよね。あ、店員さんがいないから、私が注いであげるわ」

　会話は望むところだが、こうも露骨だと罠わなだと思えてくる。

　紅茶を全員に振る舞い、並んでいたケーキを切り分けるシスを僕は警戒し続ける。

　その嫌疑の目を向けられ、シスは少し表情を暗くした。この紅茶とケーキを、本気で親愛の証あかしとして用意していたかもしれない。

「盟友、本当に私は平和的解決を望んでるのよ？　ちゃんと一年前に盟友と話したときの反省を活いかして、今度はもっと素晴らしい話を用意してきたわ。確か、盟友はディアちゃんを蔑ないがしろにしているのが気に入らないのよね？」

「……ああ」

　誰も手をつけない紅茶とケーキを置いて、シスは自らの本題に入っていく。

「よく聞いて。ディアちゃんを救えて、さらに私の要求も叶かなう話を持ってきたわ。ちょっとだけ長くなるけれど、構わないかしら？」

　再度、僕は首肯して話の続きを促す。

　シスは咳せき払ばらいを一つしてから、使徒としての望みを話していく。

「まず、大前提を勘違いしないで欲しいのだけど、私は世界を救うために行動してる。それは絶対よ。使徒という存在は、この世界が生み出した平和の使者。その使徒が、この世界に生まれる条件は一つ。世界が滅びようとしているときだけ」

　シスは身振り手振りを交えて、少しでも自分の気持ちを伝えようと必死になっている。記憶のない僕のために、懇切丁寧に説明しようとしているのがわかる。

「間違いなく、いま、世界は滅びに向かってる……。それを私は止めたい」

　そして、世界の行く末を憂い、平和にしたいと言った。

　その綺き麗れい過ぎる話は余りに胡う散さん臭くさいと思ったが、目の前のシスは本気で言っている。

　長い戦いで成長した僕の観察力と次元魔法が、そう判断していた。

「ちなみに、千年前も世界が滅びかけたから、私と使徒ディプラクラと使徒レガシィの三人が生まれたのよ？」

「……その滅びかけたっていうのは、あの『世界奉還陣』のことか？」

「いいえ、あの程度で世界の滅びなんて言わないわ。私たち使徒が恐れているのは、いま本土中央にある『第二迷宮都市』ダリルの上空に満ちている暗雲のことよ。あの暗雲が世界に満ちたとき、あらゆる生き物が『魔の毒』に冒されて、モンスターになってしまうわ。最終的に人間という種が消え、モンスターたちは本能のままに殺し合いを行い、最後には世界から誰もいなくなる。それを止めるのが、私たち使徒の『使命』」

　いまようやく、ずっと不明瞭だった彼女の目的がわかる。

　使徒たちは個人の価値に囚とらわれず、国や大陸さえも飛び越えて、世界を救おうとしていた。崇高と表現してもいい目的だろう。

「ただ、その『使命』をディプラクラとレガシィの二人は無視したけどね……。だから、いまや主の意思を継いでいるのは私だけ。ええ、正義の使徒は、もう私だけなの！　だから、私は引けない。負けられない。誰にも譲れない……!!」

「……待て、おまえたちには主がいるのか？　そいつは、どんなやつなんだ？」

「我が主は、そこの王様が生きた千年前よりも、ずっとずっと昔……。遥はるか過去に、世界の『最深部』を目指し、最初に到達してしまった『翼人種』よ。そのとき、主は世界の毒を一身に引き受けて、自らの手で自身を封印したの。この世界の真の守護者ガーデイアンと言っていい存在よ」

　ずっとずっと昔の『翼人種』……？

　この異世界では千年前さえ神話のように扱われているのだから、それよりも以前の話となると想像が難しい。連合国の図書館で調べた記憶では、どのような文化があったかの資料など一つもなく、人がまともに生活できていたかも疑わしい領域だったはずだ。

「主の犠牲によって、『魔の毒』で滅亡寸前だった世界は少しずつ繁栄し直していった。ただ、我が主といえど、元はどこにでもいる普通の女の子……。一万年以上も時が過ぎてしまうと、その精神は限界を迎えたわ。身に封印していた毒が漏れて、地上に零こぼれ出していることに気づくの。我が主は、皹ひびと隙間だらけとなった自分の身体からだを見て、『代わり』が必要だと思ったそうよ」

　その『使徒の主』とやらの話も想像が難しい。

　スケールは大きいが、僕の世界でもよくある人ひと身み御ご供くうの話と考えていいのだろうか。

　聞いた限りだと、その『翼人種』の女の子も犠牲者のように感じる。

「その『代わり』を見つけるために、我が主は最後の力を振り絞って、地上に自分のコピーとも言える使徒を三人送り出した。それが千年前の始まりね。――こんな感じに話は繫つながっていくわ。この基本を盟友が忘れちゃってるから、話が拗こじれるのよね。この話を聞いて、どう？　続きを聞きたくならない？　私に協力したくならない？」

　シスは自分の釈明を無事終えて、得意げに笑った。

「ああ、続きが聞きたくなった。黙って聞くから、続けてくれ」

「……よかった。これも駄目なら、本当にここで殺し合いが始まるところだったわ。やっぱり盟友は私の理解者よね、ふふっ！」

　まだ僕は渋い顔を保ったまま、警戒を解いてもいない。けれど、シスは嬉うれしそうに目を細めて、安心した様子で、一人だけケーキに手をつけ始めた。

　その様子に不安しか感じない。

　シスの性格が、行動に現れ過ぎている。そして、その露あらわになった性格が余りに――

「千年前、『魔の毒』は広がり、獣人の……あ、当時は『魔人』ね。『魔人』の出生率が、急激に増えてしまったわ。『魔人』が増えるのは、世界の滅びが近い証明よ。一万年前くらいの世界には『魔人』なんて存在、一人もいなかったんだから。当然、モンスターだっていなかったわ」

　シスは話し続ける。もはや、僕が途中で異論を挟むことはないと信じた様子で、続けざまに、この世界の歴史を語っていく。

「千年前の地上に生まれた私たち使徒は、早急に『魔の毒』を消化・循環できる存在を作ろうとしたわ。その最初の実験対象が、貴女あなたね」

　そして、翠みどりの髪の少女ティティーを指して、『理ことわりを盗むもの』が実験生物であったと告白する。

　それに隣のティティーは表情を変えない。薄々と気づいていた話なのかもしれない。

「本来の許容量を超える『魔の毒』を身に吸い込み、支配下における存在『理を盗むもの』の誕生ね。盟友風に言えば、レベルの上限を取り払うことに成功したわ。その成功を確認した私たちは、続いて二人目三人目と『理を盗むもの』を選んで育てた。ただ、三人目のところで、この方法の問題点が見え始めたわ」

　シスはケーキを口に含み、紅茶で喉を潤しながら、話を続ける。

　もう一人だけ世間話をする様相だ。

「ロード・ティティー、ティーダ・ランズ、アルティ。この三人の心が、とにかく弱っちくてね……。いつまで経たっても『理を盗むもの』たち三人の心が成長していないことに、私たちは気づいたわ。我が主あるじの『代わり』となれる存在まで成長して欲しかったのに、『理を盗むもの』では絶対に至れないとわかってしまったの」

　期せずして『理を盗むもの』となった順番が少し明かされる。

　やはり、年齢的にもティティーが最初の『理を盗むもの』だったようだ。

「だから、私たちは最初から心が強く、さらに才能もある人間を別の場所から用意しようとしたわ。その召喚の条件は、『この世界の誰よりも心の強い子』。そのときに呼ばれたのが、この『異邦人』相あい川かわ陽滝。陽滝ならば、世界全ての『魔の毒』を一身に集めて、我が主と同じ領域に至れると思ったのだけれど……結果は、知っての通り。いまでも、あの日の失敗の理由はわからないわ」

　残念そうにシスは肩を撫なで下ろす。けれど、それは大事にしていた玩具おもちやが壊れてしまったかのような軽い落胆にしか見えず、冷静を努めていた僕の表情が歪ゆがみかける。

「――っ!!　そ、そう睨にらまないで、盟友。全ては世界の平和のためだったということを、今度こそ理解して……。お願いよ……」

　シスは新たなケーキを切り分け、僕のほうに寄こしながら謝罪をする。

　それがお詫わびの品のつもりであることが、彼女の必死な様子からわかる。

　使徒にとってケーキと人命は同等で、差などないのかもしれない。

　その価値観の差に軽く絶望し、怒る気力が失うせていく。

「世界平和のために、私たちは本当に色々と試していったわ。続いて、使徒ディプラクラが『異邦人』相川渦か波なみを呼び出して、『魔の毒』を力に変換する『魔力変換レベルアツプ』の術式を完成させた。使徒レガシィは聖人ティアラと協力して、『魔の毒』を納めた石を摘出する『魔石化』の術式を完成させた。ただ、どちらとも一時しのぎで……正直、役に立ったのは、私の『世界奉還陣』だけね！」

　だから、自分は偉いと主張したいのだろう。

　またシスは得意げな顔になって、ふふんと鼻を鳴らした。そこに悪意は感じない。感じないからこそ、僕とシスの間の溝は深まるばかりだった。

「で、見事、その『世界奉還陣』は成功！　その途中で何百万人か死んじゃったけど、まあそれは必要な犠牲だったわ」

「おまえ……!!」

　いままでは世界平和が前提だったから、少しは我慢できていたものがあった。しかし、その軽過ぎる人命の扱いに、少しずつ堪こらえ切れなくなってくる。

「せ、千年前も怒ってたわね……。そう怒らないで。ちゃんと、あなたは千年前に私を殺してみせたのだから、もうチャラでいいでしょう？」

　本当にチャラになると思っているのが、シスの表情からわかってしまう。

　もはや、使徒シスは、そういうものなのだと思うしかない反応だ。

　僕は怒りを沈めて、情報収集のために話を聞く姿勢を取る。

「その後、私は殺されて、私の『世界奉還陣計画』は盟友である始祖カナミと聖人ティアラの二人に引き継がれた。おかげで、『世界奉還陣計画』は『迷宮計画』と名前を変えて、この時代まで残った。と言っても、そっちの目的は『世界平和』や『代わりの作成』じゃなくて、『陽ひ滝たきの復活』だったみたいだけどね」

　つまり本来、迷宮は『代わり』となる人間を選抜するための空間だったのだ。

　それを僕が個人的な趣味で弄いじり続けた結果、いまの状態になった。

「なるほどな……。おまえの目的もわかってきた。それで、これからおまえはどうやって『代わり』ってやつを用意するつもりなんだ？　僕にどうして欲しいんだ？」

「いまも昔も、私の目的は我が主の『代わり』を用意することよ。そして、その手段は、もう揃そろってる。厄介な『魔の毒』を力に変える『魔力変換レベルアツプ』の術式に、人の魂をまるごと結晶体に変える『魔石化』の術式。その全てを取り込む器『ディアブロ』に、それらを遂行するための舞台である『迷宮』！　ええ、全てが揃ってる！　だから、盟友に望むのは本当に少しだけ。ちょっとしたお願いなのよ」

　ここで最初にシスの言っていた『ディアを救えて、さらにシスの要求も叶う話』が出てくるようだ。ただ、ここまでの話だけで、すでにシスとは考え方が違い過ぎることがわかっている。期待せずに、そのお願いを耳に入れる。

「望むのは、『ディアブロ・シスのレベル上げの手伝い』。ただ、真っ当にレベル上げをしてしまうと、陽滝と同じことになるから、レベルの上限を取り払える『理を盗むもの』の魔石がたくさん必要ね。それも、たっぷりと『魔の毒』の詰まった魔石が、たくさん欲しい。……だから、まず盟友のレベルを先に上げてもらうわ。そこの『地の理を盗むもの』の魔石を使えば、きっとレベル60手前までは大丈夫のはずよ。この限界ラインは陽滝で確認は終わってるから、間違いないわ。盟友、陽滝のステータスを見て」

　言われるがままに、陽滝を『注視』をする。

　同時に、これから戦うであろうシスのステータスも同時に確認する。





【ステータス】




名前：相川陽滝　HP587/587　MP2812/2812　クラス：探索者




レベル59

筋力16.78　体力17.11　技量40.21　速さ29.86

賢さ60.76　魔力132.55　素質0.79




【ステータス】




名前：ディアブロ・シス　HP741/741　MP3412/3412　クラス：使徒




レベル59

筋力15.11　体力13.55　技量9.45　速さ10.67

賢さ39.91　魔力177.22　素質5.00






「――っ！」

　予測はしていたが、ふざけた数値に二人とも突入している。

　最後に見たとき、陽滝のレベルは１でディアのレベルは20だった。

　だが、いまや両方とも、僕の二倍以上だ。この一年間の遅れを、いまはっきりと数字で見せ付けられたが、すぐにステータスはただの数字でしかないことを自分に言い聞かせる。所詮、ステータスは過去の僕が作った指標だ。

　絶対じゃないことは、何度も身をもって味わっている。

「確認したわね。それで、相川兄妹が両方とも限界値までいったら、次は死んで、魔石になってもらうの。当然、そこの魔王様とアイドもね。アイドと一緒に世界統一でもして、すぱっと魔石になって。そうすれば、『次元』『水』『地』『風』『木』。大量の『魔の毒』が詰まった『理を盗むもの』の魔石が、五つも揃う！」

　シスは当然のように『理を盗むもの』四名の死を語り、僕の腰にあるローウェンの魔石も奪うと言った。

「その五つをディアブロちゃんが吞のみ込んで、全ての『魔の毒』を力に変換！　そうすれば必ず、『最深部』に耐えられる身体に――レベル99カウンターストツプに、到達するわ。最強の身体に、使徒の精神こころ！　本当に完璧！　つまり、この私が身をもって、生み出してくれた主に『代わり』の器を捧ささげることができるのよ！　それで世界の『魔の毒』の流出は止まり、人の枠から外れた獣人の数は減少し、世界から凶暴なモンスターは消え去る！　ねっ、とてもいい話でしょ!?」

　その冒ぼう瀆とく的な提案を、シスは本当にいい話だと思っているのだろう。

　いままでになく興奮した様子で、テーブルの上から身を乗り出していた。

「それに僕が賛同すると、本気で思ってるのか……？」

「駄目なの？　ちゃんとディアちゃんは生き残ってるわ。これ以上ない存在としてね」

「……駄目に決まってる。そもそも、陽滝と僕が死んでる時点で、駄目だ」

「え？　で、でもっ、陽滝も盟友も世界を救った聖人として名を残せるわ。きっと救世主として語り継がれ、未み来らい永えい劫ごう讃たたえ続けられる。それって、人としてこれ以上ない人生でしょう？　最高の栄誉だわ。何より、世界の為ためになったことを誇り、納得して死んでいける！　今度は決して無駄死にじゃない！　意味ある生と死によって、陽滝の人生は完成する！　文句のつけようのない納得と満足が、そこにあるわ！　ねっ、誰もが幸せになれる完璧な話でしょう!?」

「おまえ……」

　呆あきれ、絶句する。

　千年前の僕が荒れたのもわかる。

　シスと話していると、終わらない不完全なパズルを延々と解かされているようで苛いら立だちが募る。同じ言語を使っていながら、同じ話を共有できない感覚が気持ち悪い。

　これが終着点のない議論であると気づいた瞬間、もう言葉を返すことができなくなってしまった。黙り続ける僕を見て、シスは少し不安げに聞いてくる。

「……ほ、本当に駄目？　だって、世界平和に貢献できるのよ？　人として、これ以上ない意味ある生でしょ？」

　その様子から、誰もが世界平和のためなら喜んで犠牲になるべきだと本気で思っているとわかる。そして、彼女なりに僕の意見を尊重して、この案を考えてきたこともわかる。僕に理解できるのは、たとえ死んでも使徒シスは変わらないということだけだった。

「すまないが、おまえに協力はできない。『最深部』に連れて行くのは、陽滝だ。ずっと前から、そう僕は決めてる」

　話し合いを止めて、僕は譲れない部分だけを伝える。もうそうするしかなかった。

「盟友……！　陽滝を『最深部』に連れて行くのは駄目よ。この子は、生まれ持った不確定要素と謎が多過ぎる。世界の仕組みに一番詳しい私が行くのが確実だし、心の強さの問題も私ならクリアしてる。私が一番の適任者なの！」

「おまえは適任かもしれない。けど、勝手にディアの身体からだを使うな。おまえは『代わり』になりたいのかもしれないが、ディアは違うはずだ。ディアの『夢』は、きっといまでも『立派な剣士』だ……!!」

「ディアちゃんは承諾してるわよ？　ここまでの話を懇切丁寧に話してあげたら、『夢』を諦めて『代わり』になっていいと言ってくれたわ」

　確かに一年前、ディアが承諾している節はあった。

　最後にディアと話したときのことを思い出す。

　アイドの状態異常回復の魔法によって、僕とラスティアラとディアが千年前の記憶を断片的に取り戻したときだ。あのとき、ディアは「『私たち』は『カナミたち』に酷ひどいことをした」「贖しよく罪ざいだけはしないといけない」と言っていた。

　つまり、このシスが千年前に僕たち兄妹にやったことを、まるで自分の罪のように感じていたということだ。だが、それは絶対に間違ってる。ここにいるシスとディアが同じ存在だなんて、どう考えてもありえない。シスのやつが優しいディアを都合よく利用しているとしか思えない以上、僕がやることは一つだけだ。

「それでも、『最深部』にディアは連れて行かせない。世界が滅びるって話なら、陽滝の治療のついでになるが……解決方法を代役のお前とじゃなくて、その『最深部』にいるおまえの主と話し合って決める。だから、おまえはここで一旦諦めろ」

「盟友が我が主あるじと話し合う……？　それこそ駄目よ。いま我が主に触れていいのは、『代わり』となれる器ある者だけよ。心と身体が強く、世界の毒を完璧に制御できる存在のみ。それは、盟友じゃないわ」

　とうとう話し合いは、お互いの要求を述べ合うだけの平行線となった。

　初めからわかっていたことだ。十分に情報を引き出し終えた以上、ここからは話し合いじゃなくて野蛮な戦いになる。

「……盟友、本当に駄目？」

　ただ、まだシスは未練がましく話し合いに縋すがり、僕に確認を取ってくる。

「ああ、駄目だ」

　その確認に僕は戦意で応えて、席から立とうとする。

「……本当に駄目なのね。でも盟友、あなたは私に勝てないわよ。たとえアイドに勝てたとしても、ここにいる私たち二人にだけは絶対勝てないわ。世界の理ことわりとして、それは決まってる。それでも戦うの？」

　私に勝てないから席を立つなと、シスは心配するように忠告してきた。

　だが、そんな言葉で止まるようならば、最初からここまでやってきていない。

　止まることなく、席を立って、腰にある剣に手をかけた。

　話し合いの終わりを見て取ったシスは、今日初めての表情を見せる。

「今回は、これだけ説明してあげたのに……。何で、盟友はわかってくれないの……？　私は使徒。世界を救う選ばれた存在なのに……。どうして……」

　顔を俯うつむけて、悲しんでいる。

　ただ、その悲しみの理由は、自分の都合で他人が喜んで死んでくれないから。

　もう僕とシスの間にあった溝は埋められそうにない。できれば、シスと話し合いで決着をつけたいと思っていた。それは噓うそじゃない。けれど、それが余りに難し過ぎるとわかった以上、僕はディアの安全を優先する。いまは妹の陽滝の身柄だって奪われているのだ。だから、もう――戦うしかない。

　僕は剣を引き抜こうとする。

　そのとき、がくんっと、大陸全体が数センチ沈んだかのように、視界が揺れた。

　タイミングを見計らったような地震が、轟ごう音おんと共に僕たちを襲う。

　そして、その原因を僕は《ディメンション》で捉えていた。

「アイド――!!」

　この街道の続く先にある丘の上で、それは動く。

　王都中央にあった巨大な質量が動いたため、世界が揺れたのだ。

　――『ヴィアイシア城』が起動し、動き出そうとしていた。

　王都の中央の丘にある城は、迷宮で再現されていたヴィアイシア城と同じで、僕が知っている限り、最も大きい。無数の木々で装飾しているためか、実際よりも更に大きく感じる。城の屋根には無数の葉が広がり、壁には蔓つると蔦つたがびっしりと這はっている。さらに城の至るところから長い根が伸びて、絡まり、捩ねじれ、手足のような太い柱のような幹を四つ作った。

　四箇所から伸びた太い幹によって、遠目では歪いびつな形の巨人が起き上がっているように見える。その城の中にも、たくさんの幹が育っているのは容易に想像できる。その幹が骨であり、蔓と蔦が血管と神経。中心部には、心臓アイドがいることだろう。

　まさしく、巨人といえる存在に、『城』は進化していく。

　数え切れない量の木の葉が擦れて、砂嵐のような音をたてる。城で羽を休ませていたであろう小鳥たちが鳴きながら、快晴の空に飛び立っていく。いまも尚なお、蔓と蔦は成長しているようで、蛇が這いずるかのような音も聞こえる。

　最後に、『城』の両足が大地を踏み締めて、轟音を王都全体に鳴り響かせた。

　躊ちゆう躇ちよなく街道の途中にあった広場を踏み抜き、そこにあったあらゆるものを潰していく。続く二歩目も、街を破壊していく。できるだけ踏む場所は選んでいるつもりだろうが、それでも被害は免れない。

　あらゆるものを破壊しつつ、見上げ切れない巨人が近づいてくる。

　たった三歩目で、遥はるか遠くにあったはずのヴィアイシア城が、僕たちのいるレストランの近くまでやってきた。ここまで来れば、もうティティーもスノウもルージュちゃんも暢のん気きに座り続けるはずもなく、誰もが立ち上がり、臨戦態勢だ。

　太陽の光が巨大な城で遮られ、レストランが影に吞み込まれていく。

　すぐ近くまでやってきた『城』を肉眼で見上げると、その頭頂部を確認することはできなかった。ただでさえ巨大だった『城』が太い手足を得て、完全に見切れていた。

　巨大だ。高さだけでなく、横にも大きい。

　まるで、壁。天にも届かんばかりと称するのも無理もない巨大なモンスターが、いま敵として目の前に立ち、声を発する。

『第二迷宮都市』ダリルのときと同じく、城に咲く『白桜ピエリス・アイシア』が口の代わりだった。

（――シス様、もう交渉は終わりです）

　アイドの声だ。交渉の席で襲われかけたシスを助けるために、直接『木の理を盗むもの』がやってきたのだ。

　ただ、その救援対象のシスはテーブルに着いたまま、動かない。

　見かねたアイドは、溜ため息いきと共に声をかける。

（……はあ、使徒様ともあろう方が泣かないでください。だから、やめたほうがいいと自分は言ったのです）

　シスは震えながら、顔を上げて反論する。

「な、泣いてなんかいないわ……」

　確かに、泣いてはいなかった。

　けれど、いまにも泣き出しそうな顔をしている。僕に拒否されたのが本当にショックだったのだろう。その内情をぽつぽつと、ここにいる全員に語っていく。

「でも、盟友なら理解してくれるって信じてたの……。初めて会った日から、運命を感じてたの。私たちは似たもの同士だって思ってたから……。いつか、絶対に、わかり合えるって……、思って……、だから……」

（あなた様と始祖渦か波なみの仲が良かったのは、遥か昔のこと。諦めてください。たとえ、彼が世界の全てを知ろうとも、もう二度とあなた様と交わることはないでしょう）

　そのシスの言葉を、アイドは断ち切る。

　正直、僕もアイドと同じ気持ちだ。

　彼女の世界最優先の人間離れした考え方は、死ぬまで理解できる気がしない。

（根気よく説明を続ければ、いつかは賛同を得られるやもしれません。しかし、いまは止やめたほうが賢明です。いまにも、始祖渦波はあなた様の身体を奪おうとしています）

「そう……、みたいね……」

　もしあと一秒でも『城』が動き出すのが遅ければ、決闘を前に僕とシスの戦闘は始まっていただろう。それを認めたシスは、一度だけ深呼吸をして、身体の震えを止める。

　そして、交渉の続きが行われる。ただ、その背中に『城』という圧倒的な力を置いてしまった以上、それはもう和平交渉ではない。

「盟友、さっきの話にアイドは納得してくれたわ。そこの王様と一緒に世界を平和にできたら、あとは好きにしていいって言ってくれた。とてもあっさり協力関係を築けたの」

「……これだけはっきりと拒否しても、まだおまえは僕を諦めないのか？」

「ええ、もちろん。だって、盟友たちを使ったほうが、とても早いもの。もし、いまの話を拒否したいのなら、この私にも決闘をしかけるしかないわね。当然、そのときは陽ひ滝たきも一緒に戦うわよ？　だって、私と陽滝は昔からペアだもの」

　綺き麗れいな言葉を使ってはいるが、結局のところ死にたくなければ戦えという話だ。

　和平は決裂し、僕とシスの間の緊張は高まっていく。テーブルの上にあった紅茶のカップは、先の振動で全て砕けてしまった。もはや、共にお茶を楽しめる時間は終わった。

「ただ、アイドはあなたと一対一で、決闘がしたいって言ってるのよね……。なら、こっちはまず新旧『統べる王ロード』対決でもやってみる？　それが、一番時間がかからないわ」

　シスは戦う相手に僕でなく、隣のティティーを誘った。

「構わぬぞ。元々、童わらわとスノウは決闘の間、そなたらを押さえるつもりじゃったからな」

　そのシスの提案は、事前に決めていた計画範囲内だった。アイドと僕が戦っている間、ティティーとスノウでシスと陽滝を押さえる。理想の展開の一つだ。

「ただ、使徒殿よ。その前に、我が弟と話し合う時間を少しくれぬか？」

　だが、その理想の展開を前にして、ティティーは口を挟む。

　僕はシスとの対話で頭に血が上りかけていたが、彼女は未いまだ冷静だった。

　僕たちの計画の一番の肝を忘れていない。

（『統べる王ロード』。いまさら、話など――）

　守護者ガーデイアンとの戦いでの一番の肝。それは言葉だ。言葉で説得することこそが、守護者ガーデイアン戦で最も有効な攻撃になると僕は思っているし、ティティーは身をもって確信している。

「聞くのじゃ、アイド！」

　対話を拒否しようとするアイドを、さらにティティーは拒否して叫ぶ。

「おぬしが、かなみんのことを憎むのはわかる！　おぬしから見れば、始祖渦波という存在は千年前にあらゆるものを奪っていた怨敵！　それはわかる！　いまさら、童わらわから、かなみんを悪くないと言っても無駄じゃろう!!」

　その力強い叫びに吞のまれたのか、弟の性さがか。アイドは黙って、ティティーの言葉に耳を傾けた。意外にも、シスも姉弟の対話を邪魔しようとする気配はなかった。

「しかし、だからと言って暴力で終わらせるのは違うじゃろう!?　千年前の我らとて、そこまで横暴ではなかった！　それは『宰相』であったおぬしが最も嫌う方法だったはずじゃ!!」

　ティティーは正面からアイドを否定しない。先日のように僕を持ち上げたりはせず、アイドがこだわっていると思われる『宰相』を話に出す。

　とても上う手まい『大人』の説得だった。

「その強大な身体と『理を盗むもの』の力で決闘をし、望みを通す！　勝ったほうが正義！　そんなものは、子供の喧けん嘩かじゃ！　アイドの信じる『宰相』とは、そんな子供のような喧嘩を行う存在なのか!?」

（そ、それは……）

　アイドから迷ったような声があがった。

　それに合わせて、ティティーはとても姉らしく優しい言葉を投げかける。

「力で無理やりことを通そうとしても、話は拗こじれるばかりじゃ。まずは、童わらわと今日までの全てを語り合おうぞ……。戦うにしても話し合うにしても、まずは互いを理解せねばならん。素直に心の内を曝さらけ出せば、案外それだけで解決することもあるのじゃぞ？」

　心の内をさらけ出し合っての解決。おそらく、それは港町コルクでスノウを引き止めたクロエさんのことを言っているのだろう。自分たちと似た歪ゆがみを抱えた二人がわかり合ったのを見て、ティティーも同じような結末を迎えたいと思っているのがわかる。

　それを僕は不可能だと思っていない。

　いま、ここにいるのは千年前のロードではない。

　千年苦しみ、未来を旅して、僕と共に学び、少しだけ『大人』になったティティーだ。

　千年前と違った結末を引き寄せられると信じている。

「『理を盗むもの』の力に頼るのは、最後の手段じゃ。でなければ、力に振り回され、誰もが大切なものを見失ってしまう。例えば、この街など、童わらわたちが全力で争えば簡単に消えてしまうじゃろうな。……なあ、アイドよ。この街は素晴らしいぞ。一目見ただけで、民たちの笑顔が頭に浮かんだ。本当に、良い仕事をしたな」

　巨人となった城の中から、息を吞む音が聞こえた気がした。

　自らの育てたヴィアイシアの街を褒められ、間違いなくアイドは揺れている。

「この街を傷つけたくはないと思わぬか……？　少なくとも童わらわは、無人の街であろうとも、傷一つつけたくないと心の底から思っておる」

（……わ、わかりました。そこまで『統べる王ロード』が仰おつしやるのならば、場所を変えましょうか。南東の方角に平原があります。そこならば、壊すものもなく、存分に戦うことができるでしょう）

「南東の平原か……。童わらわたちの故郷に近いのう。確かに、決着をつけるに相応ふさわしい場所かも知れぬ」

　あっさりと場所の変更を引き出すことに成功した。

　だが、ティティーはそれだけでは満足しない。

「しかし、まだじゃ。まだ童わらわは、おぬしと話し足りぬぞ!!　面を合わせて話して確信した！　おぬし、本当は――」

　いまここで守護者ガーデイアン戦の勝負を決めるが如ごとく、大声を張り上げていく。

「本当は、誰も傷つけたくないのじゃろう!?　正気なのじゃろう!?　おぬしは昔から何も変わっておらぬ！　人だけでなく、草木の命さえも心配で堪たまらないのじゃろう!?　人々が丹精こめて作った建造物全てが、愛いとおしいのじゃろう!?　目の届く誰もが笑顔でないと気が済まぬのじゃろう!?　本当は！　戦いなど、大嫌いなのじゃろう!?」

　確信を持ち、『弟』の全てを決めつけて叫び、叩たたきつける。それは傲慢に満ちた行為だが、この世界で只ただ一人だけ。『姉』のティティーだけが、それを許されると僕は思う。

「『第二迷宮都市』ダリルでルージュ・ノワールをけしかけて、おぬしは酷ひどく後悔したのではないか!?　おぬしは何度も狂いかけたのじゃろうが、誰かが傷つくのを見る度、正気に戻ったのではないのか!?　自分のせいで誰かが傷つく――たったそれだけのことで、戻れてしまうのがおぬしという優しい男じゃ！　そうじゃ、当たり前じゃ！　おぬしは童わらわと違う！　世界で一番心優しい『魔人』！　最後の最後まで誰かのために生き続けた強き者！　童わらわの自慢の『弟』、白き樹人ドリアードアイドなのじゃから!!」

　ティティーは叫び切った。

　最後の最後まで、『宰相』相手でなく、自慢の『弟』に向かって呼びかけた。

（…………っ!!）

　アイドは動揺を隠せなかった。『城』ごと身体からだを震わせて、王都を揺らす

「頼む。どうか答えてくれ、アイド。もう少しだけ話し合おうぞ……。童わらわたちは家族……。姉弟なのじゃから……」

　その動揺を見て取り、ティティーは泣きそうな顔で頼み込む。

　およそ、かの完璧な『統べる王ロード』には似つかわしくない表情だった。だが、その表情と声がアイドに届き、動揺を誘っている。

　いま、間違いなくアイドは『ヴィアイシア城』の中で迷っている。

　――王都が静寂に包まれる。

　遠くから鳥の鳴く声と風の吹く音だけが聞えてくる。

　厳正なる空気の中、誰一人言葉を発せない。

　その沈黙を破ったのは『姉』のティティーでもなく『弟』のアイドでもなく、ずっと真剣な表情で見守っていたシスだった。

「……まずいわね。私と陽滝はともかく、もうあの子が抑え切れない」

　悪意があって口を出したというわけではなかった。

　それどころか二人を心配しての発言であることが、彼女の様子からわかる。その心配の意味を、僕は問おうとするが――

「シス？　何を言って……、――っ!?」

　途中で、背中に冷たいものが触れて、声が喉の奥に引っ込む。

「――ふふっ」

　続いて、くすくすと控えめな笑い声が、耳元で響く。

　その不可解な現象に、僕は悲鳴をあげかけた。

　いま、僕は《ディメンション》を展開している。かつてないほど慎重に入念に王都を魔力で満たしている。守護者ガーデイアンを目の前にしているのだから、それは当然の話だ。

　だから、王都にある全てを僕は把握できている。

　間違いなく、隅から隅まで、蟻ありの一匹さえも見逃してはいない。

　――にもかかわらず、いま背後から、僕の服の中に誰かが手を入れた。

　幽霊に出会ったのかのような恐怖のまま、振り向く。

　そして、《ディメンション》でなく肉眼で、その人物を見る。

　目にした瞬間、僕は咄とつ嗟さに跳び退のき、距離を取った。

　声色から予測はしていた。その可能性を王都に入る前から考えていた。

　それでも、その姿に驚き、僕は声を失う。

「ふ、ふふっ、うふふふっ。ふふ、ふふふフフフッ――!!」

　背後にいた人物は『光の理ことわりを盗むもの』ノスフィー。

　その以前より頰のこけた顔を見たとき、ぞっと背筋に寒気が走った。

　相変わらずの真っ黒な衣装に、黒く染まりかけている栗くり色いろの髪を振り乱し――そして、胴と手足に刺青のような文字を纏い、身体のところどころが消えている。

　身体が透き通り、向こう側が見えるようになっているため、バラバラに切り刻まれた四肢が浮いているように見えた。

　その亡霊よりも恐ろしき姿の少女が、抑え切れない笑いを外界に零こぼしていく。

「ふ、ふふっ、ふふふっ――、は、な、し、合おうぅう？　ああ、話し合いですか!?　わたくし、決闘と聞いて、お膳立てに協力したというのに！　さっきから喋しやべってばっかり！　はっきり言って、見ている側はとてもつまらないです！　つまりません!!」

　その話し方から、間違いなく自分の知るノスフィーであると確信する。

　しかし、それならば、なぜ《ディメンション》に引っかからなかったのか。

　すぐに僕は、彼女の全てを分析しようとする。

《ディメンション》では何も異常を感じ取れない。いや、いま肉眼でノスフィーが見えているところには何も存在しないという異常を、《ディメンション》は観測している。

　理由はわからないが、ノスフィーは《ディメンション》から逃れている。

　その身体の一部の透明化は、光の屈折を利用しているように見える。

「ノ、ノスフィー!?　南に行ったんじゃないのか！　いや、それよりその姿は……！」

『光の理を盗むもの』の力で姿を隠して、待ち伏せていた。

　それはわかった。わかったが、その異様な姿に疑問は尽きない。

　透明化は姿を隠すためだとしても、刺青いれずみ塗まみれの身体の理由がわからない。顔は綺麗なままだが、迷宮で会ったときと違って、目が充血しきっている。目の下に濃い隈くまを作り、もう何日も寝てないように見える。

「ふふっ、この身体ですか!?　これは――ふふっ、そうですねえ、いわば――恋の、ふふふっ、ええっ、『恋のお呪まじない』です！　渦か波なみ様に負けた日から、休む間もなく寝る間もなく、毎日毎日ずっと書き続けました！　この思いが届くように！　渦波様の次元属性の魔力を弾はじく術式を書いたのです！　なまじ色々と視みえるから、気づけなかったようですね！　油断大敵ですよ、渦波様!!」

　その刺青の意味を、あっさりとノスフィーは教えてくれた。

　魔力を弾く効果ちからがあるから、《ディメンション》では捉えられないらしい。鵜う吞のみにするつもりはないが、それに近い効果をノスフィーが得ているのは間違いない。

　僕は息を吞み、冷や汗を垂らす。

　シス・陽ひ滝たき・アイド相手のときにはなかった緊張感だ。

　顔を顰しかめる僕を置いて、ノスフィーは何の遠慮もなく言葉を振りまいていく。

「ロード！　できれば、話し合いで終わらせるなんて、このわたくしは認めませんよ！　だって、そんなの余りに正し過ぎるでしょう？　ええ、それでは普通の戦争過ぎます。大人の対応過ぎます。いい子ぶってます。全くわたくしたちらしくありません。話し合いのプロとして、それだけは認めません。皆様、もっとらしくやりましょう!?」

　ノスフィーは演説のように全員の中央で叫ぶ。

　その間に、右手から光の旗を作り、大地に突き刺した。

　そして、大仰な身振り手振りを付け加えて、話し続ける。

「いいですか、皆様!!　これはそういう話じゃないのです！　ロードの言っていることなど、当の昔に『宰相』アイドはわかってます！　そんなこと重々承知です！　百も承知でやってるんです！　でも、感情がっ、心がっ、魂がっ、いまさら反省なんて許してくれるはずもないから!!　承知の上で、繰り返しちゃっているのです!!」

　それは鼓舞のようでいて、巧みな扇動だった。そして、その対象となっているが一般人でなく、地図を塗り替える力を持つ『理を盗む者たち』であることが問題だ。

「なのに、それをいまさらあっ！　話し合いなんてっ、ねえ!?　無駄ですよねぇ！　そうは思いませんか、渦波様ぁ!?」

　いいから戦えとノスフィーは叫ぶ。

　さらに僕に向かって、極めて強引な同意を求めてきた。その相変わらずの調子に、僕は苦い顔をする。ただ、ティティーは僕と違った。嬉うれしそうな表情で彼女の名前を呼ぶ。

「ノスフィー!!　来てくれたのじゃな……!!」

　あれを未いまだに友人だと思っているのだろう。

　この大事なシーンでの乱入でも、ティティーは歓迎していた。その反応はノスフィーも予想外だったのだろう。少しだけ驚いた様子で口を開けてから、冷静に返答する。

「……いいですか、ロード。そうやって、言葉で敵を崩そうとするのは感心しませんよ。決闘は約束です。約束は守るものです。魂と魂のぶつかり合いもなく、答弁のみで『未練』を終わらせるなんて、わたくしは――正しい間違つていると思います」

　ティティーのおかげで、ノスフィーの勢いが削そがれたように見える。けれど、まだ場の主導権は彼女が握っている。一方的に一人ずつ話しかけていく。

「使徒様も、渦波様たちのペースに吞まれてはいけません。そうやって、誰とでも最後まで対話を試みるのは悪い癖です。そんなことをしていると、また話している内に殺されますよ？」

「……え、そうかしら？」

「そうです！」

「そ、そうね。確かに、そうだわ。でも耳元で叫ばないで。びっくりするわ」

　ノスフィーの登場と勢いに吞まれているのは僕たちだけではなかったようだ。仲間であると思われるシスですら困惑していた。

　その困惑の中、ノスフィーは魔法を唱えていく。

「さあ！　話も纏まとまったところで、戦やりましょう！　やらなければ後悔します！　もちろん、やっても後悔するでしょう！　ならば、やった上に後悔までできたほうがいい！――魔法《ライト・イライア》!!　ふふっ、ならばっ、悩む必要などなく、これはもう戦やるしかありませんでしょう!?　『話し合い』の専門家プロフエツシヨナルであるわたくしが保証します！　殴り合いの殺し合いこそ、最上で最愛の『話し合い』です!!」

　ノスフィーの持つ旗から、目を眩くらませるような光が連続で散った。

　真昼の街中に、星ほし屑くずの如き光が満たされていく。

　世界の明るさは限界を超えて、真っ白に染まっていく。

　それは『光の理を盗むもの』の力。

　問答無用であらゆるものに侵食していく『話し合い』の光だった。

　その光が僕たちの身体に入り込み、『話し合い』の魔法で直接頭に語りかけてくる。

　いまノスフィーが話した扇動の言葉が、繰り返し繰り返し、頭の中に反響する。

　戦え。悩むな。心のままに。後悔するな。と、囃はやし立てる。次第に身体の中が熱くなり、言葉を交わすことが煩わしくなり、暴力で全てを解決したくなってくる。
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「光が！　戦意を――、くそっ!!」

　光を媒介にしている以上、防ぎようがない。近くを見れば、仲間たちも同じように顔を顰めていた。それどころか、これから戦うであろう敵たちも同じ表情だった。

　シスは頭を押さえ、陽滝の手を強く握っている。『城』に籠っているはずのアイドは、外壁の植物を蛇の群れのようにのた打ち回らせながら叫ぶ。

（――ノスフィー様！　その光は！　『城』の制御が狂います!!）

　協力者を叱責し、解除を求めた。

　だが、それに返るのはノスフィーの助言めいた否定。

「『宰相』アイド、あなたは決闘すると心に決めたのでしょう？　ならば、迷ってはいけません。躊躇ためらってはいけません。一歩も退いてはいけません。さもなくば、挑戦すらできなくなりますよ？……このわたくしのように」

　その言葉は優しかった。

　いままでのふざけたものとは違い、慈愛に近いものすら感じる。

　いま、ノスフィーは心の底からアイドを心配している？

　その自分の経験から、間違ってもいいから思うが儘ままに全力でやれと、優しいがゆえに暴走を促しているように見える。

「その苦しみを、あなたはよくわかっているはずです。好き嫌いしてはいけません。あなたは死した同胞はらからたちのためにも、戦う義務がある。そのために、今日まで力を維持してきたのでしょう？　ええ、それは間違い正しいです。魂と魂というものは、飾りばかりの対話のために在るのではなく、全力でぶつかり合うために在ります。もし、この機会を逃せば、あなたは二度と全力を出せないかもしれない――」

　その言葉は美しく、その姿は神々しく、まるで聖母のようだったが、内容は物騒極まりなかった。

　ぶつかれ。

　ただただ、魂のままに、全力でぶつかり合え。

　そう煽あおり、背中を押し飛ばしている。

　そして、その鼓舞を、アイドは――受け入れる。

（……あなた様の仰おつしやる通りです。始祖渦波の魔法ならば、言葉だけで全てを終わらせてしまう可能性があった。いま、何をされているのかすら、未知数。ならば、問答無用こそが最善！　ええ、迅速に決闘を始めるべきでしょう！　いますぐにでも!!）

　覚悟してしまった。

　光の浸食によって高まった戦意のままに、アイドは『城』を動かし始める。

　急速に育っていく植物たちを解放し、『城』を肥大化させていく。どこまでも成長していく木々が、最上階を越えて、天高く登っていく。城壁や塔に張っていた木々の根は、さらに太くなっていき、人間の筋肉のように伸縮し始める。

　地鳴りのような音をたてて、ゆっくりとヴィアイシア城の側部にあった巨大な幹の一つが――巨人の右腕が動き、街道のレストランに向かって振り下ろされていく。

　まるで壁が落ちてくるかのような広範囲攻撃だ。

「待て、アイド！　決闘はティティーの話が終わってからでも遅くは――、くっ、伸びろ！――魔法《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》!!」

　その一撃が止まることはないと判断して、咄嗟に『アレイス家の宝剣ローウェン』を抜き、魔力を纏わせて剣先を伸ばした。

　まだ無属性の魔力によるスキル『魔力物質化』は使えないが、いまの僕ならば次元属性の魔力で似た真ま似ねができる。その長さ一キロメートルをも超える長い《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》を振るって、巨人の腕を縦に断ち斬る。

　もちろん、実際に斬ったのではなく、空間をずらしただけだ。

　結果、レストランの両隣に、二つに分かれた拳が落ちる。

　今日最大の揺れと爆発音によって、王都に大きなクレーターが二つできた。

　その余波は凄すさまじい。衝撃と暴風が吹き荒れて、周囲の建物を破壊する。隣にあったレストランは、高くから落としてしまった玩具おもちやのように壊れた。テラスに並んでいたテーブルとチェアは全て吹き飛ばされ、街道を彩っていた自然が搔かき乱される。

　同時に、その場にいた全員が一斉に動き出す。

　余波は衝撃と暴風だけでなく、破壊された家屋の断片も混じっているのだから当然だ。

　まず、この惨状を引き起こしたノスフィーは、近くの高い建物の屋根上に跳んで避難した。シスは隣の陽滝の手を取り、神聖魔法の壁で余波を防ぎながら留とどまる。スノウもルージュちゃんを守るように、振動魔法の壁で余波を防ぐ。ティティーだけは魔法でなく、迫り来る全てを手で払い除のけながら、屋根上に向かって叫ぶ。

「ノスフィー、その眩まぶしいのを止めるのじゃ！　待て！　みんな、待つのじゃ!!」

「もう駄目だ、ティティー！　おまえはスノウとルージュちゃんを守ってくれ!!」

　僕はティティーに仲間の護衛を頼み、ノスフィーと同じように屋根上へ跳んだ。

　戦うと決めたアイドとノスフィーの二人を肉眼で捉えられる位置に陣取り、破壊された街を見て、歯は嚙がみする。

「くそ！　ノスフィー!!」

「ふふっ。お優しいですね、渦波様。しかし、そんな心配をしている場合でしょうか？」

　少し遠くの屋根上に立つノスフィーは笑う。

（やはり、魔法で斬られましたか！　しかし、そのくらいはわかっていますよ!!）

　空高くから僕の名を呼ぶ声が聞こえた。

　続いて、太陽を遮る巨体が残った左腕を動かして、上空から僕を叩たたこうとしていた。

　すぐさま、また長剣を構えて、迎撃しようとする。

「そんな鈍い動きで僕を攻撃しても無駄だ！　アイド!!」

　大きいだけならば、いくらでも戦いようはある。

　アレイスの『剣術』の中には、空をも貫く巨体を相手取る技はある。

　それを叫び伝えたが、アイドは動きを止めない。

（ええ！　この大きいだけの身体からだが通用するとは、自分も思っていません！　もちろん、本命は別！　この巨体の目的も、また別!!）

　意味深な発言を聞いたが、構うことなく僕は剣で迎撃する。

《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》の剣で空を裂き、もう一度、敵の巨大な腕を縦に斬り裂こうとする。

　しかし、背後から笑い声が聞こえる。

「ふふっ、渦か波なみ様。そちらでよろしいのですか？」

　ノスフィーの声だ。敵の発言に惑わされるものかと、僕は剣を振り抜く。

《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》が敵の腕を断つ――が、剣には何の感触も返ってこない。

　空振ったのだと理解したとき、巨人の左腕は蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがみ、搔き消えた。そして、《ディメンション》が真横から迫りくる巨大質量を感知する。

　上からではなく横から、巨人の左腕は近づいてきていたのだ。ここまで気づけなかったのは、おそらくだが、後ろで笑うノスフィーの魔法――！

「また光の屈折か!?」

「正せー解かいですっ。これ、渦波様の教えてくれた魔法です。お揃そろいの『ずらし技』ですね。ふふっ、渦波様と、お、そ、ろ、い――ふふふっ！」

　どういう原理かわからないが、ノスフィーだけは僕の《ディメンション》を無効化できている。その彼女の魔法によって、完全に騙だまされてしまった。

　巨人の腕が真横から、王都の街を削りながら迫ってくる。

　手の平だけでも、高さは普通の城を軽く越えている。このままでは足場ごと、巨大な手の平に掬すくい取られてしまう。腕とは逆方向に逃げようと足に力をこめる。だが、逃げようとした先に、旗を立てたノスフィーが可愛かわいらしく笑って、通せんぼをした。

「駄目です、渦波様。決闘から逃げてはいけませんよ。家族を利用しての平和解決という余りに卑怯正し過ぎる戦い方を選んだ渦波様と違って、あの『宰相』アイドは小細工なく、遠回りも寄り道もなく、生まれの弱さを呪いながらも、真の意味で正しく、決闘に赴こうしています。その全力の想おもいを前にして、渦波様は逃げるのですか？　いまも、『城』の中で彼は待っているというのに？――ええ、彼は待っているのです！　ずっとずっと待っていました！　あなた様を!!」

　彼女の叫びに圧され、僕は立ち止まってしまう。そして、上空で巨人が吼ほえる。

（『ヴィアイシア城』！　神格の封印形態に移行！　我が魂の世界樹ユグドラシルよ!!　怨敵、始祖渦波を捕まえろぉおおおおぉおおお――――!!!!）

　迫り来る巨人の手の平が蠢うごめき、木々の根や枝の数が増し、百の指を持った手と化していく。その異形の手が、僕とノスフィーの立つ家屋を地面と共に掬い取った。

　僕は屋根上に足をつけながらも浮遊感に襲われる。

　文字通り、僕を手中に収めた巨人は、そのまま握り潰そうとはしなかった。手で掬った土と建物を全て、その胴体まで持っていこうとしていた。

　その巨人の身体の中心部に見えるのは、巨大な外壁門。

『ヴィアイシア城』内に――いや、巨人の体内に続く門だった。

　アイドは僕を『城』に招き入れようとしている。つまり、この巨人は戦うために用意したものでなく、僕を捕まえるためだけに用意されたものだったということだ。

　もし、この招待から逃れるために手の平から飛び降りようとすれば、すぐ近くのノスフィーは邪魔をしてくるだろう。最初からずっと彼女は、決闘しろと繰り返しているのだから間違いない。仕方なく、最後の抵抗として、僕は声を地上にいる仲間たちに残す。

「ティティー、スノウ!!　話し合いは失敗だ！　もう説得に拘こだわるな！　すぐにそっちに戻るから、そっちはそっちに集中してろ！　いいな!!」

　僕が観念したのを見て、ノスフィーも同様に声を投げかける。

「ふふっ！　ではっ、決闘を合意したとみなします!!　シス様！　そちらはロードとスノウ・ウォーカーの確保を!!」

「確保とまでは言わないけど、押さえておくつもりよ！　ただ、相手は旧ふるき『統べる王ロード』と新しき『竜の化身』！　私と陽ひ滝たきの二人が本気を出して押さえるとなると、氷漬けにしてしまう可能性は高いわ!!」

「ふふっ、流石さすがは使徒シス様！　頼もしいお言葉です！　どうぞ、ご遠慮なく！　死にさえしなければ、わたくしが必ず回復させますので！　この史上最高の回復魔法の使い手であるわたくしが!!」

　シスとノスフィーの絶対的な自信による発言が飛び交い、遅れてティティーの声が返ってくる。

「かなみん！　こっちも心配要らぬからな！　こっちは、この無敵の童わらわがいる!!」

　風の防壁を張ってシスたちと向かい合っているティティーを、《ディメンション》が捕捉した。その中にはスノウとルージュちゃんが、しっかりと保護されている。

　ティティーの馬鹿げた実力は、僕が一番よく知っている。相手がどれだけ規格外の敵であろうとも、そう易やす々やすと敗北するやつではない。そう信じたところで、声が届かなくなる。掬い取った街ごと、僕の身体は巨人の胴体にある城壁門の前まで運ばれた。そして、独りでに門は開き、その中に巨人の左腕は突っ込まれる。

　城壁門をくぐった先には、さらに門が待っていた。おそらく、『ヴィアイシア城』の正式な門だろう。その正門も自動的に開き、左腕がくぐり――城内の奥深くへと強制的に運ばれ、三つ目の門が見えて、また同様に開かれて、そこを左腕はくぐろうとして――轟ごう音おんと衝撃が奔はしる。とうとう巨大過ぎる腕が入り切らなくなり、ぶち当たったようだ。

　ただ、巨人の腕が門につっかえても、まだ僕の浮遊感は終わらない。

　次は蠢く木々の枝や幹が、僕とノスフィーの足場となっている家屋の屋根を取り外して、皿に乗せたご馳ち走そうを運ぶように、三つ目の門をくぐらせた。半壊している城の玄関を通り抜けて、城内の扉という扉をくぐり抜けて、どこまでも運ばれて運ばれて運ばれていき――僕は辿たどりつく。

　それは迷宮の六十六層の裏でも見た景色だった。

『ヴィアイシア城』が誇る大自然の空間、中庭だ。

　そこで運ばれる勢いは止まり、足場が地に落ち着く。

　同時に、いましがた入ってきた扉が、太い木の根で格子状に塞がれた。退路を断つということは、つまり、ここがアイドの選んだ決闘の場所ということ。

　相変わらず広い庭だ。

　ただ、僕の知っている整然とした庭とは、少し様子が違った。

　庭の天井が葉で敷き詰められ、空の光を完全に遮ってしまっている。多種多様の木々たちが気ままに成長し、妙に鬱うつ蒼そうとしていて開放感がない。

　庭師のいない乱雑な庭、そう感じた。

　そして、その草花が隙間なく敷かれた地面の上に、一人の長身痩そう軀くの男が立っていた。

　男は腰ほどまである白髪を、白衣のような服の上に無造作に流している。

　衣装と目元にある眼鏡から、学者のような印象を受ける。しかし、腕に嵌はめた手甲と戦意に満ちた魔力が、それを否定する。彼が操っているであろう周囲の植物たちも全て、まるで戦う相手を求めているかのように蠢いていた。

　――いま、四十層の守護者ガーデイアン『木の理ことわりを盗むもの』アイドと、本当の意味で向き合う。

　言葉よりも先に、アイドは片手を振った。

　すると背後にあった老木の一つがしなり、枝の一つを振り回した。その動きは鋭く速く、枝の太さからして、当たれば人の骨の一つや二つは砕きそうな威力があった。

　その見事な樹木の操作を見せたあとに、アイドは低い声で語る。

　もう植物を介してではなく、肉声だ。

「このように、自分は戦わせてもらいます。始祖渦波と決闘となると、こうして樹木の力に頼らなければ勝負にすらなりません。……自分を卑ひ怯きようと罵りますか？」

　決闘の場所を指定し、さらに城の庭まで強引に連れ込んだことを少しだけ恥じている様子だ。しかし、それに僕は首を振って答える。

「いや、そんなことはない。それがおまえの力なら、好きに使えばいい」

　正々堂々の決闘で勝負を決められるのならば、僕に文句はない。

　いまのアイドが卑怯などとは一切思わない。

　思うことがあるとすれば、それはもう一人の守護者ガーデイアンに対してだけだ。

　僕と共に運ばれてきたノスフィーが、庭の隅で笑いながら身を捩よじらせていた。

「ふ、ふふふっ――、あぁっ、渦波様に、横殴りを、したい！　ですけど、我慢！　わたくしは我慢のできる守護者ガーデイアンですから……！」

「で、あそこのノスフィーも交ぜてやるつもりか？」

　僕は戦う前に、『光の理を盗むもの』ノスフィーの扱いを確認する。

　その質問には彼女自身が、すぐさま答える。

「いえいえ、渦波様。もちろん、わたくしは戦いません。これは決闘ですからね。邪魔するのは無粋というもの。だからどうか、わたくしを攻撃しないでくださいね。これを見てください。白旗です、白旗」

　光の旗の明度を限界まで引き上げて、真っ白な旗に変えてから振る。

　その欠片かけらも信じられない降参宣言を聞き流しながら、アイドに目を向ける。この決闘相手の男も、僕と似たような表情をしていた。

「――という『契約』をしています。この決闘が一対一であることを自分は誓いましょう。もしノスフィー様が手出しするようでしたら、そのときは自分も排除に協力します」

　そして、ノスフィーに対する姿勢が、僕と同じであることを表明する。

「わたくしは『契約』通り、決して邪魔は致しません。……今回、わたくしは渦波様用の術式を実験しに来ただけで、戦いに来たわけではありませんから。見たところ、渦波様の魔力を完璧に遮断できているので、もう満足しています。この実験結果を早く持ち帰って、次の研究を進めたいぐらいです」

　ノスフィーは文字の書き込まれた自分の身体と周囲の植物を眺めながら、術式という言葉を使った。おそらく、その書き込まれた術式のせいで、僕はノスフィーの一部を《ディメンション》で見ることができないのだろう。彼女の様子から、周囲にも同じものがあるのかと思い、城の構造を把握するために《ディメンション》を展開しようとする。

　しかし、広げようとした魔法が途中で霧散した。

　まるで、『魔法相殺カウンターマジツク』されたかのように。

「なっ……!?　魔法が消えた？」

「はい、渦波様。この身体だけでなく、城の要所にある木々にも書き込みましたよ。渦波様の次元魔法を受け付けない『呪木』といったところでしょうか。アルティの身体を保った『呪布』に近いものです。これで、この『城』の中にいる間、渦波様の広域に展開する魔法は、全てキャンセルされることでしょう」

『城』の構造を把握できないのは構わない。だが、外で戦っているであろうティティーたちの様子までわからないのが辛つらい。

　僕の強みが一つ完全に潰されてしまい、歯は嚙がみする。

「あはっ！　あはははっ、どうですぅ!?　ふふふっ、さっきまで、間違いなく全部上う手まくいってるって思ってましたよね!?　確信してましたよね!?　そういう魔法を使ってましたよね!?　例の『都合のいい未来を引き寄せる魔法』!!　けどっ、駄目！　ふふっ、勝利の確信を覆されるときの気持ちって、どんなですかぁ――!?　愛する渦波様を慰めてあげたいので、とぉおっっっても知りたいです！　全力で慰めたいから、教えてください教えてください！　ふふふっ！」

　ノスフィーは満面の笑みで、俯うつむきかけた僕の顔を下から覗のぞき込もうとする。

　その人の神経を逆さか撫なでする行動に、腹の底から煮えたぎった油が込み上げる感覚がして――すぐに、その腹の底に蓋を閉じる。

　落ち着け。心を乱すな。これがノスフィーの戦い方なのだ。その言葉の全てが本心というわけじゃない。ノスフィーという少女は、格上である敵ぼくに対して、全力を尽くしているだけだ。特別、怒るほどのことではない。

　そう僕が精神集中している間も、ノスフィーは息継ぎもなく煽あおる。

「わたくし！　渦か波なみ様の苦しむ顔が見たくて見たくてっ、寝る間も惜しんで、ここに来てからずっと、城の木々に術式を書き込みながらお待ちしてました！　どうですか!?　ちっとも次元魔法が通らないでしょう!?　どうかご遠慮なくっ、わたくしを褒めてくださっても構いませんよ！　渦ー波様！」

　少し前に迷宮で戦ったときは驚いたが、いまならばよくわかる。

　ノスフィーはパリンクロンと同じタイプなのだ。自らの実力不足を深く理解して、下準備と言葉で実力差を補完しているだけ。

「ふぅ……、はぁー」

　僕は返答することなく、ただ深呼吸をした。

「む、無視をするのですか……？　わたくしは来る日も来る日も、渦波様のことだけを考えていたのに。酷ひどいです……！」

　しくしくと泣く振りをするノスフィーを置いて、僕はアイドに向き直った。

　すると、すぐにノスフィーは別方向から攻撃を仕掛けてくる。

「うぅ、本当にいけずです。……なら、こうしましょうか。ああ、余りに暇で暇なわたくしは、向こうのロードとスノウちゃんに手を出したくなってきました。丁度、あっちでも決闘をするようですからね。こっちの決闘に干渉できないのであれば……、あっちの決闘に干渉するしかありませんね！」

「くっ、この……！」

　その的確な挑発に僕は呼吸を乱し、思わず悪態をついしまう。

「もしかして、わたくしは渦波様にずっと張り付いてるとでも思っていました？　いいえ、そんなはずありません。どれだけ自分が反則的な存在か、もっと自覚してくださいませ。まだあなた様と戦う準備は足りていません。この程度のどうぞ逆転してくださいと言わんばかりの状況では、絶対に渦波様には手を出してあーげませんっ！　ふふふっ」

　ぷいっと、ノスフィーはそっぽを向く。

　そして、いまにも息が止まりそうなほどの勢いで笑い出す。

「ふ――、ふふっ、ふふふ！　あはっ、あはははは！　いいっ！　ふはっ、はぁっはぁっはぁっ、嗚あ呼あ、楽しい！　とっても楽しいです――!!」

　すぐに僕はノスフィーを無視して、《ディメンション》をアイドに向ける。

　いま僕がやるべきは、アイドとの決闘に集中することだ。

　どうせ、この臆病な少女は絶対に勝てると思わない限り、僕には手を出してこない。嘲笑されている間に、《ディメンション》がどこまで使えるのかの確認をしていく。

　見たところ、問題なく部屋の中は把握できている。だが、特定の木々の周囲だけ《ディメンション》の効果が及んでいない。それがノスフィーが必死に術式を書き込んだ木なのだろう。

　当然だが、アイドの身体からだも《ディメンション》を弾はじく。

　その身に着けている木製の軽かる鎧よろいや籠こ手てといった武具には、例の術式がびっしりと書き込まれている。おそらく、その武具には《ディメンション》だけでなく他の次元魔法も通らない可能性が高い。

　と、入念に確認し終えたところで、ノスフィーは笑うのを急に止やめる。

「――冷静ですね、渦波様。もう前みたいに斬りかかってくれはしないんですね、残念です。もう一つ試したい実験があったのですが、それはまた次回になりますね」

　ここまでの発言の全てが罠わなであり挑発であったことを認めて、一歩ずつ距離を取っていき、少し遠くで《コネクション》を作る。

「やはり、戦い方が似たもの同士ゆえか。渦波様には、わたくしの考えを見抜かれていますね。ええ、まだわたくしは渦波様たちと戦いたくありません。正直、この危険域から一秒でも早く離れたいと思っています。渦波様の魔法圏外に出るまで、わたくしの命の保障はありませんから……」

　僕たちは似たもの同士。その言葉にだけは噓うそがないと思った。

　認めたくないが、まるで血が繫つながっているかのように共感する部分があった。

　――この少女は、絶対に勝てる勝負しかしない。

　かつての僕と同じように、極めて合理的に、百パーセントの勝利だけを拾っていこうとする。ここで戦っても、迷宮六十六層での戦いの焼き直しになると思っているのだろう。ゆえに今回は、もう一人の守護者ガーデイアンアイドに全てを託そうとする。

「では、『宰相』さん、あとはお願いします。どうか、悔いなき決闘を。シス様と違い、わたくしは渦波様以外の全員の幸せを願っております」

「ええ、悔いだけは残しませんよ。言われずとも」

　それを僕は見送る。たとえ、ノスフィーが外で仲間の妨害を始めようとも、ティティーの力を信じて、計画通りにアイド突破を優先するつもりだ。

「では、またお会いましょう。渦波様」

　その言葉を最後に、ノスフィーは《コネクション》を通って、大庭から姿を消した。

　決闘の部外者が退出したことで、アイドと僕の二人だけとなる。

　ようやく、『第二迷宮都市』ダリルで交わした約束が果たされるときが来た。

「……余計な雑音が消えました。そして、この『城』を決闘場とした以上、もう誰の邪魔も入りません」

　アイドは一安心した様子で、ノスフィーの去ったあとを見つめる。

　もしかしたら、僕以上に彼女を警戒していたのかもしれない。

「ああ、そうみたいだな……。すぐやるのか？」

　僕は『アレイス家の宝剣ローウェン』を構えて、目の前の敵だけに集中する。

「ええ、やりましょう……。大切なものを懸けて」

　アイドは頷うなずいて、真っ直すぐに僕を見つめ返す。

　その表情が、迷宮にいた頃のティティーと余りに似ていた。

　息苦しさに顔を歪ゆがめて、いまにも泣き出しそうな子供の表情だ。

「自分は始祖渦波あなたに勝ちます。……勝って見せる。ここで勝たないと、自分は何のために生まれたのかわからなくなる。尊敬する『統べる王ロード』に証明できなければ、自分が自分でなくなってしまう。だから、戦いましょう」

「アイド、おまえ……」

「すみません、余計でしたね。ノスフィー様と違って、自分は言葉で戦うつもりはありません。すぐに始めましょう」

　ティティーとの戦いを乗り越えたおかげか、いまのアイドの気持ちを断片的にだが理解できる気がした。

　しかし、彼に手心を加えることはできない。

　いまの僕の敵は彼だけじゃない。アイドを最速で倒して、外に出る必要がある。

「悪いが、こっちは時間がない。すぐに決闘は終わらせて貰もらう、アイド――」

「終わるのはそちらだけです。逆賊の始祖、相あい川かわ渦波――」

　とうとう決闘は始まる。向かい合った二人の決闘者が、同時に動き出す。

　逆賊と評する僕を相手に、『宰相』を自称する男が、たった一人で迎え撃とうとする。
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　――そのおかしさに、アイドは気づいているのだろうか。

　僕の知る限り、『宰相』とは決闘なんてものを受けるような役職ではない。

　フーズヤーズで出会った宰相代理のフェーデルトなんて、待ち伏せと騙だまし討うちを他人に任せて、安全圏で高笑いをしていた。決して、正々堂々で一対一なんて言葉を口にしていい役職ではないはずだ。

　駆け出しながら、思う。

　待ち伏せと騙し討ちの機会を捨てて、真っ向勝負を行おうとするアイドの心中を。

　この戦いの意味を。

　その人生の目的を。

『木の理ことわりを盗むもの』アイドの本当の願いと『未練』を――







３．アイド







　決闘が始まった。

　駆け出しながら、誓う。

　――証明する。

　勝って、自分は『宰相』アイドであることを示す。

　そのたった一つの願いを胸に、叫ぶ。

「張り巡れ！　『カサヴィランカ』――!!」

　それは魔法でなく、『魔人』としての力だった。樹人ドリアードの呼びかけによって、魔の森と化した庭の中、名を呼ばれた種の樹木が動き出す。苔こけに覆われた木群が、不自然過ぎる速度で成長して、伸びて、生き物のように荒れ狂う。

　それは魔法ではないゆえに、始祖でも相殺することはできない。なにより、これならば、さほど頭の回転が速くない自分でも、十を超える木々を同時に動かすことができる。

　名を呼ばれた『カサヴィランカ』たちの枝が、四方八方から始祖渦波を襲撃する。

　対して、駆け出した始祖渦波は次元魔法で――おそらくは《ディメンション》で把握して、剣を振るう。たった一呼吸で、襲わせた木々は細切れとなった。

「――――ッ!!」

　全力で後退する。

　この程度は想定内。決戦場が自分の世話した庭ならば、呼びかけられる木々はまだまだある。今度は十どころではない。百の幹と枝で攻撃してやる。

「庭のみなさん、頼みます!!　このまま、始祖渦波を封殺してください!!」

「僕とローウェンの剣を舐なめるなよ！――魔法《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》!!」

　自分の声に呼応して、十の蛇に百の触手を足したかのような木々たちが襲撃する。それに始祖渦波は次元属性の刃を伸ばして、淡く薄紫色に光る刀身を煌きらめかせた。瞬間、周囲の百十あったはずの木々が全て、断ち斬られていた。

　方向も距離も関係ない。

　世界全てが間合いだと言わんばかりの斬撃だ。

　確かに、かつてのローウェン様と同等の理不尽さ。

　その才能に怒り、妬みながら、頭の隅で冷静に用意していた対応策を切る。

「出番です！　『ド・リフィドゥ』！　みなさんを守ってください!!」

　前もって張り巡らせていた特製の樹木『ド・リフィドゥ』の幹を、振るわれる剣の先に待機させる。

　同時にトンッと、木に刃物が食い込んだ音が聞こえた。それは木こりの小さ過ぎる斧おのが、大自然の大木相手に敗北を思い知るときと同じ音だ。

「なっ!?」

　始祖渦か波なみの驚きの声と共に、城ごと斬ってしまいそうなほどに伸びた剣が、ぴたりと静止した。

「刃が通らない!?　いや、吸われてる!?　なら――！」

　薄紫色に発光していた刀身が霧散する。

　食い込んだ刀身から魔力を奪われていると悟り、自ら『魔力物質化』を解いたようだ。流石さすが、次元魔法使いの極地に至った始祖。状況を察するのが異常に早い。

「『ド・リフィドゥ』は『魔力吸いの聖木』と呼ばれる植物！　それを『木の理を盗むもの』が育て、品種を改良！　さらに『光の理を盗むもの』の術式が書き込まれています！　いかに始祖といえど、次元属性の魔力だけで断つことは不可能！　さあっ、そのまま始祖を吞のみ込め、『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』!!」

　切断不可能という情報を、敵の頭に刻み込むために叫んだ。

　そして、『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』を中心にした戦いを展開する。

　始祖の芳ほう醇じゆんな魔力を食らった『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』は、かつてない活力を身体に漲みなぎり巡らせて、腹を空すかせた獣の如ごとく襲い掛かっていく。

　この食虫植物でもなく食人植物でもなく、魔を食らう植物こそ、始祖を相手にするために育ててきた自分の自信作。

　だが、その自信作を、始祖は嘲あざ笑わらうかのように、ものの数秒で対応していく。

「こいつ、僕の魔力を欲しがってるのか!?　斬ることはできても、面倒過ぎる!!　なら――!!」

　周囲で無数の『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』が迫っているというのに、始祖は限界まで魔力を抑えた。魔力の刃だけでなく、基礎魔法である《ディメンション》まで解除する。

　その上で、目を閉じて、実体ある剣だけで、全てを斬り払っていく。

「――は、はぁっ!?　そんな馬鹿な!!」

　思わず悪態をつきたくもなる。

　これでは完全に『地の理を盗むもの』ローウェン・アレイスだ。

　それも、彼にあったはずの弱点である魔法も完備している。つまり、いま自分が相手にしている敵は、魔法の得意な『史上最強の剣士』ということになる。

「……くぅっ!!」

　この馬鹿みたいな敵相手に『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』だけで攻めていたら、すぐに数が底をついてしまう。

　すぐに攻撃する木々を止めて、自分の周囲に引き戻し、防御に専念させる。

　自然と、自分も始祖も敵の攻撃を待つ形になり、大庭が静寂に包まれた。

　決闘の時間に穴が空いた。ゆっくりと始祖が閉じていた目を開いて、準備運動を終えたかのような表情で話しかけてくる。

「……『木の理を盗むもの』って名前の通り、そうやって色んな木々を魔力で操って戦うんだな」

　余裕に満ちている。

『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』は千年前から育てていた秘蔵の品種だが、始祖からすれば様子見の一合目を終えたといったところのようだ。

　動揺を悟られぬように、自分も余裕の表情を作る。

　できるだけ底知れなさを演出して、答える。

「ふふっ……。いいえ、始祖渦波。木々を魔力で操る……そんな器用な真ま似ね、自分にはできませんよ？　自分がやっているのは、もっと単純なことです」

　凡人である自分に、そんな御お伽とぎ噺ばなしの魔法使いのような真似はできない。

　他の木属性の魔法使いが行っているような植物を動かす魔法は、かなりの才能を必要とする。そして、悲しいことに、その才能は自分になかった。

「自分の魔力は、周囲を助長させることに特化しています。ただ、はっきり言ってしまえば、それだけ。魔王と称された『統べる王ロード』のような魔力制御能力もなければ、始祖と称されたあなたのような魔法開発力もない。その上、ティーダ様と同じくらいに魔力の質は扱い難く、剣のみに生きたローウェン様と同じ程度の魔力量しかない。……魔法使いどころか、戦う者として落第だと、誰からも言われました」

　飾ることなく、自分の力を告白していく。

　どうせ、すぐに看破される事実だ。惜しくもなんともない。

　なにより、これだけは始祖渦波に知っておいて欲しかった。

　決闘の理由一つくらいは伝えたかった。

「自分にできるのは『成長促進』『回復』『他者強化』『自己強化』、その四種のみ。攻撃手段は一つもありません。まさに、誰かを支える為ためだけに生まれた存在。自分にできるのは、他者の特徴を活いかし、生きることを助けることだけ！　だが、逆に言えば、それだけは誰にも負けない！　この決闘場ならば、自分は最強！――《グロース・ブランチウッド》!!」

　庭に向けて、全体強化魔法を発動させる。

　もちろん、その魔力に惹ひかれて、『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』が自分に向かってくる。それに自分は抗あらがわない。それどころか、両足で地面を踏み抜き、樹人ドリアードとしての根を足元に張って、先んじて木々に魔力を渡していく。

　その上で、お願いをする。友として、自分の敵と戦うのに協力してくれと、今日まで世話をしてきた仲間たちに頼む。

　それだけが自分にできる戦闘方法だった。

　その自分のお願いに返ってくるのは、歓声のような木々の急成長による軋きしみ。台地を通して魔力を貰った植物が、友として敵に立ち向かうことを約束してくれる。

　そして、庭の全ての木々が動き出し、始祖渦波を捕まえんと動き出す。

「さらに増えるのか!?　くそっ、今度は人食いっぽいのも混ざってるな！」

　いかにもな形状の植物が交ざっているのを見て、始祖渦波は舌打ちする。

「ふふっ、人食い植物だけではありませんよ！　この城にある植物の種類は、星の数ほどあります！　まだまだ手札が、自分には残っている!!」

「説明してる暇があるなんて余裕だな！　アイド!!」

「ええ、余裕と自信があるのです！　ここは自分のフィールド！　絶対に負けません！」

　違う。

　余裕があるのはそっちだ。

　この渾こん身しんの総攻撃を前に会話の余裕があるのだから、かなりの余力があるとわかる。

　おそらくだが、ノスフィー様の横よこ槍やりを警戒して、全力を出し惜しんでいるのだろう。

　その状況的な有利があっても、まだこれだ。

　始祖渦波は全ての植物による乱舞を剣一つで迎撃していき、無傷で耐え続け、すぐに総攻撃に慣れ始め、じりじりとこちらに向かって近づいてくる。

　……慣れる？

　ああ、ふざけている。余りに、ふざけている。そんなの卑ひ怯きよう過ぎるだろう。

　敵の強大過ぎる力に、少しだけ弱気になってしまう。

　確かに、自分の手札は星の数ほどあるかもしれない。されど所詮、植物は植物。そのほとんどが大地と水と光を糧に、ひっそりと生きるものばかり。『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』のように強い種は稀まれだ。

　いま始祖渦波は、ノスフィー様を警戒して強引に勝負を決めに来ない。だが、もし形なり振ふり構わない突撃を選択されれば、瞬く間に自分は斬り伏せられるだろう。

　おそらく、真っ向勝負での勝率は零。

　この数十秒ほどの戦闘で、それを自分は確信した。

　向こうも同じ答えに至ってしまうまで、そう時間はかからないだろう。

「くっ……、仕方ありません……!!」

　呻うめき声をあげて、自分は根を張っていた足を地面から離して、後退し始める。

「待て、アイド!!　逃げるつもりか!?」

「自分は決闘の場を、この庭だけだとは思っていません！　『ヴィアイシア城』は、『次元の理ことわりを盗むもの』を殺す為だけに作られた自分の『武器庫』！　その全てを余すことなく使わせてもらうだけです!!」

　自分は心外だと言い返しつつ、庭の植物たちによる足止めをお願いして、西の出入り口に向かう。トンネルのように広い大廊下に逃げ込み、すぐに呼びかける。

「獲物はそこです！　『石食い蔦テリアリア』のみなさん！」

　大廊下の天井から無数の緑の蔦つたが、カーテンのように垂れ下がっている。その蔦が、自分に続いて大廊下に入ってきた始祖渦波に纏まとわりつこうと動き出す。

　当然、それを始祖渦波は迎撃しようと、剣を振るう。

「これは――」

　すぐに彼は気づいた。『石食い蔦テリアリア』という種の蔦が狙っているのは、始祖渦波の肉体でなく、その身につけている鉱石たち。

　この大廊下を通る者に、武器の所持は一切許されない。

「僕じゃなくて、剣か！」

「『石食い蔦テリアリア』！　その祖に連なる誇り高き一族たちよ！　『木の理を盗むもの』の名において、祈ります！　かの剣聖を搦からめ捕り給たまえ!!」

　この大廊下は『石食い蔦テリアリア』の巣。

　拳闘士である自分は通れども、剣士である始祖渦波は易やす々やすと通れない。

「いまです！　もう足場は要りません!!」

　さらに、鉱物狙いに戸惑う始祖渦波に考える暇を与えず、大廊下の床の材木代わりとなっていた植物たちに呼びかける。床に床であることを放棄させて、回避不能の広範囲の落とし穴を発動させた。

　足場を失った始祖渦波は、落下する。同じく、そう遠くないところにいた自分も、階下に落ちていく。もちろん、落ちながら、側面にある壁から鉱石を食う『石食い蔦テリアリア』は敵を襲撃し続ける。

　この落下状態では、得意の『剣術』は冴さえ渡らない。堪たまらず、始祖渦波は剣を何もない空間に向かって差し込み、その美しい宝剣を消した。

「剣を取られるぐらいなら、使うか――」

　おそらく、次元魔法で別空間に避難させたのだ。

　いい判断だ。『地の理を盗むもの』の魔石を奪えれば、それを魔力源にして更なる罠わなを発動させることができたのだが、上う手まく回避されてしまった。

　続いて、始祖渦波は身につけていた金属を外して、遠くに放り投げる。

　教本に載せたいほど、完璧な対処だ。『石食い蔦テリアリア』は鉱物の匂いを嗅ぎ取って動く植物だ。放り投げられた装備たちを食らったあとは、鉱物を一つも身につけていない始祖渦波の居場所を感知できず、立ち往生するしかなくなる。

　そして、自分と始祖渦波は階下の大広間に着地する。

　ここにも『石食い蔦テリアリア』は生息しているが、そよ風に揺れるカーテンのように静かだ。餌である鉱物が一つもない以上、もう出番はないだろう。

　新たなステージに移り、徒手空拳となった始祖渦波は語りかけてくる。

「鉱物に反応する植物なんてものもあるんだな。……それで、僕の装備を剝いで、魔力もなしで、おまえは殴り合いでもしたいのか？　それでも、僕は一向に構わないぞ」

「自分が唯一あなたと渡り合える手段は、『拳闘』のみと考えています。しかし、それすらも始祖渦波に勝るとは思っていません。ゆえに、色々と準備させて頂いております」

　互いに余裕の表情は崩さない。

　まだまだ奥の手はあると見せかけて、互いに互いの手札を読み取ろうとしている。

　始祖渦波は発言だけでなく、僅かな表情の変化も見逃すまいと鋭い目を向ける。自分の表情の筋肉の動きだけでなく、体温や血流、汗の量まで見抜かれていそうで怖い。

「アイド、準備ならもういいだろう？　これ以上何を――、…………ッ!?」

　喋しやべる途中、始祖渦か波なみは口を押さえて身体からだを屈かがめた。

　にやりと、自分は悪役のように笑いかける。

「ふふ。ようやく、効いてきましたね」

　敵は怖い。だが、それでも笑い続けろ。

　一歩も退くな。そのための準備を自分はしてきたのだ。だから、自信を持て――！

「その症状は『金刺毒花トリドレイク』ですね。ならば、もっとそれを増やして、他の花は減らしましょうか」

　ひっそりと部屋の隅に咲いていた色鮮やかな花たちに、地面から魔力を通して語りかける。赤や青の花は時間を巻き戻したかのように蕾つぼみへ戻っていき、黄の花だけが残っていく。大広間に咲いていた多種多様な花が、黄色一色に染まった。

「アイド……。まさか、おまえ……」

「ええ。先ほどから、あちこちで美しい花々が見えましたでしょう？　あれが城の彩りのために用意されたとでも？　先日、始祖迎撃の準備をすると言ったのをお忘れですか？　全て、毒花です。それも大陸でトップクラスの危険度を誇る特製の毒植物のみ」

　自分を睨にらむ始祖渦波に、ネタ晴らしをしていく。

　きっと、正直に毒矢や高濃度の特殊ガスを使っていれば、こともなげに対処されていたことだろう。だが、極自然に存在する花たちによる意識の外から攻撃だけは、始祖渦波でも防げなかったようだ。――千年前、彼自身が零こぼしていた弱点の一つだ。

「ここからは『金刺毒花トリドレイク』さんたちに任せます！　他のみなさんはお休みを!!」

　毒を一種に絞り、また足元から魔力を供給して、花粉の量を倍増させていく。

　やり過ぎということは絶対にない。

　樹人ドリアードである自分には効かない毒なので、一切の油断なく増量させる。

「これだけの量があれば、ドラゴンも卒倒しますが……まだまだ足りないことでしょう！　始祖の身体の出で鱈たら目め具合には恐れ入りますが、時間をかけて毒を身体に浸していきましょう！」

「――――っ!!」

　会話をすればするほど、花粉を吸引して不利になると思ったのだろう。

　素手のまま、始祖渦波は無言で、こちらに向かって駆け出した。

　――来た。

　ようやく、このときが来た。

　その突進を、悠然と自分は迎え撃つ。

　腰を沈めて、構えを取る。

　どれだけ怖かろうと、ここだけは退いてはいけない。

　いま始祖渦波は剣も魔法も封じられ、毒によって体調不良を起こしている。さらに『木の理を盗むもの』は接近戦に弱いという先入観があり、戦いを急ぎ、迂う闊かつに駆け出した。

　ここで勝負しなくて――！

　いつ、勝負をすると言うのだ――!!

「この『宰相』アイドを、舐なめるな!!」

　徒手空拳で近づいてくる始祖渦波に対して、しなるように腕を振るう。下から鞭むちのように放たれた裏拳が、敵の防御をすり抜けて、正確に相手の顎を捉えた。

「――ぐっ！」

　接近戦で先に拳を当てられたことに始祖渦波は驚き、呻きながら一歩下がる。

　だが、すぐに体勢を立て直して、こちらに向かって突進し直す。

　――当たった。

　自分の拳が当たった。

　自分の戦い方が、あの始祖渦波に通用した。

　自分は湧き上がる感動を抑えながら、迎え撃つ。

　過去に将軍から教わった構えだ。

　先ほどは『拳闘』と口にしたが、正確には『護身術』。それを自分は、初見での攻撃を確実に成功させて、敵の能力を殺そぐことに特化させた『亜流体術』に改良している。

　独特な軽いフェイントを入れてから、敵の急所を狙う。しかし、それを始祖渦波は予期していたかのように防ぐ。

　まだ二撃目なのに、軽く対応されてしまった。

「くっ――!!」

　驚きながらも、すぐに気を取り直す。

　わかっていたことだ。初見は回避不可能の技だとしても――それを覆すから、始祖渦波なのだ。わかっているから、自分は次の行動に迅速に移れる。

　事前に懐に忍ばせていた袋を開いて、中身を撒まきながら始祖渦波に摑つかみかかる。

「煙幕か!?　だが、僕に視界塞ぎは通用しな――、いや、これは……!?」

　その摑みを始祖渦波は視覚に頼らず避けた。だが、すぐに異常を感じて、一歩引く。

「煙幕じゃない？……もしかして、種か？」

「ええ、自分の武器は毒だけではありません。その種子が肺に入り込めば、内部から破壊してくれるでしょう。ふふっ」

　自分も種子を吸いながら、罠の成功に笑う。

　自分は樹人ドリアードの『魔人』なので、種子との共生が可能だ。

　ゆえに、このような自爆に近い形で、危険な種子を大量に撒ける。

　始祖渦波は険しい顔になって、距離を取ってから魔法を構築し始める。

　珍しく、次元属性でない魔法だった。

「――魔法《キュア》！　《キュアフール》！　《リムーブ》!!」

「そんな稚拙な基礎魔法で回復するようなものだと思いますか!?　この『木の理を盗むもの』が品種改良し、育て、魔力を与えて発動させた毒と種子ですよ！」

　その回復魔法の発動に、大広間に忍ばせていた『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』が反応する。

　それを鬱陶しげに始祖渦波はかわしつつ、状態異常の回復を断念して、魔力を体外に出すのを抑えていく。

　そして、呼吸を浅く抑えて――しかし、大胆にも、舞い散る花粉と種子を厭いとわず、自分に向かって全力疾走して、発光する腕を伸ばしてくる。

「なら！　すぐに勝負を終わらせるだけだ！――魔法《ディスタンスミュート》!!」

「それも！　対策済みです!!」

　自分は時間を稼ぐことだけを考えて、両腕につけた手甲で紫色に発光する始祖渦波の腕を弾はじく。

　庭の世界樹ユグドラシルを削り取り、『神鉄鍛冶』を身につけた弟子が鍛え、ノスフィー様によって次元属性耐性の術式が書き込まれている手甲だ。まさしく、始祖渦波を倒す為ためだけに特注された伝説級の武具。その力が、《ディスタンスミュート》の侵食を防ぎ切った。

　始祖渦波は驚きながらも、冷静に右腕の《ディスタンスミュート》を解除する。

　その気になれば手甲を侵食可能だが、『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』が潜んでいる空間では難しいと判断したのだろう。

　まずは敵を気絶させるのが先決といった様子で、自分と同じく拳を振るい出す。

　それに自分は呼応する。

　拳には拳で対応する。

　――殴り合いだ。

　ようやく、自分が唯一まともに戦える戦いに、嵌はまった。

　この殴り合いならば、自分に一日の長がある。千年前、自分には他の人たちのように刃物を扱う器用さはなかった。棒一つが介在しただけで、剣先がどこに行くかわからず、何度も『剣術』に挑戦しては自分の腕や太ももを傷つけた。自分の腕の動きだけは把握できても、自分以外の物が混ざると途端に駄目になるのだ。運動が不得意な者の典型と言ってよかった。同じ理由で槍やりも弓も、自分は扱えなかった。

　その自分の姿を見て、北軍の老将軍ヴォルス様は拳一つで戦うことを自分に薦めた。

　そして、女子供の『護身術』から始まり、基本的な『体術』を経て、『理ことわりを盗むもの』となったことで得た筋力による自分だけの『亜流体術』を身につけた。

　だから、この距離の殴り合いだけは負けるものか。

　これしか無理だと言われ続け、これのみをずっと鍛え続けたのだ。

『木の理を盗むもの』になる以前から、ずっと――！

『木の理を盗むもの』なってからも、ずっとずっと――！

　この戦いのため！　この日のために、自分は――!!

「負けるっ、かぁあああぁああああっ――――!!!!」

　自分は敵の動きを見てから、対応を変えるような器用な真ま似ねはできない。

　敵の攻撃を見て、それに最適な動きを、身体に染み付いた技で対応していくだけ。

　その目まぐるしく交差する拳の中、とうとう最も得意とする技が一つ決まる。

　始祖渦波が両の拳を動かしたのを内側から払い、足をかける振りをして一歩踏み込み、懐に入って、渾こん身しんの掌底打ちを放った。始祖渦波は腹部に攻撃を受けて、歯を食いしばって耐えた。

　後退こそしなかったものの、明らかに表情を変えていた。

　目に見えて、次の動きが鈍った。

　――いける！

　今日までの人生が無駄ではなかったと思える一撃だった。

　寝る間を惜しんで、毎晩同じ型を繰り返してよかったと思える手応えだった。

　勝利に近づいたのを感じる。

　準備した全てが上手く働いていたおかげだ

　千年前に用意した『ヴィアイシア城』によって分断は成功した。

　今日まで育て続けた植物たちによって剣を封じた。

　ノスフィー様の協力によって魔法も使わせない。

　罠の全てが機能し、敵の能力を殺いでいる。

　そこに自分の人生を懸けた『亜流体術』。

　通用している――！

　あの始祖渦波に、自分の力が通っている!!

　あとは、このまま最後の切り札を放てば、決着だ。

　始祖渦波を弱らせ、腕を摑み、自分ごと『ヴィアイシア城』の『対始祖封印魔法陣』を発動させれば、勝ち。この『宰相』アイドの勝利となる。

「渦波ぃいいいイイ――!!」

　勝利を目前に、自分は吼ほえた。

　拳を払っては拳を放ち、染み付いた技に任せて、身体を動かし続ける。

　笑みを浮かべて、乱打する。

　ここはヴィアイシア城二階中央の大広間。魔法陣の中心から少しずれているが、いまの状態ならば十分に始祖渦波を封印できる。

　このまま、『亜流体術』を駆使して、始祖渦波の腕を摑めば、それで終わり。

　自分の勝ちで終わる。

　ああ、あと少し。

　あとは、もう摑むだけ。

　たったそれだけでいいのに――

「…………っ!?」

　違和感に気づいたのは、優勢になってから十秒後。

　全ての技がいなされ、弾かれ、ついには触ることすら難しくなってきたのだ。

　つまり、優勢だったのは、たったの十秒だけ。

　――な、何が起こっている？　どういうことだ、これは？

　予定では、この『亜流体術』で始祖の腕を、一度くらいは摑めるはずだった。

　しかし、現実は余りに非情だった。

　たったの一度も摑みにいけない。それどころか、一秒毎ごとに劣勢になっていく。拳と拳の交錯で、少しずつ押されていく。

　その恐ろしい現実に背筋を凍らせて、敵の動きでなく、顔を見る。

　始祖渦か波なみは無表情で、じっと自分の身体からだを見つめていた。

　次元魔法使い特有の底知れぬ虚のような瞳。

　その真っ黒な瞳を見て、寒気を覚え、確信する。

　いま始祖渦波は自分のスキル『亜流体術』を模倣コピーしようとしているのだ。

　最初の一秒で不利を察し、次の十秒を使って見稽古を行い、この場で戦いながらスキル値の差を埋めようとした。そして、いま自分の技が全く通用しなくなったということは……つまり、そういうこと。

　自分が十何年もかけて修得したスキルが、たったの十数秒ほどで吸い取られてしまったということだ。

「ば、馬鹿なっ……!!　そんなこと、ふざけてます……!!」

　悪態をつき、全く通用しなくなった技を繰り返す。

　それを始祖渦波は涼しげに捌さばいていく。いや、それどころか、自分が完成させたはずの『亜流体術』を、数秒の鍛錬で更なる高みに昇らせて、繰り出してくる。

　その初めて見る『亜流体術』の技に後退を余儀なくされ、自分の顔が引き攣つる。

　――ふざけている。

　凡人の一年は、才人の一秒と同等だとでも言うつもりか？

　自分が鍛え上げた技など、丁度いい踏み台でしかないのか？

「ふざけるなぁあああああっ――!!　渦波ぃいいいい!!」

　激げき昂こうし、摑みかかりにいく。

　しかし、その動きに合わせられて、逆に腕を取られてしまう。結局、先に腕を摑んだのは始祖渦波だった。続いて、自分では目視すらも許されない流麗で完成された『亜流体術』が繰り出されて、激痛が全身を奔はしる。

「くっ――、うぅっ!!」

　敵の動きが速過ぎて、どんな技を食らったかわからなかった。

　しかし、脳髄を刺す痛みのおかげで、自分の状態だけはわかる。

　――右腕を折られた。

　だが、止まるわけにはいかない。すぐさま、体内に巣食わせた木々を成長させて、折れた骨の添え木にして、反撃に出ようとする。

　だが、その一歩目を始祖渦波の打撃で押し返される。かろうじて、真下から殴られたのはわかった。それが最初に自分が使った拳と同じであることもわかった。

　同じはずの攻撃を自分は防ぐことができない。それが自分の拳と全く同じならば防げていたが、当然のように自分の拳より速いのだ。

　いつの間にか、殴り合いの優位は一転していた。

　何度も自分の腕を取られては、折られる。

　打撃の痛みと骨折の痛みで、意識が飛びかける。

　ダメージが蓄積して、身体が痺しびれて動かなくなる。

　それらを植物と魔法で瞬時に治していくが――もはや、骨はバラバラ。なんとか骨の代わりに木を通して、身体を動かしているだけ。

　破裂した血管は、木の繊維で繫つなぎ合わせているだけ。

　倒れかける身体は、足裏から地面に根を張ってなんとか支えているだけ。

　殴られ殴られ殴られ、殴られ続けて、果てに始祖渦波の右拳が自分の顔の正中を捉えた。自分の長い白髪を纏まとめていた紐ひもが弾けて、獅し子しの鬣たてがみのように広がった。

　それでも尚なお倒れない自分に、始祖渦波は表情を変える。

　砕けた眼鏡を通して、その敵の動揺を自分は感じた。

　始祖渦波の拳が血で滑ぬめり、体勢を崩していたのも見えた。

　耐えに耐えてやってきた反撃のチャンスだった。

「――ガッ、ァ！　ま、まだだァ!!」

　殴られながらも、自分の右の拳が敵の横顔を乱暴に打ちつけた。

「くっ――!!」

　この状態での反撃はないと始祖渦波は思っていたのだろう。

　自分の『亜流体術』の技を全て盗み、油断していたのだろう。

　技も何もない攻撃だったからこそ、当たったようだ。

「まだ終わってはいない！　終わってないんだ、渦波ぃいいい!!」

　敵の名前を叫びながら、防御を捨てて、体内の木々と共に特攻する。

　それに始祖渦波も応える。

　自分の拳をかいくぐり、腰に抱きつくようにタックルされた。

　そして、大木を引っこ抜くかのような気合で、名前を叫び返される。

「アイド――!!」

　どうやら、地面に根を張っていたのが気に入らなかったようだ。

　自分の足で立って戦えとでも言うように、身体を地面から抜かれて、浮かされて、そのまま大広間の壁まで押し運ばれて、叩たたきつけられる。

　後頭部を壁に打ちつけて、視界が真っ白になりながら、壁が壊れたのを背中で感じ取った。大広間の奥にあった客室に入り――さらにもう一枚壁を壊して、さらに奥の客室に入り――を繰り返して、どこまでも奥に身体を持っていかれる。

『理を盗むもの』同士の戦いとなると、人工の壁などあってないようなものだ。

　自分も強く頑丈になったと思いながら、無意識で両手を合わせて握り、振り上げる。

「渦波ぃ！　く、ら、ええぇえええ――!!」

　握った拳を敵の背中に全力で落とし、移動を止める。

　始祖渦波は上から身体を叩きつけられて、客室の床に亀裂を入れた。もちろん、すぐに彼は立ち上がり、再度接近戦を挑んでくる。

　それに自分は真っ向から応える。

　――まだだ。

　まだ自分の『亜流体術』は終わっていない。

　回復しながらの殴り合いなら、まだ自分が有利なのだ。

　自分の回復魔法は、始祖渦波の回復魔法を大きく上回っている。なにより、体外に魔力を漏らさずに回復を使えるのが大きい。『城』の至るところに巣食っている『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』に狙われるのは始祖渦波だけだ。

　だから、相打ちを繰り返せ。

　敵の拳を恐れず、食らいながら食らわせろ。

　百の拳を食らいながら、一の反撃を入れろ。

　相手の一の回復の前に、百回復すれば自分の勝ちだ。

「まだまだぁああぁあああアアアア――!!」

　もう敵の『体術』に追いつけはしない。拳は見えない。

　身体は痛みで悲鳴をあげている。限界を超えている。

　魔力が恐ろしい勢いで回復と補修で消費されていく。空になるのも間近だ。

　でも、もう少しなんだ。

　あと少しやらせて欲しい。

　――頼む。

　心臓よ。止まっててもいい。

　けれど、少しの間だけ、動く振りをしてくれ。

　そう神に祈りながら、自分は戦い続ける。殴られながらも、がむしゃらに反撃し続ける。心折れぬ限り、勝機はあると信じて、何度も何度も敵の攻撃を耐え続けて――

　その果て、先に退いたのは始祖渦波だった。

　自分は退く敵に追い縋すがることができず、息を切らしながら立ち尽くす。

「ガッ、ハァッ……！　はあっ、はあっ、はあっ!!」

　対して、始祖渦波は顔を歪ゆがめて、自分の戦法に文句をつける。

「ゾンビみたいな戦い方だな……。アイド……」

　か、勝った……。

　ダメージと回復の応酬で競り勝った……。

　正直、目に見える互いの姿の差は激しい。始祖渦波の顔は綺き麗れいなままだが、自分は骨折と打撲の上に血ち塗まみれだ。

　だが、始祖渦波の綺麗な顔が青ざめていた。

　事前に仕込んだ毒が効いているのだ。

　先の吸い込ませた種子が育ってきて、肺を圧迫しているのだ。

　目で見える以上のダメージがあるのだ。

　ゾンビと言われようとも、この戦法を続ければ、きっと勝機が――

「勝ち誇るのは早いぞ、アイド……」

　自分が状況の好転に喜んでいると、始祖渦波が水を差してくる。

　そして、ずっと使っていなかった魔法を使う。

「――魔法《ディスタンスミュート》」

　高密度の魔力を右腕に纏わせて、こちらを見て笑った。

「一体何を……？　その魔法は自分に通用しないと、先ほど証明したでしょう……」

「ああ、わかってる。だから、少し考え方を変える。おまえに通らないのなら、使う相手は――僕だ」

　始祖渦波は自分の胸に発光する右腕を突き刺して、いままでにない集中した様子で体内をまさぐり出す。単に次元を超えて体内に干渉しているだけとは思えない。絶対に失敗できない作業を行っている様子から、狙いに気づく。

「――ま、まさか!?」

　治療ではない。魔法による回復ではなく、もっとの別の手段。

「そういうことですか！　魔法を使ってこないと思えば、ずっと体内で《ディメンション》を展開していましたね！　この場で手術をするつもりですか!?」

　迷いのない手の動きに、もう手術の手順は構築されているとわかる。

「よし！」

　始祖渦波は成功を思わせる一言を吐いて、体内から二つの魔石を取り出した。

　魔石の色は、どちらも緑。自分が『木の理ことわりを盗むもの』だから、薄らとわかってしまう。あれは毒と種子の魔石だ。『次元の理を盗むもの』は自分の気に入らないものがあれば、無形のものさえも魔石化してしまえるわけだ。

「しかし、まだ万全に戻ったというわけではないでしょう！　なにより、その魔法は隙だらけです！　魔力も漏れています！　『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』のみなさん、ここです！」

　心の中で悪態をつきながらも、冷静に周囲から植物を呼び寄せる。間違いなく、《ディスタンスミュート》は最上位の魔法だ。それを使う際の隙は大きい。

「悪いが、隙はない。もう安全だと思ったから、魔法を使ってるんだ。こっちは」

　始祖渦波は《ディスタンスミュート》を解除しない。それどころか、また体内に右腕を差し込み、先ほどと同じ手術をしながら、床と壁から迫る木々を避け出す。

　植物に呼びかけなら自分も、『亜流体術』で殴りかかる。

　ただ、それでも、始祖渦波に攻撃が、全く――

「あ、当たらない？」

　無数の植物と自分の両の拳。その全てが、掠かすりもしない。

　つい先ほどまで通用していたはずのものが、たったの数分で無意味となってしまっていた。その理不尽な学習能力に愕がく然ぜんとして、始祖渦か波なみは悠々と理由を口にする。

「ここまでの戦いで、おまえとの戦い方は大体わかった。この植物たちの対応策も」

「ありえません！　自分はまだしも、ここに生息する植物の対応は不可能です！　そういう風に準備して、長年かけて作って――」

　スパッ――と。

　始祖渦波の周囲を取り囲んでいた植物たちが、纏めて切断された。

「え？」

　右腕を体内に突っ込んだままの始祖渦波の左腕に、いつの間にか宝剣が握られていた。さらに、スキル『魔力物質化』と思われる刃も伸びている。装いのほうも決闘前の姿に戻っていた。

　その透き通るような刀身が自分にも襲い掛かる。

　それを手甲で弾はじきながら、慌てて後退する。

「馬鹿な！　始祖渦波の魔力が、なぜ木に通るのです!?　ノスフィー様の術式が書き込まれている限り、切断は不可能のはず!!」

　その問いに始祖渦波は答えない。

　もう軽口の応酬は終わりで、ここからは本気であるといった表情だった。

　仕方なく、自分は自分で原因を探る。

　そして、始祖渦波の伸ばす刃の色が淡い紫色でなく、無色であることに気づく。

「魔力の色が変わっている？……いや、魔力の質が違う？　もしや、自分の魂を弄いじって、生成する魔力の属性そのものを変えた!?　な、なんて恐ろしいことを！」

　始祖渦波の体内に刺さったままの右腕と変質した魔力から、回答に辿たどりつく。

　余りに信じられないことだった。

『理を盗むもの』となって、魂や魔力への理解が深くなっているからこそわかる。

　自分の魂を弄る。それは、神をも冒ぼう瀆とくするような所業だ。

　一つ間違えれば、死よりも恐ろしい破滅を迎えることになる。

「片腕使えなくなるけど……、これでやっと剣で戦える。もう『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』ってやつと『石食い蔦テリアリア』ってやつが同時に来ても大丈夫だ」

「く、狂ってます……!!」

「全て、おまえに勝つためだ！　アイド!!」

　そう叫び、始祖渦波は自分に向けて剣を振るう。

　自分に対して、一切の油断なく、その才能全てを活用して、全力で戦う。

　嬉うれしいような悲しいような、怒りを感じるような呆あきれを感じるような、度し難い感情が胸からこみあげてくる。

　そして、いつの間にか、周囲の『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』の動きが鈍っていた。

　どういう手段を使っているのかわからないが、始祖渦波は自分を真ま似ねて、先んじて魔力を植物たちに与えているようだ。純粋な植物たちが、たくさんの餌をくれる敵に困惑し、懐き始めていた。

　あと少しで、植物による攻撃は使えなくなるだろう。

　ノスフィー様がもたらした優位も崩れ去った。

　強引に毒は中和されて、剣も魔法も解禁された。

　――もう距離を取るしかない。

　気を落とすな。自分の『亜流体術』が通用しない可能性は予測済みだったはずだ。

　当初の予定通り、次の作戦に移ればいい。

「――ウ、《ウッド・スピアーズ》！」

『ヴィアイシア城』の中央階段前に用意していた奥の手を使う。国最高峰の魔石を砕いて、最高の木属性の大魔法を放つ。

　木製の階段が形を変えて、無数の長く鋭い棘とげで敵を刺す魔法だ。

　だが、その棘の合間を、始祖渦波は軽く縫っていく。奥の手が自分にもたらしてくれた時間は、一秒に足りるか足りないかだけだった。

　始祖渦波の剣は一切の乱れなく、遠距離から自分を襲い続ける。

　なんとか手甲で防ぐが、少しずつ削れていっているのがわかる。

　このままだと、世界樹ユグドラシルで作られた武具でさえ持たない。

　――この剣の距離は駄目だ。

　逃げることも近づくこともできず、細切れになってしまう。

　すぐに自分は、変形する中央階段を駆け上がった。途中、用意していた高価な魔石をいくつも砕きながら、足止めを行っては、全力で距離を取っていく。

　ただ、それは自分の策が尽きてきていることを始祖渦波に教えると同義だった。

　もはや、大した罠わなはないと確信した様子で、敵は剣を活いき活きと振るい出す。

　木属性の大魔法たちが、紙切れのように払われていく。敵を飲み込もうとする太い幹も、無数の根の触手も、肉を切り裂く葉の嵐も、あらゆるものを溶かす樹液も、何もかもが払われ、払われ、払われ、払い斬られていく。

　それだけじゃない。もはや、自分の用意していた『ヴィアイシア城』という場さえも、この馬鹿げた剣士の間合いだった。

　城の大広間にあった支柱が、螺ら旋せんの大階段が、分厚い壁が、三階と四階を隔てる天井が床が、何もかもが距離も大きさも無視して、始祖渦波に斬られていく。

　その底知れぬ虚のような漆黒の瞳を二つ揺らしながら、始祖渦波は自分を追いかけてくる。自慢の城が軽々と斬られていく中、もう自分は苦渋の表情を浮かべて逃げるしかなかった。上に向かって、あらゆるものを駆使して、逃げて逃げて逃げ続ける。

　果てに辿りついたのは、『ヴィアイシア城』の玉座の間。

　窓から吹き込む風で壁に飾られた国旗が揺れる。

　こここそ、自分の予定していた決闘の終着点。

　そういう意味では、予定通りではある。けれど、自分の表情は歪むばかり。

　自分は辿りついたのではなく、追い詰められて、ここに来ただけだ。

　玉座の前まで逃げ込み、振り返る。すると、始祖渦波は振るう剣を、急に止めた。

　この玉座の間に、何か思い入れがあるようで、伸びた刀身を縮ませて、あたりを見回し出す。始祖渦波も、ここを決闘の終着点として予定していたのかもしれない。

　そう思わせるほど静かに、始祖渦波は戦意を収めて、こちらを見つめる。

　その余裕に苛いら立だち、自分は思わず心の底にあったものを零こぼす。

「――始祖渦波！　なぜっ、そこまでして自分と戦うのです!?　魂を弄ってまで！　そこまで自分を負かしたいのですか!?　あなたはヴィアイシアと何も関係などないくせに！　この世界の人間ですらないくせに！　なぜ、自分たちに関わるのです!?」

　いまになって、そもそもの始まりの恨みをぶつけてしまう。

　その言葉を聞き、始祖渦波は待っていたかのように、間髪容れず答える。

「そんなの……、おまえたち姉弟が見てられないからに決まってるだろ！　おまえたちの全てが、他ひ人と事ごとに見えない！　だから、放っておけないんだよ!!」

「他人事に見えない……？　そ、そんな……、ことで……!?」

　自分が言葉を投げかけるのならば、言葉だけで答えようと始祖渦波は決めていたのだろう。明らかに動揺した自分相手に、剣先を下げて、足を止め、次の自分の言葉を待つ姿勢を取っている。

　その様子から、自分と違い始祖渦波にはまだまだ余裕があると痛感し、下唇を嚙かむ。

　やれることはやった。

　世界で最も自分に有利なフィールドで決闘は始まった。

　毒も罠も使った。使徒様やノスフィー様から多大な援護も得ている。

　敵の奥の手である『過去視』と『未来視』を封じた城だ。

　それでも尚なお、この圧倒的な強さ……。

　戦えば戦うほど強くなるとは、知っていた。

　だが、余りに、これは卑ひ怯きようだろう……。強過ぎるだろう……。

　いまや、心の内の全てが、目の前の男に見透かされているような気がする。

　実際に、戦闘では自分が動き出すより先に動かれている場面が多々あった。

　この学習能力の塊のような男を攻略するには、一瞬に全てを懸けて、息の根を止めないといけなかった。なのに、それを『未来視』の魔法で、戦闘前に予防できる。そもそも、透明化と次元ずらしの魔法があるため、必殺の間合いに易やす々やすと入れない。

　その上、『剣術』はローウェン様と同レベルに至り、敵のスキルを戦っていくうちに吸収していき、あの右腕に触れられたら即死？

　どうやって殺せというのだ……。

　どうやって戦えというのだ……。

　ああ、ふざけてる。ふざけてる、ふざけてる、ふざけてる……。

　――これが、強者。

　次第に怒りを通り過ぎて、墨のような絶望が心を満たしていく。

　心が、折れかける。

「アイド!!　さっきのティティーの言葉を思い出せ！　今度は、その目ではっきりと姉の姿を見ただろう!?　あれが誰かに操られた姿に見えたか!?」

　そして、その強者から放たれる言葉は、否いや応おうなく弱者の心を打ち、蹂じゆう躙りんする。

　かつて自分を含めた北の民全てを魅了した『統べる王ロード』と同じように。

「ティティーはヴィアイシアなんて国なんて必要としていない！　あいつは『統べる王ロード』になんてなりたくなかった！　ずっと必要なのは、『弟』のおまえだけだった!!」

　国を必要としていなかった……？

　そ、それは……。

　――違う！

　吞のまれるな！　受け入れるな！　まだ終わりじゃない!!

　始祖渦波の言葉は、自分を殺すナイフそのものだ。

　認めてしまえば――今度こそ、『自分』は死ぬ!!

　死んでしまうんだ！　死にたくなければ、言い返せ!!

「そ、そんなはずがありません!!　『統べる王ロード』は選びました！　国をっ、北の民を救うと、誓った!!　全てを助けると、みなの前で宣言した！　その始まりを自分は見た！　最初から最後まで、見届けたんだ!!」

「違う！　ティティーが選んだのは国じゃない！　ヴィアイシアなんて大層なものじゃない！　あいつが選んだのは名もない『魔人』の男の子、アイド！　おまえの期待だった！　それだけだったんだ!!」

「何も知らない輩やからが、わかったようなことを言わないでください！　『統べる王ロード』は、その気高き意志で！　その強く賢い姿で！　何に代えても成し遂げると誓った！　その後ろ姿を自分は見続けたんです!!」

「そうやって、おまえがいつも後ろから見ていたから、あいつは強がっただけだ！　おまえに期待され続けたから、そう応え続けただけだ！　なんで、それに気づかない!?　あの『統べる王ロード』は、姉としての見み栄えが生み出した幻想だって、おまえが気づいてやらないとっ、他に誰も気づけやしないんだぞ!?」

「違います……！　『統べる王ロード』はそんな小さな器じゃありません……！　伝説なのです！　自分たちは、あの北の伝説を蘇よみがえらせた！　だから、その無敵の『統べる王ロード』が見栄を張ってただけなんて、そんなことはありえません!!」

「ありえるんだよ！　あいつは弱い！　器は小さくて、臆病で！　だから、あいつは千年前に逃げ出したんだろ!?　何もかも捨てて、おまえの期待の届かないところまで逃げ出しただろう!?　その事実を、都合よく忘れるな！　アイド!!」

　……ああ、そうだ。

　千年前、始祖渦か波なみと共に『統べる王ロード』は逃げ出した。

　考えないようにしていたことだ。

　見なかったことにしようとしていたことだ。

　目を背けた事実全てを、再度突きつけられて、折れまいと保つ心が捩ねじ切れそうだ。

「それは、あなたがいたからでしょう!?　あなたさえ、あなたさえあなたさえあなたさえっ、いなければ!!　あんな結末になるはずじゃなかったのです！　私という『宰相』は『統べる王ロード』の支えとなり続け、きっと千年前の戦いで世界を平和にできていた！　夢の叶かなうあと一歩手前まで、来ていた!!」

「僕がいなくても同じ結末だったって、もう気づいてるだろ!!　その夢が自分の姉を潰したって、もうわかってるだろ!!　自分に噓うそをつくな!!」

「ああ、五う月る蠅さい!!　わかっていたら、何だっていうんです!!」

　わかっている！　そんなこと！

　よくわかっているから、こうなっている!!

「ええ、姉様は『統べる王ロード』になった！　大業ゆえ、無理の一つや二つはあったことでしょう！　それのどこがいけないんです!?　だって『統べる王ロード』は誰よりも、この国を愛していました！　『統べる王ロード』は誰よりも、この国を守ろうとしていました！　『統べる王ロード』は誰よりも、この国を『楽園』に変えようと努力していました!!」

　苦しいから、見るものを選んで、何が悪い！

　自分の見たいものだけを見て、何が悪い！

　自分が『宰相』で何が悪い！　姉様が『統べる王ロード』で何が悪い！

「姉様は絶対に『統べる王ロード』を望んでいた！　そうでなければ、あそこまで戦えない！　あんなっ、誰もついていくことのできない領域ところまで、一人だけで行けはしない!!」

「だから！　それを、引き戻すのがおまえの役目だったんだよ！　『弟』であるおまえの!!」

　いまさら言うな……！　ならなんで、あのときじゃなくて、いま言うんだ!?

　何もかも遅い！　もう千年経たった!!　千年も経って、ここまで来たんだ!!　なのに！　ここにきて、何もかも間違っていたなんて、そんなことを……。

「違います!!　自分の役目は『宰相』として、同じ『理ことわりを盗むもの』として、後ろにつき従うことでした!!　そうに決まっている!!」

　言わないでくれ。いまさら、あの『統べる王ロード』が――

　ずっと苦しんでいたなんて。

　ずっと無理をしていたなんて。

　ずっと助けを求めていたなんて。

　それなのに、ずっと自分は自分のことで手一杯で、気づけなかったなんて。

　そんなことは、言わないでくれ……！　頼むから……。

「自分は『宰相』アイド!!　『木の理を盗むもの』アイド!!　それが間違っていたなんて、誰にも言わせません!!　そんなこと、認めてたまるものかあぁああ――!!」

　自分は『宰相』であると叫び続ける。

　懐にある『統べる王ロード』と自分の歴史書を握り締めて、必死に叫び返す。

　その英雄譚たんの文面に輝く五文字は『宰相』アイド。

　それだけを誇りにここまでやってきた――が、もう限界が近い。先の死力を尽くした殴り合い以上に、この言葉のぶつけ合いは余りに、痛い。

「アイド……。いまも、おまえの姉は『弟』を探してる。ずっと探して、彷徨さまよってるんだぞ？　『宰相』アイドなんて、あいつは求めてはいない。ずっとずっと『弟』アイドを探し続けているんだ……」

「ならば、『宰相』アイドの戦いは全て無駄だったと……？　誰のためにもなっていなかったと……？　それを認めろと言うのですか？　『統べる王ロード』のために努力した全てに、価値はなかったと。あの数十年に意味はなかったと。それを認めろと!?」

「ああ。たとえ、その数十年を無価値にしてでも、おまえにはやるべきことがある。そう僕は思う」

「――――っ!!」

　死活どころか、魂と人生の意義さえ含んだ自分の問いかけに、始祖渦波は即答した。

　そして、絶句する自分に語り続ける。

「たった数十年だ。おまえの姉は千年苦しんだんだぞ……。それを失っても、おまえは全てを失うわけじゃない。大切なものだけは残る」

「ロード・ティティーの『弟』であることが残るとでも言うのですか？」

「そうだ」

「無理です。いまさら、『弟』であった頃に戻るなんてできません……。ティティー姉様の『弟』は余りに無力でした。余りに無価値でした。誰の力にもなることができず、存在しようがしていまいが変わらない脆ぜい弱じやくな存在で……。情けなくて情けなくて……、思い出すだけでも忌々しくて……!!」

　僅かに残る過去を思い出そうとして、怒りの余りに声を荒らげてしまう。

　思い出せるのは、忌々しい『自分』ばかり。

『弟』アイドは思い出すのすら憚はばかられる愚かな子供だった。

『弟』という立場に甘えてばかりで何の力にもなってあげられなかった。


……まだそれはいい。



　北の終わりに、震えてばかりで、何もかもを姉に任せてしまった。


……それもまだ許せる。



　その後も、姉の後ろで足を引っ張るばかりで、迷惑をかけ続けた。


……まだ構わない。



　そうではなく、自分が最も忌々しいとは思っているのは……、もっともっと前。

　あの始まりの日に、死して唾を吐きかけられる姉を前に、何もできなかった自分。

　姉が死んでいるというのに、未いまだ姉に頼りきりだった情けない子供がいた。

　ああ、それだ。あの何もかもを失って、真の意味で『統べる王ロード』の物語が始まった日に、一歩も動けなかった自分が許せないんだ。

　その記憶を思い出すだけで！　あの『弟』とかいうアイドというガキを殺したくて、堪たまらなくなる！　自分で自分を認めることが一生できない!!

「始祖渦波、その『弟』が姉様を殺したんですよ？　情けなく弱く、余りに愚かな『弟』が殺した……。あの『弟』は生きている意味なんてなかった……。なのに、殺した。もはや、生きているだけで害悪……。それが姉様の『弟』アイドだった!!」

　あんなものは認めたくない……。

　なかったことにしたい……。

　あれは『自分』じゃない……。

「けれど、『統べる王ロード』の『宰相』として働いてる間だけは違った……。唯一、認められる『自分』です。自分に価値があり意味があったと感じられたのは、『宰相』としての自分だけだった……」

「それが、おまえの『宰相』に拘こだわる理由なんだな……」

「だって、姉様の力になれていました！　自分に価値があった！　意味があった！　それが嬉うれしかった！　自分は自分の生き方がわからなかったけれど、『統べる王ロード』のために身を粉にして働いていれば、それだけで自分は生きていると感じられた！」

「だから、ティティーには、永遠に『統べる王ロード』で在り続けろって言うのか!?　死ぬまで、そうするつもりか!?　死んだあとも、続けるつもりか!?　これ以上っ、あいつ一人に全てを背負わせるつもりか!?　答えろ、アイド!!」

「う、うるさいっ！　黙れっ、渦波!!　『統べる王ロード』が『統べる王ロード』でなくなればっ！　ならば、自分はどうなるのです!?　この『自分』は!!」

　始祖渦波に否定され続けて、とうとう自分は相手を口汚く罵った。

　こうも取り乱すのは、いつ以来だろうか。孤児院時代よりも昔、否定されて、否定されて、否定されて、苦しい世界を彷徨さまよい続けた記憶が脳裏に蘇り、心が荒れる。

「自己満足に姉を使うな！　おまえのやったことは、何一つティティーのためになってない！　献身でもなんでもない！」

「ならば、どうすればいいんです!?　自分は怖い！　『宰相』アイドでなくなってしまえば、自分は自分でなくなってしまう！　自分は何をすればいいのかわからなくなる！　自分に価値がなくなる！　名前を失う！　あの奴隷以下の存在だった日々に戻ってしまう！　延々と自分は誰だと繰り返す日々が帰ってくる！　自分は何のために生きているかを問う時間が襲ってくる！　嫌なのです！　それだけは嫌だから、自分は姉様を『統べる王ロード』に仕立て上げないと駄目なんです!!」

「それがっ、おまえの奥底にある本音か!!」

　ずっと敵である自分さえも案じていた始祖渦波の表情が、ここで怒気を含む。




　――ほ、本音？




　いま自分は何と言った？　姉様を利用して、恐怖から逃げることが自分の本心だったのか？　違うと、思いたい……けれど、心のどこかにそんな薄暗い気持ちがあったのを否めない。

　もしそれが本音ならば、愚か過ぎる。

　なんて醜く、なんて弱いのだろうか。

　最後にて最弱の守護者ガーデイアンの限界が、少しずつ近づいているのがよくわかる。

　ゆえに、それは防衛本能で、生存本能にも似ていた。生きる為ために、自分は叫ぶ。

「相あい川かわっ、渦波ぃいい！　うるっさいんだよっ、おまえは!!　それ以上、偉そうなことをっ、ほざくなあああぁああアアアアア――――!!!!」

　口くち喧げん嘩かに破れ、精神力で保っていた身体からだが崩壊していくのを感じる。

　木々で繫つなぎ止めていたはずの身体が、逆に侵食されていく。白い骨が溶けて、代わりに木の芯が身体を貫き通っていく。その木は自分の制御を離れて、肉と皮膚を破り、身体の至る所から突き出た『人間の敏感な神経』が『植物の鈍感な神経』に変わり、同時に筋肉が植物化していく。感覚器官さえ変質していき、瞳の色が白色に染まる。最後に、身につけていた木製の武具たちと身体が同化する。その武具から枝が育ち、分かれ、鮮やかな緑の葉っぱをつけていく。――それは守護者ガーデイアン特有の『半死体ハーフモンスター』への変異。

　つまり自分は、言葉だけで半分ほど殺されてしまったのだ。

　そして、この『ヴィアイシア城』の玉座の間に、『宰相』でなく、あの名前もなかった弱き樹人ドリアードの『魔人』が帰ってくる。――本物の『自分』が帰り着いてしまう。

「ええ、そうです！　自分は弱くっ、怖がりでっ、情けない臆病者！　だから、いつ『統べる王ロード』という光を見失うか、怖くて堪らなかった！　『木の理を盗むもの』になる前の自分は、城の誰からも笑われていた！　『統べる王ロード』の弟だから贔ひい屓きされている卑ひ怯きよう者ものと、後ろ指を指された！　そして、それは事実だった！　自分は武官としても文官としても未熟で、役立たず！　その陰口を跳ね除のける才能なんて、一つもなかった！　あなたにそんな自分の何がわかる！　才能のあるあなたに！　誰からも好かれるあなたに！　弱者の気持ちが解わかるものか！　解られて堪るものかぁぁあ――!!」

　その『魔人』の子供は、世の不平等を呪い、叫び続ける。

「自分に才能などなかった！　何の魅力もなかった！　強き心も持ち合わせていなかった！　ゆえに一人、闇の中が日常だった！　生きるのが怖くて怖くて、堪らない毎日！　才能のないものが世界を歩むのは、闇の崖を灯あかりなく歩くと同義！　だから『統べる王ロード』という光を見失わまいと必死だった!!　ただ生きるために、必死だったんだ!!」

「本当にそうか!?　おまえが光と感じたのは、本当に『統べる王ロード』だったか!?　おまえが『宰相』でなければならないと思ったのは、御お伽とぎ噺ばなしの『統べる王ロード』なんてものの為だったのか!?　おまえは『姉』の為になりたかったんじゃないのか!?　アイド、おまえは『弟』だった頃の記憶を全て、『理を盗むもの』になった『代償』で失ってるだけだ！　おまえには『姉』がいるんだ！　おまえという『弟』を必要とするっ、世界に唯ただ一人だけの『姉』が!!」

「もういい!!　黙れっ、渦か波なみぃいい！　黙れ黙れ黙れ！　自分たちをっ、これ以上惑わせるなぁあああ――!!」

　言われなくてもわかっている！　『理を盗むもの』になった『代償』で、幸せだった姉弟の記憶がすっぽり抜け落ちていることくらい！　最初からわかっている!!

　それでも、残っているんだ。なぜか、記憶が残っている。

　あの情けない『弟』の姿だけが。ずっと脳裏にこびりついて離れない。

　唾を吐きかけられた姉の前で戸惑うだけだった自分の情けない姿だけは、はっきりと思い出せる。何十年も毎日だ。毎日、眠る度に、目を瞑つぶると思い出させられた。

　自分の死にたくなる本質を突きつけられた。ならば、もう、その一生をなかったことにするしかないだろう!?　『弟』という『自分』を殺すしかないだろう!?

　殺して、残るは『宰相』しかない！　『自分』が価値と意味を持って、この暗い世界で生きていける方法は、『統べる王ロード』の『宰相』しかない!!

　あれだけが強い『自分アイド』なんだ!!

「黙るかっ、馬鹿！　見ていられないって言ってるだろ！　おまえとティティーは、世界にたった二人の姉弟なんだ！　もう家族は他にいない！　失えば、二度と帰ってこないんだぞ!?　だから、これ以上もう、ティティーもお前も、一人にしてやるな!!　二人が二人共、可哀かわい想そうだろうが!!」

　それが口論の最後となる。

　互いに叫びながら、同時に動き出していた。

　もう自分は何も考えていない。敵の間合いも何も考えず、ただ目の前の男に勝つことだけを考えて駆ける。そもそも、こんな自分が懸命に考えたとしても、何の足しにもならないのだ。ならば、あとは真っ直すぐ突き進み、限界を超えて戦うしかない。

　駆けながら、全魔力を放つ準備を終わらせる。

　それに始祖渦波は、剣をもって呼応する。

　剣は届かぬはずの遠距離で腕を払って、この『半死体ハーフモンスター』となった身体の腹を剣で裂き、肺に穴を空け、両足を刺し貫いた。

　それでも自分は構わず、前に突き進む。

　正気ならば立ち止まる負傷と痛みだったが、自分は決して怯ひるまない。

「勝つ!!　自分はあなたに勝って、今度こそ本物の『宰相』になる！　ならないといけないんです！　どんな方法を使ってでも!!」

　それが自分の人生。

　その人生全てを懸けて、『詠唱』をしていく。

「――『自分は唯一人、名も何も無き童わらわの魂』――！」

　両手に全魔力を集中させる。

　しっかりと足を踏み抜いて、地面に魔力を伝える。

　そして、走れ。この選んだ道を走り抜けて、両腕を伸ばせ。

「――『迷い子は世界あなたに導かれ』『逆光の果てまで駆け続けた』――!!」

　見ていろ、渦波。

　我が故郷のように焼いて、落として、砕いて、滅ぼしてやる――！




「――魔法《王■ロスト・ヴイ落土・アイシア》ァアアア!!」




　この何もかもを終わらせる本当の『魔法』で――!!

「それがおまえの全てを乗せた魔法か！　だが、遅い！　そんな未完成で隙だらけの切り札が、僕に通ると思うな――!!」

　当然、その予備動作の大き過ぎる魔法は、自分の両腕ごと斬られる。

　あっさりと、《王■ロスト・ヴイ落土・アイシア》は失敗し、霧散した。つまり、自分の愚かな人生は、始祖に通用しなかった。しかし、そんなことは最初からわかっているから、宙に舞う自分の両腕を見送ることさえせず、さらに前へ突き進む。

「――なっ!?」

　腕を失いながらも前に駆け続ける自分を見て、始祖渦波は驚き、今日最大の隙を作った。対して、自分は防がれると予期していたから、迷いなく動ける。

　自分ほど信じられないものはないのだから、当然だ。

　つまり、ここまでの自分の全てが囮おとり。

『木の理ことわりを盗むもの』の力。鍛錬し続けた肉体と『体術』。『光の理を盗むもの』の術式が刻まれた武具。限界を超えた闘争心。人生を懸けた本当の『魔法』。

　全て破られるとわかっていたから、最後の最後の切り札は自分でなく、外部に託してある。それは、この『ヴィアイシア城』を丸ごと使って刻まれた大魔法陣。城で蠢うごめく植物たちそのものが文字となり、線となり、かの『世界奉還陣』にも劣らない『対始祖封印魔法陣』を描いている。千年前から、この瞬間の為に用意された魔法陣だ――！

「ええっ、自分は始祖渦波に勝てませんでしょうね！　だとしても、この魔法陣だけは成立させてみせる！　自分には、この魔法を完成させる義務がある！　あなたには、この魔法を受ける義務がある！　受けろ、裏切り者!!　この我が北の民たち全ての怒りをぉおおおおお――!!」

　地面に奔はしらせていた魔力が、翠みどり色に発光する。

　周囲の植物全てが輝き出し、光の線が立体的な魔法陣を描いていく。

　始祖渦波は輝く天井や壁を見て、身体を硬直させる。

　その魔法陣から逃れる方法はないと気づいたのだろう。

　いま発光しているのは、この玉座の間だけではない。『ヴィアイシア城』に生きる億を超える植物たちが全員、力を合わせて、最後の魔法を放とうとしているのだ。

　これこそ、千年前に使徒ディプラクラを上回った封印術式。

　――『対始祖封印魔法陣』。

　この封印術式の成功だけのために、今日、自分は決闘を挑んだ。

「全ては、この瞬間のための布石！　この場所で、この魔法を成立させる為に、みなは生きてきた!!　城ごと――いや、この自分の作ったヴィアイシア国ごと、落としてやる!!　相川渦波ぃいいい！！！」

『対始祖封印魔法陣』は発動して、城が巨人という仮の姿から本来の姿に戻ろうとする。

　その変化は、玉座の間でも顕著に現れる。

　まず、玉座の間を支える柱となっていた太い木が動き出した。壁に張り付いていた根が、蔦つたが、弦が、葉が、全ての植物たちが始祖渦波に向かっていく。

『魔力吸いの聖木ド・リフイドウ』のように、魔力を目当てに動いているのではない。いま、この魔法陣は始祖渦波という魂だけを対象に動いている。

　ゆえに、もはや何をしようとも、逃れることは不可能。

　全植物が動く壁のように包囲しようとしているのを見て、すぐさま始祖渦波は逃げ出そうとする。けれど、そこに捨て身の自分が身体ごとぶつかって、足止めをする。

　肘から先の腕は断たれたが、体内で育つ木々の根を傷口の断面から這はい出させて、始祖渦波の身体に巻きつける。特に、剣を持つ腕を重点的に抱きつく。

「おまえっ！　僕ごと、封印される気か!?」

「いいえ！　自分は引き分けでなく、勝ちにいっていますよ！　この封印は木々による物理的な拘束と、魔法による魂の拘束！　さらに魔力・体力の永続吸引！　どんな存在であれ、脱出不可能！　ただし、『木の理を盗むもの』である自分を除いてです!!」

「くっ、このぉお――!!」

　全てが計画通りだ。ここまでの一連の流れ、状況、全てが完璧だ。

『理を盗むもの』の本当の『魔法』だけは、いかに始祖渦波とて発動前に潰さざるを得ない。そして、その切り札を潰したという始祖渦波の油断だけが、自分が付け入れられる唯一の隙だった。その隙を見事に突いて、魔法陣は成功した。

「ふ、ふふっ、ふははははは――!!　『光の理を盗むもの』の魔力封印術式に！　『木の理を盗むもの』の拘束樹木に！　『水の理を盗むもの』の氷結結界を重ねます！　この三重の封印ならば、いかにあなたとてぇええええ――!!」

　これで始祖渦波は詰み。

　何度も敵の強さに心を折られかけた。

　しかし、敵が強いのは最初からわかっていたこと。

　これが弱い自分なりの戦い方だ。『宰相』らしく、事前に準備を重ねて重ねて、戦う前から勝負を決めていた。嫌らしいと戦い方だと罵るなら罵れ――！

「ぐっ、ううっ、ううううう――!!」

　呻うめく始祖渦波の身体からだに、周囲の発光する植物たちが絡みついていく。

　永遠に封印してやると、無数の鎖となって何重にも巻きついていく。

　玉座の間に、城中の植物たちが押し寄せていき、少しずつ部屋は狭く暗くなっていく。

「やっと、この裏切り者を裁いてみせた！　やっと、いま自分の『悲願』が――!!」

　木々に包まれて包まれて包まれていく中、自分は勝利を確信した。だが、この人生最高の瞬間に、自分は自分の零こぼした言葉に引っかかってしまう。

　――『悲願』？

　ふと脳裏を通り過ぎるものがあった。

　それは過去の光景。千年前、ヴィアイシアの城で、自分は始祖渦波と笑い合っていた。悪友のように冗談を飛ばし合いつつ、共に国のために戦おうと誓い合った。だが、その友は裏切り、『統べる王ロード』を連れ去り、自分は一人残された。恨むしかなかった。

　この噓うそつきめと、罵るしか、もう道は「――、――――っ!!」なかったから……。

　いま、何か……？　なぜだろう。頭の中が、ぐちゃぐちゃだ……。

　なにより、この感情はなんだ……？

　長年の願いが叶かなうというのに……。どうして、こうも息苦しいんだ……？

　訳が分からない。この『悲願』が叶う瞬間に溢あふれ出すのは疑問ばかりで、もう何が何だか「先せ――、――――っ!!」わからなくて、目に見える世界が明滅する。世界が揺らぎ、時間が過ぎ去り、現実と虚構が重なって、『自分』を見失いかけたとき――

「――『先生』っ!!!!」

　その声は届いた。

　それは数日前、この場所で聞いたものと全く同じだった。

　そして、いまにも自分と始祖渦波を包み込もうとしていた植物の繭に、穴が空く。

『木の理を盗むもの』でありながら何の才もなかった自分だから、その現象の詳細がよくわかった。自分とは違う才ある魔法使いの手によって、木々が操作されて、封印に穴を空けられたのだ。

「木の……、魔法？」

　たとえ始祖渦波でも、属性違いの木魔法をここまで見事には使えないはずだ。

　ならば、誰が……？

　その自分の疑問の答えが、空いた穴の奥から現れる。

　瞳に映ったのは、赤い装いに赤い髪の少女。

『宰相』になってから、めっきり会わなくなった『魔石人間ジユエルクルス』だった。

　しかし、彼女こそ、自分の一番最初に助けた『魔石人間ジユエルクルス』。そして、一番親しくなった『魔石人間ジユエルクルス』であり、一番懐かしさを覚える『魔石人間ジユエルクルス』。

　そう。彼女の姿は、自分にとって、とても懐かしかったから――

「ル、ルージュ……!?」

　名前を間違えることはなかった。

　そして、そのルージュの両腕が、赤い軟体動物に変化しているのを見る。
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　彼女は嫌っていた『魔人化』を行い、自らの限界を超えて、『対始祖封印魔法陣』に穴を空けて、こんなところまでやってきたのだ。

　よく見れば、顔が傷だらけだ。危ない植物を払い除のけながら、険しい道を進んだのだろう。手足はもちろんのこと、胴体まで血だらけとなっている。

　最弱の『理を盗むもの』である自分相手とはいえ、これは千年前の神話を再現する決闘。量産された『魔石人間ジユエルクルス』の一人でしかない彼女では、あっさりと命の灯は消える。

　――それなのに、彼女はやってきた。

　外では陽ひ滝たき様の氷結結界が展開されているはずだ。

　到底、ルージュでは耐えられない魔法だったろうに、逃げなかったのか？

　氷結結界に晒さらされながらも、動く『ヴィアイシア城』に穴を空けて、乗り込んだ？

　魔力を吸い、鉱物を啄ついばみ、人肉を食らう植物たちの中を、突き進んで？

「ルージュ、なぜここに!?　こっちに来ては、駄目です――!!」

　彼女の酷ひどい姿を目視して、冷たい不安感が背筋を這いずり回った。

　いますぐ逃げろと言葉を続けようとしたが、それはルージュに遮られてしまう。

「――行くに決まってる!!　だって、もうこれ以上、先生を見ていられない！　先生、自分の表情を見てよ！　その泣きそうな顔を！　願いが叶うときって、もっと嬉うれしいものなんじゃないの!?　『未練』は笑って晴らすものじゃないの!?　笑って、みんなで『楽園』に行くんじゃなかったの!?　私は先生から、そう聞いたよ！　他の何も要らないから、その約束だけは、ちゃんと守ってよ！　先生!!」

「ら、『楽園』……？　いや、いまは、それどころでは――」

　あんなにも物分かりがよかったルージュの怒声に、自分は怯おびえ、戸惑い、混乱した。

　当然だが、あらゆるものが緩んだ。

　その隙を逃すほど、自分の決闘相手は甘くない。

　こうなることがわかっていたかのように、始祖渦か波なみは迷いなく、緩んだ拘束を振り解ほどき、自由になった右腕で剣を振るって、絡みつく植物を斬り裂いた。

「アイド！　この瞬間、この場所、この距離を望んでたのは、僕のほうもだ!!」

　拘束から逃れた始祖渦波は、空いた左腕に魔力を集中させて、逃げるのでなく自分に近づいてきていた。そして、無防備となった自分の身体に向かって、全ての魔力をこめた左腕を伸ばそうとする。

　その意味を、自分は知っている。

　その魔法に貫かれたら、魂を直接攻撃される。

　防御など不可能で、敗北は必至。その腕だけは絶対に食らってはいけない。

「これで、終わりだぁあああっ!!」

「まだです!!　まだ自分のほうが速い！　すぐに封印を――」

『対始祖封印魔法陣』は構築を終えている魔法だ。

　すぐさま始祖渦波を封印し直してやろうと、目の前の敵を睨にらみ――互いの視線が交錯する。そして、黒い瞳と白い瞳が向き合い、自分は見てしまう。

　――始祖渦波の瞳に映った自分自分の表情を、見てしまった。

　同時に頭にリフレインするルージュの「見ていられない」という言葉。始祖渦波も同じようなことを言っていた。その意味で、自分は知る。とうとう知ってしまう。

「――え？」

　思わず、声が漏れる。

　戦闘の最中、一秒一瞬を争う中で、呆ぼう然ぜんとする。

　それほどまでに自分の表情は酷かった。

　息苦しそうに歯を食いしばり、その目尻からは――

「な、ぜ……」

　涙が零れていた。

　なぜ、自分は泣いている？

　いま悲願を果たすところだった。あの始祖渦波に勝利して、『宰相』であることを証明するのだから、これ以上嬉しいことはないはずだ。やっと腹の底から笑えるときが来たというのに、なぜこうも唇を嚙かみ、息を止めて、顔を歪ゆがめて、泣きながら戦っている？

『宰相』は素晴らしいんじゃなかったのか？

　生きている価値があって、意味があって、安心できるんじゃなかったのか？

　――これでは、まるで、あの頃みたいだ。
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　虐げられる『魔人』どころか、奴隷であることすら落第だった頃。

　なんとか地獄から逃げ出して、まだ見ぬ世界に飛び出して、たった一人で『楽園』を目指して歩き続けた『名も無き子供』が、ここにいる。

　奈落の底で泣き続けながら、彷徨さまよい続ける子供の樹人ドリアード。

　あの子供が、こんなところで、まだ泣いている。

　ずっとずっと、泣きながら、目を伏せて、『何か』を探し続けている。

　それは、なぜ……？　なぜだ……!?

「あ、ああ……。なんで、あぁ……、な、んで、ぁああぁあ、あああっ……!!」

　いつから、自分は大切なものを、こんなところで探し続けている？

　どこで落として、どこから来て、いつまで探している？

「あぁ、なんで……。なんで、こんなっ……、こんなことに……」

　なぜ、こんなことになったのか。

　その問いの答えを、もう自分はわかっている。

　先ほど指摘されたばかりだ。

　その『未練』から目を背けているから、自分は一歩も進むことができていない。

　それは本当に僅かな逡しゆん巡じゆんだった。

　だが、確かに自分は魔法から意識を逸そらしてしまった。

「ぁ、ぁあ、あぁあ……」

　呆然と呻くだけの自分。

　その隙を逃さずに、始祖渦波は手を差し伸ばす。

　ぐずる迷子の首根っこを摑つかむように、その手を自分の胸に入れた。

「アイドォオオオ――!!」

　そして、始祖渦波は叫び、その反則的な魔法によって、魂がずらされる。

　いや、正確には、ずっとずれていた人生を、元に戻されてしまう。

　そして、身体から魔力が生成できなくなる。さらに、発動中の『対始祖封印魔法陣』が解除される。周囲の植物に魔力を与えることができなくなり、自分たちを包んでいた植物の繭が萎しおれ、倒れていく。身につけた木製の武具も、ただ重いだけの木片となる。

『半死体ハーフモンスター』となっていた身体も、元に戻っていく。硬質化していた皮膚は柔らかくなり、枝は根元から折れて、葉は散った。同時に、自分は後ろに倒れ込む。

　玉座の間の床に背中から打ちつけ、大の字になって動けなくなった。

　戦いを続けようと、どうにか立ち上がろうとする。しかし、もう体力も魔力も空っぽだった。全てを出し切ったせいか、立ち上がることさえできない。

　いま自分にできるのは喉を震わせて、現状を認めることだけ。

「ま、負け……？　『宰相』たる自分が……、負けた？」

　文句のつけようのない敗北だった。

　それを自分は冷静に分析することができた。

　決闘の最後の最後で、自分は集中を欠いた。

　だが、始祖渦波は最後の最後まで集中していた。

　目を逸らさずに、決闘相手である自分と戦い続けていた。

　その差だ。

　結果、いま始祖渦波は立っていて、自分は涙で顔をぐしゃぐしゃにして倒れてしまっている。これが負けでなければ、何を負けと言えばいいのか。

　――いま、文句のつけようもなく『証明』された。

　自分は『宰相』ではない。それどころか、『宰相』がどういうものかすらわかっていなかった子供。ただ憧れていただけの子供だった。

　その答えを、自分は最初からわかっていた。ただ、それを『証明』されるまでは、どうしても信じたくなかった。逆に、姉を苦しめた『自分』なんていなかったことを『証明』し返したかった。

　その駄々の結果が、この有様だ。

　自分は大の字になって、『対始祖封印魔法陣』で吹き抜けとなってしまった天井を見上げる。涙で視界がぼやけて、青い空と白い雲が滲にじんでいる。

　目を突き刺すかのような太陽光のせいで、いますぐ瞼まぶたを閉じたい。

　けれど、ずっと自分は空を見上げ続けた。

　沁しみる目から涙を零こぼしながらも、視界一杯に満たされる真っ白な光を眺め続けた。

　眩まぶしい。

　子供の頃からずっと、この玉座の間を照らす光を目掛けて走り続けてきた。

　この目も眩くらむ光を求めて、ずっとずっと頑張り続けた。

「ああ、負け……。自分の、負けですね……」

　しかし、いま自分は何者でもなくなり、今日までの人生は全て無意味となった。

　自分が『名も無き子供』であったことを認めて、千年溜ため続けていた涙を、この玉座の間に零していく。それが『宰相』気取りの子供の戦いの終わりだった。
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　涙が流れるのに合わせて、少しずつ心が落ち着いてくる。

　周囲を見回すと、少し遠くに肩で息をする始祖渦波が立っていて、隣には涙目のルージュが付き添ってくれていた。

　決闘の最後の瞬間まで、自分はルージュの存在に気づけなかった。

　自分は『木の理ことわりを盗むもの』で、この『ヴィアイシア城』を把握する能力を保持している。それでも、最後の瞬間まで気づけなかった。

　その意味はわかっている。

　ルージュが自分を心配している姿は見えていたのに、見なかったことにした。

　千年前、ずっとわかっていたのに、わかっていないことにしようとしたのと同じだ。

　色々なものに目を背けながら決闘していたのだと、終わったあとに気づける。

　そんなことばっかりしているから……、いつも大切なときに、大切なものを見失っているのだ……。

　真正面から文句なしの敗北を喫したせいか、妙に心が穏やかだった。

　自分の醜態について決闘相手から聞く余裕すらあった。

「始祖渦波……。自分は、いつから泣いていましたか……？」

　この状況で話しかけられるとは思っていなかったのだろう。

　始祖渦波は驚きながらも、正直に答えてくれる。

「……戦っている途中から、少しずつだ」

「そうですか……。しかし、強くなりましたね、始祖渦波。なによりも、心が強くなりました。敵を慮おもんぱかっては顔を顰しかめ、迷っては後悔し、嫌々戦っていた大昔とは大違いです」

　過去を懐かしみながら、自分は勝者を賞賛する。

　そうしたい気分だった。

「もうあなたは微み塵じんも迷っていない。素晴らしい戦いぶりでした」

「ああ。もう迷わずに、やるべきことをやるしかないってわかったんだ。だから、一つずつ順番に、後悔ないようにやってる」

「ただ、人間生きてると、それがとても難しいんですよ。ああ、やっぱり強いというのは、卑ひ怯きようです……。弱い人間にはできないことが、あっさりとできる」

　当然のように始祖渦波は言うが、それをできていたら千年前に悲しむ者は一人もいなかっただろう。苦笑と共に、その発言に首を振る。

　その自分の反応が不満だったのか、始祖渦波は少しむきになって言い返してくる。

「確かに、僕は強くなったと思う。けど、最初から強くはなかった。ここまで何度も間違えて、何度も負けて、何度も挫折した。月並みな言葉かもしれないけど、本当の強さは一度も倒れない強さじゃなくて、何度倒れても立ち上がり続ける強さだって、そう僕は思ってる」

「そんな子供騙だましに自分が納得するとでも？　世界は不公平です。強い者は一度も倒れることなく、死ぬまで勝ち続けます。そういうものです。現に、自分はもう立ち上がれず、あなたはほぼ無傷です」

　圧倒的な才能に敗れてしまった自分には、到底受け入れられない言葉だ。

　始祖渦波自身、今回の戦いに、生まれ持った才能の差があったのはわかっているようだ。何も言い返せなくなり、少し口を尖とがらせた。ただ、その早い思考速度で、すぐに反論の言葉を見つけたようだ。倒れたまま、得意顔となっている自分に声をかける。

「なあ、アイド。おまえが強いと思ってるティティーは、一度も倒れなかったか？」

　それは自分の芯に迫る問いかけだった。

　その難題にたじろぐ自分に向かって、さらなる問いかけを彼は重ねてくる。

「確かに、ティティーの『弟』は弱かったかもしれない。けど、それは『いま』もか？」

　即答することはできない。

　そして、渋面になった自分を見て、始祖渦か波なみは微笑と共に嘆息した。そのまま身を翻して、萎れた木々塗まみれの玉座の間から隙間を見つけて、外に出ようとする。

「始祖渦波、どこへ？」

「もう決闘は終わりだ。僕は外に出る」

　背中を向けたまま、答える。自分と違い、彼は即答だった。

「僕は、僕のたった二人しかない家族を……、妹を一人にはしない」

　それは、これから外の『統べる王ロード』を倒しに行くと宣言するのと同じことだった。

「アイド、おまえはどうするんだ？」

　続いて、敵である自分に問いかける。

　その自分を見る目は、なぜか信頼に満ちていた。

「自分を放っておけば……。回復したあと、その背中に襲い掛かるかもしれませんよ？」

「おまえはそういうことをしないさ。……もうおまえは『宰相』じゃなくなった。この決闘は、その『証明』の為ためだったんだろ？」

「は、はあ？」

　この数日間、一度も考えたことのなかったことを言われてしまい、らしからぬ声を出してしまう。

　いまの決闘は、自分が『宰相』でないと『証明』するためのものだった……？

　買いかぶりが過ぎる。自分は子供みたいな嫉妬と保身のために、始祖渦波を負かそうと躍起になっただけだ。

「何を馬鹿なことを……」

　なのに、始祖渦波に言われると、そう思ってしまいそうになる自分がいた。

　目を背ける自分に、始祖渦波は言い残していく。

「アイド、ここに来るまでに、おまえの残してきたものを見てきたよ。だから、おまえのことは解わかってる」

　あれだけ解られたくないと自分は叫んだのに、平然と始祖渦波は上から目線で解っていると言ってくる。その勝者の余裕に呆あきれながらも、少しだけ懐かしさを感じた。

「ティティーも言ってたんだ。きっとおまえの中でも、あのお爺じいちゃんとお婆ばあちゃんの心が受け継がれてるってな」

「お爺ちゃんと……、お婆ちゃん……？」

　その言葉を聞いたとき、少しだけ頭の中が――真っ白になる。

　言葉はわかる。祖父と祖母を指す言葉だ。

　つまりは、家族。自分にはいないが、誰にでもいるはずの家族のこと。

　……いや、自分には、いない？　そうだったか？　確か、自分にも――

「ぁ、ああっ、また！　先生！　しっかりしてください、先生――!!」

　自分の祖父母に思いを馳はせたところで、隣のルージュが焦った様子で自分の肩に手を置いて、優しく揺らした。その肩に置かれた手を見て、真っ白になったはずの頭の中に、懐かしい人が見えてくる。

　ああ、そうだ。あの人の手も、こんな風に赤くて、それで――

「あとは、ルージュちゃんに任せるよ。今回、僕は敵役だったみたいだから……」

　ルージュと向き合う自分を見て、始祖渦波は安あん堵どした様子で笑った。

　そして、始祖渦波は玉座の間を出て、姿を消した。

「か、渦波様！　お待ちを――!!」

　慌てて自分は呼び止めたが、もう声が返ってくることはなかった。

　こうして、ヴィアイシア城の玉座の間には、自分とルージュだけが取り残される。

　始祖渦波がいなければ、本当に静かなものだ。

　自分とルージュの息遣いの音だけが聞えてくる。

　始祖渦波も聞いてきたが、これから自分はどうすればいいのだろうか？

　人生全てを懸けた決闘に敗北し、いまにも消滅してしまいそうな身体からだだ。

　やれることなど、そう多くはない。

　それでも、始祖渦波は自分のことを、どこか期待した目で見ていた。

　信頼した様子で「解ってる」と一言ですまされてしまった。

　自分の中に、あのお爺ちゃんとお婆ちゃんの心が受け継がれてると言った。

　しかし、どれだけ過去を掘り返しても、そんな家族は思い出せない。

　頭に浮かぶのは、北を共に守ると誓った仲間たちからの侮蔑の声ばかり。

　そして、何もできなかった自分の姿。

　生きている気が全くしなかった人生だった。

　居場所を探し続けるだけだった人生だった。

　結局、何も見つけられなかった人生だった。

　苦しかった……。いや、いまも苦しい……。

　どこまでも息は細くなっていって、息が止まりそうだ。

　いや、もう構わないか……。

　自分は負けた。今日までの人生に価値はなくなり、生きる意味を失った。

　だから、もうこのまま、息が止まってもいい。死んでしまってもいい。

　それで楽になれる。そう思ったとき、

「――先生！　しっかりして、先生!!」

　ルージュが自分の手を強く握り、その言葉をまた繰り返す。

「せ、先生？」

「うん。先生は、私たちの先生だよ。それを忘れないで、お願いだから……」

「いや――」

　反射的に「それは違う。自分は『宰相』だ」と答えようとして、身体を起こすことさえできない自分を省みて、その言葉を吞のみ込んだ。

「大丈夫だよ。先生は、私たちの自慢の先生。たとえ、お姉さんがいなくとも、『宰相』でなくなっても、それだけは変わらないよ……」

　ルージュは握る手の力を、さらに強めた。

　そして、いつも『魔石人間ジユエルクルス』たちが口を揃そろえて言っていることを、繰り返していく。

「先生は一年前、私を研究院から助けてくれた。私たちの家族も、みんな助けてくれた。弱い私たちの身体を懸命に治してくれて、生きる居場所まで作ってくれた！　先生がいてくれたから、ヴィアイシアのみんなに『魔石人間ジユエルクルス』は笑顔で歓迎されてるんだよ？　もし先生がいなかったら、私たちは居場所を見つけられず、どっかで野垂れ死んでた。自分たちの名前さえも知らずに、死んでた！　だから、みんな感謝してるんだよ！　先生がいてくれて、本当によかったって!!」

　懸命に喉を震わせて、ルージュは訴える。ただ、その必死な姿を見て、自分が最初に思い浮かべたのは、薄情にも「なぜ、いま彼女がここにいるのか？」という疑問だった。

　話を聞けば、一年前に自分が『魔石人間ジユエルクルス』たちを助けたかららしい。

　そもそも、なぜ自分は、彼女たちを助けたのか。

　人材が欲しいだけならば、一から育てずに、完成されたものを他から引き抜けばいい。事実、自分は南側から多くの人材を引き抜いてきた。なのに、存在そのものが厄介で、短命で不安定な彼女たちを引き入れたのは、なぜだ？

『魔石人間ジユエルクルス』など自分には関係ない存在だ。あれは千年前の『南連盟』の生んだ負債であって、『北連盟』の自分には縁のなかったものだ。

　――それなのに、なぜ？

　延々と「なぜ？」を繰り返す中、ふと視界を動かす。

　強く握られ過ぎて痛む腕に、目を向ける。自分の小枝交じりの樹人ドリアードの手を、ルージュの異形の手が握っているのが見えた。

　自分と一緒で擦り傷まみれだ。さらに、『魔人化』によって、赤く変色して、軟体生物のように柔らかい。――とても懐かしい手だった。

「な、懐かしい手……？」

　そうだ。とても昔に、こうして自分の手を握って、狂気に落ちようとしていた自分を引き戻してくれた人がいた。

　ただ、その古過ぎる記憶は本当に真っ白で、その人の顔が上う手まく思い出せない。

　しかし、確かにいた。そこにいるルージュが研究院から逃げ出したときと同じように、『名も無き子供』だった自分が名前も居場所もなく彷徨さまよっていたとき、その人は自分の手を握ってくれたのだ。

　あの頃、物心ついたばかりの自分は奴隷だった。いや、当時の南では『魔人』の存在は忌避されていたことから、奴隷以下の存在だったと表現したほうが正しい。そして、身体の弱かった自分は使い潰されて、一度ゴミ山に捨てられた。そのあと、生きるためにゴミ山から這はいずり出て、逃げるように北へ歩き出したことを覚えている。

　歩いて歩いて歩いて、歩き続けて……自分はどうやって助かった？

　一人で助かるはずがない。その逃走の果て、誰かに助けてもらったのだろう。

　その誰かこそ、先ほど始祖渦波が言っていた――

「お爺じい様さまと……、お婆ばあ様さま……？」

　自信はないけれど、お爺様とお婆様で合っているはずだ。

　逃げた先で、とある少女に誘いざなわれて、切り妻屋根の家に辿たどりつき、ベッドを貸してもらった。そのベッドで寝転がる自分の手を握って、二人は励ましてくれた。もう心配しなくてもいいと、もう怖いものなどないと、自分に言ってくれた。

　いまのルージュと同じように、手を握ってくれて励まして貰もらった。その上で、一度気絶してしまった自分の為に温め直したスープを手に、お爺様は言ってくれた。

『――のう。ティティーの『弟』となってやってくれぬか……？　わしらは爺じじいと婆ばばあじゃ。いつまでもずっと一緒とはいかぬ。ゆえに、年近いおぬしが、ティティーの傍そばについてやってくれると安心できるのじゃ』

　名前もない奴隷以下の存在だった自分に、そんな優しい提案をしてくれた。

『どうか、わしらの家族になって欲しい。ティティーの『弟』として生きて欲しい。駄目かの？』

　それに自分は答える。

『……は、はい、喜んで。助けてくれたご恩を返す為、必ずお姉様の『弟』となります。みな様をお守りすると、この魂に誓います』

　そう答えた。

　ああ……。確かに、そう自分は答えたんだ……。

『むう、そう畏かしこまるな。おぬしはティティー以上に堅いやつじゃのう。しかし、こちらも物言いが少し堅かったの。……そんな大層な誓いなど、要らぬ。きっと、これからの人生をティティーのやつはティティーらしく生きるじゃろう。その隣で、おぬしもおぬしらしく生きてくれ。隣にいてくれるだけでいいのじゃ』

『自分も自分らしく、隣に……？』

『ああ、それだけでよい』

　それに、また自分は答える。

　あの日、子供の自分が、自分の意思で誓った。

『はい。お爺様、お婆様……。必ず自分は、お姉様の隣に居続けます』

　また涙が滲にじんできた。

　悲しいんじゃない。もう苦しくもない。

　ただ、懐かしくて、眩まぶしくて、愛いとおしくて、眉間の奥から湧いてくるのだ。

　まだ思い出すべき言葉はある。大切な人は、お爺様とお婆様だけじゃない。

　そのあと、どこにでもいるただの『魔人』の少女から、自分は大切なものを貰う。

『――なぜついてくるのじゃ？　これは童わらわの仕事じゃぞ、ついてくるでないっ』

　口を尖とがらせた半鳥人ハーピイ混じりの少女は、妙な言葉遣いで肩を震わせる。

『で、でも、お爺様とお婆様は、ついていけって……』

　この少女の傍にいるのが自分の仕事だと聞いた以上、離れるわけにはいかなかった。

　怯おびえながらも、自分は少女の後ろを根気よくついて歩いた。

　ただ、すぐに自分は使命感からではなく、自ら望んで少女の傍にいたいと思うようになった。大した間もなく、仲良くなり、以後千年以上使う名前を貰うことになる。

『――ならば、おぬしの名は『アイド』！　『アイド』じゃ！　良い名じゃろう!?』

『ア、『アイド』……？　どうして、自分はアイドなんですか……？』

『えっと、その……『アイド』は、ここにいる動物ともたちの先輩の名なのじゃ。ちょっと前に老衰で死んでしまったから、良ければおぬしが継いでくれぬかと思ってな……』

『ここにいるみんなの先輩の名前？　その『アイド』は、どんな動物でしたか……？』

　別に動物の名前であることに不満はなかった。

　ただ、その名前の意味するところが気になった。

　なにせ、初めての名前だったから……。

『どんな、じゃと？』

『はい。姉様にとって、どんな存在だったのか、それを知りたいです』

『アイドは、この一年……毎日、一緒に遊んでおった友じゃ。そして、この『統べる王ロード』の第一の家臣でもあった。初めて、協力者を超えて、『魔人』である童わらわに付き従ってくれたやつなのじゃ……』

『友であり、第一の家臣……』

『うむ。『ここ』で『ごっこ遊び』を始めたとき、小さかった童わらわの心強い味方となってくれたのじゃ……。そして、死するときまで、ずっと傍にいてくれた……』

『死するときまで……。『アイド』……。悪くないです。いえ、かっこいいです』

　死の間際までずっと少女の傍にいた忠臣『アイド』。

　子供心にかっこいいと思った。同時に、その『アイド』を目指そうとも思った。

　この才能は溢あふれども危なっかしい少女を、ずっと傍で守るために、

『――いえ、自分が『宰相』をやります！　やりたいです!!』

　自らの意思で志願した。

　それは確かに、『自分』と言える自分だった。

「ああ……、そうでした……」

　意識が、ヴィアイシア城の玉座の間に戻る。そして、また赤い蛸たこの『魔人』に手を握られて、励まされている『自分』を見つめ直す。

　自分が『宰相』になりたかった理由は、『弟』として隣に在り続けるためだった。

　決して、『弟』であることを否定するためじゃなかった。奴隷以下の存在に戻ることに怯えて、こんなにも大切な初心を忘れてしまっていたなんて……。

「なんて、自分は愚かな……」

　そう零こぼさずにいられない。

　そして、自分の手を握り締めるルージュを見て、全ての答えを理解していく。『理ことわりを盗むもの』になった『契約』の『代償』で、自分は『自分』を全て売り払ったと思っていた。もはや、自分に残されたのは、『宰相』と『理を盗むもの』の力だけだと思っていた。だが、違った。確かに、自分は力の代わりに多くを失った。けれど、自分たち姉弟がお爺じいちゃんお婆ばあちゃんから受け継いだ精神こころだけは、ずっと残っていた。

　あの使徒レガシィと交わした『理を盗むもの』の『契約』とは、そういうことだったのだ。あのときの期待とは、そういう意味だったのだ。

　だから、一年前、研究院から逃げてきた『魔石人間ジユエルクルス』のルージュたちを見て、自分は助けたいと思った。千年後の世界で虐げられる『魔石人間ジユエルクルス』たちは、まるで千年前に虐げられた『魔人』そのものだったから、自分は彼女たちに言うのだ。

　お爺様とお婆様に、恩を返すように。

『――よく、その小さな身体からだで研究院から逃れましたね。しかし、もう安心していいですよ。あなたたちを虐げる人間たちは、いなくなりましたから――』

　そう真ま似ねたのは、

『よくぞ、その小さい身体で北の辺境の地まで辿りついたものじゃ……。もう安心してよいぞ。おぬしを脅かす人間は、ここにはおらぬ……』

　と、ティティー姉様と同じく、お爺様お婆様に言われたことがあったから。

『――『魔石人間ジユエルクルス』なんて関係ありません。自分たちの家族は自分たちで決めてよいのです。ちなみに、その自分の法では、ここにいるみんなが一つの家族であると思っていますよ――』

　そう受け入れたのは、

『血の繫つながりなど関係ないぞ。我らは我らの法をもって、家族を決める。その法からすれば、おぬしはもう――わしらの家族じゃ』

　と、受け入れられたことがあったから。

『――決して諦めないでください。みんなで笑って、『楽園』を目指しましょう』

　最後に、そうルージュたちを誘った。もしお爺様とお婆様がいれば、このように誘うとわかっていたから、自分は全力で『魔石人間ジユエルクルス』たちを助けた。つまり、どれだけ記憶を持っていかれようとも、その精神こころだけは誰にも奪えなかったのだ。

　こんなにも普遍で素晴らしいものを貰っていたことに自分は気づき、後悔する。

「あ、ああ……。すみません、お爺様お婆様……。自分は本当に駄目な息子で、駄目な『弟』です。いや、駄目な『弟』にすらなれませんでした……！」

　お爺様とお婆様との約束を果たせなかった不ふ甲が斐いなさを懺ざん悔げする。

「お二人から、本当に素晴らしい教えを頂いたというのに、その恩を自分は返せませんでした……！　ティティー姉様を独りにしてしまいました……！　とてもとても長い間、傍にいながらも傍にいませんでした……！　進む道を間違えっ、自分を見失いっ、『弟』でなく『宰相』になってしまって……!!」

　才がないと嘆くことなんて、一つもなかった。

　あの立派な育ての親のおかげで、自分は誇れる精神こころを手に入れていた。

　あの立派な姉のおかげで、誇れる名前も持っていた。

「何もかも、自分は間違っていました……。ずっとずっと間違え続けてしまった……。それを自分は認めたくなかったんですね。だから、こうなった……」

　自嘲しながら、自分の人生を見直していく。

『代償』のせいで、もう姉と過ごした日々は思い出せない。けれど、あの真っ白な場所で大切なことを誓ったことはわかる。切り妻屋根の家の隣にある『白桜ピエリス・アイシア』の木の下で、自分はとても大切なことを決めた。

　自分は何を誓った？　何を思って、何を夢見て、何を欲しいと言った？

　何の為ために強くなりたいと思っていた？

　一国の『宰相』になれるなんて自分は本気にしていたか？

　違う。

　強くなりたかったのは、『宰相』としてではない。

　ただ、姉様の『弟』として強くなりたかった。

　それが、たとえ暗闇の中で迷子となっても、道を示してくれるはずだった光。

　本当の『自分』。

「……は、ははっ。……ははははは」

　自分は笑った。ようやく答えに至った清すが々すがしさもあったが、ほとんどが自分の情けなさに対する失笑だ。

　涙を流し、眉を顰ひそめて、腹の底から笑う。

　その自分を見て、傍のルージュは心配そうに呼ぶ。

「せ、先生……？」

　彼女の声のおかげで、自分は笑っている場合ではないことに気づく。

　大切なことを教えてくれたルージュに感謝しながら、先ほどまでは全く動かなかった身体に力を入れる。筋肉と神経が潰され、切断され、上う手まく動いてくれない。だが、それでも強引に身体を起こそうとする。

　その意思を感じ取ったルージュは、握った手で自分を引き上げようとしてくれる。

　自分は教え子の力を借りて、よろけながらも立ち上がった。

「ええ、自分は『先生』です。……もう先生は大丈夫ですよ。先ほどのは、あなたのご先祖様に謝罪をしていただけです」

　これ以上の心配はかけまいと、決闘敗北後とは思えないほどに、軽く笑いかけてみせる。当然だが、その自分の変化に、ルージュは戸惑う。

「え……？　私のご先祖様……？」

「つまり、家族にですね」

「ご、ご先祖様じゃなくて、いまを見ようよ、先生！　先生の家族なら、ここにいるよ！　このルージュが、先生の家族なんだから！」

　未いまだ過去に囚とらわれていると思われたのか、ルージュは手を握ったまま叫ぶ。

「はい、そうですね。私は『宰相』でなく、念願の立派な『先生』になれていた。かつてのお爺じい様さまお婆ばあ様さまのような『大人』になれていた。それだけで、いいんです」

　まだ記憶は抜け落ちたままだが、はっきりと自分のことがよくわかった。

　――大丈夫、自分は強い。

　嘆き、愚痴り、当たり散らす必要なんてなかった。

　あの尊敬するお爺様とお婆様と同じ精神こころの強さを持っていたのだから。

「ああ、やっとわかってきました。いま、自分がやるべきことは一つだけ……」

　渦か波なみ様の言うとおり、やるべきことをやるしかない。

　二度と、道を間違えてはいけない。

「もう、これは要りませんね……」

　立ち上がった自分は歩きつつ、懐に入れた本を――ずっと守ってきた『統べる王ロード』の英雄譚たんを、誰もいなくなった玉座の上に置いた。

　もう感傷に浸っている暇はない。急がなければ、彼に追いつけないだろう。

「ありがとうございます。親愛なる家族、ルージュ。あなたと出会えて本当によかった」

　まずは自分を立ち上がらせてくれた家族にお礼を言った。

「家族……。よかった！　先生が先生になってる!!」

　ここでようやく、ルージュは顔に貼り付けていた不安を全て落として、満面の笑顔を見せた。心配かけた彼女の笑顔を見られた自分は、安心して城の外に向かおうとする。

「ふふっ。では、ルージュ。……先生は行ってきますね」

「え、行く……？　駄目だよ、先生！　これ以上戦うと死んじゃう！　先生は、もう戦わなくていいんだよ！　みんなのところに一緒に帰ろうよ!?」

「すみません、行かせてください……。自分は『過去』の死人です。ゆえに、『いま』を生きるあなたたちを導けるのは、ここまでなのです」

　ルージュの言葉から、また城のみんなで全てをやり直したい気持ちは伝わった。

　しかし、それはできないことを伝える。

　自分には帰るべき場所がある。そして、そこにルージュたちは連れて行けない。

「どうか、みんなで力を合わせて、進み続けてください。そこに自分はいませんが、きっとみんなならばできます。――だって、あなたたちは自慢の教え子たちですから。どこでだって生きていける。きっと何にだってなれる。自分を見失うことなんて、もう誰もない。『ここ』に故郷がある限り、世界の『代償』が、どれだけあなたたちを襲おうとも、大切なものだけはなくならない……。それが自分の目指した『楽園』だった」

　もう『楽園』は完成していた。結局、自分は遠過ぎる未来に作ってしまったが……それでも、この国は『楽園』だ。

　つまり、『統べる王ロード』に頼らずとも、自分一人で北は救えたのだ。

　やろうと思えば、いつだって自分は『統べる王ロード』を超えられた。

　そして、この自分の作った『楽園』で、自分が助けた『魔石人間ジユエルクルス』たちが生きていく。

　千年前の『魔人』たちには間に合わなかったが、その子孫たちが辿たどりついた。

「先生……！　やっと笑って……」

　達成感を味わう自分の顔を見て、ルージュは驚いていた。

　満面の笑みが珍しいのかもしれない。最期に見せられた表情が笑顔で良かったと思いながら、ルージュにも背中を向ける。玉座の間の出口に向かいながら、遺言を残す。

「ルージュ、後は任せました。この『北連盟』の行く末は、あなたたちの意思で決めてください。このヴィアイシアという国は、虐げられたものたちの力によって生まれました。ゆえに、あなたたちこそ、跡を継ぐに相応ふさわしい。……自分が消えたあと、世界各国は一斉に動き出すことでしょう。できれば、後処理に自分も携わりたいところですが、それはできません。大変自分勝手ですが、いまから自分は個人的にやらなければいけないことをやって、消えます」

　はっきりと伝える。もう振り返らない。

　ルージュの表情は見ずに、返答だけを聞く。

「う、うん！　心配しないで！　私たちは大丈夫だよ！　だって、先生が救ってくれたから！　私たちを――いや、北のみんなを、救ってくれた！　だから、もうっ、あとは『いま』を生きる私たちに任せていいよ！　私たちのことは私たちで何とかする！　伝説の『統べる王ロード』様も『宰相』様も、いなくて大丈夫!!」

　その声は少しだけ震えていたが、最後まで言い淀よどむことはなかった。

「本当に、あなたは自慢の教え子ですね……。これで憂いなく、自分は自分のやるべきことを為せそうです」

「それは外の人たちと戦いに行くってこと……？」

「ええ。かなりの強敵ですが、この手で倒さなければいけない相手がいます」

「私、心配なんかしてないよ。だって、先生は強いって知ってるから」

「もちろん。みんなの先生は強いですよ、無敵です」

　ルージュは迷いなく見送ってくれる。それに自分も応える。

「あなたは、ここで待っていてください。ここは安全です。もう封印魔法の術式は解除されましたが、頑丈なのは間違いありません」

「うん、そうする。先生の残した『城』で、戦いが終わるのを待ってる……」

　そして、最後のときは訪れる。

　振り返らずとも、ルージュが手を振っているのがわかる。

　別れの言葉を、交わす。

「さよなら、先生。――行ってらっしゃい」

「――行ってきます」

　玉座の間の出口をくぐり、外の回廊に出た。

　自分の『対始祖封印魔法陣』の影響で、回廊は大量の植物に満たされていた。自分でやったことながら、このボロボロの身体からだだと、少し堪こたえる道のりだ。

　渦波様に斬られた腕は植物で縫合したものの、まだ骨と神経は繫がっていない。歩く振動だけで激痛が走り、身体が強こわ張ばる。骨折と打撲は数え切れず、どこが痛いのかもわからない。傷口から流れる血が止まらないので、露出する肉を木々で塞いで強引に止血していくしかない。

　――いまにも倒れそうだ。

　正直、もう戦っていい身体どころか、歩いていい身体でもない。

　短い間だが医者の真ま似ね事ごとをしていた立場から見ても、絶対安静と断言できる。というより、なんでまだ生きているのかと驚く状態だ。

　でも、身体が軽い。数日前に城を歩いたときよりも、千年前に城を歩いたときよりも、ずっと足取りは軽い。

　頭の中にある城の地図を頼りに、生い茂る草木を搔かき分けて、最短距離で回廊から外壁に向かっていく。

　早く渦波様の背中に追いついて――いや、違う。追い抜かないといけない。

　渦波様より先に、この自分が辿りつく義務がある。

　いまなら、渦波様の言葉の意味がわかる。

　絶対に、大切な家族を一人にしてはいけない。その上で、この家族への想おもいだけは、渦波様にだって負けはしないと『証明』する必要がある。

　自分はお爺様とお婆様の遺志を受け継ぐ強い息子だ。

　姉様の自慢の『弟』アイドだ。

「待っててください……!!」

　足を引き摺ずり、時には転びかけて、それでも自分は道を前に進み続ける。

　姉様の帰還を待つのではなく、自ら迎えに行く。

　そして、今度こそ、あなたを助けてみせる。

　あなたの『弟』は、決して弱くなどなかった。

　倒れるあなたの前で、両手を広げることができる強い男だった。

　これからは自分が、どんな強敵が相手でも、絶対にあなたを守ってみせます。

　だから、もう少しだけ――！

　もう少しだけ待っていてください、姉様――!!







４．童が二人、四十層に帰りました。その永き物語が、いまここで白く満ちる







　一面が白。

　全く動かなくなった樹きの巨人の居座る王都に、豪雪が――いや、暴風雪が降り注ぐ。

　世界が真冬と化す。そんな言葉すらも生なま温ぬるいほどの殺人的な冷気が、ヴィアイシア全土を支配している。

　渦波たちが城内で決闘している間、その外では新しき黒髪の『統べる王ロード』陽ひ滝たきと童わらわの戦いが進んでいた。そして、その陽滝の放つ氷結魔法の暴風雪が、際限なく世界を冷やしていく。

　王都を包むように張られた氷の結界から、白い魔力テイアーレイと雪が降り続ける。

　街の屋根に、道に、木々に、何もかもに雪が積もり、緑を特徴としていたはずの国が、真っ白に染め上げられていく。

　それを確認する目を、もう開けていられない。

　吹雪が顔に叩たたきつけられて、眼球が凍りつきそうだった。

　すでに睫まつ毛げは完全に固まっている。息を吐くだけで細氷が輝き、吸えば肺が冷気で痛む。足元には雪が絡みつき、街道や屋根上を踏むたびに、水みず飛沫しぶきのように粉雪が散る。

　これが渦波の妹、『水の理ことわりを盗むもの』相あい川かわ陽滝の力。

　その異端過ぎるスキルと特殊過ぎる魔力性質によって、『水の理を盗むもの』でありながら水の魔法を一切使わず、あらゆるものを『静止』させていく。

　草花といった自然たちが寒さで、止まる。

『凍死』ではなく『静止』。

　熟練の魔法使いでもある童わらわだから、その魔法の仕組みがわかった。

　千年前は一度も戦う機会はなかったが、間違いなく、この『風の理を盗むもの』ティティーにも迫りうる力だろう。

　だが、一歩も退く気はない。

　敵が『静止』させる力を持っていたとしても、童わらわは【自由の風】。

「童わらわを舐なめるでないぞ！　新しき『統べる王ロード』！――《ワインド・アンブレラ》!!」

　王都の中央。

　この国で最も広いと思われる大街道にて、童わらわは敵と向かい合い、咆ほう哮こうする。

　いま陽滝は街道に設置されている凍りついた大噴水を足場にして立ち、その正面で童わらわは翼を使って浮かんでいる。

　童わらわは魔法で高密度の丸い盾のような風を生成し、それで風かぜ除よけにして身体をぶつけるように直進する。魔法による盾の殴打シールドバツシユだ。

　背中の翼で冷たい空気を扇あおぎ、空中を駆け抜けていく。

　対して、陽滝は眠たげに一言呟つぶやくだけだった。

「――《アイス・パララックスブルー》」

　凍った噴水の上に立っていた彼女の全身から、青い魔力が漏れ出し、童わらわの《ワインド・アンブレラ》と同じような丸い盾が構築される。

　噴水前で巨大な魔力の盾と盾がぶつかり合い、魔力の比べ合いが始まった。

　こういった力勝負になれば、絶対に負けない自信が童わらわにはあった。事実、まともにやれば数秒も経たたぬうちに童わらわが勝つだろう。

　しかし、敵は絶対にまともな力押しなどしない。

　彼女は小技にも長たけた器用な『理を盗むもの』だった。

　盾と盾のぶつかり合いによって、青と翠みどりの魔力の粒子が空に舞う。

　すぐさま、その粒子を陽滝は操り、魔法を放っている童わらわの真横から襲わせる。

　童わらわの前に突き出していた両手が、指先から凍りかける。羽ばたく翼が、みしみしと音を立てて、石のように重くなっていく。

「くっ――」

　このままでは墜落してしまうと思った童わらわは、魔力の押し合いを諦めて横に跳ねるように飛ぶ。押し合いに勝利した青い盾が、童わらわの翠の盾を吞のみ込んで直進し、さらに王都を凍りつかせていく。空中の水分が凍りつき、街の至る所に氷柱つららが発生した。余波だけで、空まで届きそうな氷細工がいくつもできた。

　またアイドの街が凍らされたことに心を痛めながら、敵との相性について考える。

　先ほどから、こればかりなのだ。

　とにかく、ヒタキは魔法の同時使用が多い。魔法を大規模に扱うのではなく、全く別物の魔法を同時に使う。他の『理を盗むもの』にはない器用さだ。

　いまの盾の魔法のような大技のときでさえも、息を吸うかのように、もう一つ魔法を生成した。一つ一つの魔法では童わらわが勝っていても、その二つ目の魔法が厭いやらしく隙を突いてきて、攻め切れない。

　焦りを感じながら、童わらわは風で右腕に作った銃剣バヨネツトから、魔法の弾丸を放っていく。

「吹き飛ぶがよい!!」

「――《アブソリュート・ウィンター》」

　しかし、真冬の世界を切り裂く弾丸は、あと少しのところで陽滝の身体に届かない。

　陽滝の目の前で、ぴたりと『静止』してしまう。

『魔法相殺カウンターマジツク』のように弾が消えているわけでなく、単純に弾が途中で止まるのだ。

　舌打ちしながら、更なる魔法を構築しつつ、翼を動かそうとする。

「――っ!?」

　重みを感じ、目を見開く。

　いや、正確に言えば、重みではなく引っかかり。

　動かそうとした翼が何かに引っかかって、上う手まく動いてくれない。

　無論、この空中で引っかかるものなどない。あるとすれば、この真冬の雪のみ。

「――《アイス・アロー》」

「くっ！　《ワインド・アロー》!!」

　違和感で身体を鈍らせた童わらわに、氷の矢が飛来する。

　それを風の矢で撃ち落とそうとしたとき、魔法の生成にも同じ引っかかりを覚えた。

「こ、これは……!!」

　身体どころか、魔力すらも重くなっている？

　そう思わずにいられないほどの違和感だった。

　そして、それが真実であると確信する。

　咄とつ嗟さに自分の両手を見る。『風の理を盗むもの』になってから一度も凍えることのなかった肉体が、寒さによって震えていた。

　肉体だけではない。両手に纏まとわれた魔力すらも震えている。

　同時に、先ほどの攻め切れないという話が間違いであったことを確信する。

　逆だ。気づかない内に、ずっと童わらわだけが一方的に攻められていたのだ。

　おそらく、この魔法の相殺合戦による時間稼ぎこそ、陽滝の『攻め』。

　戦いを長引かせて、じりじりとフィールドを冷気に包み、少しずつ敵の身体から熱を奪うことこそ、この新しき『統べる王ロード』の戦術。

　派手に敵を蹴散らす『風の理を盗むもの』ティティーとは真逆の力。

　それが『水の理を盗むもの』陽滝の力。

「くっ……！」

　震える身体を奮い立たせて、一旦距離を取ろうとする。

　しかし、その動きの全てが重くて、辛つらくて、堪たまらない。魔力と体温を真冬の世界に奪われ過ぎたせいだ。一秒毎ごとに勝機が削られていくのがわかる。

　こと短期戦ならば童わらわが圧倒的に有利だったが、余りに戦いが長引き過ぎた。

　完全に陽滝の独壇場となった王都を、歯は嚙がみしながら飛行し、短期戦で決着をつけられなかった理由を見つめ直す。

　まず、この王都ヴィアイシアを守りながら戦いたいという気持ちが邪魔をした。いかに自分の知っているヴィアイシアと違おうとも、ここがかつての故郷の未来であるのは間違いなかった。何より、ルージュのやつと、できるだけ破壊せずに戦うと約束したのだ。それゆえに、大技を出し惜しんでしまった。

　あと、もう一つ。後方で無属性の振動魔法で寒さに耐えている童わらわの妹分の存在だ。スノウを守りながらとなると、必然と戦い方が制限されてしまう。

「スノウ!!　大丈夫か!?」

　後方に飛び退のいた童わらわは、雪原に座り込むスノウに声をかける。

　だが、返ってくるのは弱々しい震える声。

「ごめん、お姉ちゃん……！　防ぐのが精一杯……！」

　唇を真っ白にしたスノウは、いま魔法の球体の中に引きこもっている。その球体は童わらわの風とスノウの魔力で作った強きよう靱じんな防御結界だ。それでも、この有様なのだ。

　世界で最も寒さに強い種であるはずの竜人ドラゴニユートでさえ、この真冬に適応できていない。

「よい！　防げるだけ大したものじゃ!!」

　スノウが無事であることを確認し、すぐに童わらわは敵である陽滝に向き直る。

　そして、その彼女の立つ噴水の右後方で笑う使徒も睨にらむ。

　戦いが始まったときは、スノウとシスが戦い、童わらわと相川妹で一対一という状況だった。だが、いまとなっては、二対一。状況は刻一刻と悪化している。

　ただ、助かることに、使徒シスは陽滝に戦いを任せて、観戦の態勢を取っている。

　どうやら、自分の用意した新しき『統べる王ロード』が、古き『統べる王ロード』を倒すのを見たいようだ。

「ふふっ。無駄よ、千年前の王様！　あなたでは私の陽滝に勝てないわ。だけど、恥じることはないわ。だって、誰も勝てないと最初から決まっているのだから！　そう世界が決めてるの！　所詮、あなたは私たちのいないところで最強を誇っていただけに過ぎないわ！　本来の最も強き者は、この陽滝！　使徒シスの用意した陽滝よ!!」

　自分で戦いはしないくせに、自慢げに後方で踏ん反り返っている。

　どうにか、あの使徒の鼻を明かしてやりたい。

　しかし、余りに身体からだが重く、魔力の出が悪い。確かに、童わらわは地下での戦いで『未練』を半分ほど果たして、弱体化しているが……それでも、これは余りにおかしい。

　陽滝も『理を盗むもの』である以上、強い。それは当然だ。当然、なのだが――

「――《イクスワインド》!!」

　小技では話にならないと判断して、数日前に迷宮で渦か波なみ相手に使った魔法を構築しようとする。この身体そのものを弾丸に変えて、世界を穿うがつ魔法だ。

　足元に翠色の魔法陣を展開し、王都を超えるほど拡大化させようとする。

　だが、その途中で、魔法構築を咎とがめられる。

「――《フリーズ・ニブルヘイム》」

　一言、陽滝が呟くと、周囲の冷気が瞬間的に増幅された。魔法陣の展開を氷結属性の魔力で抑え付けられ、『静止』させられたのだ。その見事な反応に、童わらわは眉を顰ひそめる。

　――まず頭に浮かんだのは、「本当に『水の理を盗むもの』相川陽滝は眠っているのか？」という疑問。

　小技は相殺し、大技は初動で止める。その判断と戦術が、まるで最初から答えを知っているかのように完璧過ぎる。眠っているのだから、童わらわの魔法に反応して迎撃魔法を撃ってくるだけかと思っていたが、そんなことはなかった。

　あの薄く開いた目から漏れる眼光が、一切の隙を逃すまいと燦さん々さんと輝いている気がする。眠っている相手どころか、どこかの聡そう明めいな軍師を相手取っている感覚だ。

　戦場にて百戦錬磨だった童わらわだからこそ、わかるものがある。根本的なところで『水の理を盗むもの』の何かを勘違いしているような……そんな感覚が止まらない。

　先ほど使徒シスは「誰も勝てないと最初から決まっている」と言っていた。

　渦波と同じ『異邦人』で、召喚の条件は『この世界の誰よりも心の強い子』と言っていた。しかし、それでは『理ことわりを盗むもの』の条件から外れ過ぎていないだろうか。

　相あい川かわ陽ひ滝たきは、本当に童わらわたちと同じ『理を盗むもの』なのか？

　もっと別の『何か』ではないか？

　ただ、その疑問を悩む間も、敵の冷気は容赦なく、王都の結界内に満ちていく。

　身体と魔力の震えは大きくなり、体術と魔法の完成度が少しずつ落ちていく。

　代わりに、敵の魔法は力強くなっていくのだから冗談ではない。

　劣勢になっていく童わらわを見て、使徒シスは高笑いをあげる。

「あはっ、あはははは！　流石さすがは、私の陽滝！　ええ、当然の結果よ！　古きものが、新しく用意されたものに勝つ道理などないもの！　世界の理として【相川陽滝には誰も勝てない】のよ！　存在のレベルが違うのよ！　ははっ、さあ、陽滝！　もう勝負を終わらせていいわよ！　その埃ほこり被かぶった古い伝説さんを氷漬けにしてあげて!!」

　もう限界だ。童わらわは周囲への被害を考えるのを止やめる。

　そのシスの言う世界の理ごと、童わらわの【自由の風】で何もかも壊してやろうと、全力の魔法を構築しようとする。

「――魔法《ロード・オブ――」

「止まれ。――《フリーズ・ニブルヘイム》」

　しかし、それは冷気によって、咎められる。

　相殺はされていない。だが、余りに構築が鈍くなった。

　仕方なく、童わらわは右拳に魔力を集めて、強引に王都ごと敵を破壊しようとする。

「砕けろぉお――!!」

「止まれ。――《フリーズ・ニブルヘイム》」

　だが、右拳に集まる魔力は少なければ、振りかぶった腕も余りに鈍い。

　国を破壊するつもりで放った全力の拳だったが、結果的には風属性の上位魔法程度の力しか発生しなかった。

　周囲の街の家屋を十数軒ほど吹き飛ばし、軽く街道に亀裂が入り、空の結界に拳圧がぶつかった程度だった。その本来の力の百分の一もない力に、童わらわは事態の深刻さに気づき、休む間もなく全力の風を放ち続けるしかないと判断する。だが――

「止まれ。止まれ止まれ止まれ。全て、止まれ。――《フリーズ・ニブルヘイム》」

　陽滝の放つ冷気が一段階増す。ここまで手を抜いていたことがわかる冷気の増加だった。間違いなく、童わらわの表情と反応を見て、戦い方を変えている。

「くっ、うぅっ、手足が……!!」

　童わらわが力を温存していたのと同じように、敵も力を温存していた。

　一気に身体が芯から冷えて、指先が悴かじかみ出した。

　もう一発放とうとした拳から、力が抜けていくのがわかる。

「どうかしらぁっ！　一つ前の『統べる王ロード』様！　これが本当の『統べる王ロード』、陽滝の本気よ！　そうよっ、あの失敗さえなければ、世界で一番強いのは陽滝！　私の陽滝こそ、人類史上で最強の存在！　完璧な女の子だったのよ！　あははははっ！」

　シスは先の全力攻撃によって場所の移動をしていた。

　噴水の後方ではなく、遠くにある家屋の屋根上で高笑いし続けている。

　それに言い返そうとして、唇と喉の動きの遅さに愕がく然ぜんとする。

　シスが自慢したくなるのもわかるほどの冷気が、童わらわの全身に纏わりつき、声を漏らすことすら難しくなっていた。歯がガチガチと音を鳴らすだけで、声となってくれない。

「――《アイス・アロー》」

　その震える身体に追い討ちをかけるように、陽滝から氷の矢が放たれる。

　それを童わらわは、ぎりぎりのところで銃剣バヨネツトで払い除のける。

　ただの氷結属性の初級呪文が、恐ろしく速く重く感じた。

　この真冬の世界のおかげで氷の矢が強化されているのもあるが、何よりも童わらわが弱体化している。そして、その弱体化を成功させたのは、目の前の少女の状況に見合った魔法の取捨選択、見事な戦術の運び。

　――強い。

　間違いなく、『水の理を盗むもの』は強い。

　童わらわが五十層の守護者ガーデイアンとして力を制限されて、『未練』解消によって弱体化もされているとはいえ、相手も似たような制限は受けているはずだ。

　それでも、圧倒されている。千年前、使徒シスが途中で間違えて怪物化させなければ、歴史が丸々変わっていたと確信できるほどに、強い。

「う、うぅっ……」

　使徒シスが陽滝こそ、本物の『統べる王ロード』と言うのもよくわかる。

　強さこそが『統べる王ロード』の『証明』ならば、もはや一目瞭然。

　同じ伝説である使徒を背中に置き、何者も寄せ付けない伝説の王。

　童わらわのような『ごっこ遊び』の延長で至った偽物とは違う。

　いまヴィアイシアの王都の中央で、氷柱つららの上に立つ彼女は――本物だ。

　偽物が本物に勝てる道理などない。

　どれだけ力に自信があれど、圧倒的な力の前には無力。

　無力なのだ。所詮、童わらわは子供……、無力な子供。

　そう迷宮で、すでに認めてしまっている。

『統べる王ロード』という存在を背負い切れず、ただの少女であることを受け入れた。

　そんな弱い童わらわが、こんなにも強い敵に勝てるはずがない。勝てないから、こうして童わらわは膝を地面に突き、手を突き、いまにも倒れそうに――

「――ち、違う!!」

　いまにも倒れそうになる瞬間、咄嗟に否定して首を振った。

　いつの間にか、両手を地面に突いていた。

　雪のベッドに身体を預けて、眠りそうになっていた。

　まだ戦えるのに、戦う前に諦めかけてしまっていた。

　その異常から、この真冬の魔法《フリーズ・ニブルヘイム》の本当の力に気づく。

　冷気が童わらわの心の温度まで、奪っている。この氷結空間は、目に見えぬ魔力まで凍らせるだけではない。どういうわけか、人の心の内まで影響している。

　すぐさま、童わらわは萎えかけた闘志を再燃させようとする。

「くっ、むむっ……!!」

　伝説の王だろうが何だろうが関係ない！　ここにいるのはティティーという人間と陽滝という人間が二人、どちらも変わらない！　偽物が本物に勝てない道理などない！

　圧倒的な力が相手だろうと、戦い方次第で覆せる――!!

　そう自分に言い聞かせて、闘志を燃やそうとする。だが――

「ぁ、ああ……」

　童わらわの決意を嘲あざ笑わらうかのような寒さが襲ってくる。

　皮膚に張り付いていた痛むかのような冷たさは、少しずつ消えていき、むしろ温かさを感じる。触覚が『静止』したのだとわかった。

　身体は震えを超えて、動かなくなった。いまや、冷たさを感じるのは脳の芯のみ。

　思考力は落ちていない。ただ、熱を失い、どこまでもネガティブなことを考えてしまう。これが敵の魔法の力とわかっていても、どこまでも敗北感が募っていく。

　このままだと何もかもが凍らされ、『静止』してしまうと思った。しかし、危機感という機能も、とっくの昔に『静止』してしまっていて、それに抗あらがう気が起きない。

　寒い。

　ああ、寒い。

　ただただ、寒い

　もう眠ってしまいたい。

　考えるのも億おつ劫くうだから、何も考えずに眠りたい。

　眠って、何も考えず、暖かいところで、ずっと休みたい……。

「――そろそろですね」

　瞼まぶたが落ちかけたとき、聞こえてきたのは声。

　友人であるノスフィーの声だった。

　声がした方角に、閉じられる寸前の瞳を向ける。使徒シスの近くで透明化を解いたノスフィーが立っていた。もしかしたら、この戦いをずっと観戦していたかもしれない。

　ノスフィーは童わらわに目を向けながら、使徒シスと話す。

「この『統べる王ロード』同士の勝負、陽滝様の勝利です。間違いなく、陽滝様こそ、世界を統べる王様と呼ぶに相応ふさわしい。このわたくしが認めます」

「当たり前よ。ふふっ、正直、勝負するまでもなかったわ」

　それに使徒シスは即答する。

　ただ、その即答に向かって、ノスフィーは可哀かわい想そうなものを見る目を向ける。

「……相変わらず、使徒様は全てを見下し、自分の踏み台としか見ていませんね。一度、死んでしまったというのに、まだその性格は治らないんですね」

　ノスフィーに似合わない憎まれ口だった。少なくとも、生前の彼女ならば使徒相手に、こんなことは絶対に言わなかっただろう。

「見下すというよりは、現実を誇っているだけよ？　それとも、あの風使いの女の子が私の陽滝に勝つと言うのかしら？　そんな奇跡、ありえないわよ」

「はい。ロードだけでは難しいでしょう。しかし、彼女たちが力を合わせれば、ありえない話ではないとわたくしは思います」

　その目を、童わらわと後方にいるスノウに向けて、ノスフィーはまだ勝機があると言った。それは使徒シスとの会話だったが、情けない童わらわたちに「まだやれる」と激励する言葉のようにも聞こえた。

「彼女たち？　ああ、『城』の中にいる盟友のことを言っているの？　あなたは相川渦波を妄信し過ぎよ。たとえ、いまから盟友が合流しても無意味よ。【相川渦波は相川陽滝に勝てない】って、世界の理からして決まってるわ。それでも、奇跡が起こるって？」

「そんな理、真正面から打ち破るからこそ、人は人なのです。『理を盗むもの』たちは心弱いものから選ばれたといえど、元は人間。あらゆるものを打ち破る可能性を秘めています。私たちのような『劣化した模造品』と違って……」

　模造品と言われて、饒じよう舌ぜつな使徒シスが押し黙った。

　反論できない何かが、いまのノスフィーの言葉にはあったのかもしれない。

　会話が途切れたところで、ノスフィーは一礼と共に別れの挨拶を告げる。

「……時間がありませんので、そろそろわたくしは失礼させて頂きます」

「ええ、帰るといいわ。あなたの居場所へ」

　それをシスは見送る。これ以上ノスフィーと話をするのが不愉快であると、その表情からはっきりとわかる。

　そして、ノスフィーは最後に、童わらわに向かって別れの言葉を残していく。

　その表情は、一度も見たことがないほど穏やかで、同時に苦しそうだった。

「さよなら、ロード。わたくしの好敵手で――そして、友達だった可愛かわいらしい『魔人』さん。心配は要りません。大丈夫。もうあなたは『王』ではなく、報われるべき心優しい『人』なのですから……」

「ノ、ノスフィー……？　ま、待つのじゃ……」

「――次元魔法《コネクション》」

　しかし、それを聞いたノスフィーは答えることなく、近くに輝く門を作って、くぐり抜けた。確か、あれは遠くに移動するための次元魔法だったはずだ。

　ノスフィーの姿が消えて、その輝く門も消える。

「あやつめ……」

　去った友人の背中に、悪態をつく。

　渦か波なみのいないところだと、ノスフィーは冷静だ。

　苦しそうな顔だって、友人の童わらわには見せてくれる。

　少しずつわかってきた気がする。ノスフィーも、童わらわと似ている。

「くっ。しかし、まずい……。寒さで、身体からだが……」

　だが、いまノスフィーの内情がわかったところでどうしようもない。

　手足を動かそうとしても、赤子のような力しか入らない。ノスフィーの激励で少しだけ心が温まったのは確かだ。しかし、その熱も数秒で、また奪われてしまうだろう。

「ま、瞼が重いのじゃ……。このままでは……」

　耐え切れず、とうとう瞼を閉じてしまう。

　極寒の真っ白な世界から、暖かで真っ黒な世界に落ちていく。

　手足の感覚が消えて、身体が地面に倒れ込んだ。柔らかなベッドに飛び込んだかのような柔らかい感触に包まれる。それが雪の感触であると頭でわかっていても、抗いがたい誘惑だった。

　全身を温かな雪に包まれて、眠りに落ちかける。

　さらに、眠りを催促するかのように、本能が瞼の裏に先んじて夢を見せる。

　その夢は数日前に、死に物狂いで思い出した記憶だった。

　渦波のおかげで拾うことのできた大切な宝物。

　かつてのヴィアイシア――暖かな日差しの中、草原が広がり、それを駆ける二人の子供に、それを見守る老夫婦――本当に温かな家族の記憶。

　その二人の子供の名前は、ティティーとアイド。

「ああ……、そうじゃ……。童わらわはアイドのやつに……、伝えねばならぬことが、まだある……。『弟』と会うまで、倒れ、るわけ……、には――」

　意識は遠のく。だが、アイドのことだけは頭から離れない。

　アイド……。

　童わらわの大事な『弟』……。

　迷宮の六十六層から抜け出したおかげで、アイドと一緒に過ごした記憶を思い出せる。

　昨日のことのように思い出せる。

　色んなことがあった……。

　子供の頃、白い髪のチビだったアイドは、童わらわの後ろを必死についてきたものだ。

　男の癖に足が遅くて、いつも息を切らしていた。それでも、一言も文句を言わなかったのは、あやつの意地だったのだろうか。

　その意地に合わせて、あやつの身体は少しずつ大きくなっていった。

　童わらわの背に近づくアイドが不満で、生意気だと理不尽に怒ったこともあった気がする。

　そんな理不尽な姉に、ずっとアイドは黙ってついてきてくれた。

　草原で遊ぶときも、川で遊ぶときも、山で遊ぶときも、ずっと傍そばについてきてくれた。共におらぬ日など、一日もなかった。川の主を釣ろうとしたときも、飛竜を見に行ったときも、北の町へ繰り出したときも、ずっと一緒だった。

　ずっとずっと一緒だったのだ。

　楽しかった……。

　童わらわは本当に楽しかった。

　あやつがいてくれて、とても嬉うれしかった。

　――けど、アイドはどうだったのだろうか？

　笑ってはいた気がする。

　童わらわの後ろで小さく微笑ほほえんでいた……ような気がする。

　ああ、心が寒い。

　寒くて寒くて、嫌な予感が止まらない。

　あの頃の童わらわは、我がままも我がままだった。こんな愚かな姉に連れ回されていたアイドは、本当は楽しくなかったかもしれない……。

　一緒に笑っていた気がしていただけかもしれない……。

　本当は童わらわの『弟』なんて、やりたくなかったのかもしれない……。

　だから、ああなってしまったのかもしれない……。

　童わらわのせいで、『弟』でなく『宰相』になったのかもしれない……。

『宰相』アイド……。

　似合ってない力を手に入れて、似合ってない夢を叶かなえて、似合ってない服を着て、似合ってない眼鏡をかけて、似合ってないことをしていた……。

　まるで、童わらわの愚かさを責め立てるかのように……。

「あ、ああ、ぁぁあ……」

　もう駄目かもしれない。

　心が凍えて、理由もなく不安で、寂しくて堪たまらない。

　人肌が恋しいのに、手を伸ばせど誰もいない。

　暗闇の夢の中、一人ぼっち。

　ここに『弟』のアイドはいない。

　渦波もノスフィーもいない。

　誰もいないのに、『統べる王ロード』の圧倒的な魔力だけは感じる。

　かつて童わらわが騙かたった伝説の王だけが、自分の目の前にいる。一度捨てたはずなのに、罪を償わせるかのように、敵として最後まで付きまとってくる。

　結局、最後に残ったのは、友でも家族でもなく、『統べる王ロード』。

　その事実に心が折れそうだった。

　もう駄目……。心が、折れる……。

　誰か童わらわを助けて……。かなみん……、ノスフィー……。

　ベスちゃん……、ヴォルスの爺じいさん……、北のみんな……。

　ああ……。お爺ちゃん……、お婆ばあちゃん……。

「『アイド』……」

『弟』の名前。

　その名前の意味は単純。千年前の『統べる王ロード』の物語に出てくる名前から借りた。いや、正確には、それを借りた森の友達の名前を継いで貰もらった。まあ、どちらでもいいか。

　ああ、どちらでもいいのだ。だって、どちらにせよ、その名前の意味するところは一つなのだから。いつだって、意味は一つ。




　――童の傍にいて欲しい。




　そう願って、つけた名前だった。

　だから、童わらわは弟を『アイド』と呼ぶ。

　思えば、ずっとアイドの顔を見ていない気がする。地上に出てからアイドと話すことはあれど、顔を向かい合わせることはなかった。

　いずれも遠く、何かで間を遮られた状態で喋しやべっていた。

　だからだろうか、より強く思う。

　一目でいいから会いたい。最後に一度、アイドと会いたい。

　だって、童わらわは千年以上も会っていないのだ。

　大事な大事な家族なのに、会えていない。

　地獄を転がり落ち続けて、何度も何度も泣き叫んで、ここまでやってきた。

　帰ってきたんだから、最後に……。

　最後に一度だけでいい。会いたい……。

　しかし、寒い暗闇の中、意識は遠ざかっていき、何も考えられなくなっていく。

　感じるのは、もう心の冷たさだけ。

　寒い。

　寒い寒い寒い。

　寒さで止まる。何もかも止まる。命が止まる。

　凍えて死にそうだ。

　でも、死ぬ前に、どうにか会いたい……。

　あのアイドに会いたい……。


『弟』と……、会いたい……。




会いたい、会いたい会いたい会いたいよ……。







……会いたい。

また奈落に落ちてしまう――間際。



「ティティー姉様ぁあああぁああああぁあああぁああああぁあああああァアアアァアアアアァアアアアアアアアアアアッッ――――!!!!」

　切り裂くような叫びが、凍る直前の童わらわに届く。

　途端に、温かな魔力が身体中を駆け巡った。

　いや、温かいどころか、熱い。燃え滾たぎるかのような魔力が満ちる。

　その熱によって、遠ざかっていた意識が、一気に引き戻される。

『静止』していた思考が動き出す。

「……ぇ、え？　あ、れ……？」

　いま、何か聞えたような……。

　とても大切な声が、耳に……。

　いつの間にか、あんなにも重かった瞼まぶたが軽くなっていた。

　そのおかげで、なんとか外界の白い王都を視界に入れることができた。

「――――っ！」

　そして、その目を見開いた先で、記憶にない一人の男の背中があった。

　衣服は襤ぼ褸ろ切れ。

　袖口から除く手足は、青あお痣あざと擦り傷に塗まみれている。

　激戦という激戦を乗り越えたであろう大きな背中。

　その首筋から枝と葉が伸びていることから、樹人ドリアードであると、すぐにわかった。

　さらに、その枝と葉に白い長髪がかかっていることから、この背中が自分の求めていたものであることにも気づく。

　ア、アイド――？

　童わらわの前にアイドが立っていると気づき、放心しかけた。一瞬、幻覚かと思ったが、目の前にいる『理ことわりを盗むもの』に相応ふさわしき魔力は間違えようがない。

　アイドがいる。あの城から抜け出てきて、身一つで童わらわの前に立っている。

　それは、つまり――童わらわは期待してもいいのだろうか？

　千年後のいま、国の『宰相』という立場に囚とらわれていた『弟』が、やっと帰ってきたのだと――、童わらわたち姉弟は、とうとう再会できたのだと――、顔を合わせて喜んでもいいのだと――、この背中に、期待してもいいのだろうか？

　童わらわよりもずっと大きな背中を前にして、まだ迷う。

　確かめるのが怖い。

　声をかけるのが怖い。

　向かい合ったとき、まだアイドが『宰相』で、『統べる王ロード』と呼ばれるのが怖かった。

　いま姉弟であることを否定されたら、寒さで弱った心が折れてしまうから――

「――姉様。よかった、今度は間に合いました」

　しかし、その恐怖は、力強い声によって払われる。

　先に声をかけたのは、アイド。

　童わらわを『姉』と呼びつつ、振り向いた。

　記憶にある『宰相』アイドと同じ顔が見える。ただ、表情が全く違った。

「申し訳ありません。とても長い間……ええ、本当にとても長い間、お待たせしてしまいました。けれど、いま姉様の傍に戻りました。あなたの『弟』は、もうあなたを絶対に一人にはしません」

　はっきりと、『弟』が謝罪の言葉を紡いでいく。

　強敵『統べる王ロード』から童わらわを守るように、童わらわの前に立って、童わらわの『弟』であると言ってくれたのだ。

「ア、アイド……!!」

　この瞬間を、ずっと童わらわは待っていた。

　千年以上の間、ずっとずっと待っていた。

　迷宮の中、あの偽りのヴィアイシアで、地獄のような贖しよく罪ざいを繰り返し、心を壊しても終わらぬ生に絶望し、奈落の底で泣き続け――それでも、この『弟』を童わらわは待っていた。

「はい。ここにいる自分はあなたの『弟』アイドです」

「あ、ああっ、アイド!!　やっと正気に戻って――」

「いいえ、それは違います。違うのです、姉様」

　童わらわは歓喜と共に立ち上がり、すぐさま飛びつこうとした。

　しかし、それをアイドは首を振って止めた。

　そして、童わらわと顔を向き合わせるのを避けるように、前を向いた。

　そ、そんな……！　まさか、まだ正気ではない……!?

　そんな不安が頭によぎる。せっかく心に灯ともった温かなものが、冷えて消えそうになる。

「……ずっと自分は、正気だったのです。正気の上で、全て計算ずくで、あなたを『統べる王ロード』に仕立て上げて、利用しようとしていました。あなたが苦しんでいると知っていたのに、わが身可愛かわいさにアイドという男は、見て見ぬ振りをし続けました。自分は言い訳のしようのない卑ひ怯きよう者ものです……。本当に、申し訳ありません……」

　千年前どころか、生まれてから今日まで正気であったとアイドは言った。

　その事実に恥じ入っているのは、両の握り拳から滴る血からわかった。

　いまアイドは童わらわに合わせる顔がないから、前を向いている。

「ええ、自分は強したたかで愚かな卑怯者でした！　ですがっ、もう――!!」

　しかし、それでもアイドは心折れることなく、叫ぶ。

　この心凍らせる極寒の地で、その心の炎を猛たけらせるように、咆ほう哮こうする。

「もう二度と、卑怯な真ま似ねはしません！　決して、あなたを『統べる王ロード』と呼びません！　重荷となるような期待もしません！　もちろん、『宰相』という立場にも頼りません！　あなたを利用して生きるなんて恥ずかしい真似は、二度としません!!　だから――!!　だから、どうかお願いします――!!!!」

　そして、迷うことなく、その身に纏まとっていた襤褸切れの上着を脱ぎ捨てて、樹人ドリアードである自分の全てを、この世界に曝さらけ出す。

「ティティー姉様の『弟』を、やらせて貰っても構いませんか!?　こんなに情けなくて情けなくて頼りない自分ですが!!　それでも、これからはもっと強くなりますから！　絶対に絶対に、強くなってみせますから!!」

　続いて、アイドはかけていた眼鏡も握り潰して、真っ白な地面に捨てた。

　その叫びと共に、アイドの熱と感情が、童わらわの心に届く。

　いまならば、あんなにも遠かった『弟』の気持ちがわかる。

「もう一度だけ!!　あなたの『弟』アイドとして、傍そばにいさせてください!!」

　我が弟が『弟』であることを願った。

　その願いを聞き、童わらわは昔を思い出す。

　懐かしくて、涙が零こぼれそうだ。

　姉弟となった瞬間の記憶が、頭の中を駆け巡る。

　いまアイドは、あのときと同じ姿だ。腰に襤褸切れ一つ、ボロボロで歩くのもままならない。自分という存在に自信がなく、ただ名前を求めて彷徨さまよっている。

　けど、あの日と違うところが、一つだけある。

　それは童わらわたちが、千年前と違って少しだけ『大人』になっていること。

　だから、童わらわの答えだって、千年前とは少しだけ変わる。

「き、聞くまでもなかろう!!　おぬしは童わらわの『弟』じゃ！　ずっとずっと！　ずっと前から、アイドは童わらわの『弟』じゃあぁああああああ――――!!!!」

　もう童わらわとアイドは幼くない。

　余りに永過ぎる時間を生きてしまい、背丈は伸び、『大人』になった。

　だから、変わる。姉弟の契りの意味が、いま変わる――！

「その寛大なる心、感謝します！　ティティー姉様、後は自分に任せてください!!」

　千年前、ずっと童わらわがアイドの前に立っていた。

　姉の童わらわが、弟であるアイドを導き、守ってやろうと誓っていた。

　アイドの手を引いて、前を走り、迫る苦難を全て打ち払ってやろうとしていた。

　けれど、千年の時を経て、立ち位置は完全に入れ替わった。

　いま前に立っているのはアイドで、後ろで守られているのは童わらわ――！

　嬉うれしい。姉として嬉しくて堪たまらない。

　この千年後の未来に至り、アイドが童わらわを越えようとしている。

　あのチビだったアイドが、こんなにも変わった。

　未いまだに痩せ細り、不健康そうな身体からだだが、童わらわよりも大きい。ずっとずっと大きい。

　何より、その背中の樹人ドリアードとしての特徴である翠みどり色の葉っぱを、もう隠そうとしていない。誰かを頼って成長させる魔力から、自分を信じて成長する魔力に変わっている。

　その魔力の熱気が、敵の冷たい魔力を弾はじいている。

　極寒の真冬の世界の中を、アイドは一歩ずつ、前へ前へ進みながら、叫ぶ。

　それは敵に向けた声でもなく、味方に向けた声でもなく、まるで世界に叩たたきつけるかのような誓いだった。

「――聞け！　自分は敬愛するティティー姉様の『弟』っ、アイド！　『アイド』だ!!　もうっ、ここに心の弱い自分はいない!!」

　この世界に叩きつけるのは、童わらわが名付けた名前。アイドは『アイド』であることを示し、その大きな背中で童わらわを守りつつ、一歩ずつ前進する。

「ティティー姉様！　どうか、今度は姉様が自分に期待してください！　このアイドに任せてください！　このアイドの背中を頼ってください!!」

　アイドの叫び一つ一つによって、童わらわの心が感じていた寒さは搔かき消えていき、身体の震えは止まる。子供の頃に感じていた故郷の暖かさが、胸の内から溢あふれてくる。

「やっと『自分』のっ、守護者ガーデイアンアイドの『未練』がわかった！　それは、姉様の傍にずっといられなかったこと！　姉様を苦しめるものを何一つ打ち払えなかったこと！　あのお爺じい様さまお婆ばあ様さまと交わした約束を、果たせなかったこと！　ああっ、それが自分の『未練』だったんだぁあああああアアア――――!!!!」

　あのアイドが、あの『統べる王ロード』に向かって、敵意を剝むき出しにして、指を差し、童わらわのために叫んでいる！　それだけでもう、心が熱い！

「姉様！　いま、あなたを苦しめる全てを、自分が倒します！　『木の理を盗むもの』でも『ヴィアイシア国宰相』でもなく、ただのティティー姉様の『弟』として！　このアイドが、ティティー姉様を苦しめる『統べる王ロード』を倒す!!　倒してみせます!!」

　ずっと聞きたかった言葉だった。

　一人ぼっち、奈落の底で千年、泣き続けながら、ずっと待ち望んだ言葉だった。

「――ああっ、ようやくわかった！　この私の守護者ガーデイアンとしての意義！　生まれた意味も！　いまっ、知ったァアア――!!」

『弟』は宣言する。

　そう。条件が揃そろった『いま』こそ、アイドは世界に叫ぶのだ。

　真なる守護者ガーデイアンの宣言を――!!

「『ここ』がっ、この千年後のヴィアイシアこそが四十層！　『木の理を盗むもの』の階層！　自分の心の弱さに打ち克かつための戦場だ!!　その四十層にっ、やっと挑戦者が至った!!　それは『自分』！　自分の用意した『試練』を受けるのは、渦か波なみ様でもティティー姉様でもない！　この『自分アイド』だった！　ああ、最初からわかっていた！　この『試練』だけは、誰に任せてもいけない！　自分自身こそが、この『試練』を乗り越えるための挑戦者だったのだから!!」

　守護者ガーデイアンでありながら、同時に迷宮の探索者でもあったと宣言した。

　そして、誰に任せることもなく、自分で乗り越えると挑戦状を世界に叩きつけた。

「自分が『統べる王ロード』を乗り越える！　自分で『自分』を『証明』する！　誰でもない自分がやるしかない！　当たり前だ――!!」

　目前の人生最強の敵を前に、一切の気後れなくアイドは踏み出す。

「自分が創った『統べる王呪い』を打ち消せるのは！　自分だけなのだから――!!」

　たった一人の姉である童わらわを守るために。

　自らの理想そのものである『統べる王ロード』に、アイドは立ち向かう――！

「あ、ぁあ、あぁぁあぁ……！　アイドォ……！」

　その背中を見送る童わらわは、目の前が涙で滲にじんで見えなくなっていた。

　溢れ出る涙が止まらなかった。

　けれど、すぐに泣いてばかりじゃいられないと、その涙を振り切る。

　もう二度と同じ失敗は繰り返さない。繰り返してはいけない。この頼りになる『弟』の背中を、ぼうっと見続けていては姉失格だ。

　童わらわたちは『姉弟』。

　姉弟なのだから、二人で歩かないといけない。

　その大切さを、童わらわは千年かけて学んだ。命懸けで、心を壊して、北の民を付き合わせてしまってまで、学んだのだ。ここで動かなければ、見送ってくれたみんなに申し訳ない。今日まで育ててくれた全ての人たちに、申し訳が立たない――!!

　絶対にアイドを一人で戦わせはしない。任せ切りにはしない。

　童わらわたちは二人だ。もう一人ではなく、二人なのだ！

　これから先、死ぬまでずっと――！
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　いや、死んでからもずっとずっと――！

　童わらわたち姉弟は二人！　二人だったのだから！

　二人で戦おう、アイド――!!





◆◆◆◆◆






　その姉弟の再会を、僕は見届ける。

　先にヴィアイシア城から出ようとした僕だったが、見事アイドに追い抜かれてしまった。そして、僕よりも先にティティーの前に立たれてしまった。

　決闘には勝てども、勝負には負けた気分だ。

　しかし、負けでよかった。負けられて、本当によかった……。

　弟の期待に応えるために自分を偽り続けたティティー。

　姉の傍にいたいがために自分を偽り続けたアイド。

　二人は自分を見失い、奈落の底を彷徨い続けた。しかし、もう姉が『統べる王ロード』と偽ることも、弟が『宰相』と偽ることもないだろう。この千年後の最後の敵『統べる王ロード』を前にして、ぎりぎりのところで間に合ったのだ。

「うぅ……、あちこち痛いぃぃ……。なでなでして、カナミぃ……」

　遠く離れたところから念願の再会を見て、ちょっとした感傷に浸っていた僕だったが、それは隣で涙目になっているスノウによって打ち切られる。

「よし。口が利けるなら、大丈夫そうだな」

　見たところ、凍傷以外に大した傷はない。

　スノウの頭をぽんと叩いて、スノウにかけていた回復魔法を僕は終わらせる。

「あうっ」

「もうスノウは下がっててくれていい。あとは僕たちに任せろ」

　そして、スノウを後ろに下げて、僕は真の敵の前に立つ。

　陽ひ滝たきのほうは、アイドたちに任せるつもりだ。

　あの姉弟に任せれば、妹の『統べる王ロード』という役目は終わるという確信があった。

　ならば、自分がやるべきことは一つ。

　真っ白となった街道の先に立つ一人の使徒。

　淡く黄金に輝く魔力を纏ったシス。彼女の足止めだ。

「アイドたちに、手は出すなよ。おまえの相手は僕だ」

　僕が立ち塞がったのを見て、シスは余裕の表情で話しかけてくる。

「あはっ。やっぱり、レガシィの用意した『木の理ことわりを盗むもの』では、盟友を討ち取るのは無理だったようねえ。けど、私の用意した『水の理を盗むもの』がいる限り、盟友の勝利はありえないわよ？」

　陽滝の強さに絶対の自信があるのだろう。アイドたちと陽滝の勝負を邪魔しようという様子はなかった。むしろ、このまま僕と一緒に観戦したいかの様子だ。

　利害の一致を感じ取った僕は、戦意を萎しぼませる。そして、シスは陽滝に、僕はアイドとティティーに賭けてベツトしての観戦が始まる。

「アイドでは陽滝に勝てないわ。いや、それどころか、『理を盗むもの』が何人揃おうとも、陽滝は倒せない。そういう風に、世界がルールで決めているもの」

「そうだろうな。あの陽滝は強そうだ。残り全員が揃ってたって勝てやしないかもな」

　僕もシスと同じ方角を見ながら、同意する。

『水の理を盗むもの』であり『統べる王ロード』である陽滝の魔力は凄すさまじい。王都を自分のフィールドに変えたことで、この空間の温度も魔力も自由に操れることだろう。

　この氷結結界内での魔法戦においては無敵であると、《ディメンション》から得られる情報からわかった。

「…………？　その身体の魔石を譲る気になったの？」

　素直に陽滝の強さを認めた僕を見て、シスは不思議そうに首を傾かしげた。

「いや、ない。ただ、それでも、勝つのはアイドだって言ってるんだ」

　僕は微笑と共に、首を振った。

　もはや、決闘前の心配は一つもしていない。いまこの状況こそ、最高の未来であるとわかっているからこそ、笑って見届けることができる。

「はあ？　それでも、アイドが、勝つ……？」

　シスは僕が何を言っているのかわからないようだった。

　けれど、僕の中だと、それはもう確定事項だ。

《ディメンション》で見たところ、アイドは満まん身しん創そう痍い。血まみれの傷だらけ。筋肉どころか靱じん帯たいが断裂し、骨がいくつも折れている。魔力の溢れる源泉の出口が、僕の魔法にずらされてしまって、まともに魔法を使うこともできない。

　その上、この冬の世界。体温は奪われ続け、いまにも全身が凍る。

　はっきり言って、死んでいないのがおかしい状態だ。

　――それでも、アイドは負けないと誓った。

　ならば、そういうことだ。

『舞闘大会』決勝でのローウェンの姿を僕は思い出す。

　つまり、いままで戦ってきた守護者ガーデイアンたちと、いまのアイドは一緒。

　人が命を使って戦うとき、そういう瞬間がある。肉体のコンディションなど関係ない。死の間際だろうが関係ない。その心が折れない限り、動けると信じ続けて――事実、動き続ける。精神こころが全てを超越し、絶不調を絶好調と言い張れる瞬間。

　この瞬間だけは、誰にもアイドは負けない。

　僕にも、使徒にも、姉にも、自分にも、当然『統べる王ロード』にも負けない。

　だから、僕は安心して見ていられるのだが、シスは強く反論する。

「何を馬鹿なことを……。『木の理を盗むもの』は、最弱の『理を盗むもの』よ。そうレガシィのやつが決めたわ！　そう『代償』で縛ったわ！　そのアイドが参入したところで、何の意味もない！」

「ああ、知ってる。使徒レガシィのやつは、とことんアイドに期待していたようだな」

「は、はあ？　期待ぃ？」

「なあ、シス。おまえは『理を盗むもの』たちの本当の『魔法』を見たことがあるか？」

　シスは彼女なりの根拠を基に首を振った。

　それに対して、僕は僕なりの根拠を基に、自分の自信を説明していく。

「借り物の人生を進み、独り善がりで生きるお前には絶対わからない力だ。よく見てるといい。これが本当の『魔法』だ。きっと、これこそが僕と聖人ティアラの二人が目指した本当の――」

　シスは僕の話から噓うそはないと感じ取ったのか、素直に押し黙る。そして、僕と共にアイドを注視し始めた。そこまで僕が言うのなら一切の見落としはしないといった様子で、遠くの戦いの観戦を再開する。

　おそらく、この戦いが終わったとき、僕とシスは思い知るはずだ。

『魔法』とは何か。その本質を。

　ティティーの記憶を見る限り、『魔法』の始まりは御お伽とぎ噺ばなしだった。それを模倣し、『理を盗むもの』たちが、奇跡を起こしていった。その次に、始祖渦波が全世界に『呪術』を浸透させて、続いて聖人ティアラが誰でも使えるものに改良した。

　それら全てをひっくるめて、現代の人々は『魔法』と呼ぶ。

　けれど、本当の『魔法』は、別にあると僕は思っている。

　いまから消える姉弟たちから、その本物を僕は見られるだろう。

　アイドとティティー。その二人が人生の全てを懸けて得た答えこそが、『魔法』。

　それを見逃すまいと、僕は《ディメンション》を強める。





◆◆◆◆◆






「――『統べる王ロード』ォオオオオオ!!」

　僕とシスの視線の先、『理を盗むもの』同士の戦いの中、アイドの咆ほう哮こうが鳴り響いた。

　その右腕に木を纏まとわせて腕を肥大化させて、雪の積もった街道の上を駆け抜けていく。

　対して、陽滝は凍った噴水の上で動くことなく、冷静に魔法を唱えていく。

「――《アイスシールド・ラウンド》」

　陽滝とアイドの間に巨大な魔法陣が展開され、それがそのまま氷の盾となった。

　その陽滝の生成した大盾に、家一つは軽く潰せそうなアイドの巨大な腕が振りかぶられ、直撃する。

　大質量と大質量の衝突によって、王都全体が揺れた。

　それは地割れが起きそうな大地震だったが、アイドの拳が盾を破壊することはなかった。皹ひび一つ入らない氷を前に、アイドは次の一手を打とうとする。

「流石さすが、伝説の『統べる王ロード』！　力だけではびくともしない!!　ならば次は――!!」

「アイドよ！　童わらわも手助けするぞ!!」

　だが、その前に、ティティーが追いつく。

　アイドの隣で銃剣バヨネツトを構え、共に戦う意思を示したが、それを弟は拒否しようとする。

「姉様は下がっていてください！　自分にお任せを！」

　先の宣言通り、『統べる王ロード』相手に守り切ってみせると息巻く。

　それにティティーは嬉うれしそうな表情で首を振る。

「いや、もう大丈夫じゃ、アイド。おぬしは、もう自分自身に打ち克かっておる。ここにいるのは他ならぬ私の『弟』であるアイドじゃ。とても強く、頼りがいのある自慢の『弟』じゃ。だから――」

　ティティーは、いまのアイドの辿たどりつく先を知っている。

　もう何も知らない子供じゃないからこそ、優しく諭していく。

「一人で戦い続けてはならぬぞ。強がって一人で戦い続けては、この姉のように後悔する。一人は寂しいものじゃ。とてもとても寂しいものじゃ。だから、二人で歩もうぞ」

「ね、姉様……？」

「なにより、あの『統べる王ロード』は童わらわたち二人で創った代物じゃ。ゆえに、二人で倒すのが道理。そうじゃろう？」

　ティティーらしく、にやりと笑って共闘を提案する。

　それにアイドは渋い顔を一瞬だけ作る。愛する姉を危険に晒さらしたくないという気持ちが、遠くから見る僕でも丸まる解わかりだった。

　それにティティーは怒ることも呆あきれることもなく、ただ言葉を続ける。

「アイド……、二人で帰ろうぞ……」

「二人で、帰る……？」

「ああ、あの故郷に帰るのじゃ……。童わらわは帰りたいぞ！　おぬしと二人で、二人で帰りたいのじゃ……！　そのために、童わらわはおぬしを迎えに来たのじゃ!!」

　心からの願いをぶつけた。

　もはや、アイドが独り善がりで戦い続けることは不可能だった。

　素直に頷うなずき返して、全く同じ願いを口にする。

「……はい!!　自分もあなたと帰りたいです！　同じ『帰り道』を歩みたい!!」

「ならば、共に行こうぞ！　我が弟、アイドよ！」

「共に行きましょう！　ティティー姉様!!」

　こうして、『木の理を盗むもの』と『風の理を盗むもの』が――一人でも国を傾けると言われた守護者ガーデイアンが――敵を打ち倒す為ために並び立った。

『統べる王ロード』は数が増えたのを確認し、空気中に数え切れない氷の矢を生成していく。敵が増えたのならば諸もろ共ともに倒せばいいだけだと言いたげな魔法の連続構築だ。

「――《アイスアロー・フォールフラワー》」

　一瞬にして降る雪と同じほどの氷の矢が空を埋め尽くし、姉弟に降り注ぐ。

「では、姉様！　援護をお願いします！　先陣は自分が!!」

　その中、アイドは何の迷いもなく先頭を駆け出す。

　木で巨大化させた腕を鉤かぎ爪づめ状に変形させて、前衛となることを伝えた。

「うむ！　撃ち合いならば、負けはせぬ！　おぬしの道は童わらわが作ろう！――魔法《フライシューツ》!!」

　その腕の銃剣バヨネツトを空に向けて、すぐさまティティーは風の弾丸を次々と撃ち出す。

　弾丸は一発だけで、氷の矢を複数破壊していく。そして、その狙いは正確無比。走るアイドに当たるものだけを打ち払い、矢の雨の中に空洞の道を作る。

　姉の力を信じていたアイドは、一切の躊ちゆう躇ちよなく道を駆け抜けた。

　その見事な連携によって、陽滝は更なる魔法の構築を強制させられてしまう。

「――《フリーズ・ニブルヘイム》」

「――《ズィッテルト・ワインド》！」

　結界の冷気が強まりかけた。だが、その結界内に柔らかな風が吹き抜けて、駆けるアイドを束縛しようとする『静止』の冷気が相殺された。

「流石は姉様！　自分は、真っ直すぐ進むだけでいい――!!」

　アイドは道を駆け抜けて、敵まで辿りつく。

　とはいえ、敵は凍った噴水の上。まず敵を引き摺ずり下ろす為、凍った噴水に腕を叩たたきつけた。氷柱つららが粉砕され、氷の破片が豪快に散る。

　凍った噴水の上で一歩も動かずに対応していた陽ひ滝たきは、とうとう空中に放り出された。

　そこにアイドは飛びかかる。

「――《イクスブリザード》」

　陽滝は落ちながらも冷静に、適切な魔法を選択した。

　飛びかかったアイドに吹雪が襲い掛かる。構築の時間が短かったためか、雑で弱い魔法だった。しかし、宙にいたアイドには効果的で、抵抗なく吹き飛ばされてしまう。

　適切な魔法選択を行ったおかげで、陽滝は地面に安全に着地する。

　対して、吹き飛んだアイドは――後方のティティーを足場に、着地した。

　アイドの両足がティティーの両腕を踏み、姉弟二人は呼吸を合わせる。

　姉が両腕で弟を撃ち出し、トランポリンのようにアイドは跳ぶ。

「――――っ！――《ブリザード》」

　その立て直しの速さに、陽滝は大きな魔法を構築できない。

　新たに即興の氷結魔法を放つものの、アイドの拳によって相殺される。自然と後退しながら氷結魔法を構築し続けるしかなくなる。

　戦況が変わる。

　少しずつ陽滝の対応が間に合わなくなっていき、アイドの拳が陽滝に近づいていく。

　姉弟の息の合った連撃が、敵を追い詰めていく。

　そして、数合もしない内に、完全に戦況は姉弟に傾いた。攻められる陽滝は息をつく間もなかったが、姉弟には戦いながら話をする余裕すらある。

「――は、ははっ！　はははっ、いける！　いけるぞ、アイド!!」

「ええ！　ずっと、二人で戦えばこうすればよかったのですね！　自分たちは!!」

　この最期の時がもったいないと言わんばかりに、戦闘中にもかかわらず、二人は今日までの時間を埋める言葉を交わしていく。

「ははっ！　のう、アイドよ！　戦闘中になんじゃが、実は聞いて欲しいことがあるのじゃ！　構わぬか！」

「こんなときにですか!?　仕方ありませんね！　何でしょうか、姉様!!」

　あの『統べる王ロード』の前で、壮絶な高速戦闘の中、とうとう二人は子供のように談笑まで始める。その二人の姿に僕は呆れる。しかし、口元を緩ませながら見守り続ける。

「ここまでの道中な！　色々なものを見てきたのじゃ！　ちょっとだけ聞いてくれ!!」

「ええ！　知ってます！　ただ、色々なものを見て学んできたのは自分もですよ！」

「童わらわは迷宮でな！　多くの者の魂を救ったぞ！　千年前、救えなかった数だけ、頑張って頑張って救ったぞ！　どうじゃ、凄すごかろう!?」

「自分は地上で多くの報われぬ者たちを治療しましたよ！　千年前は届かなかった人たちに、手を差し伸べることができました！　偉いでしょう!?」

　二人は自慢し合いながらも、前へ前へ進み続ける。

　真っ白な街道を後退し続ける『統べる王ロード』を、一方的に押し続ける。

　これでは、もう戦闘がついでだ。

「迷宮から出たあとはな！　連合国で一杯遊んでな！　とても楽しかったぞ!!」

「自分だって連合国でやりたい放題しました！　とてもやり甲が斐いある一年でした!!」

「ティアラのやつの残した大聖堂で遊んで！　ティアラのやつの作った魔法を見て回ったりしたぞ！」

「自分だってティアラ様の遺産をたくさん拝見しました！　ええ、正直どれも素晴らしかったです！」

「そういえば、鍛冶仕事をやったりもしたのじゃ！　ヴォルスのやつには敵かなわぬが、かっこいい剣を作ったぞ！　それを可愛かわいい妹分に託してやったのじゃ!!」

「自分は北も南も関係なく、色んなところで自分の知識を教えて回りました！　もちろん、きっちり自慢の生徒たちに授業をしながらです！」

　その談笑は早口過ぎて、聞き取るのが大変だった。しかし、それが二人の遺言でもあるとわかっていたから、僕は必死に聞き取る。二人が『統べる王ロード』と戦う姿も、二人が最後に話す談笑も、余すところなく記憶していく。

「ああ、思えば長かったのじゃ！　本当に苦しいことがたくさんあった！　何度涙を流したかなど数え切れぬ！」

「ええ、本当に長かったですね！　何度自分を見失ってしまったか！　みんなには多大な迷惑をかけてしまいました!!」

「わかるぞ！　自分を失うというのは辛つらいものじゃ！　息もできぬくらい辛かったの!!　だが、それでも大切なものは最後まで残っておった！　そのおかげで、童わらわたちは戻ってこられた!!」

「そうですね！　たとえ全てを失っても、変わらないものはあります！　この心の中に！　いつだって残っていました!!　ありがとうございます！　お爺じい様さま、お婆ばあ様さま!!」

「うむ！　『いま』『ここ』にあった大切なものを、二人で世界に知らしめてやろうぞ！」

「ええ、二人で叫びましょう！　我ら姉弟の物語！　全てを、最後に!!」

　そのとき、ふわりと――どこからともなく暖かい風が吹き出した。

　心地よい風だ。

　魔法名は告げられていない。魔法構築も感じられない。おそらく、姉弟二人の戦いと談笑そのものが人生となり、『詠唱』となっていたのだろう。

　その『詠唱』に世界が反応して、あたりの『魔の毒』が風に変わっていっている。

「ああ、やっと最後じゃな！　そして、いま目の前にいる伝説の『統べる王ロード』こそ、童わらわたちの最後の敵!!」

「最後の敵は、自分たちの憧れた夢！　理想そのもの！　けれど、いまの自分たちのほうが強い！　ずっとずっと強い!!」

　二人の遺言に合わせて、風が吹き抜ける。

　その暖かな風は、降る雪を少しずつ溶かしていった。

　少しずつ、肌を凍らせる世界が、肌を温める世界に変わっていく。

　地面に敷き詰められていた雪が解けていき、その下から新たな命が芽生えていく。

　真っ白だった王都が、少しずつ翠みどりと緑に染まっていく。

　草木が花が、陽光が春風が、少しずつ世界に誕生していく。

　氷の世界を侵略してくる暖かな風に、相対する『統べる王ロード』は明らかに驚いていた。ほとんど眠っていて、表情は見えず、目の奥は窺うかがえないけれど……間違いなく、この奇跡とも言える現象に動揺していた。

「行くぞ、我が弟アイド！　遅れることなく、綴つづれよ！」

「はい、ティティー姉様！　もう決して遅れはしません！」

　そして、いまティティーとアイドが『統べる王ロード』の全てを打ち破らんと、今日一番の魔力を噴出させる。最後の『詠唱』を紡いでいく。

「――『この身は地獄路を疾走する魂』！

　『童わらわを堕おとした世界あなたのことを』『この地の底で怨うらみ続けた』――!!」

　姉が紡ぐは、魔法《■道ロード・オ落土ブ・ロード》の『詠唱』。

「――『自分は唯ただ一人、名も何も無き童わらべの魂』！

　『迷い子は世界あなたに導かれ』『逆光の果てまで駆け続けた』――!!」

　弟が紡ぐは、魔法《王■ロスト・ヴイ落土・アイシア》の『詠唱』。

　どちらも、自らの人生を嘆き、後悔し、敵ごと奈落の底に落ちていくかのような魔法だった。はっきり言って、その欠落した魔法名に相応ふさわしい未完成の魔法だった。

「「『けれど!!　いま、二人の童わらわの道は交わった』!!」」

　だが、未完成は当然。その魔法の『詠唱』には、続きがあったのだ。

　当たり前だ。あんなにも長かった二人の人生そのものと言える『詠唱』が、たった一文二文で終わるわけがない。あれだけ一人を嫌がっていた二人の人生そのものと言える『魔法』が、一人だけで完結する魔法のはずがない。

　その続きこそが、二人の本当の人生の叫び――

「『吹き荒すさべ、翠すい風ふう』！　『我らが姉弟の道を刻め』!!」

　まず姉ティティーが叫んだ。

　魔法名は告げなくとも、魔法《ワインド》に相応しき強い風が吹いた。

　一瞬にして、風が王都の一部を光の粒子に分解していく。

　周囲の雪が、冷気が、家屋が、地面が、城が、世界が――粉々になっていく。

　ただ、その分解は消滅のための分解ではない。再構成するための分解だ。

「『咲き誇れ、白はく桜おう』！　『我らが姉弟の道を彩れ』!!」

　続いて弟アイドが叫んだ。

　姉の【自由の風】で分解されていったものが、弟の魔力で一瞬にして繫つなぎ合わされていく。その育む魔力によって、分解される前よりも強く美しく再構成されていく。

　雪は溶けて、川に変わり。

　漂う冷気は、暖かな風に変わり。

　並ぶ家屋は、木に生まれ変わり。

　整地されていた地面は、草原に変わり。

　人工の全てが再構成されて、自然の緑に戻っていく。

　アイドの魔力によって育まれ、育まれ、育まれ、どこまでも大自然は萌もえていく。

　一瞬にして、王都に数え切れない木々が並び立ち、白い花が――あの『白桜ピエリス・アイシア』が咲き乱れて、世界は大満開となる。

『白桜ピエリス・アイシア』の花が、風で散り、風に乗って、風と共に、世界を白色に染めていく。

　雪が吹ふ雪ぶくのではなく、花弁が花吹雪となって世界を満たす。

　その花弁はどこまでもどこまでも吹雪き、吹雪き、吹雪き、視界一杯を白く染め上げ切ったあと、たった一度だけ、目を眩くらませる強風が吹く。

　視界一杯を覆っていた花びらが吹き飛ばされて、一時的に隠匿されていた世界が露あらわになった。先ほどまでは再構成されている途中だった世界が、いつの間にか完成品となって、目に飛び込んでくる。

　――それは、『故郷』。

　快晴の空。空を見上げれば、濃厚で深い青色が果てまで続く。

　空気は心地よい温度まで暖まり、もう身体からだが寒さで震えることなどない。

　綿のような白い雲が浮かび、黄金色の太陽が円を描き、虹色の日ひ暈がさが縁取っている。

　どこまでも広がる大草原を、風が大海原のように波立たせている。

　草の擦れる音が自然の旋律を奏でる。その旋律に、遠目に見える森と川からも応援が入る。深い森の奥から動物たちの鳴き声が響き、煌きらめく川からはせせらぎの音が届く。

　僕にも見覚えのある風景だ。魔法に巻き込まれて、ここに立っているだけでも不思議な感覚に包まれる。僕には関係のない場所だというのに、優しい気持ちになれる。

　――ああ、風が気持ちいい。

　地面に立っているのに、まるで空を浮いているかのような浮遊感。

　吹き抜ける風が身体を強く打っているのに、どこにも力を入れる必要がない。

　水を全身に浴びているかのような風だけれど、水よりも優しく柔らかい風。

　あらゆる不快や倦けん怠たい感かんが洗い流されていく気がする。

　柔らかな風が、足先にある十の指から――踵かかとを通り、膝を通り、腿ももを通り、腰を通り、胸を通り、肩を通り、頰を撫なでて、髪を解ほぐして広がって、毛先の一つ一つを揺らした。

　清すが々すがしい。

　そして、この清々しい世界こそが、かつて童わらべ二人が落としてしまった大切な宝物。

　その宝物を握り締めて、二人は最後の『詠唱』を共に綴る。

「「『ここが白はく翠すい桜おう風ふうの世界ぞ』！　『舞い散る花に、さあ見み蕩とれ』！　『自由が庭の輝きに、さあ眩め』!!」」

『ここ』が、生涯かけて目指した場所であることを叫ぶ。

『ここ』が、墓場にしたいとまで願った場所であることを叫ぶ。

「「『これぞ、我らが姉弟の辿たどった道』！　『我らが人生の辿りつく懐かしき故郷』！　『我らが我らである証明』!!」」

　なにより、『ここ』こそが、二人が二人で帰ると約束した二人の為ための『楽園』であるとも、『過去』でなく『いま』、世界に叫ぶ――!!

「「『いま、こここそっ、我ら姉弟二人の至る終わりの故郷』!!」」

　それこそが、二人の本当の『魔法』となる。




「「――共鳴魔法《桜童アイド・エンド楽土・テイテイー》!!」」




　二人の自らの人生を詠み終えて、真の魔法名を宣言し、戦いながら手を繫いで、互いが『ここ』にいることを確かめた。

　これこそが、ティティーとアイドの人生の全て。

　元は、未完成だった魔法二つ。『道作り』の魔法《■道ロード・オ落土ブ・ロード》と『故郷守護』の魔法《王■ロスト・ヴイ落土・アイシア》が合わさり、ようやく二人は、家に帰るための『魔法』に辿りついた。

　永い旅を経て二人は、この遥はるかなる故郷ヴィアイシアに帰った。

　間違いなく、これが世界最高の帰還魔法だろう。

「ここならば、自分たちは無敵です！　お先に行かせて貰もらいます！　姉様！」

　そして、姉弟二人は全身に力を漲みなぎらせて戦闘を再開させる。かつて二人が『統べる王ロード』を生んだ場所で、『統べる王ロード』という幻想を壊しに行く。

「うむ！　もはや、何も怖くなどない！　弟よ、花弁はなびらのように舞え!!」

「御意――!!」

　二人は世界を自分たちの故郷フイールドに塗り替えて、活いき活きと戦闘を再開させる。

　アイドは自分に強化魔法を重ねがけして、がむしゃらに前へ進む。

　そこに『統べる王ロード』の氷の矢が飛来するものの、全てがティティーに撃ち落とされる。

　先ほどと余り変わらない戦いだったが、結果は大きく異なる。

　もう凍える世界《フリーズ・ニブルヘイム》は存在せず、二人の故郷《桜童アイド・エンド楽土・テイテイー》が展開されている。それだけで『統べる王ロード』である陽ひ滝たきの魔法は極限まで弱まり、姉弟二人の魔法が極限まで増幅される。

『統べる王ロード』は負けじと様々な氷結魔法を構築するが、それを二人は悠々と乗り越えていく。勝負はついたと、僕は思った。

　戦っているティティーも、そう思ったのだろう。

　戦いながら謳うたい始める。それだけの余裕があった。

　戦い、舞い、笑いながら謳い、喜ぶ。
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「ああ……。『この千年、童わらべ二人は生を駆け落ちた』……。『道を迷い、別れ離れとなってしまったときもあった』……。しかし、もう怯おびえなくてもいい!!」

　ただ、魔法に心を込めるためだけに、ティティーは『詠唱』を足す。

　それにアイドも続いて、一度も見たことのない明るい笑顔で続く。

「二人は悟ったのだ。『人は夢に生きるのではない、心の故郷に向かって生きる』のだと！　その『魂に待ち続けてくれる住み家』が消えぬ限り、いつでも帰れるのだと!!」

　二人は過剰な『詠唱』を紡ぎ、自分の人生という『代償』を世界に払っていくが、そこには苦しみも悲しみもなかった。

　歓喜のまま、自らの人生そのものである『魔法』を、無限に強めていく。

　どの魔法とも似ても似つかない構築だ。ゆえに、僕は確信する。

　――間違いなく、これこそが本当の『魔法』。

　そして、『詠唱』を詠み終えたアイドは、勝利の確信をもって直進する。

「倒す！　姉様を苦しめる『統べる王ロード』を倒す！　このために自分は生きてきた！　生まれた！　ここで『統べる王ロード』を倒すことが、使命だった!!」

　姉の援護を信じて、一切の迷いなく駆け抜ける。

　氷の矢の雨を切り抜け、真横から叩たたきつけられる吹雪に耐えて、氷の刃を構える『統べる王ロード』の下まで、真っ直すぐと――

「前へ！　前へ！　前へ進みます――!!　届けえぇええええええ――!!」

　近づいてくるアイド相手に、『統べる王ロード』は後退を選択した。

　身一つで前に出てくる男に圧されてしまい、大きく距離を取って、遠距離からの氷結魔法で対応しようとする。

「行っけええええ!!　アイドォオオオオオオオオオオ――!!」

　しかし、それは姉が許さない。

　アイドの背中に、世界最高の追い風が吹く。

　ティティーの風によってアイドは、後退する『統べる王ロード』の下まで吹き飛ばされる。姉の援護を受け、アイドは叫び、手を伸ばす。

「届けぇえええエェエエ――――!!!!」

　アイドの手が、『統べる王ロード』に触れる。

　そして、その手の平から放たれるのは、彼が最も得意とした優しい魔法。

　かつて、僕たちの記憶さえも戻した異常回復の魔法。それが、この故郷《桜童アイド・エンド楽土・テイテイー》の力で増幅されて、世界最高の回復魔法となって陽滝を包む。

「――《リムーブフィールド》ォオオオ!!」

　瞬間、世界に光が弾はじけた。

　アイドの優しい魔力が王都全体を吞のみ込んでいく。

　それは、たとえ『水の理ことわりを盗むもの』でも防げぬ一撃だった。

　ぷつりと糸が切れた操り人形のように、陽滝の身体から力が抜ける。

　身から溢あふれ出ていた冷気と魔力が止まり、今度こそ完璧な眠りに落ちたのだ。

　世界から『統べる王ロード』という存在が消失した瞬間だった。

　それはつまり、アイドが『統べる王ロード』を倒したということ。

　――永きに亘わたる『統べる王ロード』との戦いが、『姉弟』の勝利で終わる。

　倒れかける陽滝の身体を、アイドは抱き止める。それを見た後方のティティーは、大きく息を吐きながら尻餅をつく。勝利の確信に満ちた笑顔で、万歳しながら喜ぶ。

「っふううー!!　ふはぁー、ははは！　ははっ、やったぁっ!!　もー限界だけど、やったー!!　童わらわたち『統べる王ロード』やっつけたよーー!!　あー、強かったー!!」

「ええ、やりました……。かの伝説の『統べる王ロード』に、自分たちは勝ちました……」

　アイドも同じように喜ぶ。

　二人は肩で息をつきながら、勝利を分かち合った。だが、まだアイドだけは気を抜いてはいない。すぐに陽滝を抱えたまま、観戦していた僕のほうに歩き出した。

　僕も隣で呆ぼう然ぜんとしているシスを置いて、アイドに向かって歩き出す。

　先ほど命がけの決闘を行った間柄だが、いまや僕たちの間に隔たりは一つもなかった。悪友同士のようにアイドと笑い合ったあと、無言で頷うなずき合う。

　そして、アイドから眠る陽滝を手渡されて、受け取る。

　やっと大切な妹が、僕の腕の中に帰ってきた。

　ずっとずっと探し続けていた妹が、いま腕の中にいる。

　それだけで、少し目じりが熱くなる。

「さあ、次は渦か波なみ様の番ですよ……。今度はあなたたち二人の絆きずなを、自分たちに見せてください……」

　気を緩ませかけている僕に、アイドは語りかける。

　ここからが本番なのだから気を抜くなと、友らしく注意をしてくれる。アイドに続いて、もう一人の友であるティティーも座ったままだが、僕を応援してくれる。

「かなみん！　ちゃちゃっとディアちゃんを助けてあげるように！　童わらわたちはちょっと疲れたから、ここで見守ってるのじゃ！」

『統べる王ロード』の相手はアイドとティティーだが、使徒の相手は僕たちであると言う。

　それに僕は、当然だと笑って答える。

「ああ、そこで見ててくれ。僕たちだって、二人に負けはしない。なにせ、僕と陽滝は全次元全世界で一番仲のいい兄妹なんだから――」

　姉弟にも負けない兄妹であることを主張して、腕の中の陽滝を強く抱きしめる。

　すると眠っていた陽滝が身み動じろぎをした。寝相のように身体を動かして、その両腕を僕の首に回す。いま僕が望んでいることを、言葉にするまでもなく陽滝は無意識でしてくれたのだ。

　ああ、そうだ。僕たちもアイドとティティーと同じだ。世界に二人きりの兄妹、言葉などなくとも心は通じ合っている。もう二度と離しはしない。

　そう誓い直したところで、少し遠くで呆然としていた使徒が我に返り、僕たちに向かって呟つぶやき出す。

「そんな――？　え、え……？　出来損ないの『理を盗むもの』二人に、私の陽滝が負けた……？　あ、ありえないっ！　そんなこと、ありえない！　こ、理で勝利は決まってたのよ!?　そんなのおかしいわ!!」

　陽滝の敗北が信じられないようだ。

　必勝の確信を覆されて、決闘前の余裕が失われている。

　ふらつきながら歩き出し、戦意と共に僕と陽滝に近づいてくる。

「盟友、返しなさい……！　陽滝は私のよ……！」

　脅すように、その身の魔力を増幅させていく。

　ディアの身体を使っているだけはあって、先ほどの陽滝にも負けない膨大な魔力だ。

　だが、僕に動揺はない。

「なら、かかって来いよ。使徒シス。いまから僕の全てを見せてやる。

　『異邦人ぼく』の真の全力を、見せてやる――」

　僕は陽滝の膝裏に左腕を通して、下半身だけを持ち上げる。

　陽滝が僕の首にしがみついていたため、必然とお姫様抱っこの形に近くなった。

　しかし、剣を握っているため、お姫様の背中を支える右腕がなく、いまにも落としてしまいそうだ。

　けれど、僕は陽滝が腕から落ちる心配を全くしていない。

　僕の首に絡む陽滝の腕から、確かな力を感じるのだ。僕だけでなく、妹も僕から二度と離れまいと思ってくれているのがわかる。

　だから、このままでも十分に戦えると確信する。

　いや、十分どころか、いまならばいつも以上の力で戦える。

「――共鳴魔法《次元の冬デイ・ウインター》」

　僕から溢れる次元属性の魔力と、腕の中の陽滝から溢れる氷結属性の魔力を混ざて、かつて愛用していた魔法を構築する。

　アイドとティティーの暖かな故郷の世界を借りて、春風と少し違う涼やかな風を吹かせた。『ここ』には合わない異質な風だ。しかし、その少し冷たい風こそ、僕たち『異邦人』の故郷の風だから、少しの間だけ許して欲しい。

　これが、僕たち相あい川かわ兄妹の力なのだ。

　かつて連合国を騒がせた次元と氷結の複合魔法使いなのだ。

　先の姉弟二人に負けはしまいと、僕は身から魔力を漲らせ、剣先を使徒に向ける。

「私の陽滝を！　陽滝を、返しなさい――!!」

　追い詰められたシスは叫ぶ。輝く魔力を背中から噴出させて、限界まで上げた59レベルに相応ふさわしいプレッシャーを見せつける。

　それに僕は真っ向から受けて立つ。

「無駄だ、シス。どれだけ魔力があろうと、全ては凍りつく。――魔法《次元の冬デイ・ウインター》」

　僕の開発した魔法によって、シスの魔力の噴出が停滞する。

　先ほどのように、世界全てを冬に変える必要などない。僕の次元魔法の補助によって、シスの魔力と魔法だけが的確に凍っていく。結果、彼女は自分の腕を光の剣に変化させようとして、その構築の余りの遅さに動揺する。

「――――っ!?　その盟友のステータスで、なんでいまの私が押し負けてるの!?　この結界のせい？　あの二人の魔法が悪いの？　それとも別の魔法が……!?」

　完成した光の剣の出来にも納得していないだろう。

　この失敗には深い理由があるはずだと、シスは周囲の情報を集めようとする。だが、すぐに原因が僕の放つ《次元の冬デイ・ウインター》だけであると理解して、顔を歪ゆがませた。

　歪んだ顔が怒りに染まる。それはつまり、僕との魔力のぶつけ合いに、純粋に負けているということに他ならなかったからだ。

「み、認めない!!　こんな理不尽っ、私は認めないわぁあああ!!」

　シスは再度叫び、魔力の噴出の勢いを増幅させる。

　背中から噴水のような白い粒子が拡散する。まるで、それは推進用の噴射装置バーニアのようで、見ようによっては天使の羽にも見えた。

　金砂の髪に、白はく皙せきの美貌に、白い翼。まさしく、天の使徒と表現するしかないシスだったが、その神々しい姿に見合わない醜態を見せ続ける。

「レ、『魔力変換レベルアツプ』して！　ステータスを魔力に極化！　スキル『過捕護』によって増幅！　これで計算上は、盟友の十倍以上の魔力が――!!」

「無駄だ」

　持ちうる全ての強化魔法を重ねたシスが突進してくる。

　通った跡には星ほし屑くずの川ができるほどの魔力の濃さだったが、僕の《次元の冬デイ・ウインター》の力が一蹴する。突進の道半ばでシスは失速し、目の前で右腕を鈍く振りかぶった。

　ただ、その腕を変化させた光の剣の切っ先は鋭い。

　剣の輝く魔力に触れたものは、全てが問答無用で裂かれ、断たれることだろう。

　だが、どれだけ剣は鋭くとも、動きが遅過ぎる。

　悠々と僕は、光の剣を躱かわす。続いて、シスは左足を光の剣に変えて蹴りを放ったが、逆に剣で太ももを斬り返す。

　空間把握と敵の鈍足化によって、戦いは一方的だった。

　自分で作った自分の為ための魔法だからか、この魔法《次元の冬デイ・ウインター》の安定感は異常だ。

　これがある限り、どんな敵とだって戦える気がしてくる。

「な、なんで……？　なんでなの!?　十倍以上の魔力で戦ってるのに！」

　戦闘の不利を悟ったシスは、翼を羽ばたかせて大きく後退する。

　先ほど、数値では測れない『魔法』を見たばかりだというのに、まだシスは常識的なルールの中で戦い続けていた。それでは、僕と陽ひ滝たきの共鳴魔法は絶対に破れないだろう。

「ディ、ディアブロちゃん！　なんとかして!!」

　ただ、理屈はわからずとも、このままでは負けると理解したようだ。シスは身体からだの本来の主あるじの名前を呼んで、かくんと身体から力を抜いた。

　次に顔を上げた瞬間、そこにはディアがいた。苦しそうな表情で、涙ぐみ、僕の腕の中にいる陽滝に向かって手を伸ばして、そのまま魔法を放とうする。

「あ、あぁ、ぁああ……？　なにが……？　なんで、ジークが……。ジ、ジークを返せ……。俺に返せ！――《フレイム・アロー》!!」

　陽滝を抱く僕を見て、ディアは顔を歪ませて魔法を構築した。

　ぱっと魔力が弾け、白線を引くような炎の矢が放たれる。

　それを僕は避けない。《次元の冬デイ・ウインター》の冷却による減衰のみで無効化してみせる。

　減衰し切ったことで炎の矢とは呼べなくなった熱量が、僕の頰を軽く撫なでた。

　懐かしい魔法だ。かつては、その魔法に何度も助けて貰もらったものだ。

　僕は昔を思い出しながら、ディアに言葉をかける。

「……違うよ、ディア。ジークは、僕だ」

「あぁあ、ぁああ、ジーク……！　ジーク、ジーク、ジーク！　あぁあぁああっ!!」

　ディアは僕の言葉を耳に入れることなく、不安そうな表情で陽滝を求める。

　その彼女を前に、僕がかける言葉はもう決まってある。

　ずっとディアは悩んでいた。初めて出会った頃から、ずっとだ。

　悩みを一人で抱え続けて、最後まで誰にも気づいて貰えなかった。そして、アイドやティティーのように心が折れて、偽物に縋すがり付くしかなくなってしまった。

　いまならば、彼女の気持ちがわかる。

　一年前、ワイスとパリンクロンから教えてもらったもの。

　ティティーとノスフィーとの戦いで学んだもの。

　何より、いまアイドの背中から見たもの。

　その多くの経験が、言葉を紡いでくれる。

「ディア、僕は僕だ。渦波でもジークでも、何とでも呼んでくれていいけど、僕が僕であることだけは忘れないで欲しい。ちゃんと僕はここにいるんだ」

　僕と陽滝を間違えないように、はっきりと自己紹介をやり直す。

「ディアもディアだ。シスのやつがやったことなんて、ディアとは一つも関係ない。千年前の責任なんて、一つもあるわけない。当たり前だろ？」

　次に、ディアが自分の背負うものを間違えないように、はっきりと千年前のシスとは別人であることを伝える。

　だが、まだ足りない。まだディアの瞳は僕でなく、陽滝に向けられている。

　当然だ。ディアを縛っている重荷は、まだまだあるだろう。潰れてしまうほどある。

　そのせいで、ディアは思いつめて、一年前に僕の前から姿を消した。

　だから、いま僕がやらないといけないことは、アイドと同じことのはずだ。

　過去に押し付けてしまった重荷を一つずつ返してもらって、これからは二人で乗り越えないといけない。だから、僕は何度でも、その名前を呼びかける。

「ディア。初めて出会った日のこと、まだ覚えてる？……あの日、僕は卑ひ怯きよう者ものだった。思い出すだけで、気分が悪くなるようなやつだった。だから、一つだけやり直させて欲しい。たった一つだけでいいから、言い直させて欲しい――！」

　アイドに倣って、僕は叫ぶ。

　あの始まりの日、僕こそがディアと仲間になりたがっていたのに、卑怯にも彼女から誘わせてしまった。我が身可愛かわいさに恩を着させて、迷宮での戦いの責任をディアに背負わせてしまった。

　それが全てではないが、間違いなく、ボタンの掛け違いのような最初の間違いだった。

「ディア、僕と一緒に迷宮へ行こう……！　もう一度、僕と一緒に行こう！　ディアが僕と一緒にいたいんじゃない！　あの日、僕こそがディアと一緒にいたかったんだ！　だから、今度は僕がディアの手を取る！　手を取るから！　一緒に、みんなのところまで帰ろう!!」

　僕こそが、ディアを欲しいと願う。

　その声を聞いたディアは、びくりと身体を震わせた。

「カ、カナミ……？　お、俺は……いや、『私』は……――」

　彼女の瞳が陽滝の身体だけではなく、それを腕に抱える僕の顔も映した。

　僕と陽滝を見比べながら、表情を少しずつ変えていく。

　苦く悶もんの表情が、ほんの少しだけだが和らいだ気がする。さらに、何かを思い出したかのような表情を見せて、左手で自らの髪留めに触れた。それは僕とディアの冒険の思い出。迷宮探索でお金に余裕ができたときに贈った『アイリアの髪留め』にディアは触れながら、一歩前に出ようとする――が、それは中にいるシスによって妨げられる。

「――ちいっ！」

　舌打ちしながら後退されてしまった。

　シスが強引にディアから意識を奪ったのだろう。

　ディアにはない表情を見せて、冷や汗を垂らしながら悪態をついていく。

「最低……！　盟友のそういうところが嫌いよ……。そうやって女の子を騙だましては、傷つけて回るところが嫌いだわぁ!!」

『アイリアの髪留め』から手を離し、絶対に僕の手だけは取らないという意思を見せて、自分の身体を指差していく。失われた右腕と左足、その意識さえも他人に奪われている身体を見せつけて、僕を批判していく。

「何が、ディアブロちゃんと一緒にいたいよ！　この腕はティーダにやられたわ。胴体はパリンクロン・レガシィに、この足は親友だったマリアちゃんにやられた。そして、この腿ももの傷は、愛するあなたから、いま――」

「わかってる。そんなことは、全部わかってる。わかった上で、僕は言ってるんだ」

　冷静に一蹴する。

　その程度の批判は、予想していた中でも――いや、予知していた中でも、温ぬるい。

　逆に、僕はシスを批判していく。

「レガシィと同じ使徒でも、おまえは二流だな」

「わ、私が、二流――!?」

　その乱暴な反論は予想外だったのか、シスは今日一番の憤怒の顔を見せる。

　他の全ては許せても、使徒であることの誇りだけは大事なようだ。

「パリンクロン・レガシィはもっと凄すごかったぞ。あいつが人質にしたのは僕の全てだ。相川渦か波なみという存在そのものを盾にして、脅してきた。妹の幸せ、仲間たちの絆きずな、僕の生きる意味、全てだぞ？　それに比べて、おまえはどうだ。仲間一人を人質にしただけで、ちょっと力を手に入れただけで、慢心した。もう何でも自分の思うがままだと思った。その結果がこれだ」

「このっ、盟友――!!」

　シスは激げき昂こうして右腕の剣を振りかぶって、前に突進してきた。

　あのパリンクロンならば、この程度の挑発には絶対乗らないだろう。

　むしろ、この下手な猿さる真ま似ねの挑発を哂わらって、さらに挑発し返してくるに違いない。

　シスの雑な剣を避けて、足を引っ掛けて転ばせる。

　すぐさま起き上がろうとするシスの鼻先に剣先を向けて、動きを止める。動けなくなった彼女は、唸うなりながら僕を睨にらむ。

「くっ……！　ディアブロちゃんを見捨てて、私を殺すって言うの……？」

「ディアを見捨てるわけないだろ。ただ、必要なら、その残った四肢を斬って、おまえを行動不能にするくらいのことはする」

　身体を乗っ取られているせいで、色々と制限はある。

　ディアの身体を殺すことはできないが、それ以外のことに迷いはない。

「て、手足を……？　ディアちゃんの身体を、人生を、何だと思ってるの……!?　手足くらいなくても問題ないって、盟友は本気で思ってるの……!?」

　その冷たい発言にシスは驚き、僕の正気を疑った。

　それに僕は首を振って、声を荒らげる。

「手足くらいなんて思うか……！　ディアは剣士になるのが夢だったんだ……。その腕一つが、脚一つが、あいつの魂そのものだ！　ただ、それでも！　何があっても絶対におまえからディアを助けると、そう僕は心に誓ってるだけだ！　おまえの呪縛から解放しないと、ディアの人生は始まりすらしない!!」

　二の足を踏んで、取り返しのつかないことになるのは、もう二度と繰り返さない。

　その覚悟を前に、シスは目を見開く。

「あ、あなた、本当に……、本当に盟友なの？」

「ああ、僕は僕だ！　相あい川かわ渦波だ！　相川渦波は、もう二度と諦めはしない！　迷い悩んで、立ち止まりもしない!!　そう決めた!!」

　いま僕の力はシスを上回っている。

　ならば、あと僕に残っている負ける要素は、精神的な遅れだけだろう。

　だからこそ、絶対に負けるわけにはいかない。

　もう二度と、心の弱さを敗因にはしない。

「わ、私を行動不能にすることができたとしても！　私とディアブロちゃんをどう分離するつもり!?　私たちは完全に一体化してるのだから、そう易やす々やすとは――」

　僕が退くことはないとシスは思い知ったのだろう。

　別の方法で現状を打開しようとする。

「本当にできないと思ってるのか？　僕はできると思ってる」

　それに僕は、魂を抜き取る魔法《ディスタンスミュート》で応える。

　剣を持った右腕を紫色に発光させて、いつでもシスだけを排除できることを示す。

「ぁ、ぁああ、あぁ……。そ、そんな……、それじゃあ、まるで盟友が――」

　僕を見て、シスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。一瞬だけ、何か大切なものを見つけたかのような顔を見せて――すぐに表情を怒りに染めて、子供のように叫び出す。

「なんでよ!?　なんで、また盟友は私を認めないの!?　嫌いっ！　盟友なんて大っ嫌いよ！　私を認めない盟友なんて要らないわ！　もう死ね！　死んでしまえ!!」

　追い詰められたシスは狂乱して、目の前にある剣にも構わず立ち上がろうとする。

　その反撃を予想していた僕は、前もって用意していた最大の魔法を展開する。

「――共鳴魔法《過密次元デイ・オーバの真冬ーウインター》」

　二人の『理ことわりを盗むもの』による共鳴魔法を受けて、立ち上がろうとしたシスの動きが鈍る。僕は剣を地面に投げ捨てて、シスの胸の中に《ディスタンスミュート》をゆっくりと差し込んだ。

　その隙だらけの身体に腕を差し込むのは容易だった。

　シスは小さく呻うめき、目を見開く。僕の勝利が決まる。

「さよならだ、使徒シス」

「私が負け……？　こんなにあっさり……？　な、なんで？　ただ、私は世界を平和に、みんなを幸せにしたかっただけなのに――」

「おまえの言う『みんな』は、おまえとおまえの主の二人だけなんだ……。そう僕には聞こえる。だから、僕はおまえを認められない」

　胸に腕を差し込まれて、魂を握られ、動けなくなったシスは、この世の終わりのような表情を見せる。

　まだ、現実を認められないのだろう。小さく首を振りながら、ぶつぶつと呟き続ける。

「……なんで？　私の用意した陽ひ滝たきがいて、ディアブロちゃんという完璧な身体も手に入れたのに？　ディプラクラのやつの用意した盟友に負ける？　レガシィにも、ディプラクラにも負けて、負けて負けて負けて――も、もしかして、私が一番弱かったの……？　一番の出来損ないは、私だったの……？　あ、ぁああ、ぁあああああああ――!!」

　悲鳴をあげる。その声を間近で聞き、一瞬だけ身体からだが止まりかけたが、僕は容赦なくシスの魂を摑つかみにいく。その間も、彼女は叫び続ける。

「レガシィ――!!　ディプラクラァアア――！　許さない！　許さない許さない許さない！　なんで、あなたたちばっかり！　あなたたちばっかりぃいいいい――!!」

　僕は手を引き抜く。ディアの身体を一切傷つけることなく、ディアではないものだけを魔石にして抽出した。当然、シスの断末魔の叫びが世界に響き、

「許さない!!　絶対に許さない！　許さないんだか―――」

　ぷつりと途絶えた。

　シスは身体を失い、この世界を生きる権利が消える。

　同時に、ディアの身体が草原の中に倒れ込みかける。

　それを僕は、魔石を持った手で抱き止めて、優しく草原に寝かせる。

　そして、すぐさま僕は手の中にある白い魔石を、陽滝の氷結魔法で念入りに凍らせて、『持ち物』に入れる。これでもう、彼女が目を覚ますことは永遠にないだろう。

「終わった……。やっと……」

　使徒シスの終わりを確認して、僕は空を見上げる。

　その腕に抱いた妹である相川陽滝をディアの隣に寝かせながら、感慨の一息をつく。

　この異世界に来てから、ずっと追い求めていたものがここに揃そろった。

　もう二度と、焦燥感に襲われて眠れなくなる夜はないだろう。

　元の世界の記憶を思い出して、胸が裂かれるような思いをすることもない。

　ようやく、辿たどりついたのだ。

　地面に投げ捨てた宝剣ローウェンを拾い、乱雑に扱ったことを謝りながら『持ち物』に入れる。

　自然と口元が緩む。

　よく見れば、眠る陽滝もディアも、同じように笑っているような気がした。

　まだ全てが解決したわけではないが、目から涙が零こぼれそうになる。

　そして、その潤んだ瞳を、取り戻した二人ではなく、別の方向に向ける。

　そう遠くない位置でティティーとアイドが肩をくっつけ合って、見覚えある『白桜ピエリス・アイシア』の木を背にして座り込んでいた。

　こちらもまた、陽滝とディアと同じように、優しく微笑ほほえんでいた。
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　戦いは終わった。

　僕は一人で歩いて、アイドとティティーに近づく。

　スノウは草原に寝かせたディアと陽滝の様子を見守ってくれている。これが守護者ガーデイアンたちの最後の時間であると理解して、付き合いの深い三人だけにしてくれるようだ。

　僕が近づいてきたのを見て、まずアイドが笑って話しかけてくる。

「……見事でした。これで終わりですね。今日にて『統べる王ロード』の座は空席となり、その後見人だった使徒も消えました。このヴィアイシアの戦いは終わりでしょう」

　それに隣のティティーも続く。

「これでもう、童わらわたちに『未練』はないのう……。あるとすれば、ノスフィーくらいか？　ただ、あれはかなみんじゃないと駄目みたいじゃからのー。よし、かなみんよっ、童わらわの友達ノスフィーは、絶対におぬしが幸せにするように！　頼んだぞ！」

「え、えっと……、努力はするよ」

　最後の最後に、とんだ無茶を頼まれて、僕は困った顔を見せるしかなかった。

　それにティティーは不満そうに唸る。

「むぅー……。いや、あとはかなみんたちの問題か。これ以上は止やめとくのじゃ」

　ただ、唸りながらもティティーの顔は晴れやかだ。

　口で言うほど不満はないことが、その表情からわかる。

「童わらわは、かなみんもノスフィーも信じておるからな！　二人とも自慢の友達じゃ！」

　僕がいる限り、安心だと言ってくれる。

　僕を信じてくれる彼女を『未練』なく見送るため、困った顔のままだけど頷うなずいて返した。それにティティーは嬉うれしそうに「うむっ」と頷き、それを隣のアイドは笑って祝福する。

「ふふ、あの姉様にも友達ができたのですね……。少しだけ羨ましいです」

「何を言う！　アイドも、かなみんと友達じゃろう!?」

　その姉の言葉を聞き、僕とアイドは驚きながら見つめ合う。

　そして、その言葉が真実であることを、すぐに確信する。

　笑えることに、夕日の下で殴り合ったかのようなベタな友情が、確かに僕たちの間にはあったのだ。その友情を感じ取ったアイドは、本当に嬉しそうな顔を見せる。

「そうみたいですね……。思いがけず、ここにきて欲しかったものが全て手に入ったようです……。ああ、やはり『ここ』は素晴らしい……」

　いまにも泣きそうな感極まった顔をアイドは見せる。当然、守護者ガーデイアンである彼の姿は、『未練』喪失に合わせて薄くなっていく。よく見れば、隣のティティーも同様だった。

「二人とも……！　身体が……！」

「正直、すっからかんじゃからな！　魔力もだけど、『未練』ものう！　ゆえに、終わりみたいじゃ！　ばいばいなのじゃ！」

　消失を予感したティティーは、まず遠くのスノウにぶんぶんと手を振った。

　その表情に一切の陰りはない。

　空気に溶けるかのように、自らの存在が希釈されていくのを受け入れている。

「もう……お別れなのか？」

　できれば、もう少し三人で話をしたかった。ようやく全ての溝が埋まったというのに、最期の時間が余りに短過ぎる。

　そう思ったのだけれど、ティティーは違ったようだ。首を振る。

「違うぞ、かなみん。もう、ではないぞ。この『いま』の時間は短くなどない。千年より長い一瞬が『いま』『ここ』にあるのじゃ……。確かにな……」

　その細めた両目で、ティティーは周囲の景色を見渡す。

　魔法で構築した故郷《桜童アイド・エンド楽土・テイテイー》の映すヴィアイシアの景色を見て、永遠に相応ふさわしいものが詰まっていると断言した。何物にも代えがたい価値が『ここ』にあると、ティティーは頰を赤くして、大きく口を開けて喜ぶ。

「やっと童わらわは童わらわの時間を生きておる!!　ぎゅうっと時間が詰まっておるぞ！　あの落ちるように加速するだけだった千年とは違う！　確かな時間が『ここ』にある！　『いま』、童わらわは千年よりも長い一秒を生きておると確信しておるぞ!!」

　そして、座った両手を広げて、この故郷の空気を一杯吸い込んだ。

　堪能しながら、その素晴らしさを僕に教えてくれる。

「凄すごいのじゃ！　世界が華やいでおる！　色づいておる！　時間が輝いておる!!」

　時間が輝く。僕には追いつけない感覚だったが、隣にいる弟は違ったようだ。

「ふふっ、そうですね……。確かに、やっと生きている気がします。昨日までの色いろ褪あせた世界が噓うそのように鮮やかで……、目が霞かすみそうです……」

　二人は満足そうだった。

　ならば、僕は微笑んで身体が薄くなっていく二人を見送るしかなかった。

　いま、完全に二人は『未練』を解消した。これ以上、呼び止めることはできない。

「それじゃあの、かなみん！　ここまでの道案内、ありがとうの!!」

「心から感謝しています、渦か波なみ様。あなた様もあなた様の故郷に帰れることを願っております」

　お礼を言われた僕は、少しだけ迷ったあとに、小さく手を振った。

　身体が透けて、背中の木が見え始めている二人に別れを告げる。

「ああ、さよなら……。二人とも……」

　永遠の別れの挨拶が終わる。

　そして、消える直前まで共にいようと、座ったままティティーとアイドは手を繫つなぐ。

　もう二度と離さないと手を握り締め合い、姉弟最期の一瞬を過ごしていく。

「ふふふ、流石さすがは姉様です……。いつかの褒美、『いま』『ここ』を、ありがとうございます……」

「うむ。ようやく、童わらわたちは『いま』『ここ』に還かえれたのう……。だが、すまぬ。かなり遅れてしまったのじゃ……」

「しかし、間に合いました……。間に合ったのです。『褒美』を、ありがとう、ござい……、ます……。もう、手離しは……、しません……」

「童わらわだって、おぬしを手離さない……のじゃ……。もう……、二度と……」

　身体の消失に合わせて、声は途切れ途切れとなっていく。

　その最期の会話は、千年前の約束。『褒美』についてだった。

　二人が昔を懐かしんでいるせいか、その薄くなった大人の身体に子供だった頃の二人の姿が重なって見えた。舞う魔力の粒子の中に詰まった思い出を、僕の《ディメンション》が読み取っているのだろう。

　翠みどりの髪の半鳥人ハーピイの少女と白い髪の樹人ドリアードの少年が見える。かつて褒美を約束した『白桜ピエリス・アイシア』の木の下で、二人の子供が手を繫いで寄り添い合っている。

「この、草原……――、懐かしい、匂いが――するのじゃ……。アイド、空が青――いぞ……――」

「はい。こんなにも――世界は綺き麗れいだったのですね。とても……、風が気持ち、いい――です……――」

　掠かすれていく声。

　小さく、遠くなっていく。

　けれど、二人の声は確かに聞こえた。二人の最期を迎える声が。




「「――ああ、やっと帰れた懐かしい故郷――」」




　最期の言葉は綺麗に重なって、風に吹かれて搔かき消えた。

　ふっと吹き飛ばされる靄もやのように、二人の身体は世界から完全に消失した。

　姉弟の魔力の粒子が、ヴィアイシアの風によって舞い上がっていく。

　――幼い二人の綴つづった『統べる王ロード』の物語は終わる。

　その物語の最後を飾る一枚絵は、波打つ草原に立つ『白桜ピエリス・アイシア』の木の下。

　風が拭き、花弁が舞い、手を繫いで、肩をくっつけて、一緒に笑う姉弟の姿。

　物語の最後、二人は答えに気づいた。

　二人が二人を証明するのに、他に何も要らなかったことを。

　姉には弟がいて、弟には姉がいる。ただ、家族がいる。

　たったそれだけでよかったことを――

『証明』するかのように、その舞い上がる最期の光の奥に、視える。

『未来視』も『過去視』も行っていない。

　ただ、その濃い魔力の残ざん滓しから、光景が感じ取れた。

　最期の光の奥に見えるのは、家だった。あの切り妻屋根の家だ。

　その懐かしい香りのする家の入り口前に、二人の『魔人』の老夫婦が立っている。

　微笑みながら、家族の帰りを待ってくれている。

　そこに家の隣の『白桜ピエリス・アイシア』で座っていた二人の子供が立ち上がり、駆け寄っていく。

「ただいまなのじゃ！」

「ただいまです！」
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　童わらべ二人の元気な声が聞こえたような気がした。

　その光景を最後に、舞い上がっていた光の全てが収束していく。

　二つの結晶に変わっていく。

　それは手を繫いでいるかのように重なった魔石。

　守護者ガーデイアンを倒した証明、『理ことわりを盗むもの』の魔石が二つ。





【守護者ガーデイアンの魔石】




守護者ガーデイアンアイドの魔力の結晶




【守護者ガーデイアンの魔石】




守護者ガーデイアンティティーの魔力の結晶






　続いて、守護者ガーデイアンの階層の突破を意味する『表示』が見える。





【称号『風に寄り添う童わらわ』を獲得しました】




木魔法に＋0.50の補正がつきます




【称号『木に寄り添う童わらわ』を獲得しました】




風魔法に＋0.50の補正がつきます






「帰れてよかったな……。ティティー、アイド……」

　祝福と共に、僕は落ちた魔石二つを拾う。そして、伏せた目を上げて、周囲に向けると、展開されていた魔法《桜童アイド・エンド楽土・テイテイー》が解除されていた。

　二人の故郷が消えて、僕の知っている王都に戻っていく。

　いや、違う。よく見れば、違うところがところどころある。

　ただでさえ緑の多かった王都に、さらなる自然が芽吹いていた。

　アイドの動かした城に踏まれたところに、木属性の魔法で生い茂ったであろう草花が広がっていた。それも、ただ広がっているだけでなく、庭師の手が入っているかのように整然としている。

　何より、一番変化していたのはヴィアイシア城だった。

　巨人となっていたはずの城が、ただの一本の大樹に変わっていた。

　城としての機能を保っているのは中腹までで、そこから先は完全に樹きだ。

　空に触れるほどの大樹が育ち、そこから無数の枝が伸び、白い花が咲いていた。

　その樹の種類は間違いなく、『白桜ピエリス・アイシア』。

　荘厳で幻想的な大樹が、姉弟の去った跡に遺のこった。

　僕は二人の魔石を握り、ヴィアイシアの空を見る。

　大樹に咲いた満開の花が風に揺れている。

　――ああ、風が心地いい。

　ヴィアイシアに風が吹き、白い花びらが舞っている。

　ただ、それだけのことが、なぜかとても幸せに感じられた。

　どうしてか、この時間が長く感じる。

「ティティー、おまえの言う通りだな……」

　確かに、世界は色鮮やかで、時間は輝いているのかもしれない。

　そう僕は思った。







５．エピローグ







　アイドとティティーの消失から一週間後。

　ヴィアイシア国王都にあるヴィアイシア城の玉座の間で、緊急の『北連盟』各国首脳会議が行われた。集合したのは『北連盟』に加入している国の重鎮たちと、その護衛。さらに、本土の北部で暮らしている民族の代表たちだ。

　玉座の間には、会議用のテーブルが大量に持ち込まれているので、その全員が一堂に会する。右を見ても左を見ても、一筋縄ではいきそうにない曲くせ者ものたちが並んでいる。『北連盟』各国の錚そう々そうたるメンバーだ。

　そのテーブルの一席に、僕も――『異邦人』相あい川かわ渦波も座っている。

　建前としては、《コネクション》での馬車代わり、もしくは有事の際の戦力と言われたが、本当のところはネームバリューを利用する為ためだろう。僕がアイドの代行を主張するルージュちゃんの隣にいることが、他国へのちょっとした牽けん制せいになると言われた。

　――正直、息苦しい。

　以前、連合国のラウラヴィアの舞踏会で感じた疲労と同じものが身体からだに溜たまっていく。しかし、その疲労感に耐えて、僕はいかにもできる英雄を装って、周囲に睨にらみを利かせ続ける。

　その間、僕の隣のルージュちゃん一人だけが立ち、ずっと弁舌を振るい続けていた。

　かれこれ、もう半日以上は続いている。

　その長話の内容は、先週に起こったヴィアイシア王都での戦いの結末だけではなく、『宰相』アイドの病死についてだった。アイドと最も近しかった『魔石人間ジユエルクルス』として、その遺言を『北連盟』全体へ伝えているのだ。

「――以上が、アイド先生の遺した言葉です。これからヴィアイシアは『統べる王ロード』一人に頼り切らない国に変わっていきます。みんなでみんなの生きる道を決められる国にしていきましょう」

　いま、ようやく遺言が伝え終わり、玉座の間に揃そろう面々はざわめいた。

　顔を顰しかめる大人たちで溢あふれかえっていく。

　当然だろう。アイドの突然の失踪だけでも怪しいのに、堂々とルージュちゃんがアイドの代弁者となっているのだ。

　表立って文句は言ってこないが、その表情から強い不満と猜さい疑ぎ心しんが見て取れる。

　確かに、いまのヴィアイシア城で立場がトップなのは、一応はルージュちゃんである。

　この国の建て直しを始めたときの初期面子メンツはアイド・シス・ルージュ・ノワールの四人だったので、年長者二人のアイドとシスがいなくなったいま、自然とルージュが一番上に来るのだが――正直、誰も納得いかない様子だ。

　誰もが便宜上の立場だと思っていた。何より、余りに若輩過ぎる。威厳がなさ過ぎる。年功序列の世界でないとはいえ、自分よりも二回り以上幼い少女に、上から口を利かれるのは思うところが多くあるはずだ。ただ、ルージュちゃんの隣にいる少女の声が、不平の溜まっている大人たちを黙らせる。

「……なにか？」

　僕ではない。出来損ないの吸血鬼ヴアンパイアにて、『レギア国名誉欠番姫』にて、『イングリッド大商会の長』であるクウネル・クロニクル・シュルス・レギア・イングリッドの声だ。

　彼女の声を聞いて、大人たちは睨みつける目を逸そらした。

　その幼い容姿と言動に惑わされがちだが、年齢だけで言えば彼女はトップ中のトップ。

　皺しわだらけの老将たちさえも子ども扱いできる真の生きる伝説だ。そのクウネルが僕の逆隣に座って、僕とは違った睨みをルージュちゃんのために利かせ続けている。

　クウネルは玉座の間の中、一人だけ異質も異質だった。

　身に纏まとった奇抜な正装を始めとして、その空気を歪ゆがませる魔力、その妖艶で底知れぬ表情、その経歴と後ろ盾からくる圧倒的存在感、全てが普通ではない。

　その彼女が、ルージュちゃんの支持者として隣にいる。

　高齢で有名過ぎるクウネルの威厳を前に、誰も易やす々やすと口を挟むことはできず、ルージュちゃんの独壇場が続く。

　こうして、右手に全土最高の暴力である『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』を、左手に全土最高の権威である『クウネル・クロニクル・シュルス・レギア・イングリッド』を持ったルージュちゃんは、アイドの遺言などという噓うそっぱちを叩たたきつけたあと、これからのヴィアイシアの人事を勝手に決めていく。

「――というわけで、本日よりヴィアイシアの『統べる王ロード』と使徒様の立場が少し変わります。隠居とまでは言いませんが、以前より口を出さなくなります。とてもとても静かなアドバイザーとでも思ってくれて結構です」

　演説の途中、ふと後ろに目を向ける。

　ヴィアイシア国の紋章のペナントが揺れる真下。

　玉座に座る陽ひ滝たきが無言で座っていた。

　そして、その隣には使徒シスの振りをした正装のディアが立っている。

　ルージュちゃんの言葉に対してディアが小さく首肯して、伝説の使徒のお墨付きであることが証明される。

「さて、今日のところはこれで終わりにしましょうか。幸い、つい近日『南連盟』のほうでも総司令さんが急にいなくなるという問題が起きたので、たっぷりと時間はありますからね。詳しい話は、また後日ということで……」

　それを最後に、玉座の近くに控えていた護衛役のスノウが、使徒と『統べる王ロード』の二人を連れて玉座の間から退出していく。

　そのスノウの姿を見て、驚く者は多かった。
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『南連盟』の元総司令官代理であるスノウが、余りに堂々と会議に同席していたのだ。それも、『北連盟』の旗印である『統べる王ロード』の隣で。

　当然、僕たちの息のかかっていない人たちのざわめきは増すばかりだ。

　それを僕は、内心で冷や汗を垂らしながら見つめる。

　このやりたい放題の状況の全てが、そこにいるクウネルの描いた絵図だ。慎重に事を進める主義の僕は、これで本当に上う手まくいくのか不安で堪たまらない。

　クウネルの事前の説明では、ルージュちゃんには太いパイプが各所にあり、敵である『南連盟』とさえも既に話をつけているということを匂わせたいらしい。

　その策略に僕は、黙って従う。

　戦闘と探索の専門家である僕と違って、クウネルは国の交渉の専門家だ。

　会議前の彼女の「国力と兵力でヴィアイシアという国は『北連盟』トップなんですから、すごい楽な話ですよー。強気にハッタリをきかせていけば、それだけでいけるいける」という言葉を信じよう。スキル『感応』の警報アラートは鳴っていないので、流れは問題ないはずだ。

　その内心の不安を、僕は表情に出さないように努め続けていた。

　そして、半日に及ぶ会議と見せかけた一方的な通告が終わり、ようやく僕の出番は終わる。ルージュちゃんの退出に合わせて、僕とクウネルも続いて玉座の間から出て行く。

　退出の途中、集まった首脳陣の表情を見た。

　その顔色から渦巻く陰謀とか駆け引きとかを、色々と察せてしまう。

　中には、明日にでもルージュちゃんを蹴落とそうとする流れがあった。

　スキル『感応』『詐術』があり、いまや『過去視』さえできてしまう領域に至った僕の観察眼からすると、全てが筒抜けだ。

　会議が終わると同時に、誰もが困惑しながらも各国の代表と情報交換を始める。

　だが、全てがクウネルの予想範囲内だった。

　間違いなく、『北連盟』は混乱に陥った。だが、クウネルは混乱を最小限に留とどめるために、あえてこちらから混乱を起こして主導権を握ると言っていたので、これでいいのだろう。……たぶん。

　僕は玉座の間から出て、クウネルと共に回廊を歩きながらヴィアイシアの混乱について考える。

　今日の会議で、ヴィアイシアは大きく変わった。元の世界の学校で学んだ知識だけでも、これが歴史の節目であることは薄々と感じ取れる。

　先ほど、連盟国の代表者としてルージュちゃんは「みんなでみんなの生きる道を決められる国にしていきましょう」と言った。

　それは歴史の教科書で例えれば、王政の次の頁ページあたりだろうか？

　フーズヤーズでは王様がたくさんいるなんて変な話を聞いてから、異世界と元の世界を比べようとは思わなかったが、よく比べると共通する要素は多そうだ。

　ただ、よくよく考えれば、千年前に『異邦人』の僕が関わっていたのだから、自然と似るのは当然だ。千年前のティティーが望んだ『王一人に頼らない国作り』に、過去の始祖渦か波なみは間違いなく手助けをしていただろう。

　千年前からティティーが目指していたものが、姉弟が去ってから未熟ながらも形を成そうとしていることに、少しだけ世のままならなさを感じる。

　玉座の間から出た僕たちは、城の中央にある大庭に辿たどりついた。そこに広がる光景が、『王一人に頼らない国作り』が間に合っていることを証明していた。

　この大庭はアイドと決闘した場所だったが、魔法《桜童アイド・エンド楽土・テイテイー》の力によって、とても過ごしやすい空間に変わっていた。日光を遮る葉は綺き麗れいに剪せん定ていされ、伸び過ぎた草花は一つもなく、逆に草木で整然とした道ができており、鬱うつ蒼そうとしたイメージは完全に払拭されている。

　その城の心臓であり交差点とも言える吹き抜けの庭で、多くの人が忙しそうに駆け回っていた。先ほどの『北連盟』の面々とは違い、本当にヴィアイシアを愛する人たちだ。

　――一週間前、僕たちは疎開から帰ってきた国民たち相手に、先の会議のような噓ではなく、ありのままの真実を伝えた。

　もちろん、その作業は一筋縄ではいかなかった。

　アイドと最も近しかったルージュちゃんの言葉でも、城の人たちに状況を納得してもらうのは難しかった。なので、仕方なく『過去視』の魔法を利用して、アイドの遺言の上映会をする羽目になった。望む者には『繫つながり』を使って、僕が聞いたアイドの本音を直接伝えもした。国を助けた責任をきっちりとアイドに取って貰もらうために、この際プライバシーは完全に無視しまくりだ。

　その結果、なんとか国を保てる人数は確保できて、城内と城外で仕事をして貰えている。ルージュちゃんの人望もあるが、元々アイドは『死人』を自称して、『みんなでみんなの生きる道を決められる国作り』『王一人に頼らない国作り』を進めていたのだ。いつかアイドがいなくなると、多くの人たちが薄らと覚悟していたのだろう。

　もちろん、立場や給与さえ保証されればいいという人もいる。

　いま城で働いてくれている人たちは本当に様々だ。

『魔石人間ジユエルクルス』から始まり、獣人たち。他国からアイドに引き抜かれたであろう武官文官に、ヴィアイシアに長年仕えてきた重鎮たちに、普通の人たちもたくさん。

　庭に入った僕たちは、その様々な人たちと軽く挨拶を交わしてから、隅のテーブルに座り込む。ようやく、一週間ぶりの休憩に入れた。大きな溜め息と共に、僕はルージュちゃんとクウネルに愚痴をこぼす。

「はあ、やっと一区切りついた。緊張した。アイドのやつ、面倒なの残しやがって……」

　本当に貴族とか国とかを考えるのは苦手だ。

　なので、死んだ悪友に僕は文句を言う。それにクウネルが苦笑いで答えていく。

「いや、『木の理ことわりを盗むもの』アイドさんは、きちんと後のことを考えてやってくれていたと思いますよー？　優秀でしたからねー、あの人。それなりに得意なあてから見ても、あれは内政と外交の鬼やね」

　さらにアイドの生徒だったルージュちゃんからも擁護が入る。

「……うん、先生は『死人』だったのに、いま生きている人たちのために凄すごく頑張ってくれたと思う。例えばさ、この『魔人返り』の力がなければ、あそこで走ってる子たちなんて、もっと前に廃棄されてたはずだよ……。いま、私たちがヴィアイシアで仕事ができてるのは全部、アイド先生のおかげ……」

「そうやね。もしかしたら、アイドさんが戦争を長引かせたのは、特定の人種――つーか『魔石人間ジユエルクルス』の居場所を作る為ためだったんかなー？　安易に戦争を打ち切って、戦争のない世界にしたとしても、それで単純に『魔石人間ジユエルクルス』たちに平和がやってくるわけではないですからね。かと言って、長引かせるのはどうかと個人的に思いますが」

　僕と違い、二人はアイドの仕事を素直に褒めていた。それに僕は反論しない。

「……そっか。やっぱり、難しいな。僕に政治こういうことは向いていないね。『魔石人間ジユエルクルス』の平和なんて、どうやればいいか全くわからないよ」

　戦って助けるだけしかできない僕には、その平和の本質を理解できるのは遠い話だろう。ただ、クウネルだけは小声で「噓やん。その魔法とスキルで難しいとか、噓やん。ちょっと本気になったら、会長もできるくせに。面倒事はいっつもあてに押し付けてぇ……」と文句を垂らしていた。

　この一週間付き合っただけで許して欲しい。

　これから僕には、やるべきことがあるのだ。

　そんなクウネルの愚痴を置いて、ルージュちゃんは話を続ける。

「英雄様の言うとおり、平和ってとても複雑で難しいものだね。……だけど、大丈夫。この一年で、少なくともヴィアイシアのみんなは『魔石人間ジユエルクルス』も『魔人』も受け入れてくれるようになったよ。奴隷の扱いだって、おそらくヴィアイシアが世界で一番進んでる国になると思う。少しずつ、平和に向かって進んでるって思うよ」

「そっか……」

「これから国のみんなが家族だって言えるような理想の『楽園』を作るよ！　もちろん、みんなでね！」

「…………」

　ルージュちゃんがアイドの意思を継ごうとしているのを黙って見守る。

　正直、その姿に思うところが多々ある。

　頭の隅によぎった不安の数々が、僕に返す言葉を失わせた。

　その不安をルージュちゃんはあっさり看破して、僕をからかってくる。

「あっ、英雄様。『楽園』なんて無理だと思ってるでしょ？　ほんと、英雄様って合理的で現実主義なんだからさ、もー」

「えっ、いや……、まあそうだね……」

　図星を突かれて、僕は驚く。学生だった僕は、歴史という学問を習っている。その年表を頭に思い浮かべる限り、誰もが幸せになれる『楽園』はどこにも存在していなかった。きっと、この異世界にだって、まだない。その現実を前に、ルージュちゃんは――

「わかってる。でも、それをみんなで目指すこと自体は悪くないと思う。『楽園』を目指す意思に意味があるって、そう私は思う」

　理想論であることはわかってると言って、それでも進むとも言った。

　現実が見えていないわけでなく、理想を忘れることなく、独り善がりでもなく、ただみんなで前に進むと言った。

　その揺るがぬ信念は、アイドやティティーの最後の姿を思い出させる。

　いや、正確には名前も知らないあのお爺じいちゃんとお婆ばあちゃんの教えが頭に浮かぶ。

　あの家族の精神こころが、確かにルージュちゃんに宿っているとわかり、今度の返答は遅れることがなかった。

「そうだね……。それでいいと思う」

　少し前、ティティーは千年後のヴィアイシアを見て、ここにいるのは北の民ではないと言った。けれど、ここにいるルージュちゃんは間違いなく、あのヴィアイシアの末まつ裔えいだろう。そう確信できる会話だった。

　僕は一安心して、ちょっとした懐かしさを感じながら、《桜童アイド・エンド楽土・テイテイー》の力で様変わりした庭を見回す。

　綺麗に整った色鮮やかな庭の中、本当に色んな人たちがいる。途中、知り合いと似た顔の一人の若き獣人が、『魔石人間ジユエルクルス』と真剣に話しているのが目に付いた。

　獣人は、かつての老将であり伝説の鍛冶師でもあるレイナンドさんに似ていると思った。立ち居振る舞いからは、ベスちゃんっぽさも感じる。もしかしたら、ヴォルス家の親戚筋の血を引く子孫かもしれない。

　千年前との繫がりを考えて、周囲を《ディメンション》で観察すると中々面白い。

　庭を慌しく走り抜ける子供の獣人たちは、六十六層の裏で出会った僕の部下を名乗った騎士たちと似ている気がする。庭で仲良く話をする子供たちから、六十六層の裏で過ごしていた人たちの名残を感じる。

　次元魔法使いの僕だけが、その千年の血脈を僅かに感じ取れていた。

　当然、アイドが助けた『魔石人間ジユエルクルス』もたくさんいる。時代が少し古ければ、虐げられ、自由さえもなかったであろう人々が、自分の意思をもって生きている。

　多種多様な出自の人々が、愛するヴィアイシアのために力を合わせている。

　人種が違うだけで殺し合っていた昔の名残は全く感じられない。

　――これでいいんだな……。アイド、ティティー……。

　これこそ、まさしくアイドとティティーが最初に目指した場所だろう。

　当の国民たちはまだ『楽園』だなんて思っていないだろうけど、千年前の記憶を持つ僕にとっては『楽園』にしか見えなかった。

　もちろん、この『楽園』は永遠ではないし、甘くもないだろう。

　ここにいる全員に、多くの苦難が待ち受けているはずだ。理想論を掲げるルージュちゃんは、何度も躓つまずくに違いない。下手をすれば、国が潰れることもあるかもしれない。

　――けれど、それでいい。

　たとえ、どんなことがあっても、精神こころは何度も受け継がれて、世界に生き続けるはずだから……。それでいいのだ。

　友であるアイドとティティーの願いさえ叶かなえば、一探索者でしかない僕が国に口出しすることは一つもない。やることがなくなったと思った僕は、テーブルから立つ。

「それじゃあ、そろそろ僕は行くよ」

「……うん。色々とありがとうね、英雄様。英雄様がいなかったら、きっともっと困ってたと思う。本当に感謝してる。……あっ、もし旅の途中でノワールちゃんを見つけたら、心配してるって伝えて貰えるかな？　ノワールちゃんの居場所はここにあるって、ちゃんと故郷はここにあるって伝えてあげて」

　この一週間で姿を見せなかったノワールちゃんのことを、ルージュちゃんは心配していた。どうやら、彼女は僕に負けてから、一人で行方を眩くらましたらしい。

「わかった。もし会ったら、そう伝えるよ」

　そして、去ろうとする僕に、隣のクウネルも続こうとする。

「よし！　一件落着！　それじゃあ、あてもそろそろお家うちに帰ろっかなー!?」

「え？　クウネルはここで手伝いしててよ？　君がいると南との和平が楽だって、みんな言ってるでしょ。もうなくてはならない感じだし」

　だが、それは許さない。

　席から立ち上がりかけたクウネルの両肩に手を置いて、無理やり着席させる。

「力っ、強つよっ！　……や、やっぱり、そこまでやらないとあかんの？」

「頼むよ。できれば、アイドとティティーの国を見守ってやって欲しい。千年前を知っている君にこそ、その違いを確認して欲しい。というか、こういうの得意なんだろ？」

　不満そうなクウネルに、僕は真剣にお願いする。はっきり言って、クウネルがヴィアイシアにいるといないとでは、今後のルージュちゃんの運命は大きく変わるだろう。

　なにせ、こと国の扱いに関して『クウネル・クロニクル・シュルス・レギア・イングリッド』は人類史最高レベルの専門家だ。

　それを証明する声が、いまも庭の周囲から聞こえてくる。

「あっ、『欠番姫』様だー」

「うわあ。本土の英雄と連合国の英雄が並んでると、すごい絵面ですね」

「伝説の革命家さんって、本当に年取らないんだね。私より小さい……」

　クウネルの偉業を知る『魔石人間ジユエルクルス』から遠巻きに手を振られて、それに彼女は愛想笑いで応えていく。

　はっきり言って、クウネルは未み来らい永えい劫ごう教科書に載るレベルの存在だ。

　過去、いまの『北連盟』みたいな状況で革命クーデターを成功させて、千年繁栄し続ける国を一つ建国した。さらには各地で独立自治の協力も行ってきて、いまも尚なお全世界に多大な影響を及ぼすイングリッド商会の長として君臨している。

　地域によっては、冗談でなく本当に神として崇あがめられていると聞いたほどだ。

　……第一印象のせいで、そんな気は全くしないが。

「う、うぅ……。そりゃあ国を一つ作ってますからね、昔に。得意というよりかは、慣れてます。慣れてますけどぉ……」

「クウネルがいないと、たぶん、ルージュちゃんたちがクーデターとか色々食らっちゃうし。頼むよ」

　さっき玉座の間で軽く会話を拾っただけで、それらしい兆候はあった。

『未来視』するまでもなく、スキル『感応』でわかる。

「ま、起こるでしょうね。アイドさんがいないと、正直この国は隙だらけですし。あてなら『魔石人間ジユエルクルス』の優遇に不満を抱える派閥をちゃちゃっと作って、ぱぱっと乗っ取ります」

「それを未然に防いで欲しいんだ。クウネルならできるだろ？」

「できますけどぉ……。あぁー、三度も助けられたせいか、断り難い……」

　こればっかりは強気だ。

　じっと僕が見つめていると、ちょっと涙目になってクウネルは叫び出す。

「ああもう！　本当なら今頃、レギア国の別荘にあるふわふわベッドで寝転がってるはずなのにぃ！　気が向いた日だけ服を縫う素敵な毎日が、あてを待ってたのにぃいー！　なんで、あそこで見つかったんやぁー！　もう『呪い』やろ、これぇー!!」

　クウネルは一週間前の出来事を呪う。

　僕は苦笑いしながら、その日の記憶を思い出す。

　あの一週間前の大決闘が終わったとき、僕たちは誰もいない王都で困り果てていた。

　それがアイドの望みだったとはいえ、いきなり彼がいなくなれば強国ヴィアイシアといえど危険だろう。せっかくのアイドたちの国が『南連盟』に吞のみ込まれるのは見たくなかったので、僕はルージュちゃんの手助けを決めた。

　そして、まず最初に余ったＭＰで『南連盟』の様子を《ディメンション・多重展開マルチプル》で見た。すると、西のレギア国に向かう途中で戦乱に巻き込まれているクウネルを都合よく見つけたのだ。

　またもや不運に不運が重なって、命の危機に陥っていたので、大急ぎで助けて、城まで丁重に招待し（本人は『拉致誘拐』と言っているけど、そんなことはない。ちゃんとお話をして、納得済みで来てもらった）、何度か助けたお礼ということで、国を安定させるアドバイスをして貰もらうことになった。

　そこからのクウネルの働きぶりは、流石さすがの本業だった。僕の《ディメンション》と《コネクション》を駆使して散らばっていた人々を招集して、その手腕で空中分解しかけていたヴィアイシア国を完璧に繫つなげ止めた。

　もしクウネルがいなければ、いまの状況はなかっただろう。

　そして、これからのヴィアイシアに必要な人材であるのも間違いない。

　この縁を逃すまいと、僕は話を続ける。

「というか、君ほど仕事を頼むのに心を痛めない子ってなかなかいないよね。ほんと頼みやすい」

「え、えぇええ？　あ、あかん。会長の中のあての人物像が酷ひど過ぎる……」

「ほんとお願い。お礼に何でもするからさ」

「その会長の何でもいいお礼って、嫌な予感しかしないんやて！　絶対に罠わな！　ああ、まじ逃げたい!!　逃げたいけどっ、会長相手だから無理!!」

「観念しようか、クウネル。僕の次元魔法からは絶対に逃げられないぞ。ふふふ……」

「ああ！　このやり取りっ、千年前もやった気がする!!」

　ちょっとした寸劇を交えながら、僕はクウネルを引き止め続けて――

「わかりましたあっ。わかりましたよ。やればいいんやろ、やればぁ！　これは大きな貸しですからね、会長！」

　結局、最後までクウネルは本気で嫌がることなく、渋々と頷うなずいた。

　嫌がっていないとわかるからこそ、こうも僕は強気でいられるのだ。そのクウネルの人の良さには心の底から感謝したい。こうして、僕とクウネルの契約が取り決まったところでルージュちゃんが、微笑ほほえましそうに会話に入ってくる。

「本当に仲がいいよね、二人とも。……それでは、クウネル様。明日からも、よろしくお願いします。アイド先生にも負けない伝説を持つクウネル様がアドバイスしてくれるなら百人力です」

「うぃ。とりあえず、適当に客将って感じにしといてなー。裏で色々やるからー」

　ルージュちゃんが握手を求めて、それにクウネルは諦めた様子で応える。

「よし、これで僕は安心して出発できるな。あ、でもルージュちゃん。もし万が一、クウネルがなんか悪いことしてそうだと思ったら、すぐに知らせてね。飛んでくるからさ」

　一応、保険はかけておく。その発言にクウネルは悲鳴に近い声をあげる。

「飛んできて、あてに何するつもりなん!?」

「それは、まあ……ねえ？」

「ちょっ、手を発光させんといて!?」

　うーむ。本当に反応がいい。

　亡きティティーの分まで彼女は弄いじってやろう。

　きっと、それが弔いになるはずだ。

「ちゃんとやりますから！　やりますって！　ただ、会長こそお礼のほうを忘れんといてくださいね!!」

「それはもちろん」

「……よ、よーし。どうせ、お礼してもらうなら、うんと我がまま言ってやろ。どんなお礼を要求してやろっかなー。あっ、久しぶりに会長と買い物デートなんていいかも。また服について二人で話してみたいですからね。なんだかんだで、カナミさんの異世界のデザインは重宝してるので。いや、それよりも、もっとえぐいお礼を――」

「あっ……」

　ぞくりと寒気が背中を走る。

　久方ぶりのスキル『感応』の警告音アラートだ。ずっと盗聴されているというのに、デートなんて危険な単語を発したクウネルの命の危機を『感応』が教えてくれたようだ。

「ん、会長？　どうかしましたか？　いまさら、なしなんてなしですよ」

「いや、なんでもないよ。噓うそは言わないから安心して。なんでも頼んで」

　本当ならば全力で誤魔化さなければいけない事案だが、ほぼ不死のクウネルならば問題ないだろう。こういった意味でも、本当にクウネルは付き合いやすい稀け有うな友人だ。

「じゃ、デートするって約束で……。まっ、この状況なら、本土の安定に五年十年ってところですかね？　ぱぱっとやっておきますよ」

　さらに教科書に記される頁ページが増えそうな偉業を、クウネルは気軽に請け負った。

　彼女の能力と寿命からすると、本当に気分転換みたいなものなのだろう。

　お礼が『デート』だなんて軽口が叩たたけるほど余裕そうだ。

「それじゃあ、ディアたちのところに戻るよ。たぶん、このままヴィアイシアから出ると思う。またね」

　これでもう心配することは一つもない。今度こそ、本当のお別れだ。

「またね、英雄様」

「いってらっしゃいー。もうあてに面倒ごとを持ち込まないよう、きっちり終わらせてきてくださいねー」

　手を振って見送ってくれる二人を尻目に、僕は庭から外に出る。

　そして、すぐに城の客室の一つに向かう。

　城で一番の客室をルージュちゃんが用意してくれたので、この一週間ずっと使わせてもらっていたのだ。そこで先に帰った仲間たちが待ってくれている。

　僕は客室まで向かい、その木製の重い扉を開ける。

「ただいま。いま戻ったよ」

　その部屋には、盗聴で僕の帰りを予期していたであろうスノウが待ち構えていた。

「お帰り、カナミ！　お疲れだね。ご飯にする？　お風呂入る？　あ、それとも――」

「いや、それ毎回言わなくていいから……」

　この一週間、スノウは毎日同じ挨拶で出迎えてくれる。

　これの恐ろしいところは、どれがいいかと聞いておきながらも、ご飯も風呂も用意していないところだ。初日、「じゃあご飯で」と言ったら、とてもいい笑顔で「えへへ、実は作ってない」と返されて以降、もう何の期待もしていない。

「むむ、止やめないよ。少しずつ雰囲気から入っていく計画だから、根気よく続ける。いまのうちに雰囲気作って、ラスティアラ様との仲をぶち壊す予定っ」

　相変わらず努力の方向性のおかしいやつだ。

　なぜ、そこで好かれる努力をしないのか理解に苦しむ。

　そして、その努力が徒労であることは僕が一番知っていた。なにせ――

「ぶち壊す以前に、もう崩壊寸前なんだけどね……」

　いまの僕とラスティアラの間に、ぶち壊すほどの何かがあるとは思えない。なにせ、あれだけ手厳しくフラれたのだ。正直、思い出しただけで乾いた笑いと共に涙が出そうになる。帰ると同時にスノウから精神攻撃を受けてしまい、僕は少しよろけながら部屋の中央のテーブルにつく。

　そのテーブルには紅茶を飲むディア。そして、眠りながらも席についた陽ひ滝たきがいた。

「お疲れだな、カナミ。もう面倒ごとは、終わりか？」

　紅茶のカップを置いて、まずディアは聞いてくる。

　いまディアと陽滝は、大き目の椅子に二人で座り、ずっと手を繫いでいる。

　ディアの質問の答えを考えながら、同時に陽滝の状態のことも考える。

　使徒シスとの戦いが終わったあと、まだ陽滝は意識を取り戻せていない。

　アイドによる世界最高の状態異常回復の魔法は、『近づくものを攻撃する呪い』などといったあらゆる異常を解除してくれた。だが、流石のアイドとはいえ、陽滝が出生から抱え続けている『病気』は戦闘の片手間では治せなかったのだ。

　そもそも、あの『病気』の治療は千年前の全盛期の面々でさえも断念したものだ。

　身体からだのレベルをカウンターストップの99まで持っていて、やっと治るかもしれないと希望が出てくる代物なのだから仕方ないだろう。

　なので、これからはこの『眠り』の状態で焦らず、ゆっくりと『魔の毒』と『魔石』を集めてレベリングしていくつもりだ。ただ、少しだけ不安があるとすれば、まるで陽滝の『眠り』は――いや、いま考えることではない。

　どちらにせよ、少なくともヴィアイシアでやることではもうないだろう。

「そうだね、ディア。もうここでやることはないかな？　色々あったけど終わったよ」

「そっか。終わったならよかった……。シスと違って、こういうのは俺じゃあ手伝えないからな……」

　問題なくヴィアイシアを発たてることに、ディアは安あん堵どして微笑んだ。

　その微笑に心癒されながら、僕は今日までの苦労を思い出す。本当に色々あった。しかし、その甲か斐いあって、いまディアと普通に話すことができている。

　一週間前に使徒シスとの戦いに勝利したあと、何よりもまず最初に行ったのはディアとの間にあったわだかまりを取り除くことだった。

　当然だが、シスとの戦いの間で交わした言葉だけでは完全と言えず、僕とディアは戦いの直後、今日までの出来事を互いに話し合った。

　あの日の話を思い出すのに、そう苦労はしない。まず最初には話したのはディアの今日までの苦悩。いわゆる、『自分』が何者かについてだった。

　未いまだにディアが陽滝から離れずに手を繫ぎ続けている理由を含めて、あの日の戦いのあとの話を、少しずつ思い出していく。





◆◆◆◆◆






　アイドとティティーを見送ったあと、僕は拙いながらも神聖魔法を使ってディアを治療する。だが、かつて自分にかかっていたのと同じ状態異常『認識阻害』は解除できたものの、一番の問題だったディアのスキル『過捕護』は解除されなかった。

　シスさえいなければ簡単に解除できるかと思ったが、思った以上に根が深かった。状態異常ではなく身につけたスキルであるというのが厄介なのだ。

　スキルとは、その人の才能を表したもの――いわば、その人の人生であり、魂とも言える。だが、構わないと思った。

　そもそも魔法で簡単に解決していいものではない。

　それよりも、もっと素晴らしい解決法を、いま見たばかりだ。

　あの姉弟に倣って、僕たちも言葉を交わし、一つずつ間違いを確認していく。

「――それで、その時々出る『私』ってのが、本当のディアなのか？」

　王都の中央、決闘の跡地にできた花畑の上で僕たちは話す。

「あれは……余裕のないときの俺だな。追い詰められると素が出て、『私』って言っちゃうんだ。はは、変だろ？」

「『私』が素ってことは、いまの口調は演技ってことか……？　苦しいようなら、すぐにでも、やめて――」

「いや、違うんだ。これは別に無理して演技してるわけじゃないんだ。ただ、この剣士を目指す『俺』も、素の『私』も、どちらも『ディアブロ・シス』ってだけで……」

　その悩みは、つい先ほどアイドと交わした話と似ていた。

　なかったことにしたい『自分』から逃げ続けたアイド。

　もし彼と同じ運命を辿たどりそうならば、僕は絶対に止めないといけない。だが、その危惧はディア自身が打ち消してくれる。

「心配するな、カナミ。さっきのアイドたちの最期は、俺も見た。昔の『自分』をなかったことにしようなんて思ってない」

　どうやら、その様子から使徒シスであったときの記憶もあるようだ。

　つい先ほど大往生した守護者ガーデイアンの姿から学び、同じ間違いは繰り返さないと言った。

「ただ、いまの『俺』をなかったことにもしない。いまでも、俺は『剣士』には憧れてるし、心から『俺』でいたいって思ってる。この夢は絶対に間違いじゃないって思ってる。きっと間違っていたのは、使徒シスであるという責務。あれだけが、俺の背負うべきものじゃなかったんだろうな……」

　簡単に言えば、ティティーにとっての『庭師』が、ディアにとっての『剣士』なのだろう。そして、ティティーにとっての『統べる王ロード』が、ディアにとっての『使徒』に当たる。その答えを前に、僕から訂正を入れるところは一つもなかった。

「わかった。両方とも、ディアなんだな。……なら、このままでいこうか」

『俺』と言ったときも、『私』と言ったときも、変わらずにディア。ただ、もしも、ありもしない使徒としての責任を抱え込みそうならば、そのときだけは口を出そう。

　そう思っていると、目の前のディアは、おずおずと不安げに補足を入れてくる。

「わかってくれて、ありがとうな……。ただ、ちょっとだけお願いがあるんだ……。『私』が出てるときって、やっぱり変になってるときだって自分でも思うんだ。でも、それはちょっと弱ってるだけから……。だからさ、カナミ……。もし俺が、『私』って口にしたときは……その、できればでいいから少しだけ優しくしてやってくれないか……？」

　その要求に、少しだけ僕は驚く。

　思えば、ディアが僕に真正面からお願いするのは、これが初めてだ。

　今日まで彼女は、僕の迷惑にならないようにと必死に自分を抑えてきた。何も欲しがらないばかりか、ずっと僕や仲間の指示に従っていただけだった。いま、それが解放されたのだとわかり、心の距離が縮まってきている気がした。

「……駄目か？」

　その小さな背丈のせいか、自然と僕を見上げるような格好となる。

　さらに、その隻腕を動かして、手を握ったり開いたりしていた。

　魔法やスキルを使わなくても、その不安の大きさが伝わってくる。

　いまディアは勇気を出して、何か大切なものを摑つかもうとしている。それがわかった。

「当然だ。僕たちは仲間だ、ディア。僕にできることならなんでもする」

　その握るものを探し続けているディアの手を、僕は握る。

　すると、ディアは眉を少しだけ顰ひそめてから、微笑ほほえんだ。

　ようやく、探していたものを摑むことができたけれど、それに頼っている自分が少し情けない。そんな様子だ。しかし、その情けなさから目を逸そらすことなく、ディアは僕に告白していく。ぽつりぽつりと一年前の内情を話していく。

「カナミ……。一年前さ……、実はずっと不安だったんだ……。使徒のやつの記憶が戻ってくるのが怖かった。まるで、自分がもう一人生まれるかのようで……。今日までの自分が否定されるかのようで……。本当に怖かった……」

　呟つぶやく途中、ディアは額を僕の胸に押し当てた。目を合わせて話すのは恥ずかしいのだろう。けれど、離れるのは嫌だから、そうするしかないようだ。

　そのディアの頭の上に手を置いて、僕は話を聞いていく。

「でも、誰にも打ち明けることもできなくて……。いつも一人で悩み続けるしかなくて、苦しかった。本当に苦しかった……」

「うん」

　その怖さと苦しさが、僕にも少しだけわかる。

　パリンクロンのやつのせいで、僕も似た状況に陥っていた。

「本当の自分がどっちなのかわからなかった……。シスが本当の自分なのかと思うと、一睡もできない日もあった……。眠れない夜が続いて、辛つらかった……」

「ごめん。僕は自分のことばかりで、それに気づけなかった」

　兆候は間違いなくあった。

　僕に助けを求める素振りもあった。

　おそらく、ワイスとマリアあたりは気づいていたはずだ。僕よりディアと付き合いの短い二人が気づいていたのに、僕は気づけなかった。その事実が、ただただ悔やまれる。

「カナミの妹を壊したのが千年前の俺かもしれないって知ったとき、もう俺はカナミの隣にいられなかった。会わせる顔なんてあるわけなくて……でも、どうにか贖しよく罪ざいできないかって思って……、逃げ出したんだ。逃げても意味なんてないってわかってても、怖くて逃げたんだ。俺は……」

　僕だけでなく、ディアも悔やんでいた。

　ただ、一年前と違い、一人ではなく二人で後悔していく。

　それだけで不思議と心の重さが違う気がした。

「当然、その逃げた先で、俺は居場所を失った。頭の中にいるシスのやつを認めてしまって、俺は『俺』でなくなって、『私』ですらもなくなった。もう自分が誰かわからなくて、頭の中が滅め茶ちや苦く茶ちやで……、何が何だかわからなくなって……。ずっとずっと、暗い道を歩く夢を見ていたような気がする……」

　一人だと心は弱るものだ。

　そして、それは一人ぼっちになるまで気づきにくい。

　そこを使徒シスに突かれたようだ。

　僕がシスのやつに憤りを感じていると、少しだけ明るい声が発せられる。

「でも、戻れた。カナミのおかげで、やっと戻れた。カナミが俺の名前を呼んでくれたおかげだ。ほんとにありがとな……」

　ディアは僕の胸に当てていた額を離して、伏せていた顔をあげた。

　そして、とても懐かしい笑顔を見せてくれた。

　それは僕と一緒に迷宮探索をしていたとき、共に戦い共に喜んでいたときと同じ笑顔だ。あのとき呼ばれていた名前を思い出し、僕も笑顔で答える。

「ディア、もう僕のことは『カナミ』じゃなくて『ジーク』って呼んでいいよ。連合国では『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』なんて呼ばれてるからね。もうなんて呼ばれても気にしない」

　冗談を交えて、どちらでもいいと言った。

「ははっ。そういえば、そんな名前も広まってたな。じゃあ、遠慮なく好きに呼ばせてもらおうか。だって、名前や立場なんて重要じゃない。重要なのは、俺は俺で――」

「僕は僕として、ここにいる。それが一番大事なことだからね」

　こうして、二人で後悔の答え合わせを終える。

　もう僕たちにとって名前は重要ではなかった。ちょっと恥ずかしい台詞せりふだったが、二人ならば笑って示し合わすことができた。

「ああ、それだけでよかったんだ。二人がここにいる……。それだけ、もう、よかったんだ……」

　そして、笑顔のディアの両目から涙が滲にじみ始める。

　ずっと堪こらえていたものが溢あふれてきているのだろう。

　ディアは涙を僕に見せたくないのか、ぎゅっと腰に抱きついてきた。また、その額を僕の胸に当てて、強く強く抱き締めてくる。

「この一年でわかった。シスと俺は別ものだ……。いや、そもそも全く同じやつなんていない。当たり前だ。同じ魂なんて、この世界にはないんだから……」

　そのディアの独白を、彼女の後頭部を撫なでながら聞く。

「ああ、心も身体も軽くなっていく気がする……。もう何も怖くない……」

　本当によかった。

　ディアが自分に正直になってくれたおかげで、僕も心が軽くなっていく気がする。陽ひ滝たきと共にディアが帰ってきたことで、この異世界の悩みの大半が消えた。

　自分が長い戦いの末に得たものを、胸の中でしっかりと抱き締める。

　それに合わせて、彼女も抱き締める力を強くしていく。

　もう二度と離さないとでも言うかのように、どこまでも強く……。

　その遠慮のない力強さは、いままでのディアになかったものだ。

　やっと心から通じ合えるようになった。身体からだだけでなく、魔力も絡み合い、心が重なっていくような錯覚さえしてくる。その錯覚の中、何にも代え難い安らかな時間が過ぎていき――途中で、僕は違和感に気づく。

　というか、急にスキル『感応』が警告音を鳴らし始めた。

　今日一度も鳴らなかった生存本能が、けたたましく僕に「危険」と叫んでいる。

「え、え？　ちょ、ちょっと待って、ディア――」

　危険を感じて、焦り、ディアから離れようとする。

　――が、全く動かない。

　まるで石の中に閉じ込められたかのように、身体が微動だにしない。

　それどころか息さえもできなくなっている。さらに正体不明の圧力によって、肺が圧迫され肋ろつ骨こつが軋きしんだ。いまにも罅ひびが入りそうだ。

「ま、待っ――、息が、でき――!?」

　とうとう発声さえも封じられる。

　すぐに僕は無詠唱で《ディメンション》を展開して、状況の原因を解析する。

　いま僕に襲い掛かっている異常の正体は間違いなく、ディアの魔力だ。

　興奮したディアの魔力によって包まれて、それが物理的な力となって僕を捕まえている。濃過ぎる魔力が巨大な手となって、僕を握っているのだ。

　切り札を発動させる状況があると判断して、また無詠唱で魔法を唱え、《ディスタンスミュート》を全身に展開する。

「――っ！　ぷはぁ!!」

　ディアの魔力の属性と性質を理解し、そこから次元をずらすことで、なんとかすり抜ける。顔を真っ青にした僕が離れたことで、ようやくディアの魔力が和らぐ。

　興奮し過ぎて魔力が固く強こわ張ばっていたことに気づき、慌てて謝罪する。

「あ、あぁっ！　ごめん、カナミ！　その、体が勝手に……!!」

　おそらく、まだ解除できていないスキル『過捕護』の効果だろう。副作用として、無意識に僕を捕まえたくなるのだ。

　それもレベル59という強さを考えずに、全力で相手を捕まえようとする。

　他の人なら問題だが、スキル『感応』で事前に危険を察知できる僕相手なら、さほど問題ではない。《ディスタンスミュート》のおかげで、不意を打たれない限り死ぬこともない。そして、この程度の負傷ならば、アイド戦で培った回復魔法でなんとかなる。

「はは。いや、このくらいなら慣れてるからいいよ。全然気にしてない」

　罅の入った肋骨に、回復魔法を当てながら笑顔で答える。

　いまの僕は、他属性の魔法を拙いながらも扱える。大きな魔法になると《ディスタンスミュート》を胸に刺して魂を弄いじらなければならないが、基礎魔法程度ならば問題ない。

「慣れてる……のか？」

「噓うそじゃないよ。骨の一本や二本折れても、いまの僕なら簡単に自分で治せるからね。これぐらいなら……犬がじゃれついてるくらいだよ」

　暗に可愛かわいいものだと言って安心させようとする。

　別に強がりでもなんでもなく、本気でそう思ってる。

　痛みに対する耐性は、嫌と言うほどついている。異世界に来たことで基本的な身体の丈夫さも上がっている。このくらいの負傷ならば、魔法の練習に丁度いいだろう。

「で、でも、痛みはそのままだろ……？　ごめん、すぐに抑える」

　慣れたものだったが、優しいディアは慌てて漏れ出た魔力を身の内に戻して、体内で凝縮させる。それを《ディメンション》で把握し、一年前との違いを口にする。

「最初と比べると、本当に魔力の扱いが上う手まくなったなあ……」

「アルティ師匠と……悔しいけど、シスのやつのおかげだな。もう出力を間違えることは……焦らない限りは、ないと思う」

　自分の性格がよくわかってきているようで「焦らない限りは」と付け加えた。しかし、間違いなく魔力の制御は格段に上手くなっている。

　この一年、伝説の使徒から魔法の手本を間近で見せてもらっていたようなものだ。よく考えれば、その上でレベル上げもしてくれたのだから、少しだけあいつに感謝しておこうと思う。……本当に少しだけ。

「あ、もちろん、ここまで強くなれたのはカナミのおかげでもあるぞ！　最初、カナミがいてくれたから強くなれたんだ！　本当にありがとうな!!」

　自分の師の中には僕も入っているとディアは言ってくれた。そして、離れていた僕の右手を握って、光が溢れていると見み紛まがうほどの笑顔を見せてくれる。

　正直、僕の周囲には珍しいタイプの笑顔だった。

　その屈託のない純粋な笑顔に見み蕩とれかける。

「これからも俺は強くなるからさっ！　期待しててくれ！　カナミに似合う仲間になれるように、精いっぱい頑張る！　で、俺と一緒に、もっともっと冒険しようぜ!!」

　ぎゅっと僕の手を握って離さない。

　レベル59になってステータスの筋力が跳ね上がっているせいか、また骨に罅が入りそうだったが、その眩まぶしい笑顔を見るとそれも許してしまいそうになる。

　僕とディアは握手を続け――話の終わりを察したスノウが、後ろから近づいてくる。

「よーし、終わりかな？　なんか凄すごくいい話だったような？　じゃあ次っ、次私も！　私もぎゅっと抱き締めて！　カナミ!!」

「え、なんで……？」

　そして、なぜか調子に乗った提案をしてきたので、首を傾かしげる。

「あれえ!?　なんか対応が違わない!?」

「そりゃあ、ディアとおまえじゃな……」

「酷ひどい！　でも今回私も頑張ったよ！　かーなーりー頑張ったよ!?」

　必死になってスノウは両手をぶんぶんと回して主張してきたが、それはディアが一刀両断する。

「頑張ったか？　俺と戦ってたときは良かったけど、ヒタキと戦い出した途端、駄目駄目だったじゃんか。スノウ」

「げ、覚えてるの!?　あ、あれは、その、守護者ガーデイアン相手だとどうしても怖くて……」

「使徒は大丈夫で、守護者ガーデイアンは駄目なのか？　でも一年前、アイド相手のときは平気だったろ？」

「いや、あのときは責任感があったし……。そんなにアイドは怖くなかったし……。今回はカナミとティティーお姉ちゃんがいたから、ちょっと気が緩んじゃってたというか、何と申しますか……」

「んー、そういうところあるよな。スノウ」

　ここにきてディアも、スノウの厄介な本質に気づいてきたようだ。

　改善の機会は逃すまいと、僕も同調する。

「ああ、スノウの一番駄目なところだ。自分が本気出さなくても誰かが代わりにやってくれると思ったら、途端に手を抜き出す」

「スノウ、今回駄目駄目だった俺が言えることじゃないかもしれないが……、どんなときも全力を出さないと駄目だぞ？」

　僕とディアは手を繫つないだまま、スノウを叱責する。

　そのコンビネーションにスノウは、手を口に当てて、あわわと震え出す。

「あ、あれぇ……？　もしかして、お説教が始まってる……？　こ、これは危うい展開！　ラスティアラ様もマリアちゃんもいないから、まだ甘えられるって思ったけど、そうでもない!?」

「そうやって、常に甘える相手を探してるから駄目なんだって……。はあ……」

　ディアは苦笑の混じった溜ため息いきをつく。ただ、それがスノウの短所であるのはわかっているが、スノウらしさであるのもわかっているので、本気で追い詰めたりはしない。

　互いに互いの短所を理解し、それを補い合う。

　ここに来て僕たちのパーティーは、『本当のパーティー』に近づいてきていた。

　それを確認した僕は、気を取り直して次に向かって動き出す。

「よし、スノウの反省会も終わったし、そろそろルージュちゃんを迎えに行こうか。城の中にいると思うから、僕が一人で走って行って来るよ」

　真剣な戦いが終わったあとのちょっとした冗談が終わったところで、僕はディアの手を離して、大木と化した城に向かって歩き出す。

　この後、僕はルージュちゃんからアイドにヴィアイシアを託されたことを聞き、その解決策としてクウネルを迎えることになる。
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　そして、一週間後のいまに至り、ディアは笑顔で僕の帰りを迎えてくれるようになった。だが、全ての問題が解決したとは、まだ言えない。

　スキル『過捕護』の厄介な効果は残ったままで、ディアが『ジーク』と認識している僕と陽滝の二人のどちらかから遠く離れてしまうと、酷く不安定になる。

　一度、ディアを客室に残して、僕が陽滝を連れ出したとき、スノウが黒焦げになった。精神の乱れと共に魔力が暴走し、それをスノウが身体を張って止めたのだ。

　一週間前はスノウをからかった僕とディアだが、本当のところでは深く感謝している。ただ、それを口にするとスノウは際限なく調子に乗るので、褒めにくいのが難点だ。

「――カナミ。ここでやることが終わったなら、次はどこに行くんだ？」

　僕が一週間前を思い出し終えたところで、ディアは目を輝かせて聞いてきた。

　さらに、光の魔力で固めた腕を剣士のように振る。

「俺は剣を振るえるならどこでもいいぞ。そっちで決めてくれ。この数日、スノウとはいい勝負だったから、早く試してみたいんだ」

「え？　剣の勝負は、私の圧勝の全勝で……」

「いい勝負だったろ！」

「はい！　いい勝負でした！」

　ぷくっと頰を膨らませるディアに、びしっと敬礼するスノウだった。

　どうやら、ディアは剣を使っての冒険がしたいらしい。

　この一週間、時間を見つけては二人で『剣術』の練習をしていたのを僕は知っている。ディアは自分の趣味だが、スノウはティティーの教えを守っての特訓だ。

　ちなみに、ディアには『クレセントペクトラズリの直剣』を使ってもらっている。スノウはティティーから譲り受けた『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』だ。

「ごめん、ディア。目的地を決める前に試したいことがあるんだ。これの結果によって、結構変わるからね」

　早く剣を試したいのはわかるが、それよりも大事なことがある。それは冒険する上で、最も大事なことだろう。僕は『持ち物』から、数日前に城の工房で作ったアクセサリを取り出して、スノウに手渡そうとする。

「ペンダント……？　え、もしかして、それ……」

「ティティーの魔石だね。これはスノウに持ってて欲しい」

「やっぱりお姉ちゃん？　うわー、お姉ちゃんペンダントになってるー」

　正確には、アイドとティティーの二人だ。

　濃い緑と薄い翠みどりの魅力を上手く活いかした渾こん身しんの一品である。





【首飾り『白はく翠すいの理ことわり』】




守護者ガーデイアンアイド・ティティーの魔力の結晶をあしらった首飾り






「ちょっとつけてみて。あと助けてーって強く祈ってみて」

「うん、わかった。むむむ……。ティティーお姉ちゃん、お願いー」

　スノウはペンダントを首に下げて、唸うなり出す。それに合わせて、僕は《ディメンション》を強める。身体からだに変化が現れたのはすぐだった。一年前の彼女の柔肌にはなかった竜の鱗うろこが、魔力の粒子に変わって、スノウの身体に吞のみ込まれていく。

「おっ、おお？　肩のとこの変なやつが元に戻ったー！　生まれた頃まで戻ってくー！」

「使徒のやつ、やっぱり噓ついていなかったんだな。……はあ、本当に不器用なやつだ」

　スノウのレベルの上げ過ぎによって起きていた身体の異変が回復した。

　全て、使徒が教えてくれた通りだ。あの決闘前の和平交渉で晒さらした情報が本物であるとわかり、使徒シスの人柄の極端さに溜め息をつく。

「スノウは二人のペンダントを持っててくれ。レベルの限界値は30って聞いてたけど、『理を盗むもの』の魔石があれば、倍に伸びるらしい」

　この世界のレベルの限界ラインがはっきりと見えてきた。

　レベル20前後から人間の枠組みから外れ出して、レベル30から人間でなくなっていくのだろう。おそらく、魔石一個で限界値が30ほど伸びる。

「なあ、カナミ。俺は何も持ってないけど、レベル高いぞ？」

　そこでディアが質問を挟む。

「ディアは使徒だから身体が特別なんだと思う。シスがそれっぽいこと言ってたし」

「そうなのか。シスのやつがそう言ったなら、そうなんだろうな」

　ディアもシスの評価は、僕と同じなのだろう。

　使徒シスは噓をつける性格じゃなかったから、間違いないと判断した。

「シスの性格はアレだったけど、こう考えるとあいつから譲り受けた力は多いな……」

　陽ひ滝たきとディアのレベル59が一番わかりやすい例だろう。

　ここまでレベルを上げるとなると、本来ならばもっと時間がかかったはずだ。それにはスノウも頷うなずいて同調する。ただ、彼女は僕と違って、喜びでなく不満ゆえだった。

「そうだねー。正直、いま本気で戦ったら、ディアが一番強いかも。昔は私が『最強』だったのに……、徐々に力関係が……。ああ、でも特訓はしたくない……」

　せっかくレベル上限を上げたのに、本人がこれでは意味がない。

　堂々とさぼり宣言するスノウの頭を小突きながら、次の話に移っていく。

「これで心配事が一つなくなった。それじゃあ、これからどうするかなんだけど……」

　シスの言っていたことは間違っていなかった。つまり、陽滝についても十中八九噓はついていないと思っていいだろう。

　ちらりと目を、ディアの隣に座る陽滝へ向ける。アイドのおかげで『統べる王ロード』ではなくなり、誰にも攻撃しなくなり、とても静かなものだ。

　――しかし、まだ陽滝は眠りから覚めない。

　夢遊病のように反応はするものの、基本的に意識がない。兄である僕がどれだけ声をかけようとも、まるで『静止』しているかのように何の反応もない。

「方針としては、陽滝を起こすために迷宮の『最深部』を目指そうと思ってる。『最深部』には千年前の戦いの全てが『魔の毒』となって保管されているからね。迷宮内で無限に『想起収束ドロツプ』できるほどの『魔の毒』だから、上う手まく利用すればだけど、本当に何でも叶かなうはずだよ」

　おそらく、シスの言っていた主あるじの代わりという状態が、陽滝の病気が治る条件のはずだ。だからこそ、千年前の僕は使徒シスの『世界奉還陣』を受け継ぎ、迷宮を作った。

「いや、カナミ。ヒタキを起こすなら、使徒ディプラクラに会いに行くのもいいと思うぞ。シスのやつ、なんだかいつでもヒタキを起こせるみたいな口ぶりだったからな。同じ使徒なら何か知ってるんじゃないのか？　アイドが封印したディプラクラは、『本土』の大聖都フーズヤーズの世界樹ユグドラシルの中にいるはずだから、そこに同じ使徒である俺が行けば、間違いなくディプラクラの声が聞けると思うぞ」

　ディアは積極的に意見を出す。

　それは受身なスノウと違う個性なので、とても助かる。

「確かに、『本土』のフーズヤーズに行って使徒ディプラクラと会ってみるのも悪くないね……。何より、南にはマリアがいるし……。よし、もう決まりだな」

　やはり、マリアは直接迎えに行くのが一番だろう。

　マリアとディプラクラと会って、それから迷宮のある連合国に戻って、パーティー全員が揃そろった状態で迷宮探索を再開する。これがベストのはずだ。

「『本土』の南かー。久しぶりだなー」

　緊張感の増す僕と対照的に、スノウは暢のん気きなものだった。

　その観光気分を咎とがめるように、ディアが注意を促す。

「おまえ、総司令代理の途中退職についてなんか言われるんじゃないか？　俺と違って、円満退職じゃないだろ？」

「う……。そ、そのときはカナミに守ってもらうもん……」

「馬鹿か、おまえ。そのときは俺に言え。仲間は俺が守ってやる」

「お、おぉお？　ディア、ありがとうー！　流石さすがー！　かっこいいー！　惚ほれるー！」

「基本的には一人でやれよ？　どうしても無理なときは、俺に頼れってだけで……」

「それでも、ありがとうありがとうありがとう！　あ・り・が・とー!!　いやあ、ほんとに、最近はいいことばっかりー!!」

　スノウはディアに抱きついて、心の底から感激していた。彼女の人生の中、真っ向から守ってやるなんて言ってくれる人物は、そうそういなかっただろう。身体全てを使って、喜びを表現していた。それを僕が温かい目で見守っていると、客室にノックが鳴り、外から女の子の声が聞えてくる。

「英雄様ー、お手紙が来てますよー」

　おそらく、城で働く『魔石人間ジユエルクルス』の一人だろう。僕は部屋の中で絡み合う二人を置いて、部屋の外に出る。そして、まず呼び名について不満を漏らす。

「その英雄様って止やめてくれないかな……？」

「え、でもルージュが言ってますしー」

　青い髪の『魔石人間ジユエルクルス』の少女は不思議そうな顔を見せた。

「ルージュちゃんめ……」

　あれだけ言ったのに、いつまでも直してくれない。それが敬意の顕あらわれとわかっていても納得できないものがある。現に、こうして色々と広まってしまっている。

「それよりも、手紙です。どうぞっ」

「ありがとう。けど、誰から……――え？」

　僕は手紙を受け取り、裏に書かれていた差出人の名前に驚く。

　そして、すぐに手紙を広げて、中身を確認する。《ディメンション》で一気に読み切り、その内容に啞あ然ぜんとする。

　その手紙の中に書かれていたのは、『救援』の要請だった。







あとがき




　ありがとうございます！

　十二巻発売＋ヴィアイシア編終了まで、なんとか漕ぎ着けることができました。大変嬉しく、いまは感謝の念で一杯です。

　今回の表紙はアイド。ラノベでは珍しい男二人というのもありますが、いままでの表紙とは一味違いますね。二人の決着に相応しい素敵なイラストで、いつも鵜飼先生には感謝しかありません。あと、個人的な話になりますが、十巻のティティーの表紙を見たときから、ずっと「アイドの表紙が見たい!!　この二人は、姉弟二人揃ってこそだから――！　表紙を並べて見たい！」と心の底で欲望を渦巻かせていました。

　いま、その願いが果たされて、とても清々しい気分です……。

　死ぬまでにアイドとティティーの表紙が見られて、もう思い残すことはありません……。あとはもう静かに、目を瞑るだけ……。

　と思いつつ、恐ろしいことに欲深い私は、すでに次の十三巻に想いを馳せてしまっています。なぜなら、予定通りならば、十三巻は『異世界迷宮の最深部を目指そう』において最も大きな節目になるからです。

　ラスティアラが中心のお話で、物語の核心に触れます。

　全ての始まりであり、決着でもあり……とにかく、この十三巻は特別です。

　その特別な十三巻でのカナミの活躍を、乞うご期待です。

　――という下手な予告と宣伝を挟みつつ、重大発表があります！

　なんと、『異世界迷宮の最深部を目指そう』がコミカライズします！

　すごく感慨深いですね。私は漫画が大好きで、正直なところ小説よりも漫画のほうが読んでいる冊数が多いと思います（これは特に珍しいことじゃないかもしれません。お友達が少ないのでわかりません！）。子供の頃の私は絵を描くのが大好きで、漫画家さんにとても憧れていました。だからこそ、今回のお話は本当に感慨深く、畏れ多く、大変嬉しいことです……。

　こちらも、この十二巻発売日あたりで、コミックガルド（Ｗｅｂコミックサイトですね）で連載開始となっているはずです。この十二巻を読み終わったあと、連載されている漫画も見て頂けるとすごく嬉しいなあと思います。

　ちなみに、今回コミカライズを担当して頂いたのは「左藤圭右」先生です。

　例の大人気アニメをコミカライズした経験のあるお方ですね。なので、私はとても安心して、コミカライズのネームなどを見せてもらっては、毎日にやにやとしています。

　ということで、今回のあとがきは謝罪なしで、朗報でフィニッシュです。

　幸先がいいですね。最後に、この本に関わって頂いた方々全員に感謝しつつ、お別れです。本当の本当にみなさんありがとうございました。それではっ。
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